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改訂
本文書は最新の一覧 ソ フ ト ウ ェ アお よ びその上位バージ ョ ンに適用 し ます。 ソ フ ト
ウ ェ アのバー  ジ ョ ンが更新 さ れた場合は本文書の情報 も 変更 さ れ、新 し い版が 
Beckman Coulter の Web サ イ ト に リ リ ース さ れます。更新内容については、 
www.beckman.com/techdocsを ご覧いただ きお客様の装置の最新バージ ョ ンの『取扱説
明書』ま たはシ ス テ ムヘルプを ダ ウ ン ロ ー ド し て く だ さ い。
初版、05/17
ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 5.0
AB 版、09/17
ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 5.1
以下のセ ク シ ョ ンが更新 さ れま し た:
 • 第1章, Setup & Device Steps（セ ッ ト ア ッ プお よ びデバ イ ス の ス テ ッ プ） タ ブのオプ

シ ョ ン
 • 第2章, AccuFrameを使用 し てデ ッ キ位置を フ レー ミ ン グする
 • 第2章, フ レー ミ ン グ シ ャ フ ト をSpan-8 ポ ッ ド に取 り 付け る
 • 第2章, 位置を フ レー ミ ン グする , 14
 • 表 6.5, ポ ッ ド ま たはグ リ ッ パの、移送先への経路に関する エ ラ ー
AC 版、09/22
ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 5.1
以下のセ ク シ ョ ンが更新 さ れま し た:
 • 安全に関す る注意, マルチ コ ンプ ラ イ ア ン ス の ラ ベル
 • 安全に関す る注意, 装置/ALP ラ ベル
注記：最新バージ ョ ンに含まれ る変更は、修正ページの余白にバーに よ り 示 し てい ま
す。
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安全に関する注意
概要

製品マニ ュ アルをすべて読み、装置を実際に操作す る前にBeckman Coulterに よ り 訓練
を受けた担当者に相談 し て く だ さ い。すべての説明を熟読する ま では、いかな る手順
も 実行 し ないで く だ さ い。製品の ラ ベル表示を遵守 し 、製造元の推奨事項に従っ て く
だ さ い。操作を行 う 上で疑問点があ る 場合は、弊社ま でお問い合わせ く だ さ い。
Beckman Coulter, Inc.ではお客様お よ び従業員にバ リ アプ ロ テ ク シ ョ ンの使用な ど健康お
よ び安全に関する すべての国内基準を遵守す る よ う にお願い し てい ます。本装置な ど
の検査用自動機器を操作ま たは メ ン テナン スする場合、保護めがね、手袋、お よ び適
切な実験用衣服の着用が必要ですが、それだけに限定 さ れません。

警告
Beckman Coulter, Inc.指定の方法で装置を使用 し ない と 、装置の保護機能が損
なわれる場合があ り ます。

危険、警告、注意、重要、注の各事項に関する本書での表示

本文書中の危険、警告、お よ び注意のすべてに、三角形で囲まれた感嘆符が付け ら れ
てい ます。 
感嘆符のシ ン ボルは国際的なシ ン ボルの1つで、設置、使用、 メ ン テナン ス、お よ び
サービ ス を開始す る前に、全ての安全上の指示項目に目を通 し て理解 し てお く 必要が
あ る こ と を喚起 し ます。

危険
「危険」は、実際に発生する と 致死や重度の傷害を招 く 可能性の高い危険な

状況を示 し ます。

警告
「警告」は、実際に発生する と 致死や重度の傷害を招 く 可能性のある潜在的

に危険な状況を示 し ます。

注意
「注意」 と は、避け られなかっ た場合に軽度または中程度の傷害を招 く 可能

性のある危険な状況を示 し ます。安全でない行為に対 し て注意を喚起するた
めに使用 さ れる場合も あ り ます。
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安全に関する注意
装置の安全に関する注意事項  
重要「重要」は、実行中のステ ッ プや手順に価値を追加する、コ メ ン ト に使用 し ます。この重
要で示 さ れるア ド バイ スに従えば、装置の部品の性能やプ ロセスに利点が追加 さ れます。

注 「注」は、本装置の設置、使用、および点検修理において守るべき重要な情報を示 し ます。

装置の安全に関する注意事項

警告
オペレー タ の怪我の危険性:
 • 装置の操作前および操作中にすべてのカバー、パネルが開いている、お

よび/または所定の場所に固定 さ れていない。
 • セーフ テ ィ ・イ ン タ ーロ ッ ク およびセンサの完全性が損なわれている。
 • 可動部への接触。
 • 破損部品の取扱いの間違い。
 • カバーおよびパネルの開閉、取 り 外 し や交換の際の不注意。
 • ト ラ ブルシ ューテ ィ ングに不適切な ツールを使用 し ている。

怪我を避けるために:
 • 装置の使用中はカバー、パネルを閉 じ るおよび/または所定の位置に固定

する。
 • 装置の安全機能を最大限に活用する。セーフ テ ィ ・イ ン タ ーロ ッ ク およ

びセンサを無効に し ない。
 • 装置ア ラームおよびエ ラー メ ッ セージ を直ちに確認 し 措置を と る。
 • 移動部から距離を保つ。
 • Beckman Coulterの担当者に破損部品を報告する。
 • ト ラ ブルシ ューテ ィ ング時には適切な道具を使用する。

注意
システムの完全性が損なわれ、操作上の故障が起こ るケース:
 • 本装置が指定外の方法で使用 さ れる。取扱説明書に従っ て装置を操作 し

て く だ さ い。
 • Beckman Coulterが承認 し ていない ソ フ ト ウ ェ ア を自動化コ ン ト ローラ に

導入する。Beckman Coulterが認定 し た ソ フ ト ウ ェ アのみでシステムの自
動化コ ン ト ローラ を操作 し て く だ さ い。

 • 正規版以外のソ フ ト ウ ェ ア を イ ン ス ト ールする。ウ イルス感染を避ける
ために正規版のソ フ ト ウ ェ アのみ使用 し て く だ さ い。
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安全に関する注意
電気安全性  
注意
本製品をBeckman CoulterまたはBeckman Coulter認定販売代理店以外から購
入、また現在Beckman Coulterと サービ ス保守契約を結んでいない場合、
Beckman Coulterでは製品が最新技術のものである こ と 、または製品に関す
る最新情報をお客様にお届けする こ と を保証で き ません。サー ド パーテ ィ か
ら本製品を購入 さ れた場合、および本 ト ピ ッ ク に関 し 詳細情報を ご希望の場
合は、弊社までお問い合わせ く だ さ い。

電気安全性

電気に関わ る傷害や物的損害を防止す る ため、全ての電気機器は使用を始め る 前に適
切な検査を実施 し 、電気的な欠陥があれば如何な る こ と で も 即座に報告 し て く だ さ い。
機器の点検でカバーあ る いはパネルの取 り 外 し が必要な場合は、如何な る場合 も
Beckman Coulterの担当者に連絡 し て く だ さ い。
機器の定格
 • 100～240 VAC
 • 50/60 Hz
 • 10 A

危険
感電の危険性を減らすため、本装置は三股プ ラ グ付き電源コー ド と 接地し た
三線式コ ンセン ト を使用 し ています。コ ンセン ト が正 し く 配線 さ れ接地処理
さ れている こ と を確認 し て く だ さ い。

高電圧

こ のシ ンボルは高電圧電源か ら も た ら さ れ る 電気シ ョ ッ ク の危険存在の可能性、お よ
び安全に関する全ての説明を、全てのモジ ュ ールの設置、 メ ン テナン ス、お よ び点検
を開始する 前に読み、理解 し なければな ら ない こ と を示 し てい ます。
シ ス テ ムのカバーを取 り 外 さ ないで く だ さ い。電気シ ョ ッ ク を防止する ため、製品に
同梱 さ れ る 電源コ ー ド のみを使用 し 、正 し く 接地 さ れた コ ン セン ト （3穴）に接続 し て
く だ さ い。
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安全に関する注意
化学的および生物学的安全性  
レーザー光線

こ のシ ンボルはレーザー光源か ら も た ら さ れ る個人の安全の危険性が存在する 可能性
を示 し てい ます。本マニ ュ アル内に こ のシ ン ボルが表示 さ れていた ら 、そのシ ン ボル
に関連する 安全情報に特に注意を払っ て く だ さ い。
レーザー仕様
 • レーザー タ イ プ: ク ラ スIIレーザーダ イ オー ド
 • 最大出力: 11 mW
 • 波長: 670 nm

化学的および生物学的安全性

血液な ど の危険物質が装置、ALPま たは付属品にかかっ た場合、 こ ぼれた液体を10%ブ
リ ーチ ま たはエ タ ノ ール溶液で拭き と る か、貴施設常備の除染溶液をお使い く だ さ い。
その後、貴施設で規定 さ れてい る手順に従っ て危険物質を廃棄 し て く だ さ い。装置、
ALPま たは付属品を洗浄する 必要があ る 場合は、弊社ま でお問い合わせ く だ さ い。

警告
ブ リ ーチによ る化学傷害の恐れがあ り ます。ブ リ ーチ との接触を避けるに
は、保護めがね、手袋、および適切な実験用衣服を含むバ リ アプ ロ テ ク シ ョ
ン を使用 し て く だ さ い。化学薬品を使用する前に、化学薬品の曝露の詳細に
ついて安全性デー タ シー ト を参照し て く だ さ い。

警告
California Proposition 65（カ リ フ ォルニア州プ ロポジシ ョ ン65）:
本製品には、カ リ フ ォルニア州によ っ て癌、先天性欠損症またはその他の生
殖毒性を引き起こ す こ と が知られている化学物質が含まれている可能性があ
り ます。
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安全に関する注意
化学的および生物学的安全性  
警告
化学的サン プルや任意の生物学的サン プルの測定前には、新 し い ラ ブウ ェ ア
タ イ プ を テス ト し 、ALPに配置時のピペ ッ ト 操作中に ラ ブウ ェ アオ フ セ ッ ト
が、ALPの近 く または遠 く への移動、ラ ブウ ェ アへのア ク セスのために必要
か否かを判断する必要があ り ます。必要なテス ト を行わない と、オ フ セ ッ ト
が正 し く ない場合、ラ ブウ ェ アが衝突 し 、内容物がこぼれる可能性があ り ま
す。
本装置の通常の操作には有毒、引火性、あるいは生物学的に有害な物質の使
用が関わる可能性があ り ます。この種の物質を使用する と きは以下の予防措
置を遵守 し て く だ さ い。
 • 感染性の検体は病気の蔓延防止を目的 と する、検査室の正当な手続き と

方法を遵守 し て取 り 扱っ て く だ さ い。
 • 使用前に元の溶液の容器に記述 さ れている注意事項を読み、すべて厳守

し て く だ さ い。
 • 全ての廃棄溶液は所属する検査室で定められた廃液処理手順に従っ て処

分 し て く だ さ い。
 • 装置は本マニ ュ アルに提示さ れた指示に従っ て操作 し 、病原性、有毒、

あるいは放射性の物質を用いる と きは、必要な全ての予防措置を取っ て
く だ さ い。

 • 危険性を蔵 し た液体を用いて作業を進める際には液体の飛散が起こ り う
るため、保護めがねと 保護着衣の使用などの適切な安全対策を採用 し て
く だ さ い。

 • 危険性のある物質を使用する際には適切に隔離 された環境を使用し て く
だ さ い。

 • 通電中の装置近辺で引火性の溶剤を使用する際は安全性担当責任者が定
義 し た適正な安全手順を遵守 し て く だ さ い。

 • 有毒の、病原を も つ、または放射性の物質を取 り 扱 う と きは安全性担当
責任者が定義し た適正な警戒手順を遵守 し て く だ さ い。

注 装置に接続 し て、またはその作動 し ている間に外部で使用 さ れるすべてのデバイ スに対 し
て列記 さ れた警告 と 注意事項のすべて を遵守 し て く だ さ い。そのデバイ スの操作手順に関
し ては当該外部デバイ スのユーザーマニ ュ アルを参照 し て く だ さ い。

注 物質安全デー タ シー ト （SDS/MSDS）の情報については、Beckman Coulterのウ ェ ブサイ ト
（www.beckman.com/techdocs）を ご覧 く だ さ い。 
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安全に関する注意
可動部品  
可動部品

警告
怪我をする恐れがあ り ます。可動部品によ る障害を防止するために、以下の
こ と を守っ て く だ さ い。
 • 装置の可動部品の動き を物理的に制約 し ない。
 • 装置の作業領域に物をおいて、装置の動作妨害を し ない。
 • 装置の使用中はカバー、パネルを閉 じ るおよび/または所定の位置に固定

する。
 • ラ イ ト カーテ ン を遮ら ない。

清掃

「第7章, 予防 メ ン テナン ス」で概説 さ れてい る洗浄手順を実行 し て く だ さ い。有害物質
と 接触 し た機器の洗浄前に:
 • 適切な薬品、生物学的安全担当者に連絡 し て く だ さ い。
 • 「化学的お よ び生物学的安全性」セ ク シ ョ ン（上述）を確認 し て く だ さ い。

メ ン テナンス

該当するBiomek i-Series 装置のユーザーマニ ュ アル中に記載 さ れた メ ン テナン ス のみを
行っ て く だ さ い。該当す る ユーザーマニ ュ アルで指定 さ れた以外の メ ン テナン ス は
Beckman Coulter担当者のみが行っ て く だ さ い。
重要 Beckman Coulter担当者にサービス を依頼 し た り 、Beckman Coulterに修理のために部品を返

品する前に装置の除染を責任を持っ て実施 し て く だ さ い。除染するべき品目が除染 さ れな
ければ、Beckman Coulterはいかな る品目も受け取 り ません。部品を返品する と きは、部品
は、内容物の取扱いが安全であ り 、それらが汚染 さ れていない こ と を明記 し 封印 し たビ
ニール袋に入れて く だ さ い。
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安全に関する注意
マルチ コ ン プ ラ イ アンスのラ ベル  
マルチ コ ン プ ラ イ ア ン スのラ ベル

こ のシ ンボルは下記コ ンプ ラ イ ア ン ス を示 し てい ます。
 • 169502: こ の ラ ベルは米国国家認証試験機関（NRTL）に よ っ て機器が該当する 製品

安全基準に適合 し てい る も の と 認定 さ れた こ と を示 し てい ます。
 • 「RCM」（規制準拠マー ク ）は部分円 と チ ェ ッ ク のあ る三角形 と し て表 さ れます。 こ

のマー ク はオース ト ラ リ アお よ びニ ュ ージー ラ ン ド で使用 さ れ る オース ト ラ リ ア
通信 メ デ ィ ア庁（ACMA）のEMC要件に準拠す る製品に適用 さ れます。

 • リ サ イ ク リ ン グ: 本書中の「 リ サ イ ク ル ラ ベル」セ ク シ ョ ン を ご参照 く だ さ い。
 • 「CE」マー ク は、製品がマーケ ッ ト に上市 さ れ る前に評価 さ れてお り 、欧州連合の

安全、健康お よ び/ま たは環境保護要件に適合 し てい る こ と を示 し ます。
 • 「UKCA」マー ク は、製品が英国で上市 さ れ る前に評価を受け、英国の安全性、健康

お よ び/ま たは環境保護要件に適合 し てい る こ と を示 し ます。
 • 製品上の車輪付き 容器に ク ロ ス（X）のシ ン ボルは、欧州連合の廃電気電子機器

（Waste Electrical and Electronic Equipment: WEEE）指令への準拠のために必要です。本
製品の こ のマー ク は、以下を意味 し ます。 
— 当該装置が、2005年8月13日以降に欧州市場で発売 さ れ、
— 当該装置が、欧州連合加盟国の市町村ごみ収集シ ス テ ムに よ り 処分 さ れない。

WEEE指令の規定対象製品に対する適切な汚染除去情報お よ び回収計画は、代理
店ま たは最寄 り のBeckman Coulter営業所にお問い合わせ く だ さ い。装置の適切
な回収、処置、再生や リ サ イ ク ル、安全な廃棄がで き ます。

電気装置の正 し い脱汚染処理や安全な廃棄方法について、お客様がすべての法律を理
解 し 従 う こ と が非常に大切です。お使いのBeckman Coulter製品に こ の ラ ベルがついて
い る 場合、デバ イ ス の適切な収集、取 り 扱い、回収、 リ サ イ ク ル、お よ び安全な処分
を行 う 引き 取 り プ ロ グ ラ ムに関 し て、代理店ま たは最寄 り のBeckman Coulter営業所ま
でご相談 く だ さ い。
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RoHS 告知  
RoHS告知

欧州RoHS
「CE」マー ク は、製品がマーケ ッ ト に上市 さ れ る前に評価 さ れてお り 、欧州連合の安

全、健康お よ び/ま たは環境保護要件に適合 し てい る こ と を示 し ます。

中国RoHS
こ れ ら の ラ ベルお よ び材料申告表（危険物質名お よ び濃度）は中華人民共和国電気産
業基準 SJ/T11364-2006（電子情報製品に よ る 汚染制御の表示）に遵守 し てい ます。 
中国RoHS注意ラ ベル
こ の ラ ベルは電子情報製品が特定の毒性ま たは危険物質を含んでい る こ と を示 し ます。
中央の数字は環境に優 し い使用期間（EFUP）の日付であ り 、製品を操作で き る西暦年
を示 し ます。EFUPの有効期限が来る と 、製品を直ちに リ サ イ ク ルす る必要があ り ます。
周回矢印は製品が リ サ イ ク ルで き る こ と を示 し ます。 ラ ベルま たは製品の日付コー ド
は、製造日付を示 し ます。

中国RoHS環境ラ ベル
こ の ラ ベルは電子情報製品が毒性ま たは危険物質を含ま ない こ と を示 し ます。中央の

「e」は製品が環境的に安全で環境に優 し い使用期間（EFUP）の日付がない こ と を示 し
ます。 し たがっ て、いつま で も 安全に使用で き ます。周回矢印は製品が リ サ イ ク ルで
き る こ と を示 し ます。 ラ ベルま たは製品の日付コー ド は、製造日付を示 し ます。
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システムの仕様  
システムの仕様

項目 説明

エ ン ク ロージ ャが開いた状態 エ ン ク ロージ ャが閉 じ た状態
（ ド アが閉 じ ている）

寸法: i5ベースユニ ッ ト 幅: 112 cm（44イ ンチ）
奥行き : 81 cm（32イ ンチ）
高 さ : 104 cm（41イ ンチ）

幅: 112 cm（44イ ンチ）
奥行き : 81 cm（32イ ンチ）
高 さ : 112 cm（44イ ンチ）

寸法: i7ベースユニ ッ ト 幅: 170 cm（67イ ンチ）
奥行き : 81 cm（32イ ンチ）
高 さ : 104 cm（41イ ンチ）

幅: 170 cm（67イ ンチ）
奥行き : 81 cm（32イ ンチ）
高 さ : 112 cm（44イ ンチ）

ド アが開いている と きの
最大高 さ 該当せず 147 cm（58イ ンチ）
重 さ : i5ベースユニ ッ ト
マルチチ ャ ネル
Span-8 

155 kg（341 lbs）
146 kg（322 lbs）

181 kg（399 lbs）
172 kg（379 lbs）

重 さ : i7ベースユニ ッ ト
マルチチ ャ ネル
デュ アルマルチチ ャ ネル
Span-8 
ハイ ブ リ ッ ド

199 kg（439 lbs）
234 kg（516 lbs）
190 kg（419 lbs）
225 kg（496 lbs）

234 kg（516 lbs）
269 kg（593 lbs）
225 kg（496 lbs）
260 kg（573 lbs）

環境 室内使用に限る
電気的要件 ベースユニ ッ ト : 100～240 VAC、10 A、50/60 Hz

自動化コ ン ト ローラ: 100～240 VAC、2.5 A、50/60 Hz
モニ タ : 100～240 VAC、1 A、50/60 Hz
I/Oボ ッ ク ス: 100～240 VAC、6.3 A、50/60 Hz

システム液要件

注 Span-8 ポ ッ ド 付きの
装置のみシステム液
が必要です。

 • イ オン交換水または蒸留水。
 • システム液は使用前に24時間脱気が必要です。

周囲の稼働温度 10°C～30°C（50°F～86°F）
湿度制限 20～85%（結露な し ）@ 30°C（86°F）
高度制限 最高2,000 m（6,562 ft.）
イ ンス ト レーシ ョ ン カ テ
ゴ リ カ テゴ リ ー II

汚染度 2
音圧レベル  • 最大音圧: 70 dB（a）

 • 1 メ ー ト ルでの最大音圧: 70 dB（a）
ブ レーカ  • 米国: 250 VAC、60 Hz、10 Amp、UL認証済、CSA認定済、UL フ ァ

イル E96454
 • 欧州: 250 VAC、50 Hz、10 Amp、VDE証明書番号: 40011305
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保護バ リ ア  
保護バ リ ア

お使いのBiomek i-Series 装置で利用可能な保護シ ス テ ムについては「第1章, 保護バ リ ア」
を ご参照 く だ さ い。

装置/ALPラ ベル

装置お よ びALP ラ ベル と それぞれの意味は下記の表にあ り ます。

ホス ト およびカ メ ラ と の
通信 USB 2.0

能動的ALP と の通信 CAN

項目 説明

名称 ラ ベル 意味

バイ オハザー ド
バイ オハザー ド シ ンボルは重大な健康上の リ ス ク を
伴 う 生物学的物質に さ ら さ れる可能性を警告 し ま
す。

注意、可動部品
ラ ベル

ピ ンチポイ ン ト シ ンボルは装置の可動部品によ る怪
我の恐れがある こ と を警告 し ます。

接地シ ンボル
接地シ ンボルはアース接続の場所（シ ャーシへのイ
ン レ ッ ト ）を意味 し 、保護接地端子 と 見な さ れま
す。

高温面ラ ベル やけどの危険の可能性の警告
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装置 /ALP ラ ベル  
製造ラ ベル

このシ ンボルの横にはEC（欧州委員会）担当者の連
絡先情報が記載 さ れます。

会社名。

この製造業者のシ ンボルは製造業者の名前および住
所を示 し ます。

製造シ ンボルの日付は製品が製造 さ れた日付をYYYY-
MM-DDのフ ォーマ ッ ト で示 し ます。

マルチ コ ン プ ラ
イ ア ン スのラ ベ
ル

「マルチ コ ン プ ラ イ ア ン スのラ ベル」を ご参照 く だ
さ い。

定格ラ ベル 定格ラ ベルには電気定格および国際的な注意のシ ン
ボルが記載 さ れます。

名称 ラ ベル 意味
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シ リ アル番号  
シ リ アル番号

シ リ アル番号のシ ン ボル（上記）の横にあ る シ リ アル番号はX軸 リ ニア レ イ ルの右側の
装置内側に記載 さ れてい ます。装置製品番号、製造日付お よ びユニ ッ ト 番号はシ リ ア
ル番号内に コー ド 化 さ れてい ます。例えば、2017年3月に製造 さ れ製品番号がA12345で3
番目に製造 さ れた装置は、下図に示す と お り フ ォーマ ッ ト さ れます。

シ リ アル番号のフ ォーマ ッ ト

1. 装置製品番号
2. 製造年（YYの形式）
3. 製造月（月コー ド は下表）
4. ユニ ッ ト 番号

シ リ アル番号の月コー ド

月 コー ド 月 コー ド

1月 A 7月 G
2月 B 8月 H
3月 C 9月 J
4月 D 10月 K
5月 E 11月 L
6月 F 12月 M
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Biomek i-Series 安全 メ ッ セージ  
Biomek i-Series 安全 メ ッ セージ

注意お よ び指示のすべて を読んで実行 し て く だ さ い。安全のための最重要ポ イ ン ト は、
Biomek i-Series 装置の慎重な操作であ る こ と を ご留意 く だ さ い。
Biomek i-Series のユーザーマニ ュ アルにあ る安全 メ ッ セージは下記の と お り です。

全般的な メ ッ セージ

警告
怪我または汚染の恐れがあ り ます。安全性担当責任者がま と めた該当の汚染
除去手順に従っ て く だ さ い。

警告
怪我、汚染、および器物損傷の恐れがあ り ます。引火性の溶剤または有毒
の、病原を もつ、放射性の、および生物学的物質を使用する際は、安全性担
当責任者が定義 し た適切な警戒手順を必ず遵守 し て く だ さ い。危険物質を取
り 扱 う 際は適切な個人用保護装置（PPE）を必ず使用 し て く だ さ い。

ALP、付属品、およびデバイ スに関する メ ッ セージ

警告
汚染 さ れる恐れがあ り ます。ALPは メ ソ ッ ド 溶液で汚染 さ れる可能性があ り
ます。安全性担当責任者がま と めた該当の汚染除去手順に従っ て く だ さ い。

警告

Fly-Byバーコー ド リ ーダはク ラ スIIレーザー製品です。バーコー ド
リ ーダアセン ブ リ 上に ラ ベル付け されたすべての注意および警告に従っ て く
だ さ い。

警告
怪我をする恐れがあ り ます。Fly-Byバーコー ド リ ーダのモジ ュールア ク セス
カバーを取 り 外 さ ないで く だ さ い。操作または ト ラ ブルシ ューテ ィ ングの際
には、Fly-Byバーコー ド リ ーダのレーザーモジ ュールア ク セス カバーを必ず
付けておいて く だ さ い。
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Biomek i-Series 安全 メ ッ セージ  
警告
汚染 さ れる恐れがあ り ます。廃棄物ALP使用の際は、チ ッ プがデ ッ キ上に落
ちてデ ッ キが危険物質で汚染 さ れる可能性があ り ます。廃棄容器に詰め込み
すぎないよ う に し て く だ さ い。

警告
汚染 さ れる恐れがあ り ます。廃棄物ALPに付属の廃棄バ ッ グは生物学的危険
物質用のバ ッ グではあ り ません。危険なアプ リ ケーシ ョ ンには、適切にオー
ト ク レーブ可能な生物学的危険物質用バ ッ グの印の付いた ものを推奨いた し
ます。適切な生物学的危険物質用バ ッ グおよび手順については安全性担当責
任者にお問い合わせ く だ さ い。

警告
怪我または汚染の恐れがあ り ます。ALPは液漏れの危険を招 く 可能性があ り
ます。安全性担当責任者がま と めた手順に従っ て直ちにすべて拭き取っ て く
だ さ い。

警告
怪我または汚染の恐れがあ り ます。装置の上または周囲に液体を こぼ さ ない
で く だ さ い。安全性担当責任者がま と めた手順に従っ て直ちにすべて拭き
取っ て く だ さ い。危険物質を取 り 扱 う 際は適切な個人用保護装置（PPE）を
必ず使用 し て く だ さ い。

警告
怪我または汚染の恐れがあ り ます。危険物質を取 り 扱 う 際は適切な個人用保
護装置（PPE）を必ず使用 し て く だ さ い。廃棄容器につながるチ ューブの端
がボ タ ンの近 く にある場合、過度の圧力によ り 液体がデ ッ キの上に溢れる可
能性があ り ます。チ ューブの端が容器上部から15 cm（6イ ンチ）以下である
こ と を確認 し て く だ さ い。

警告
怪我または汚染の恐れがあ り ます。排液に際 し ては、個人用保護装置

（PPE）を必ず着用 し て、Biomek i-Series 自動化ワーク ステーシ ョ ン で使用 さ
れる生物製剤または化学薬品に触れないよ う に し て く だ さ い。

警告
怪我または汚染の恐れがあ り ます。廃液は汚染 されている可能性があ り ま
す。安全担当責任部門がま と めた適切な廃棄手順に従っ て く だ さ い。危険物
質を取 り 扱 う 際は適切な個人用保護装置（PPE）を必ず使用 し て く だ さ い。
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Biomek i-Series 安全 メ ッ セージ  
警告
Span-8 ア ク テ ィ ブウ ォ ッ シ ュ ALPの洗浄ウ ェ ルおよび リ ザーバには、危険な
化学物質および液体が入っ ている可能性があ り ます。安全性担当責任者がま
と めた適切な廃棄手順に従っ て液体を廃棄 し て く だ さ い。

警告
汚染 さ れる恐れがあ り ます。チ ューブのね じ れや閉塞によ り 、危険物質の漏
れ、溢れ、および汚染が引き起こ される可能性があ り ます。適切な個人用保
護装置（PPE）を必ず使用 し 、生物製剤または化学薬品の使用を開始する前
にすべてのホース を十分に点検 し て く だ さ い。安全性担当責任者が定義し た
手順に従っ て直ちにすべての漏れを拭き取っ て く だ さ い。 

警告
汚染 さ れる恐れがあ り ます。廃棄容器、Span-8 チ ッ プウ ォ ッ シ ュ ALP、およ
び ド リ ッ プ ト レ イ間のチ ューブがね じ れる と 、ラ ブウ ェ アの洗浄が不十分に
な っ た り 、漏れが発生 し た り する可能性があ り ます。生物製剤または化学薬
品の使用を開始する前に必ず、すべてのホース を十分に点検 し て く だ さ い。
安全性担当責任者が定義 し た手順に従っ て直ちにすべての漏れを拭き取っ て
く だ さ い。

警告
装置損傷または汚染の恐れがあ り ます。384チ ャ ネルヘ ッ ド は96チ ャ ネル
チ ッ プウ ォ ッ シ ュ ALPには適合 し ないため、衝突または溢れを引き起こ す可
能性があ り ます。384チ ャ ネルのチ ッ プウ ォ ッ シ ュ ALPは384チ ャ ネルヘ ッ ド
と のみ使用 し て く だ さ い。

警告
装置損傷または汚染の恐れがあ り ます。96チ ャ ネルヘ ッ ド は384チ ャ ネル
チ ッ プウ ォ ッ シ ュ ALPには適合 し ないため、衝突または溢れを引き起こ す可
能性があ り ます。384チ ャ ネルのチ ッ プウ ォ ッ シ ュ ALPは384チ ャ ネルヘ ッ ド
と のみ使用 し て く だ さ い。

警告
怪我または汚染の恐れがあ り ます。ペ リ ス タ ルテ ィ ッ ク ポン プや試薬ボ ト ル
をデ ッ キ上に置かないで く だ さ い。ペ リ ス タ ルテ ィ ッ ク ポン プおよび試薬ボ
ト ルは装置の動き を妨害 し ない表面に置いて く だ さ い。

警告
メ ソ ッ ド 失敗の恐れがあ り ます。チ ューブがね じれる と詰ま る可能性があ
り 、 メ ソ ッ ド に必要な液体量が不十分にな り ます。 メ ソ ッ ド の実行を開始す
る前に必ず、すべてのホース を十分に点検 し て く だ さ い。
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警告
怪我または汚染の恐れがあ り ます。 リ ザーバが溢れないよ う に し て く だ さ
い。安全性担当責任者が定義 し た手順に従っ て直ちにすべての漏れを拭き
取っ て く だ さ い。

警告
メ ソ ッ ド 失敗の恐れがあ り ます。溶液供給ユニ ッ ト /チ ッ プボ ッ ク スALPは、
内容物が少なすぎ る場合、 メ ソ ッ ド 実行中に液体が枯渇する可能性があ り ま
す。 メ ソ ッ ド 実行前に、 メ ソ ッ ド 用の容器に液体が十分にある こ と を確認 し
て く だ さ い。

警告
怪我をする恐れがあ り ます。加熱および冷却ALPは極度に高温にな る可能性
があ り ます。デ ッ キから取 り 外す前に加熱および冷却ALPを冷や し て く だ さ
い。

警告
怪我または汚染の恐れがあ り ます。装置が一時停止または停止 し ていて も、
稼働 し 続けるALPおよび外部デバイ スがあるため、デ ッ キにア ク セスする と
怪我または漏れが発生する恐れがあ り ます。 メ ソ ッ ド の一時停止中に、装置
デ ッ キにア ク セスする場合は注意し て く だ さ い。

警告
Biomek Software のStop（停止）ボ タ ン を押す と 軌道シ ェ ーカーが直ちに停
止 し ます。デバイ ス を直ちに停止する際は予期 し ない漏れまたはサン プルの
損失を招 く 可能性があるため注意し て く だ さ い。

警告
装置損傷または怪我の恐れがあ り ます。軌道シ ェ ーカー ALP上のチ ッ プボ ッ
ク ス、チ ッ プボ ッ ク スの蓋、または リ ザーバを振 と う し ないで く だ さ い。
ALP上のク ラ ン プでは、振と う の操作の間、チ ッ プボ ッ ク ス、チ ッ プボ ッ ク
スの蓋、または リ ザーバを保持で き ません。

警告
汚染 さ れる恐れがあ り ます。振動速度が安全な範囲を超え る と、軌道シ ェ ー
カー ALP上のラ ブウ ェ アから液体が飛び出す可能性があ り ます。ラ ブウ ェ ア
が軌道シ ェ ーカー ALP上に し っか り 固定 さ れたままにな る よ う 、推奨の最大
振動速度を超過 し ないで く だ さ い。
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警告
汚染 さ れる恐れがあ り ます。振 と う さ れる液体の タ イ プ と 量によ っ て、すべ
てのラ ブウ ェ ア タ イ プの最大振動速度は影響を受けます。安全性担当責任者
がま と めた手順に従っ てテス ト を行い、液体の タ イ プおよび量に合っ た安全
な最大振動速度を決定 し て く だ さ い。

警告
汚染 さ れる恐れがあ り ます。液体の分布が不均質な場合、ラ ブウ ェ ア を し っ
か り 保持する ク ラ ン プの機構の能力が低下する可能性があ り ます。軌道
シ ェ ーカー ALPを使用する前に液体が均質に分布 されている こ と を確認 し て
く だ さ い。『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ
ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』（PN B56358）の表27.2中の最大振動速
度の推奨値は液体がプ レー ト 全体に均質に分布 されている こ と を前提 と し て
います。

警告
怪我または装置損傷の恐れがあ り ます。Cytomatデバイ スは80～141 kg（176
～311 lbs）の重さ があ り ます。重い物の持ち上げに関する指示について、ま
ず安全性担当責任者に問い合わせてから、デバイ ス を持ち上げて く だ さ い。

警告
怪我をする恐れがあ り ます。Cytomatの梱包用木箱の側面パネルは重 く 、ね
じ が外れている と 落下する可能性があ り ます。Cytomatの梱包を解いている
担当者に側面パネルが落下するのを防ぐ ために、ね じ が外れている間は別の
担当者が各パネルを保持する必要があ り ます。重い物の持ち上げおよび移動
については、安全性担当責任者の指示に従っ て く だ さ い。

警告
怪我をする恐れがあ り ます。ペルチ ェ ALPの上部表面はきわめて高温の可能
性があ り ます。上部表面に触れないで く だ さ い。火傷する可能性があ り ま
す。

警告
化学的サン プルや任意の生物学的サン プルの測定前には、新 し い ラ ブウ ェ ア
タ イ プ を テス ト し 、ALPに配置時のピペ ッ ト 操作中に ラ ブウ ェ アオ フ セ ッ ト
が、ALPの近 く または遠 く への移動、ラ ブウ ェ アへのア ク セスのために必要
か否かを判断する必要があ り ます。必要なテス ト を行わない と、オ フ セ ッ ト
が正 し く ない場合、ラ ブウ ェ アが衝突 し 、内容物がこぼれる可能性があ り ま
す。
B54530AC   xxi



安全に関する注意
Biomek i-Series 安全 メ ッ セージ  
注意
怪我または装置損傷の恐れがあ り ます。能動的ALPを マウン ト する前に装置
の電源を切っ て く だ さ い。これを怠る と 怪我または装置損傷を招 く 恐れがあ
り ます。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。ポ ッ ド と テス ト チ ューブ ラ ッ クALPと の衝突を
避けるために、テス ト チ ューブ ラ ッ ク内のテス ト チ ューブはすべて均一な高
さ にな っ ている必要があ り ます。サイズの異な る テス ト チ ューブ を1つのテ
ス ト チ ューブ ラ ッ ク に混ぜ入れないで く だ さ い。 

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。Fly-Byバーコー ド リ ーダの機能不良を引き起こ
す可能性があるため、Fly-Byバーコー ド リ ーダを装置の タ ワー接続パネルに
差 し 込まないで く だ さ い。正 し く 作動 さ せるためには、Fly-Byバーコー ド
リ ーダは自動化コ ン ト ローラ に接続する必要があ り ます。 

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。デ ッ キ上でFly-Byバーコー ド リ ーダ と Home All 
Axes（全軸のホー ミ ング）を一緒に使用する と 、ポ ッ ド が装置の前面、背
面、または側面の近 く にある場合、衝突の原因にな り ます。ポ ッ ド およびグ
リ ッ パがHome All Axes（全軸のホー ミ ング）の警告の指示どお り の方向を向
いている こ と を確認し て く だ さ い。 

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。ポ ッ ド が誤っ たデ ッ キ位置に配置 さ れる と 、廃
棄物ALPに衝突する可能性があ り ます。衝突を避けるには、廃棄容器付きの
自己完結型の廃棄物ALPをDeck Editor（デ ッ キエデ ィ タ）に定義 さ れている
領域内のデ ッ キに取 り 付ける必要があ り ます。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。ポ ッ ド が誤っ たデ ッ キ位置に配置 さ れる と 、廃
棄物ALPに衝突する可能性があ り ます。Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ）に定
義 さ れている領域内に付属品を取 り 付けて衝突を避けて く だ さ い。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。マルチチ ャ ネルチ ッ プウ ォ ッ シ ュ ALPが誤っ た
方向に配置 さ れている と 装置デ ッ キ上の障害物の原因にな り ます。マルチ
チ ャ ネルチ ッ プウ ォ ッ シ ュ ALPは、イ ン と アウ ト の接続口がBiomek装置の背
面に向 く よ う に配置し て く だ さ い。
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注意
装置損傷の恐れがあ り ます。チ ューブがポン プのヘ ッ ド に不適切に接続さ れ
ている と 、ペ リ ス タ ルテ ィ ッ ク ポン プの機能不良を引き起こ す可能性があ り
ます。チ ューブがポン プのヘ ッ ド にロ ッ ク さ れている こ と を確認し て く だ さ
い。 

注意
ホース を外す際には液漏れの可能性があ り ます。デ ッ キ上方でホース を外 さ
ないで く だ さ い。液漏れが発生 し た場合には、柔らかい布で直ちに拭き取っ
て く だ さ い。

注意
怪我または装置損傷の恐れがあ り ます。軌道シ ェ ーカー ALPを取 り 付ける前
または取 り 外す前に装置の電源を切っ て く だ さ い。これを怠る と 怪我または
装置損傷を引き起こ す恐れがあ り ます。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。不適合な ラ ブウ ェ アは軌道シ ェ ーカー ALPに
し っか り と 保持 さ れない可能性があるか、またはALPに物理的な損傷を引き
起こ す可能性があ り ます。以下に列記 し たANSI/SBSマ イ ク ロ プ レー ト 規格に
適合する ラ ブウ ェ アのみを軌道シ ェ ーカー ALPに使用する こ と を推奨いた し
ます。
 • ANSI/SLAS 1-2004: マ イ ク ロ プ レー ト  - 設置面積寸法
 • ANSI/SLAS 2 2004: マ イ ク ロ プ レー ト  - 高さ 寸法
 • ANSI/SLAS 3-2004: マ イ ク ロ プ レー ト  - フ ラ ン ジ外底寸法

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。冷却液のチ ェ ッ ク および変更を行 う には、
シ ェ ーキングペルチ ェ ALPから カバーを取 り 外す必要があ り ます。冷却液の
漏れによ り 電気シ ョ ー ト が引き起こ さ れる可能性があ り ます。そのため、装
置の点検の際には、カバーを慎重に取 り 外 し 、注意を払っ て く だ さ い。

注意
ベン ト の開口部周囲に2.5～5.1 cm（1～2イ ンチ）以上の空間がで き る よ う
ペルチ ェ ALPを配置 し て く だ さ い。ペルチ ェ ALPのベン ト 開口部を覆 う また
は塞ぐ と 、パフ ォーマ ン スの低下を招 く 可能性があ り ます。

注意
ペルチ ェ ALPに付属のケーブルのみを使用 し て く だ さ い。その他のケーブル
を用いる と 、電源または通信の問題を招 く 可能性があ り ます。
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注意
平底のマ イ ク ロ プ レー ト 以外のラ ブウ ェ ア用のアダプ タ プ レー ト な し で、
シ ェ ーキングペルチ ェ ALPを使用 し ないで く だ さ い。平底のマ イ ク ロ プ レー
ト 以外のラ ブウ ェ アには、適切な加熱および冷却を確実に行 う ためにアダプ
タ が必要です。

注意
アダプ タ プ レー ト を イ ン ス ト ールせずに、ス タ テ ィ ッ ク ペルチ ェ ALPを使用
し ないで く だ さ い。ラ ブウ ェ アには適切な加熱および冷却を確実に行 う ため
にアダプ タ が必要です。

注意
ね じ を きつ く 締めすぎないで く だ さ い。アダプ タ プ レー ト の タ ブ と シ ェ ーキ
ングペルチ ェ ALPの間には間隙があ り ます。きつ く 締めすぎ る と、アダプ タ
プ レー ト が不均一にな り 、シ ェ ーキングペルチ ェ ALPの加熱および冷却の性
能に影響を及ぼす可能性があ り ます。

注意
ス タ テ ィ ッ ク ペルチ ェ ALPのね じ を きつ く 締めすぎないで く だ さ い。ね じ を
きつ く 締めすぎ る と 、ね じ 式イ ンサー ト を損傷する可能性があ り ます。

システム関連の メ ッ セージ

警告
汚染または手順失敗の恐れがあ り ます。選択 し た液体 タ イ プ を使用 し て液体
を移す際に誤っ た液体 タ イ プ を選択する と、ピペ ッ ト 操作性能の低下を招 く
恐れがあ り ます。液体 タ イ プの選択の際は注意 し て く だ さ い。

警告
装置損傷または汚染の恐れがあ り ます。Biomek Software のLabware Type 
Editor（ラ ブウ ェ ア タ イ プエデ ィ タ）のラ ブウ ェ ア定義が誤っ ている と 、シ
ステムのク ラ ッ シ ュ または危険廃棄物の流出を招 く 恐れがあ り ます。 メ ソ ッ
ド の実行前に定義が正 し い こ と を確認 し て く だ さ い。

警告
装置損傷または汚染の恐れがあ り ます。Biomek Software のLabware Type 
Editor（ラ ブウ ェ ア タ イ プエデ ィ タ）では、製造業者の仕様に従っ て、ウ ェ
ルのプ ロパテ ィ が正し く 定義 さ れている必要があ り ます。仕様が精確でない
と 、特にLiquid Level Sensing（液体レベル検知）使用時に、ピペ ッ ト 操作が
不精確にな る可能性があ り ます。
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警告
装置損傷および汚染の恐れがあ り ます。Biomek Software の メ ソ ッ ド が誤っ
て作成さ れる と 、システムク ラ ッ シ ュが発生 し 、結果 と し て装置損傷または
危険廃棄物の流出を招 く 恐れがあ り ます。 メ ソ ッ ド の実行前に、すべての メ
ソ ッ ド が適切に作成さ れている こ と を確認 し て く だ さ い。

警告
装置損傷または汚染の恐れがあ り ます。物理的な装置設定が
Biomek Software の装置設定 と 一致 し ている こ と を必ず確認し て く だ さ い。
装置設定が正し く ない と 、不適切な ピペ ッ ト 操作やポ ッ ド の衝突の原因と な
り 、装置が損傷 し た り 危険な廃棄物がこぼれるおそれがあ り ます。

警告
装置損傷または汚染の恐れがあ り ます。Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）で
デ ッ キの設定を構成する際は、正 し いALPが選ばれている こ と を確認 し て く
だ さ い。ALPは高 さ が異なるため、Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）で正 し い
ALPを選んでいない と 、衝突が発生 し、装置損傷および/または危険廃棄物の
流出を招 く 恐れがあ り ます。

警告
汚染または手順失敗の恐れがあ り ます。選択 し たパ タ ーン を用いて送液する
場合、誤っ たパ タ ーン を選択する と試薬を誤っ たウ ェ ルに移送する恐れがあ
り ます。実行時のパタ ーン選択の際は注意 し て く だ さ い。

警告
装置損傷、汚染、または手順失敗の恐れがあ り ます。Biomek Software の
Ignore（無視）エ ラー回復オプシ ョ ンは危険である可能性があ り ます。ほぼ
すべてのア ク シ ョ ンが前のア ク シ ョ ンの成功に依存 し ているためです。
Ignore（無視）を選択 し た場合、ラ ブウ ェ アおよび試薬の取 り 扱い ミ スや衝
突および装置損傷につながる可能性があ り ます。Ignore（無視）の選択はエ
ラーの原因が既知で、かつ修正 さ れてお り 、Ignore（無視）以降の装置ア ク
シ ョ ンが十分にわかっ ている場合に限られます。

警告
汚染 さ れる恐れがあ り ます。凝固が存在する場合にエ ラーを無視し メ ソ ッ ド
を続行する と 、デ ッ キが汚染 さ れる可能性があ り ます。エ ラーには必ず速や
かに対処 し て く だ さ い。
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警告
装置損傷および/または危険廃棄物の流出を避けるために、 メ ソ ッ ド が一時
停止 し ている間はBiomek装置の状態は変更で き ません。ラ ブウ ェ アの内容
物は変更で き ますが、デ ッ キやデバイ スは変更で き ません。

警告
怪我をする恐れがあ り ます。セプ タ ム溝付き チ ッ プはきわめて鋭 く な っ てい
ます。セプ タ ム溝付き チ ッ プの取 り 扱いには注意 し て く だ さ い。

警告
汚染 さ れる恐れがあ り ます。チ ッ プの取 り 外 し には液漏れの危険が伴いま
す。安全性担当責任者がま と めた手順に従っ て直ちにすべて拭き取っ て く だ
さ い。

警告
怪我または汚染の恐れがあ り ます。使用済みの使い捨てチ ッ プは汚染 さ れて
いる可能性があ り ます。使い捨てチ ッ プに素手で触れないで く だ さ い。チ ッ
プ を取 り 外す際は、保護手袋および安全性担当責任者が定義 し た他の適切な
個人保護装置を必ず着用 し て く だ さ い。 

警告
汚染 さ れる恐れがあ り ます。容器は液漏れの危険を も た らす可能性があ り ま
す。安全性担当責任者がま と めた手順に従っ て直ちにすべて拭き取っ て く だ
さ い。

警告
怪我または装置損傷の恐れがあ り ます。Biomekワーク ステーシ ョ ンの重 さ
は146～269 kg（322～593 lbs）の範囲内です。重い物の持ち上げに関する指
示について、まず安全性担当責任者に問い合わせてから、Biomekワーク ス
テーシ ョ ン を持ち上げるか、移動し て く だ さ い。

警告
怪我または装置損傷の恐れがあ り ます。Biomek i5装置は55 cm x 61 cmの作業
台の縁から張 り 出 し ます。装置の配置を妨害する障害物がない こ と 、および
水平調節脚が作業台上に し っか り と 配置 されている こ と を確認 し て く だ さ
い。
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警告
怪我または装置損傷の恐れがあ り ます。Biomek i7装置は115 cm x 61 cmの作
業台の縁から張 り 出し ます。装置の配置を妨害する障害物がない こ と、およ
び水平調節脚が作業台上に し っか り と 配置 さ れている こ と を確認し て く だ さ
い。

警告
怪我または装置損傷の恐れがあ り ます。作業台がイ ン ス ト ール さ れたシステ
ムの総重量を支え られる こ と を確認 し て く だ さ い。『Biomek i-Series 
Preinstallation Manual（Biomek i-Series プ レ イ ン ス ト ールマニ ュ アル）』

（PN B54472）の表1.4を参照 し てシステムの総重量を判断 し て く だ さ い。

警告
身体への怪我および/または装置損傷の恐れがあ り ます。光学台は重 く て扱
いに く いです。怪我を避けるために、光学台の組み立ておよび移動には2名
以上が必要です。重い物の持ち上げおよび移動については、安全性担当責任
者の指示に従っ て く だ さ い。

警告
暗色で非反射の物質は、ラ イ ト カーテ ンの感度に影響 し、その有効性に悪影
響を及ぼ し ます。ラ ボ コー ト やゴム手袋などの明るい色のラ ボでの服装は通
常、ラ イ ト カーテ ン操作を損な う ものではあ り ませんが、ラ ボでの服装すべ
てのラ イ ト カーテ ン感度への影響を テス ト し てから、装置を操作し て く だ さ
い。ラ ボの服装のラ イ ト カーテ ン感度への影響を以下の要領で確認 し て く だ
さ い。
ソ フ ト ウ ェ アのManual Control（マニ ュ アルコ ン ト ロール）を用いて、
2.54 cm（1イ ンチ）以下の物質を約66 cm（26イ ンチ）離れた位置から ラ イ
ト カーテ ンパネルに近づけて く だ さ い。ステー タ ス イ ン ジケー タ ラ イ ト バー
が緑のス ク ロールから赤の点滅に変化する こ と を確認 し て く だ さ い。

注意
AccuFrameケーブルは配置によ っ て、ラ イ ト カーテ ン を侵害する可能性があ
り 、その場合、フ レー ミ ングプ ロセスは直ちに停止 し ます。AccuFrameケー
ブルがラ イ ト カーテ ン を侵害 し ない こ と を確認 し て く だ さ い。 

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。AccuFrameケーブルは配置によ っ て、ポ ッ ド の
動き を妨げる可能性があ り ます。AccuFrameケーブルがポ ッ ド の動き を妨げ
ない位置にある こ と を確認し て く だ さ い。
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注意
装置損傷の恐れがあ り ます。新 し いチ ッ プが追加 さ れた後、
Biomek Software のTip Type Editor（チ ッ プ タ イ プエデ ィ タ ）で、製造業者の
仕様に従っ て、プ ロパテ ィ を正 し く 定義する必要があ り ます。仕様が精確で
ない と 、衝突が発生し 、結果 と し て装置損傷を も た らす可能性があ り ます。

注意
ピペ ッ ト 操作の性能に影響する恐れがあ り ます。 メ ソ ッ ド の一時停止のため
に ラ イ ト カーテ ン を使用 し ないで く だ さ い。ピペ ッ ト 操作に影響する可能性
があ り ます。緊急時の メ ソ ッ ド の停止にのみラ イ ト カーテ ンは使用 し て く だ
さ い。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。Biomek Software での メ ソ ッ ド の再開は、装置
がエ ラー発生時 と 同じ 状態である こ と を前提 と し ています。ポ ッ ド は問題を
処理するために移動さ れ、ラ ブウ ェ アの内容物に変更が加え られる可能性が
あ り ますが、Biomek Software 内の装置デ ッ キやデバイ スは変更で き ません。
そ う する こ と で装置損傷につながる可能性があ り ます。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。 タ ワーカバーを外 し電気配線に触れる こ と はお
やめ く だ さ い。内部に触れる必要がある場合、弊社までご連絡 く だ さ い。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。静電気の放電（ESD）は高感度の電気機器を損
傷 さ せる可能性があ り ます。静電気の放電（ESD）によ る損傷を防止するた
めに、高感度の電気機器の周囲で作業する際は帯電防止用 リ ス ト ス ト ラ ッ プ
を着用し て く だ さ い。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。ヘ ッ ド は肩付きね じ でマルチチ ャ ネルポ ッ ド に
接続 し ます。4番目の肩付きね じ を取 り 外す前にヘ ッ ド を し っか り つかみ、
ね じ がすべて外 さ れた時点で落下し ないよ う に し て く だ さ い。
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注意
装置損傷の恐れがあ り ます。グ リ ッ パフ ィ ンガーは正 し く テ ィ ーチ（関連付
け） さ れていない場合、弯曲する可能性があ り ます。AccuFrameを使用 し て
グ リ ッ パを適切に関連付けて く だ さ い。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。セプ タ ム溝付き チ ッ プはきわめて壊れやす く
な っ ています。セプ タ ム溝付き チ ッ プの取 り 扱いには注意 し て く だ さ い。

注意
汚染 さ れる恐れがあ り ます。固定チ ッ プはサン プルをチ ューブに引き込むた
め、チ ューブおよびシステム液の汚染を引き起こ す可能性があ り ます。固定
チ ッ プの容量を超え る検体を吸引 し ないよ う に し て く だ さ い。安全性担当責
任者がま と めた該当の汚染除去手順に従っ て く だ さ い。

注意
交差汚染の恐れがあ り ます。チ ューブに吸い込まれた液体は、その後の液体
の移送を汚染する可能性があ り ます。Span-8 ポ ッ ド で ピペ ッ ト 操作する際
は適切にエアギャ ッ プ を用いて く だ さ い。安全性担当責任者がま と めた該当
の汚染除去手順に従っ て く だ さ い。

注意
装置損傷または汚染の恐れがあ り ます。プ ローブ を持ち上げる際にプ ローブ
で ラ ブウ ェ ア をつかむ と 、チ ッ プがラ ブウ ェ アの内側で く さ び状にな る可能
性があ り ます。「Limited（限定）」と ラ ベル付け さ れた ラ ベルと チ ッ プの組
み合わせは注意 し て使用 し て く だ さ い。

注意
メ ソ ッ ド 失敗の恐れがあ り ます。チ ッ プ脱着チ ューブ を きつ く 締めすぎる と
チ ッ プの取 り 出 し に問題が生 じ る可能性があ り ます。チ ッ プ脱着チ ューブ を
きつ く 締めすぎないで く だ さ い。 

注意
ピペ ッ ト 操作エ ラーの恐れがあ り ます。システム液中の気泡はピペ ッ ト 操作
を妨げ、エ ラーを引き起こ す可能性があ り ます。システム液は、装置に取 り
付ける前に、24～48時間供給容器内で放置する こ と で脱気し て く だ さ い。
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注意
メ ソ ッ ド 失敗または液漏れの恐れがあ り ます。水道水は ミ ネ ラルを多 く 含む
ためお勧めで き ません。チ ューブの詰ま り を引き起こ し チ ューブ接続部での
漏れの可能性を高めます。Span-8 ポ ッ ド のシステム液にはイ オン交換水ま
たは蒸留水を使用 し て く だ さ い。

注意
メ ソ ッ ド 失敗の恐れがあ り ます。汚れた供給容器を使用する と、チ ューブが
詰ま る可能性があ り ます。 メ ソ ッ ド の実行前に、供給容器にデブ リ がない こ
と を必ず確認し て く だ さ い。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。マ ン ド レルを イ ン ス ト ールせずチ ッ プにチ ュー
ブ を取 り 付けない状態でシステムをパージまたは操作する と 、チ ッ プ接合部
の腐食の原因と な る可能性があ り ます。システムをパージまたは操作する前
には、マ ン ド レルがイ ン ス ト ールさ れ、チ ューブがチ ッ プに取 り 付け られて
いる こ と を必ず確認し て く だ さ い。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。装置の電源が入っ た状態でケーブルの抜き差 し
を行わないで く だ さ い。ケーブルの抜き差 し は、主電源を落 と し てから行っ
て く だ さ い。

注意
装置損傷または汚染の恐れがあ り ます。軸の限界を変更する と、装置がアー
ムまたはポ ッ ド の物理的限界に接触する可能性があ り ます。Hardware Setup

（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）でアームまたはポ ッ ド の軸の限界を変更する
前に弊社までお問い合わせ く だ さ い。

注意
装置損傷または結果が不精確にな る恐れがあ り ます。ハー ド ウ ェ ア構成が
Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）を使用 し て更新 さ れていない
場合、ハー ド ウ ェ アがク ラ ッ シ ュする または液体の移送が不精確にな る可能
性があ り ます。ハー ド ウ ェ アの設定の変更にはHardware Setup（ハー ド ウ ェ
アセ ッ ト ア ッ プ）を必ず使用 し て く だ さ い。

注意
装置損傷または汚染の恐れがあ り ます。Correlate Pods（ポ ッ ド の関連付け）
の変更はポ ッ ド を互いに物理的に接触 さ せる可能性があ り ます。Hardware 
Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）内でCorrelate Pods（ポ ッ ド の関連付
け）を使用する前に、弊社までお問い合わせ く だ さ い。
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注意
装置損傷の恐れがあ り ます。Correlate Axes（軸の関連付け）の変更はク
ラ ッ シ ュ につながる可能性があ り ます。Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ
ト ア ッ プ）内でCorrelate Axes（軸の関連付け）を使用する前に、弊社まで
お問い合わせ く だ さ い

注意
ピペ ッ ト 操作が不精確にな る恐れがあ り ます。Test Sensitivities（感受性の
テス ト ）が進行中にCancel（キャ ンセル）を選択し ないで く だ さ い。感度の
調査が完了する前にテス ト が停止 し た場合、液体レベル検知が機能 し ないた
め、Find Sensitivities（感受性の探索）を再度行 う 必要があ り ます。

注意
ピペ ッ ト 操作が不精確にな る恐れがあ り ます。Find Clot Detection 
Sensitivities（凝固検出感度の探索）テス ト 中にCancel（キ ャ ンセル）を選択
し ないで く だ さ い。テス ト を完了するのにほぼ30分かか り ます。感度の調
査が完了する前にテス ト が停止 し た場合、凝凝固検出が機能 し ないためFind 
Clot Detection Sensitivities（凝固検出感度の探索）を再度行 う 必要があ り ま
す。

注意
ピペ ッ ト 操作の性能に影響する恐れがあ り ます。パージ設定を変更する と 、
ピペ ッ ト 操作中のSpan-8 ポ ッ ド の動きが変わる可能性があ り ます。パージ
設定の変更前に、弊社までご連絡 く だ さ い。

注意
メ ソ ッ ド 失敗の恐れがあ り ます。ポン プ を個別にキ ャ リ ブ レーシ ョ ンする
と 、妥当性確認 さ れた メ ソ ッ ド のピペ ッ ト 操作の精度が低下する場合があ り
ます。以前妥当性確認 さ れた メ ソ ッ ド には、実行前に再度、妥当性確認をす
る必要があ り ます。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。装置に電源が入っ ている間にAccuFrameポー ト
からAccuFrameツールを取 り 外す と 、感電または装置損傷が発生する恐れが
あ り ます。AccuFrameポー ト にAccuFrameツールを取 り 付ける、または
AccuFrameポー ト からAccuFrameツールを取 り 外す前には装置の電源を切っ
て く だ さ い。
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注意
装置損傷の恐れがあ り ます。マニ ュ アルでSpan-8 プ ローブ を移動する と 、
それら を動かすシステムが損傷する原因 と な り ます。Span-8 プ ローブはマ
ニ ュ アルで引いた り 押 し た り し ないで く だ さ い。Advanced Manual Control

（ア ド バン スマニ ュ アルコ ン ト ロール）を必ず使用 し てプ ローブ を動か し て
く だ さ い。

注意
Biomek Software で以下の項目を確認 し てから、OK（OK）を ク リ ッ ク し て全
軸のホー ミ ングを行っ て く だ さ い。
 • ポ ッ ド およびグ リ ッ パが、警告 メ ッ セージの図の と お り に配置 さ れてい

る。
 • グ リ ッ パフ ィ ンガーに ラ ブウ ェ アは保持 されていない。
 • グ リ ッ パがマルチチ ャ ネルヘ ッ ド 、Span-8 プ ローブ、チ ッ プ、または装

置の側面に接触 し ないで自由に回転する こ と がで き る。
 • 使い捨てのチ ッ プはポ ッ ド にロー ド さ れていない。
 • フ レー ミ ングプ ローブがマルチチ ャ ネルポ ッ ド に イ ン ス ト ール さ れてい

ない。
 • 使い捨てチ ッ プのマ ン ド レルまたは固定チ ッ プがSpan-8 ポ ッ ド に イ ン ス

ト ールさ れている。
 • 固定チ ッ プがSpan-8 ポ ッ ド に イ ン ス ト ール さ れている場合、チ ッ プ内に

液体が無い。
この確認を怠る と 、ポ ッ ド がワーク ステーシ ョ ンの他のア イ テムに衝突
し 、装置の損傷および/または危険廃棄物の漏れが発生する恐れがあ り ま
す。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。グ リ ッ パがポ ッ ド の下にある間に、Z-Maxにグ
リ ッ パを移動さ せる と 、ポ ッ ド と 衝突する可能性があ り ます。Move Gripper 
Z-Max（Z-Maxへのグ リ ッ パの移動）を用いる前に、グ リ ッ パフ ィ ンガーの
垂直移動経路内に障害物がないよ う にグ リ ッ パが配置 されている こ と を確認
し て く だ さ い。

注意
手順が失敗する恐れがあ り ます。Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ
プ）で、適切な通信ポー ト が選択さ れている こ と を確認 し て く だ さ い。
Simulate（シ ミ ュ レーシ ョ ン）モー ド は、Biomekシ ミ ュ レー タ で メ ソ ッ ド を
実行する場合にのみ使用 し て く だ さ い。装置で メ ソ ッ ド を実行するには、装
置が接続 さ れているUSBポー ト （Name（名称）にある）を選択 し て く だ さ
い。
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注意
装置損傷の恐れがあ り ます。コ ミ ュ ニケーシ ョ ンポー ト にはデバイ ス を必ず
正 し く 接続 し て く だ さ い。ポー ト を正 し く 接続 し ない と、装置が損傷を受け
る可能性があ り ます。
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は じ めに

Biomek i-Series 自動化ワーク ステーシ ョ ンへよ う こ そ

本ガ イ ド では、Biomek i-Series 装置、Biomek Software 、ALP、付属品、消耗品、お よ び
基本操作手順について ご説明 し ます。
本マニ ュ アルには、お客様個別の ト ピ ッ ク を調べる こ と がで き る よ う に、他の
Biomek i-Seriesのユーザーマニ ュ アルを参考文献 と し て掲載 し てお り ます。
Biomek i-Series のユーザーマニ ュ アルの全 リ ス ト については、「Biomek i-Series ユーザー
マニ ュ アル」を ご参照 く だ さ い。 こ のマニ ュ アルやユーザーマニ ュ アルを交互にご覧
いただ く こ と で、Biomek i-Series 装置お よ び ソ フ ト ウ ェ アに関する 知識が深ま り 、他の
マニ ュ アルやその章の構成に精通する こ と がで き ます。
注 特に記載のない限 り 、この取扱説明マニ ュ アルの情報すべては、Biomek i5およびBiomek i7の

両方の装置に関する ものです。

製品説明

本製品は診断手順用ではあ り ません。
Biomek i-Series 自動化ワー ク ス テーシ ョ ンは、生命科学あ る いは生物医学の研究所で用
い ら れ る、多軸液体処理装置です。モジ ュール設計お よ び拡張可能なオペレーテ ィ ン
グ ソ フ ト ウ ェ アが基礎 と な り 、交換可能な特定用途の付属品を設定 し 、 ラ ボ ワー ク フ
ロ ー自動化のために周辺プ ロ セ スデバ イ ス を統合す る こ と がで き ます。
Biomek i-Series 装置の主目的は、 ソ ース ラ ブ ウ ェ アか ら 目的 ラ ブ ウ ェ アに対 し て自動的
に ピペ ッ ト 操作、すなわち液体サンプルの移送を行 う こ と です。 こ のサンプル調製プ
ロ セ ス の自動化に よ り 、オペレー タ ご と の差がでがちなマニ ュ アルでの ピペ ッ ト 操作
テ ク ニ ッ ク に特有のば ら つき を低減す る こ と で、ピペ ッ ト 操作の真度 と 精度を向上 さ
せる こ と がで き ます。
液体ピペ ッ ト 操作は、マルチチ ャ ネルヘ ッ ド ま たはSpan-8 ポ ッ ド のいずれかを用いて、
空気や液体の移動テ ク ノ ロ ジーに よ っ て実施 さ れます。マルチチ ャ ネルヘ ッ ド は使い
捨ての ピペ ッ ト チ ッ プを保持す る、8 x 12ま たは16 x 24のいずれかの ピペ ッ ト 操作ア
レー と し て設計 さ れてお り 、1度に最大96あ る いは384サンプルの ピペ ッ ト 操作が可能
です。マルチチ ャ ネルヘ ッ ド は類似 し たア レー密度のマ イ ク ロ プ レー ト 間での ピペ ッ
ト 操作に用い ら れます。Span-8 ポ ッ ド は8つの独立 し た ピペ ッ ト 操作プ ロ ーブ と し て設
計 さ れ、線形の平面に設定 さ れて9～50 mmの等距離プ ロ ーブ間隔での拡張 と 収縮が可
能です。プ ロ ーブにはそれぞれ、1つの固定ま たは使い捨ての ピペ ッ ト チ ッ プを保持で
き、ピペ ッ ト 操作する こ と がで き ます。Span-8 ポ ッ ド は異な る ウ ェ ル間隔を持つ ラ ブ
ウ ェ ア間の ピペ ッ ト 操作に用い ら れます。具体的には、チ ューブ間、チ ューブ と マ イ
ク ロ プ レー ト と の間、ま たはマ イ ク ロ プ レー ト 間で使用で き ます。
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装置性能  
Biomek i-Series マルチチ ャ ネルの ピペ ッ ト ヘ ッ ド には使い捨てのピペ ッ ト チ ッ プが用い
ら れ、 ソ ース ラ ブ ウ ェ ア（例: チ ューブ、マ イ ク ロ プ レー ト ）か ら 目的 ラ ブ ウ ェ アへの
移送のために使用 さ れます。サンプルを吸引する場合、ピペ ッ ト ヘ ッ ド 内の液圧ピ ス
ト ンが液体を ピペ ッ ト チ ッ プに機械的に吸引 し 、チ ッ プはサンプルに浸漬 さ れます。
ピペ ッ ト チ ッ プ内の空気はチ ッ プに入 る液体で置き 換え ら れます。対象 ラ ブ ウ ェ アに
液体を分注する際に、ピ ス ト ンが逆に動 く こ と で液体が ピペ ッ ト チ ッ プか ら 排出 さ れ
ます。
Span-8 は液体移動テ ク ノ ロ ジーを用いて、液体を ピペ ッ ト で移送 し ます。サンプルは、
液体に浸漬 さ れ る 使い捨ての ピペ ッ ト チ ッ プあ る いは固定チ ッ プのいずれかに吸引 さ
れます。Span-8 ポ ッ ド では、使い捨て ま たは固定のチ ッ プに接続 さ れたシ リ ン ジポ ン
プが、液圧チ ューブ経由でシ ス テ ム液を機械的に移動 さ せます。それに よ っ て、チ ッ
プ内の空気はチ ッ プに入 る液体で置き 換え ら れます。目的 ラ ブ ウ ェ アに液体を分注す
る際に、シ リ ン ジポ ンプが逆に動 く こ と で液体が使い捨て ま たは固定の ピペ ッ ト チ ッ
プか ら 排出 さ れます。
ピペ ッ ト 操作に加えて、Biomek i-Series 自動化ワー ク ス テーシ ョ ンは、オ フ セ ッ ト フ ィ
ン ガーを持つ、360度回転する グ リ ッ パを用いて、 ラ ブ ウ ェ ア を作業表面の四方に移動
さ せ る こ と がで き ます。グ リ ッ パの機構に よ り 、 ラ ブ ウ ェ アの積み上げや積み下ろ し
が可能であ り 、マ イ ク ロ プ レー ト の特定のデ ッ キ位置か ら 別の位置への移動、 さ ら に
加熱/冷却用や振 と う 用のデバ イ ス な ど の周辺プ ロ セ スデバ イ スへの移動、シ ャ ト ル移
送シ ス テ ム を使っ たデ ッ キ外装置への移動な ど も 可能です。
ピペ ッ ト 操作や ラ ブ ウ ェ ア移動ア ク シ ョ ンはすべて、Biomek Software が コ ン ト ロ ール
し ます。 こ の拡張可能なオペレーテ ィ ン グ ソ フ ト ウ ェ アが提供す る ユーザー イ ン タ
フ ェース を用いて、装置デ ッ キ レ イ ア ウ ト お よ び ラ ブ ウ ェ ア タ イ プを定義で き 、サン
プル調製 メ ソ ッ ド を イ ン ポー ト お よ びエ ク ス ポー ト で き ます。すべてア イ コ ン主体の
ス テ ッ プで、 メ ソ ッ ド を作成 し 設定す る こ と がで き る よ う に設計 さ れてい ます。

装置性能

Biomekの ピペ ッ ト 操作が実現可能な性能は、Biomek装置が最適に設定 さ れた上で達成
さ れ る ピペ ッ ト 操作性能を表 し ます。公式の性能値は、分光測光法で測定 さ れた水性
溶媒を使い、Biomek Software を用いて確立 さ れ る も のです。実際の結果は、
Biomek Software の柔軟性に よ っ て最適化する こ と がで き ます。ピペ ッ ト 操作性能を コ
ン ト ロ ールする ソ フ ト ウ ェ アの初期設定値を、ピペ ッ ト 操作対象のサンプルお よ び試
薬 タ イ プに固有の ラ ブ ウ ェ ア、チ ッ プ、液体 タ イ プお よ びピペ ッ ト 操作テ ク ニ ッ ク お
よ びテ ンプ レー ト に合わせて修正する こ と がで き ます。
イ ン ス ト レーシ ョ ン後の運用上の検証は、運転時適格性評価（OQ）に よ っ て行 う こ と
がで き、Beckman Coulterの担当者が実施 し ます。 さ ら に詳 し く は、ま たはお使いの装
置のOQのセ ッ ト ア ッ プを行 う には、弊社ま でお問い合わせ く だ さ い。
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本書の説明内容  
本書の説明内容

こ のマニ ュ アルは、Biomek i-Series 装置を最適に設定 し 、稼働 さ せる ための知識習得に
お役立ていいただけ ます。次の ト ピ ッ ク が含まれます。
 Biomek i-Series 装置、 ソ フ ト ウ ェ ア、ALPお よ び付属品の概要:

 • 第1章, Biomek i-Series 装置
 • 用語集
 • 略語

 Biomek Software を設定 し てハー ド ウ ェ ア と 一致 さ せる:
 • 第2章, 測定の準備をする

 性能を最適化する :
 • 第3章, 最優良事例
 • 第4章, ピペ ッ ト 操作テ ク ニ ッ ク を理解する
 • 第6章, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ
 • 第7章, 予防 メ ン テナン ス

 高度な機能を使用する:
 • 第5章, フ ァ イ ル管理 と コ ンプ ラ イ ア ン ス

 簡単な メ ソ ッ ド を作成す る:
 • 第8章, メ ソ ッ ド 構築の手引き

— 第9章, マルチチ ャ ネルポ ッ ド を使用 し た簡潔な メ ソ ッ ド の作成
— 第10章, Span-8 ポ ッ ド を使用 し た簡潔な メ ソ ッ ド の作成

重要 包括的なBiomek i-Series の文書一式は「Biomek i-Series ユーザーマニ ュ アル」に記載 さ れて
います。上述の ト ピ ッ ク について詳 し く は、これらのマニ ュ アルを ご参照 く だ さ い。

スキルを向上 さ せる

Biomek Software には こ のマニ ュ アルには記述 さ れていない多 く の特徴や機能があ り ま
す。装置の使用についての知識習得のために、い く つかのオプシ ョ ンがあ り ます。
 • 講師が提供する コ ース :

— Biomek i-Series - The Fundamentals, Basic Operation and Hardware（Biomek i-Series: 基
礎、基本操作お よ びハー ド ウ ェ ア）

— Biomek i-Series - Software Basics with Method Programming and Pipetting
（Biomek i-Series: メ ソ ッ ド プ ロ グ ラ ミ ン グお よ びピペ ッ ト 操作 と ソ フ ト ウ ェ アの

基礎）
— Biomek i-Series - Advanced Method Programming with Additional Software Tools

（Biomek i-Series: その他の ソ フ ト ウ ェ ア ツール と 高度な メ ソ ッ ド プ ロ グ ラ ミ ン
グ）
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連絡先情報  
 • E-モジ ュール:
— The Theory of Liquid Handling（液体処理に関す る理論）
— Basic System Overview, Hardware and Software（基本シ ス テ ム概要、ハー ド ウ ェ アお

よ び ソ フ ト ウ ェ ア）
利用可能な コース について、 さ ら に詳 し く は、Beckman Coulter学習セ ン タ ーにア ク セ
ス し て く だ さ い。ま た、Search（検索）フ ィ ール ド にBiomek と 入力 し て頂 く か、弊社ま
でご連絡 く だ さ い。

連絡先情報

ご質問があ る場合、カ ス タ マーサポー ト セ ン タ ーにご連絡 く だ さ い。
 • 各国の弊社ウ ェ ブサ イ ト はwww.beckman.com/support/technical。
 • 米国お よ びカナダか ら は、1-800-369-0333ま でお電話 く だ さ い。
 • 米国お よ びカナダ以外か ら は、最寄 り の代理店にお問い合わせ く だ さ い。
シ ス テ ムID番号ま たはシ リ アル番号を ご用意の上お問い合わせいただ く と 、ス ムーズ
な対応が可能です。

Biomek i-Series ユーザーマニ ュ アル

こ のマニ ュ アルは、以下に列挙する他の Biomek i-Series のユーザーマニ ュ アル と 共にご
使用 く だ さ い。 こ れ ら の文書は次の場所にあ り ます。
 • 自動化コ ン ト ロ ー ラ 上: 

— ThisPC\OSDisk(C:)\Program Files (x86)\Common Files\Beckman Coulter\Manuals
— （Help）（ヘルプ）ボ タ ン を ク リ ッ ク する と 、『Biomek i-Series Software 

Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』の対
話バージ ョ ンが開 き ます。

注 ご使用中のシステムのフ ァ イルを更新する場合は、「Biomek i-Series 自動化コ ン ト ローラ
のユーザーマニ ュ アルを マニ ュ アルで更新する」に記載の手順に従っ て、
Biomek i-Series のシステムヘルプ をダウン ロー ド し て く だ さ い。 

 • ウ ェ ブサ イ ト : www.beckman.com/techdocs
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Biomek i-Series ユーザーマニ ュ アル  
ユーザー
マニ ュ アル 製品番号 目的

Biomek i-Series 
Preinstallation 
Manual

（Biomek i-Series プ
レ イ ン ス ト レー
シ ョ ン マニ ュ アル）

B54472

以下の仕様や手順が記載 さ れています。
 • 施設側での準備
 • イ ンス ト レーシ ョ ンのための装置の準備
 • イ ンス ト レーシ ョ ンのためのCytomatデバイ スの準備
 • イ ンス ト レーシ ョ ンのためのその他の統合デバイ スの準

備

Biomek i-Series 
Hardware Reference 
Manual

（Biomek i-Series 
ハー ド ウ ェ ア リ
フ ァ レ ンスマニ ュ
アル）

B54474

以下の内容が記載 さ れています。
 • 利用可能な Biomek i-Series 設定の概要
 • 装置の仕様
 • マルチチ ャ ネルおよびSpan-8 ポ ッ ド 双方の使用、 ト ラ ブ

ルシ ューテ ィ ング、および メ ン テナンスのための詳細な
説明および手順。Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト
ア ッ プ）での装置設定手順。

 • 装置のフ レー ミ ング手順
 • Manual Control（マニ ュ アルコ ン ト ロール）の使用手順
 • エ ン ク ロージ ャ システムの手順

Biomek i-Series 
Automated Labware 
Positioners, 
Accessories, and 
Devices Instructions 
for Use

（Biomek i-Series 自
動ラ ブウ ェ アポジ
シ ョ ナー、付属品、
およびデバイ ス取
扱説明書）

B54477

Biomek i-Series 装置用に設計 さ れたALP と 付属品のための手
順が記載 さ れています。この文書には次のものが含まれま
す。
 • 1 x 1、1 x 3および1 x 5ス タ テ ィ ッ クALP
 • テス ト チ ューブ ラ ッ クALP
 • Fly-Byバーコー ド リ ーダ
 • 廃棄物ALP
 • Span-8 ア ク テ ィ ブウ ォ ッ シ ュ ALP
 • Span-8 チ ッ プウ ォ ッ シ ュ ALP
 • マルチチ ャ ネルウ ォ ッ シ ュ ALP（96-チ ャ ネルおよび384-

チ ャ ネル）
 • 溶液供給ユニ ッ ト /チ ッ プボ ッ ク スALP
 • 加熱および冷却ALP
 • 互換性のあるBiomek FXP/NXP ALPマウン ト プ レー ト

Automated Labware 
Positioners (ALPs) 
Instructions for Use

（自動ラ ブウ ェ アポ
ジシ ョ ナー（ALP）
取扱説明書）

987836お
よび

B54477
（上述）

次のALPおよび付属品のための手順が記載 さ れています。
 • デバイ ス コ ン ト ローラ
 • 軌道シ ェ ーカー
 • 陽性ポジシ ョ ナー
 • 排出/再充填可能 リ ザーバ

注 これらのALPを Biomek i-Series- 装置上で用いるために必
要な ラ ブウ ェ アポジシ ョ ナー（ス タ テ ィ ッ クALP）およ
びマウン ト プ レー ト のイ ン ス ト ール手順については、
PN B54477を ご参照 く だ さ い。これらのALPの使用手順
はPN 987836に記載 さ れています。
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Biomek i-Series ユーザーマニ ュ アル  
Biomek i-Series 
Software Reference 
Manual

（Biomek i-Series ソ
フ ト ウ ェ ア リ フ ァ
レ ンスマニ ュ アル）

B56358 Biomek i-Series 装置でBiomek Software を用いるための全手順

Biomek i-Series 
Tutorials

（Biomek i-Series 
チ ュー ト リ アル）

B54475

Biomek i-Series 装置のBiomek Software での操作に習熟する こ
と を特に目的 と し た手順書です。この手順書では、 メ ソ ッ
ド をベース ラ イ ン と し て用いる こ と で、ユーザーが実用的
なアプ リ ケーシ ョ ンに慣れ親 し むこ と がで き ます。この文
書には、マルチチ ャ ネルおよびSpan-8 ポ ッ ド の双方の
チ ュー ト リ アルが含まれてお り 、 さ ら に次の ト ピ ッ ク も含
まれます。
 • Biomek Software を開始する。
 • メ ソ ッ ド のよ り 多 く のステ ッ プ を使 う 。
 • 液体を移送するための個別ステ ッ プ を使 う 。
 • ワーク リ ス ト および条件を使 う 。
 • 選択チ ッ プで ピペ ッ ト 操作を行 う （マルチチ ャ ネルの

み）。
 • フ ァ イルを用いて移送を指示する（Span-8 のみ）。
このマニ ュ アルは、習得する必要のある ト ピ ッ ク を含む章
のみを完了で き る よ う に構成 さ れています。

SAMI EX Software 
for Biomek i-Series 
Automated 
Workstations 
Instructions for Use

（SAMI EXソ フ ト
ウ ェ ア

（Biomek i-Series 自
動化ワーク ステー
シ ョ ン用）取扱説
明書）

B58997

Biomek i-Series システムでのSAMI EXソ フ ト ウ ェ アに精通 し て
いただ く ために、次の基本操作に関する情報が記載 さ れて
います。ソ フ ト ウ ェ アの概要、ソ フ ト ウ ェ アでのデ ッ キお
よびデバイ スの設定手順、基本的な メ ソ ッ ド の作成および
実行についてのチ ュー ト リ アル、高度な機能の概要、およ
び最優良事例。 さ ら に、このマニ ュ アルには、安全性 メ ッ
セージの全 リ ス ト も記載 さ れています。

SAMI EX Software 
for Biomek i-Series 
Automated 
Workstations User's 
Manual（SAMI EXソ
フ ト ウ ェ ア

（Biomek i-Series 自
動化ワーク ステー
シ ョ ン用）ユー
ザーマニ ュ アル）

B59001

このマニ ュ アルは、ソ フ ト ウ ェ アへの習熟に役立てて頂 く
ために、ステ ッ プバイ ステ ッ プの手順 と 5つのチ ュー ト リ ア
ルによ り 、Biomek i-Series システム上のSAMI EXソ フ ト ウ ェ ア
を用いて、ア ッ セ イの開発、スケジ ュー リ ング、および実
行の基本部分を取 り 扱います。

ユーザー
マニ ュ アル 製品番号 目的
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Shaking Peltier ALP 
Integration Manual 
for Biomek FX/FXP, 
NX/NXP, and i-Series 
Instruments

（シ ェ ーキングペル
チ ェ ALP統合マ
ニ ュ アル（Biomek 
FX/FXP、NX/NXP、
および i-Series 装置
用））

A93393、
改訂版AC

以降

このマニ ュ アルには、Biomek FX/FXP, NX/NXP、および i-Series 
装置 と と も にシ ェ ーキングペルチ ェ ALPを用いるための詳
細な手順が記載 さ れています。

Static Peltier ALP 
Integration Manual 
for Biomek FX/FXP, 
NX/NXP, and i-Series 
Instruments（ス タ
テ ィ ッ ク ペルチ ェ
ALP統合マニ ュ アル

（Biomek FX/FXP、
NX/NXP、および
i-Series 装置用））

A93392、
改訂版AC

以降

このマニ ュ アルには、Biomek FX/FXP, NX/NXP、および  i-Series 
装置 と と も にス タ テ ィ ッ ク ペルチ ェ ALPを用いるための詳
細な手順が記載 さ れています。

Biomek i-Series 
Cytomat ALP and 
Devices User’s 
Manual

（Biomek i-Series 
Cytomat ALPおよび
デバイ スユーザー
マニ ュ アル）

B91265  Biomek i-Series 装置 と 、関連デバイ スおよびCytomat ALPを用
いるための全手順が記載 さ れています。

ユーザー
マニ ュ アル 製品番号 目的
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Biomek i-Series 自動化コ ン ト ローラのユーザーマニ ュ アルを マニ ュ アルで更
新する

注意
デー タ 欠落またはシステム障害の恐れがあ り ます。自動化コ ン ト ローラはイ
ン タ ーネ ッ ト に接続さ れる と 、自動的に更新 さ れる よ う に設定 さ れます。更
新が通知 さ れた ら、で き るだけ早 く システム リ ブー ト し て く だ さ い。再始動
がマニ ュ アルで行われない場合は、システムはシステムが通常ア イ ド ル状態
の時間帯に自動再始動を スケジ ュール し ます。デー タ および/またはサン プ
ルの損失を回避するには、待機中のWindowsの更新をチ ェ ッ ク し て、一晩運
転かオ フ シ フ ト 運転開始前に更新を イ ン ス ト ール し て く だ さ い。

重要 Beckman Coulterはサー ド パーテ ィ デバイ ス を介 し てシステムに導入 さ れたウ イルスについ
ての責任を負いません。この操作に使用 し た フ ラ ッ シ ュ ド ラ イ ブにマルウ ェ アが含まれな
い こ と を確認 し て く だ さ い。

注 イ ン タ ーネ ッ ト にア ク セスで き ない場合は弊社までお問い合わせ く だ さ い。

1 イ ン タ ーネ ッ ト 接続 さ れてい る コ ン ピ ュー タ で、www.beckman.com/techdocs に進み
ます。

2 Biomek i-Series System Help  (Biomek i-Series ヘルプ フ ァ イル) の製品番号B96939を検索 し 、
その リ ン ク を選択 し ます。

3 ポ ッ プア ッ プで、Save（保存）下向き 矢印を選んだ後、Save As（名前をつけて保
存）を選択 し ます。

4 フ ァ イ ルを保存 し たい場所を指定 し て、Save（保存）を選択 し ます。フ ァ イ ルを現
在のシ ス テ ムに イ ン ス ト ールす る場合は、ス テ ッ プ6に進んで く だ さ い。

5 イ ン タ ーネ ッ ト に接続 さ れていない別のシ ス テ ムに イ ン ス ト ールする 場合:
a. フ ラ ッ シ ュ ド ラ イ ブな どのポー タ ブル記憶デバ イ ス に フ ァ イ ルを保存 し て く だ

さ い。

注意
デー タ 欠落またはシステム障害の恐れがあ り ます。システムはDVDまたは
USB ド ラ イ ブなどの外部 メ デ ィ アが挿入 さ れる場合に、自動再生 し ないよ う
に設定さ れます。システム障害を回避するために、自動更新、アンチウ イル
ス、フ ァ イ アウ ォール、または自動再生に関連する設定は変更 し ないで く だ
さ い。

b. Biomek i-Series 自動化 コ ン ト ロ ー ラ に記憶デバ イ ス を挿入 し て く だ さ い。
c. ポー タ ブル記憶デバ イ ス のダ ウ ン ロ ー ド さ れた フ ァ イ ルを参照 し て、

Biomek i-Series 自動化 コ ン ト ロ ー ラ に フ ァ イ ルを コ ピー し て く だ さ い。
B54530AC   lviii
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Biomek i-Series ユーザーマニ ュ アル  
6 フ ァ イ ルを ダブル ク リ ッ ク し て イ ン ス ト ー ラ を開始 し 、 イ ン ス ト ー ラ ウ ィ ン ド ウ
の指示に従っ てプ ロ セ ス を完了 し て く だ さ い。

注 ご質問がある場合は、弊社までお問い合わせ く だ さ い。
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第1章
Biomek i-Series 装置

概要

Biomek i-Series 自動化ワーク ステーシ ョ ン
Biomek i-Series 自動化ワー ク ス テーシ ョ ンの特徴は以下の と お り です。
 • モジ ュール設計: マルチチ ャ ネルポ ッ ド お よ び多彩なALPに対応する、384チ ャ ネル

ヘ ッ ド や96チ ャ ネルの2つのヘ ッ ド な どの交換可能な特定用途の コ ン ポーネ ン ト に
よ り 、装置能力を拡張す る こ と がで き ます。 

 • シ ス テ ム アーキ テ ク チ ャ : プ レー ト リ ーダ、ワ ッ シ ャ、 ラ ブ ウ ェ ア記憶装置、お よ
び ロ ボ ッ ト 移送シ ス テ ム を簡単に統合で き る よ う に設計 さ れてい ます。 

 • 360度回転グ リ ッ パ: さ ま ざ ま な方向に ラ ブ ウ ェ アお よ びプ レー ト を移動 さ せる こ と
がで き、マルチチ ャ ネルお よ びSpan-8 ポ ッ ド タ イ プの両方で標準装備 さ れます。 

 • 直観的な操作が可能なBiomek Software : 拡張可能なユーザー イ ン タ フ ェース が用意
さ れてい ます。デ ッ キ レ イ ア ウ ト お よ び ラ ブ ウ ェ ア を新たに定義 し て、簡便で素
早 く 設定変更 し 、 メ ソ ッ ド の イ ン ポー ト お よ びエ ク ス ポー ト がで き、 メ ソ ッ ド の
作成や設定を ア イ コ ン を使っ て行 う こ と な どが可能です。

Biomek i-Series 装置の設定
Biomek i-Series 装置には2種あ り 、ワー ク ス テーシ ョ ンのサ イ ズに よ っ て区別 さ れます。 
表 1.1 に、ポ ッ ド 設定オプシ ョ ンの概要を、各装置 タ イ プお よ び各デ ッ キで利用可能な
位置の最大数 と と も に示 し ます。
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Biomek i- Series 装置
ハー ド ウ ェ ア  
この章での説明内容
こ の章では、Biomek i-Series 装置のハー ド ウ ェ ア、ALP、付属品、お よ び ソ フ ト ウ ェ ア
の概要について ご説明 し ます。次の ト ピ ッ ク が含まれます。
 • ハー ド ウ ェ ア
 • ALPお よ び付属品
 • チ ッ プ
 • Biomek Software

ハー ド ウ ェ ア

こ のセ ク シ ョ ンでは、次に示す装置の基本的な情報を ご説明 し ます。
 • メ イ ン コ ン ポーネ ン ト
 • X、Y、Z、お よ びD軸
 • マルチチ ャ ネルポ ッ ド
 • Span-8 ポ ッ ド
 • Biomek i-Series の接続
 • 保護バ リ ア
注 詳細については、『Biomek i-Series Hardware Reference Manual（Biomek i-Series ハー ド ウ ェ ア リ

フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』（PN B54474）を ご参照 く だ さ い。

表 1.1  装置 タ イ プ別の設定オプシ ョ ン

装置 設定 使用可能ポ ッ ド デ ッ キの位置a

（最大）

a. ANSI/SLAS 設置面積ラ ブウ ェ ア と 同一

Biomek i5  • シ ングルアーム
マルチチ ャ ネル 25

Span-8 25

Biomek i7

 • シ ングルアーム
マルチチ ャ ネル 45

Span-8 45

 • デュ アルアーム
マルチチ ャ ネル + Span-8 

（ハイ ブ リ ッ ド ） 45

マルチチ ャ ネル（2） 45
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Biomek i-Series 装置
ハー ド ウ ェ ア  1
メ イ ン コ ンポーネン ト
図 1.1  Biomek i-Series 装置の メ イ ン コ ンポーネン ト （Biomek i7のハイ ブ リ ッ ド 装置表示）

1. ステー タ ス イ ン ジケー タ ラ イ ト
2. ポ ッ ド
3. Span-8 プ ローブ
4. デ ッ キラ イ ト ス イ ッ チ

5. ド ア
6. 電源ス イ ッ チ
7. グ リ ッ パ
8. シ ャーシ

9. デ ッ キ
10. マルチチ ャ ネルヘ ッ ド
11. 自動化コ ン ト ローラ接続口

装置の寸法を システムの仕様に示 し ます。
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Biomek i- Series 装置
ハー ド ウ ェ ア  
X、Y、Z、およびD軸
図 1.2 に、Biomek i-Series 自動化ワー ク ス テーシ ョ ンの4本の軸 タ イ プの方向を示 し ま
す。

図 1.2  X、Y、およびZ軸

1. X軸: ポ ッ ド の左から右への水平軸です。
 • 左から右への移動が正方向です。
 • 右から左への移動が負方向です。

2. Y軸: ポ ッ ド の前面から背面への水平軸です。
 • 背面から前面への移動が正方向です。
 • 前面から背面への移動が負方向です。

3. Z軸: 装置に沿っ てデ ッ キからの遠近を示すポ ッ ド の垂直軸です。
 • 上への移動が正方向です。
 • 下への移動が負方向です。

 • D軸（非表示）: 吸引、分注、チ ッ プの取 り 外 し 、およびグ リ ッ プ と い っ た操作を可能
にする垂直軸です。マルチチ ャ ネルシステムでは、ポ ッ ド 内にあるD軸がシ リ ン ジ を
コ ン ト ロール し てお り 、Span-8 システムでは、D軸は各プ ローブのポン プ と な り ます。
— 吸引（上への移動）が正方向です。
— 分注（下への移動）が負方向です。
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Biomek i-Series 装置
ハー ド ウ ェ ア  1
マルチチ ャ ネルポ ッ ド
マルチチ ャ ネルポ ッ ド （図 1.3）次の形で イ ン ス ト ール さ れ る 自己完結型の ワーキ ン グ
ユニ ッ ト です。
 • Biomek i5自動化ワー ク ス テーシ ョ ン

— シ ン グルポ ッ ド のみ
 • Biomek i7自動化ワー ク ス テーシ ョ ン :

— シ ン グルポ ッ ド
— ハ イ ブ リ ッ ド 装置の左側
— デュ アルマルチチ ャ ネルポ ッ ド 装置の両側

マルチチ ャ ネルポ ッ ド は、ヘ ッ ド を交換で き る完全なマ イ ク ロ プ レー ト ピペ ッ ト 操作
ツールで、多彩な機能を提供 し ます。 さ ら に、本マルチチ ャ ネルポ ッ ド ではSelective 
Tips（選択的チ ッ プ）オプシ ョ ン を用いて、マ イ ク ロ プ レー ト ま たはテ ス ト チ ューブ
上の指定 さ れた ウ ェ ルに送液す る こ と がで き ます。
注 自動ラ ブウ ェ アポジシ ョ ナー（ALP）は、デュ アルポ ッ ド システムに イ ンス ト ール さ れ、本

装置の右端か左端に配置 さ れる と 、装置の反対側に イ ン ス ト ール さ れたポ ッ ド からはア ク
セスで き ません。装置の中央あた り に配置 さ れたALPには通常、両方のポ ッ ド から ア ク セス
する こ と がで き ます。
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Biomek i- Series 装置
ハー ド ウ ェ ア  
図 1.3  マルチチ ャ ネルBiomek i5装置に イ ン ス ト ール さ れたマルチチ ャ ネルポ ッ ド

交換可能なヘ ッ ド
交換可能マルチチ ャ ネルヘ ッ ド は特定の液体操作手順を実行する ためにポ ッ ド 底部に
装着 さ れてい ます。ヘ ッ ド や目的の液体操作手順に応 じ て、多彩なチ ッ プ タ イ プを用
い る こ と がで き ます。
Biomek i-Series マルチチ ャ ネルポ ッ ド には次の3種のヘ ッ ド タ イ プが使用で き ます。
 • 300 µL MC-96ヘ ッ ド
 • 1,200 µL MC-96ヘ ッ ド
 • 60 µL MC-384ヘ ッ ド
交換可能ヘ ッ ド はマルチチ ャ ネルポ ッ ド に イ ン ス ト ール さ れ、使い捨てのチ ッ プを用
いて液体を吸引、分注す る こ と がで き ます。互換性のあ る チ ッ プの一覧お よ び各チ ッ
プの機能 と 容量については「チ ッ プ」を ご参照 く だ さ い。

ヘ ッ ド を交換する
マルチチ ャ ネルヘ ッ ド は取 り 外 し て交換する こ と がで き、それぞれ固有の メ ソ ッ ド に
対応する こ と がで き ます。詳細な手順について詳 し く は、『Biomek i-Series Hardware 

1. マルチチ ャ ネルポ ッ ド
2. ヘ ッ ド
3. グ リ ッ パ
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Biomek i-Series 装置
ハー ド ウ ェ ア  1
Reference Manual（Biomek i-Series ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』（PN B54474）、
「Changing Heads（ヘ ッ ド を交換す る）」を ご参照 く だ さ い。

注 ヘ ッ ド が交換 さ れる場合、Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）も適切に変更す
る必要があ り ます。Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）でハー ド ウ ェ アセ ッ ト
ア ッ プ を変更 し ない と 、システムが損傷を受ける可能性があ り ます（『Biomek i-Series 
Hardware Reference Manual（Biomek i-Series ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』

（PN B54474）、「Configuring a Multichannel Pod（マルチチ ャ ネルポ ッ ド を設定する）」を参照）。

Span-8 ポ ッ ド
Span-8 ポ ッ ド は、本装置に イ ン ス ト ール さ れ る自己完結型の ワーキ ン グユニ ッ ト です

（図 1.4）。Span-8 ポ ッ ド は液体処理用ポ ッ ド で、テ ス ト チ ューブや大 き な ラ ブ ウ ェ アか
ら 小 さ な ラ ブ ウ ェ アへの、あ る いはその逆の送液を可能に し ます。ま た、Span-8 ポ ッ
ド は送液中に、固定プ ロ ーブでの導電性チ ッ プお よ び凝固検知（CD）に よ り 、液体レ
ベル検知（LLS）を行 う こ と がで き ます。
Span-8 ポ ッ ド （図 1.4）は次の形で イ ン ス ト ール さ れ る 自己完結型の ワーキ ン グユニ ッ
ト です。
 • Biomek i5自動化ワー ク ス テーシ ョ ン

— シ ン グルポ ッ ド のみ
 • Biomek i7自動化ワー ク ス テーシ ョ ン :

— シ ン グルポ ッ ド
— ハ イ ブ リ ッ ド 装置の右側
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ハー ド ウ ェ ア  
図 1.4  Span-8  Biomek i5装置に イ ンス ト ール さ れたSpan-8 ポ ッ ド

プ ローブ
プ ロ ーブは独立 し てZ軸を移動 し 、ポ ンプアセンブ リ を用いて独立 し てD軸に沿っ て ピ
ペ ッ ト 操作を行い ます。 こ のプ ロ ーブには、固定ま たは使い捨てのチ ッ プのための
チ ッ プ接続部があ り 、液体レベル検知（LLS）操作お よ び非LLS操作の双方が可能です

（『Biomek i-Series Hardware Reference Manual（Biomek i-Series ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ ン ス
マニ ュ アル）』（PN B54474）、「Main Components of the Span-8  Pod（Span-8 ポ ッ ド の メ イ ン
コ ン ポーネ ン ト ）」を参照）。

交換可能チ ッ プ

Span-8 ポ ッ ド では、固定ま たは使い捨てのチ ッ プを使用で き、マ イ ク ロ プ レー ト か ら
マ イ ク ロ プ レー ト 、テ ス ト チ ュ ーブか ら マ イ ク ロ プ レー ト 、お よ びテ ス ト チ ュ ーブか
ら テ ス ト チ ューブの送液が可能です。互換性のあ る チ ッ プの一覧お よ び各チ ッ プの機
能 と 容量については「チ ッ プ」を ご参照 く だ さ い。

1. ポン プアセン ブ リ
2. ポン プおよびシ リ ン ジ
3. Span-8 ポ ッ ド
4. プ ローブ

5. マ ン ド レル
6. グ リ ッ パ
 • システム液チ ューブ（非表示）
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ポン プアセン ブ リ
ポ ンプアセンブ リ には、D軸の コ ン ト ロ ールに よ り プ ロ ーブ8本 と の間のシ ス テ ム液の
流れを コ ン ト ロ ールする 、個別のポ ンプお よ びシ リ ン ジが収納 さ れます。ポ ンプアセ
ンブ リ は、装置の右側の タ ワーの近 く にあ り ます（『Biomek i-Series Hardware Reference 
Manual（Biomek i-Series ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』（PN B54474）、「Pump 
Assembly（ポ ンプアセンブ リ ）」を参照）。

液体システム
液体シ ス テ ムはピペ ッ ト 操作、チ ッ プ ウ ォ ッ シ ュ、大量分注操作のための真空の供給
に必要なシ ス テ ム液を保存 し 移送 し ます（『Biomek i-Series Hardware Reference Manual

（Biomek i-Series ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』（PN B54474）、「Liquid System
（液体シ ス テ ム）」を参照）。

Biomek i-Series の接続
タ ワーは装置に外部デバ イ スすべて、ALP、自動化コ ン ト ロ ー ラ お よ び電源を接続する
ためのハブの役割を果た し ます。具体的には、 タ ワーには次の接続口があ り ます（詳
し く は、図 1.5、図 1.6、お よ び図 1.7を参照）。
 • 主電源ス イ ッ チお よ び自動化コ ン ト ロ ー ラ （ホ ス ト コ ン ピ ュー タ ）は、右後方の

タ ワーのUSB-B コ ネ ク タ で装置 と 接続 さ れます。
 • 内部デバ イ ス接続パネル2枚は以下の設定です。

— CANポー ト  × 4
— （USB + 電源ポー ト ） × 7
— AccuFrameポー ト （左後方 タ ワー）

 • 外部 コ ネ ク タ パネル2枚:
— 右後方の タ ワーのパネルにはUSB-A、USB-B、CAN、お よ びAC イ ン レ ッ ト ブ レー

カがあ り ます。
—  左後方の タ ワーのパネルにはUSB-A と CANの コ ネ ク タ があ り ます。 

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。コ ミ ュ ニケーシ ョ ンポー ト にはデバイ ス を必ず
正 し く 接続 し て く だ さ い。ポー ト を正 し く 接続 し ない と、装置が損傷を受け
る可能性があ り ます。
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グ リ ッ パ
オ フ セ ッ ト フ ィ ンガーを2本持つ360度回転グ リ ッ パ（図 1.8）: フ ィ ンガーを使っ て ラ ブ
ウ ェ ア をBiomek i-Series 装置の内外に移動 し た り 、装置内で移動する こ と がで き ます。
グ リ ッ パは独立 し てポ ッ ド のY軸お よ びZ軸方向に移動する こ と がで き ます。

後方 タ ワー内側および外側の接続口（詳細表示）

タ ワー内側の接続口 タ ワー外側の接続口
図 1.5  左後方 タ ワー内側の接続口 図 1.6  右後方 タ ワー内側の接続口 図 1.7  右後方 タ ワー外側の接続口

1. CANポー ト
2. USB + 電源ポー ト
3. AccuFrameポー ト

1. CANポー ト
2. USB + 電源ポー ト

1. USBポー ト
2. 主電源ス イ ッ チ
3. ACイ ン レ ッ ト

1

2

1

3

1

2

1

1

2

3
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図 1.8  グ リ ッ パ

グ リ ッ パに よ り 次の こ と が可能です。
 • 最大12.8 cm（5.04 イ ンチ）の ラ ブ ウ ェ アの移動
 • 最大725 gの ラ ブ ウ ェ アの移動
 • ラ ブ ウ ェ アの積み上げ
 • 標準的な高 さ の ラ ブ ウ ェ ア を積み上げた も のをプ レー ト 最大4枚分の高 さ （最大

5.6 cm（2.2 イ ンチ））に移動
 • ラ ブ ウ ェ アの蓋の着脱
 • Biomek i7デュ アルアーム装置におけ る、左のグ リ ッ パに よ る デ ッ キの左側か ら 離れ

た位置間での ラ ブ ウ ェ アの移動
 • シ ン グルアーム装置、お よ びデ ュ アルアーム装置の左アームにおけ る、グ リ ッ パ

に よ るデ ッ キの左側か ら 離れた位置間での ラ ブ ウ ェ アの移動
 • ラ ブ ウ ェ アの持ち上げま たは配置前に、 ラ ブ ウ ェ ア ホルダの方向 と 一致 さ せ る た

めに フ ィ ンガーを360度回転可能
 • グ リ ッ プ し た ラ ブ ウ ェ アの存在の検知
 • 2つの長辺に沿っ た ラ ブ ウ ェ アのグ リ ッ プ

1. グ リ ッ パ本体
2. グ リ ッ パフ ィ ンガー
3. グ リ ッ パパ ッ ド
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重要 グ リ ッ パは、BC1070チ ッ プボ ッ ク スなどの背の高い ラ ブウ ェ アに隣接または囲まれてい
る、標準マ イ ク ロ タ イ タ ープ レー ト などの背の低い ラ ブウ ェ アにはア ク セスで き ない こ と
があ り ます。
グ リ ッ パフ ィ ンガーは並置 さ れます。目的の位置にある ラ ブウ ェ ア をグ リ ッ プするか配置
する場合、グ リ ッ パの機構は隣接する位置の上に配置 さ れます。隣接位置のラ ブウ ェ アの
高 さ が56 mm（2.2イ ンチ）を超え る場合、グ リ ッ パは目的位置にある ラ ブウ ェ ア をグ リ ッ
プまたは配置する こ と がで き ない場合があ り ます（図 1.9）。
デ ッ キ上のカ ラムへのア ク セスは1方向からのみ可能です。 し か し 、場合によ っ ては、反対
方向から目的位置に接近で き る よ う にグ リ ッ パを設定する こ と がで き ます。『Biomek i-Series 
Instructions for Use（Biomek i-Series 取扱説明書）』（PN B56358）、「Understanding Labware 
Adjacency Rules（ラ ブウ ェ ア隣接ルールを理解する）」を ご参照 く だ さ い。

図 1.9  グ リ ッ パ と 隣接ラ ブウ ェ アの並置

1. グ リ ッ パ本体
2. グ リ ッ パフ ィ ンガー
3. アプ ローチ位置: この位置にある ラ ブウ ェ アは標準マ イ ク

ロ プ レー ト 4枚を積み上げた高 さ （合計で56 mmあるいは
2.2イ ンチ）を超え る こ と がで き ません。この位置に標準
サイズのチ ッ プボ ッ ク スがある場合は、グ リ ッ パは隣接位
置にア ク セスする こ と がで き ます。
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デ ッ キ観察システム
Biomek i-Series 装置にはデ ッ キ観察シ ス テ ムが搭載 さ れてお り 、撮影領域が重な る広角
カ メ ラ 2基に よ っ て、ユーザーが遠隔デバ イ ス か ら 装置デ ッ キ全体を見る こ と がで き ま
す。カ メ ラ は装置が停止する前後30秒間、ま たは メ ソ ッ ド 実行中に想定外のエ ラ ーが
発生 し た場合の前後30秒間を録画 し ます。 こ う し た事象に関する情報は、訓練を受け
たオペレー タ が後にエ ラ ー解析する ために一定期間保管 さ れ、新 し いデー タ で上書 き
さ れます。
カ メ ラ は前方の タ ワーそれぞれに取 り 付け ら れてい ます。各カ メ ラ はデ ッ キ方向を向
いてお り 、撮影領域が重な る広角レ ン ズ を装備 し てい る ため、ユーザーはデ ッ キ全体
を見 る こ と がで き ます。
ユーザーの遠隔表示用に最適な推奨ウ ェ ブブ ラ ウ ザは次の と お り です。
 • Chrome、バージ ョ ン29以上
 • Firefox
 • Edge、バージ ョ ン25以上
 • Internet Explorer、Windows 10のみ
 • Internet Explorer、バージ ョ ン11以上

注 Windows 7のInternet Explorerはサポー ト さ れてお らず、推奨いた し ません。

録画済みのビデオログを再生するには:
Windows > All Apps（すべてのアプ リ ）> Beckman Coulter > Biomek Files（Biomekフ ァ イ ル）を
選択 し 、Biomekデ ィ レ ク ト リ を開き、Logs\Videoにア ク セ ス し て く だ さ い。
ま たは
以下を参照 し て く だ さ い。ThisPC\OSDisk(C:)\Users\Public\Public 
Documents\Biomek5\Logs\Video

リ アルタ イムでデ ッ キを見るには:
ウ ェ ブブ ラ ウ ザを開いて、http://（ コ ン ト ロ ー ラ 名ま たはIPア ド レ ス）:53402/remote-
viewに進んで く だ さ い。
カ メ ラの解像度の設定は次の と お り です。
 • 640 x 480
 • 1280 x 720
 • 1920 x 1080

カ メ ラの機能 -プ ラ イバシーおよびデータ収集
重要 カ メ ラは撮影範囲にある、ラボの個人画像を撮影する可能性があ り ます。装置の所有者

は、この機能の使用に関 し て、プ ラ イバシーおよびデー タ 保護法を含む任意の準拠法、規
則、または規制事項へのコ ン プ ラ イ ア ンスに責任を負います。

エ ラ ー イ ベン ト 録画機能を停止する には、Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ）> Hardware Setup
（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）> Vision System（視覚シ ス テ ム）に進み、Record video on 

errors during runs（測定中のエ ラ ーのビデオ録画）のチ ェ ッ ク を外 し て く だ さ い。 こ の
オプシ ョ ンは装置フ ァ イ ルに保存 さ れ る ため、別の装置フ ァ イ ルを用い る場合には再
設定する必要があ り ます。
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PROService
PROServiceは遠隔か ら の ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グお よ び診断を可能にする パ ッ ケージ
で、すべての Biomek i-Series 装置の イ ン ス ト レーシ ョ ンに含まれます。PROServiceに よ
り 、弊社の ワール ド ク ラ ス の技術サポー ト チームが画像共有やフ ァ イ ル転送ツールを
使っ てお客様を遠隔サポー ト す る こ と がで き ます。エン ド ユーザーのプ ラ イ バシーを
保護する ために、PROServiceの画面共有オプシ ョ ンへのア ク セ ス はエン ド ユーザーが制
限で き ます。ユーザーは技術サポー ト か ら の画面共有セ ッ シ ョ ンの開始依頼があ る た
びに、物理的な ワー ク ス テーシ ョ ンでア ク セ ス リ ク エ ス ト を承諾する 必要があ り ます。 

保護バ リ ア
Biomek i-Series 装置には周囲保護安全シ ス テ ムが標準装備 さ れてい ます。 こ の安全シ ス
テ ムは、液体操作プ ロ セ ス中のオペレー タ の損傷、装置への損傷、お よ び中断の保護
に役立つ も のです。 

警告
怪我をする恐れがあ り ます。安全シール ド を無効化 し た り 、取 り 外 し た り し
ないで く だ さ い。本装置は、損傷を引き起す可能性のある力で作動 し ます。
操作前には必ず、安全シール ド が正 し く 設定 さ れている こ と を確認 し て く だ
さ い。

警告
怪我の恐れがあ り ます。Biomek i-Series 装置が作動 し ている間は、ワーク ス
ペースに入ら ないよ う に し て く だ さ い。本装置は、チ ッ プのローデ ィ ングあ
るいはその他のピペ ッ ト ヘ ッ ド の移動が手で妨げられる と 、手に損傷を受け
るほどの力で作動 し ています。 さ ら に、手や腕がポ ッ ド やアームおよび タ
ワーの間に挟まれる と 、損傷を受ける可能性があ り ます。装置が完全に停止
し た こ と を確認 し た後、ワーク エ リ アに入る よ う に し て く だ さ い。

エ ン ク ロージ ャが開いた構成
エン ク ロ ージ ャ 周囲保護シ ス テ ムが装備 さ れたBiomek i-Series には、装置正面に沿っ た
拡散反射 ラ イ ト カーテ ン（「 ラ イ ト カーテ ン保護シ ス テ ム」参照）お よ び装置の左右面
お よ び背面の透明な安全シール ド （図 1.10）があ り ます。オプシ ョ ンで コ ンベヤ統合
サ イ ド パネルがあ り 、コ ンベヤ、シ ャ ト ルお よ びデバ イ ス移送ス テーシ ョ ン な ど の外
部デバ イ ス に接続する こ と も で き ます。
正面上部のX軸支柱部（「エン ク ロ ージ ャ が開いた構成」参照）には ス テー タ ス イ ン ジ
ケー タ ラ イ ト バーが イ ン ス ト ール さ れます。
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図 1.10  エ ン ク ロージ ャのないBiomek i-Series 装置のための保護バ リ ア

エ ン ク ロージ ャが閉じ た構成
周囲保護シ ス テ ム を閉 じ る と 、装置の周囲に さ ら に環境上のシール ド を行 う こ と がで
き ます。具体的には次の内容な ど です。
 • 装置正面に沿っ た拡散反射 ラ イ ト カーテ ン（「 ラ イ ト カーテ ン保護シ ス テ ム」参

照）。 
 • 左右側面お よ び背面に沿っ た透明な安全シール ド 。オプシ ョ ンで コ ンベヤ統合サ

イ ド パネルが利用で き、 コ ンベヤ経由で外部記憶装置デバ イ ス と Biomek i-Series 装
置を接続す る こ と がで き ます。

 • 装置へのア ク セ ス を可能にする 垂直方向に ス ラ イ ド する正面 ド ア。 ド アの開閉に
よ っ て、 ラ イ ト カーテ ン操作（「 ラ イ ト カーテ ン保護シ ス テ ム」参照）は影響を受
けず、装置が停止 さ れ る こ と も あ り ません。

 •  装置の上部を覆い、装置を粒子か ら 保護す る ハ ロ ー部（図 1.11参照）ハ ロ ー部には
ス テー タ ス イ ン ジ ケー タ ラ イ ト バーが イ ン ス ト ール さ れ、装置の四方か ら ス テー
タ ス が見え ます（「エン ク ロ ージ ャ が閉 じ た構成」参照）。 こ のシ ス テ ムはオプ
シ ョ ンのHEPAろ過ユニ ッ ト と 互換性があ り ます。詳細については、弊社ま でお問
い合わせ く だ さ い。

1. ステー タ ス イ ン ジケー タ ラ イ ト バー
2. 保護側面の安全シール ド （両側および背面）
3. 前面のラ イ ト カーテ ン
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図 1.11  閉 じ たBiomek i-Series 装置の保護バ リ ア

ラ イ ト カーテ ン保護システム

警告
暗色で非反射の物質は、ラ イ ト カーテ ンの感度に影響 し、その有効性に悪影
響を及ぼ し ます。ラ ボ コー ト やゴム手袋などの明るい色のラ ボでの服装は通
常、ラ イ ト カーテ ン操作を損な う ものではあ り ませんが、ラ ボでの服装すべ
てのラ イ ト カーテ ン感度への影響を テス ト し てから、装置を操作し て く だ さ
い。ラ ボの服装のラ イ ト カーテ ン感度への影響を以下の要領で確認 し て く だ
さ い。
ソ フ ト ウ ェ アのManual Control（マニ ュ アルコ ン ト ロール）を用いて、
2.54 cm （1イ ンチ）以下の物質を約66 cm（26イ ンチ）離れた位置から ラ イ
ト カーテ ンパネルに近づけて く だ さ い。ステー タ ス イ ン ジケー タ ラ イ ト バー
が緑のス ク ロールから赤の点滅に変化する こ と を確認 し て く だ さ い。

装置前面に沿っ た ラ イ ト カーテ ンは、赤外線の拡散ア レーを放射 し ます（図 1.10お よ
び図 1.11）。身体の一部あ る いは直径お よ そ3.8 cm（1.5 イ ンチ） よ り 大き な物体（例: ラ
ブ ウ ェ アや大き な ケーブル）が保護ゾーンに侵入す る と 、装置は直ちに停止 し 、アー
ム、ポ ッ ド 、お よ びヘ ッ ド のすべてが停止 し ます。直径1.6 cm（0.625 イ ンチ）を超え る
物体が、装置開口部の左上か右上の角か ら 侵入 し た場合に も 装置は停止 し ます。振 と
う な どALP操作の一部の場合は継続する こ と があ り ます。

1. ステー タ ス イ ン ジケー タ ラ イ ト バーの付いたハロー部
2. 保護側面安全シール ド （両側面 と 背面）
3. ド ア
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ALPは、各ALPに固有の安全お よ び操作上の要件に従っ て侵害に対 し て応答 し ます。例
えば、 リ ザーバへの再充填の場合には、ユーザーの安全性が損なわれなければ、動作
が継続 さ れます。オペレー タ に危険を及ぼす恐れのあ る動作のあ るALPは、 ラ イ ト カー
テ ンの侵害があ っ た場合、安全な ス テー タ ス に移行 し ます。
注 能動的ALPあるいはオプシ ョ ンのデバイ スが作動中に、ラ イ ト カーテ ンの侵害があ っ た場

合、ALPやオプシ ョ ンデバイ スの操作が完了する まで、エ ラー メ ッ セージが表示 さ れない こ
と があ り ます。

注 この保護ゾーンについて精通する こ と は重要です。ラ イ ト カーテ ン ゾーン を意図せず侵害
し た場合に、誤っ て装置を シ ャ ッ ト ダウン さ せる可能性を低減で き ます。

装置がア イ ド ル状態にあ る か、一時停止モー ド の場合には、保護ゾーンの侵害があ っ
て も 、違反は記録 さ れません。そのため、一時停止ま たはシ ス テ ム ア イ ド ル状態の間
は、i-Series デ ッ キ上の装置コ ン ポーネ ン ト 、ALP、お よ び ラ ブ ウ ェ アに十分ア ク セ ス
で き ます。
ド ア
ド アの開閉に よ っ て、 ラ イ ト カーテ ン操作は影響を受けず、装置が停止 さ れ る こ と も
あ り ません。 ラ イ ト カーテ ンは ド アの開閉 と は無関係に使用可能です。 し か し 、 ラ イ
ト カーテ ンに侵入が認め ら れ る と 、装置は直ちに停止 し 、アーム、ポ ッ ド 、お よ び
ヘ ッ ド の作動はすべて停止 し ます。振 と う な どALP操作の一部の場合は継続する こ と が
あ り ます。

ステータ ス イ ン ジケー タ ラ イ ト バー
ス テー タ ス イ ン ジ ケー タ ラ イ ト バーの位置は装置構成に よ り 異な り ます。対象の装置
について詳 し く は、次の リ ン ク を選択 し て く だ さ い。
 • エン ク ロ ージ ャ が開いた構成
 • エン ク ロ ージ ャ が閉 じ た構成

エ ン ク ロージ ャが開いた構成
緑、青、茶、お よ び赤の イ ン ジ ケー タ ラ イ ト の付いた ス テー タ ス イ ン ジ ケー タ バー

（図 1.12）が、上部正面のX軸支柱に組込まれ、装置お よ び ラ イ ト カーテ ンの現在の作
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動状態を示 し ます（「 ラ イ ト カーテ ン保護シ ス テ ム」参照）。 表 1.2 に、 イ ン ジ ケー タ ラ
イ ト と 作動状態についてそれぞれ記載 し ます。

図 1.12  ステー タ ス イ ン ジケー タ ラ イ ト バー（エ ン ク ロージ ャのない構成）

エ ン ク ロージ ャが閉じ た構成
緑、青、茶、お よ び赤の イ ン ジ ケー タ ラ イ ト の付いた ス テー タ ス イ ン ジ ケー タ バー

（図 1.13）は、エン ク ロ ージ ャ のハ ロ ー部に組込まれ、装置の四方か ら 見え ます。装置
お よ び ラ イ ト カーテ ン（「 ラ イ ト カーテ ン保護シ ス テ ム」参照）の現在の作動状態が示
さ れます。 表 1.2 に、 イ ン ジ ケー タ ラ イ ト と 各々が表す作動状態を定義 し ます。

1. ステー タ ス イ ン ジケー タ ラ イ ト バーは装置正面に見えます。
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図 1.13  ステー タ ス イ ン ジケー タ ラ イ ト バー（エ ン ク ロージ ャが閉 じ た構成）

1. ハロー部のステー タ ス イ ン ジケー タ ラ イ ト バーは閉 じ た装置の四方から見えます。

表 1.2  ステー タ ス ラ イ ト バーの色 と 装置 状態

カ ラー 装置の状態 作動状態

な し オ フ オ フ

青の点灯 電源オン、準備完了
システムがホーム位置にあ り ます。システムは
作動可能で、準備完了状態。ラ イ ト カーテ ン保
護の侵害な く 、装置 と デ ッ キに安全にア ク セス
可能。

緑のス ク ロー
ル 電源オン、稼働中

メ ソ ッ ド が稼働中（ポ ッ ド リ カバ リ ー、フ レー
ミ ング、およびManual Control（マニ ュ アルコ ン
ト ロール）含む）。ラ イ ト カーテ ンの侵害があ
る と 、操作は停止 し ます。

茶の点灯 電源オン、準備未完了
装置はホーム位置にな く 、準備未完了状態。ラ
イ ト カーテ ン保護の侵害な く 、装置 と デ ッ キに
安全にア ク セス可能。
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茶色ラ イ ト と
暗色が交互に
点灯

一時停止、ユーザーの対
応待ち

Pause（一時停止）が メ ソ ッ ド に記載 さ れてい
る場合、デ ッ キへの周期的なア ク セスが許可 さ
れます。Pause（一時停止）が終わる と 、ラ イ
ト カーテ ンは再有効化 さ れ、 メ ソ ッ ド が継続 さ
れます。

赤の点灯点滅a 電源オン、エ ラー

システムエ ラーによ っ て発生。ソ フ ト ウ ェ アに
よ り 原因が表示 さ れます。

注 ラ イ ト カーテ ン侵害以外のエ ラーが生 じ た
場合で も、動いたままのコ ンポーネン ト が
ある可能性があ り ます（例: 2アームシステ
ムで1つのアームのみがエ ラーを起こ し た場
合）。アーム、ポ ッ ド 、ヘ ッ ド 、および/ま
たはグ リ ッ パが動いている場合、ラ イ ト
カーテ ンが侵害 さ れる と 、直ちに停止 し ま
す。

a. 赤は、視覚障害者が正 し く 識別で き る よ う に点滅する唯一の色です。

表 1.2  ステー タ ス ラ イ ト バーの色 と 装置 状態

カ ラー 装置の状態 作動状態
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ALPおよび付属品

自動 ラ ブ ウ ェ アポジシ ョ ナー（ALP）は装置デ ッ キに イ ン ス ト ール さ れ る 着脱可能で交
換可能なプ ラ ッ ト フ ォーム構造です。
Biomek i-Series シ ス テ ムが最初に イ ン ス ト ール さ れ る際に、ほ と ん ど のALPはBeckman 
Coulterの担当者に よ っ て イ ン ス ト ール さ れます。ALPの一部は後で追加する こ と がで
き、 イ ン ス ト レーシ ョ ンにBeckman Coulterの担当者を必要 と し ない場合があ り ます。 
ALPおよび付属品のタ イ プ
 • 受動的ALP: 受動的ALPの一部は ラ ブ ウ ェ ア を保管す る か、デ ッ キ上で所定の位置に

ラ ブ ウ ェ ア を保持 し ます。一方で、シ ス テ ム液や廃棄チ ッ プ、お よ びチ ッ プボ ッ
ク ス な ど の、 メ ソ ッ ド か ら の副産物用の容器の役割を果たす も の も あ り ます。

 • 能動的ALP: 能動的ALPお よ び付属品には、電源接続機構が内蔵 さ れ、チ ッ プ ウ ォ ッ
シ ュ 、混合/撹拌、振 と う 、 ラ ブ ウ ェ アの正確な配置な ど の操作に使用 し ます。

 • マ ウ ン ト プ レー ト : Biomek FXP/NXP装置 と 共に使用 さ れ るALPには、Biomek i-Series 装
置上で用い る場合、Biomek i-Series ALPのマ ウ ン ト メ ソ ッ ド が異な る ため、マ ウ ン ト
プ レー ト が必要です。 こ のマ ウ ン ト プ レー ト タ イ プには、受動的ALP用の標準マ ウ
ン ト プ レー ト や能動的ALP用の振動防止マ ウ ン ト プ レー ト な ど があ り ます。

注 『Biomek i-Series Automated Labware Positioners, Accessories, & Devices Instructions for Use
（Biomek i-Series 自動ラ ブウ ェ アポジシ ョ ナー、付属品、およびデバイ スの取扱説明書）』
（PN B54477）には、Biomek i-Series ALPの使用、Biomek FXP/NXP装置用に設計 さ れたALPへのマ

ウン ト プ レー ト の装着、お使いのBiomek i-Series 装置 と 互換性のあるBiomek FXP/NXP ALPの使
用手順の記載箇所についての情報が掲載 さ れています。Biomek i-Series 装置 と 互換性のある
Biomek FXP/NXP ALPの一覧については「付録A, Biomek FXP/NXPユーザーへのお知らせ」を ご覧
く だ さ い。

チ ッ プ

Biomek i-Series 装置対応のチ ッ プを次表に一覧 し ます。
 • 表 1.3, フ ィ ル タ ーな し の使い捨てのチ ッ プ: 96チ ャ ネルヘ ッ ド お よ びSpan-8 ポ ッ ド 用
 • 表 1.4, フ ィ ル タ ー付き使い捨てチ ッ プ: 96チ ャ ネルヘ ッ ド お よ びSpan-8 ポ ッ ド 用
 • 表 1.5, 使い捨てのチ ッ プ: 384チ ャ ネルヘ ッ ド 用
 • 表 1.6, 固定チ ッ プ（Span-8 のみ）
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表 1.3  フ ィ ル タ ーな し の使い捨てのチ ッ プ: 96チ ャ ネルヘ ッ ド およびSpan-8 ポ ッ ド 用

チ ッ プ容量a

（最大）

特徴 ヘ ッ ド /ポ ッ ド Biomek Software 表示

製品番号

非
-滅

菌

滅
菌

b

ワ
イ

ド
-ボ

ア

導
電

性

M
C-

96
、

30
0 

μL

M
C-

96
、

1,
20

0
μL

Sp
an
-8

 

Tip Type Editor
（チ ッ プ タ イ

プエデ ィ タ ）

Labware Type 
Editor（ラ ブ
ウ ェ ア タ イ プ

エデ ィ タ ）

1,070 μL • • • • T1070 BC1070 B85940
1,070 μL • • • • T1070 BC1070 B85945
1,070 μL • • • T1070_LLS BC1070_LLS B85959
1,070 μL • • • T1070_LLS BC1070_LLS B85961
1,070 μL • • • • • T1070_WB BC1070_WB B85971
1,070 μL • • • • • T1070_WB BC1070_WB B85975
230 μL • • • • T230 BC230 B85903
230 μL • • • • T230 BC230 B85906
230 μL • • • T230_LLS BC230_LLS B85915
230 μL • • • T230_LLS BC230_LLS B85917
230 μL • • • • • T230_WB BC230_WB B85926
230 μL • • • • • T230_WB BC230_WB B85929
90 μL • • • • T90 BC90 B85881
90 μL • • • • T90 BC90 B85884
90 μL • • • T90_LLS BC90_LLS B85892
90 μL • • • T90_LLS BC90_LLS B85894
80 μL • • • • T80 BC80 B85764
80 μL • • • • T80 BC80 B85767
80 μL • • • T80_LLS BC80_LLS B85775
80 μL • • • T80_LLS BC80_LLS B85872

a. チ ッ プ容量 = 液量 + 末端のエアギャ ッ プ
b. Beckman Coulter は滅菌液体処理を必要 と する アプ リ ケーシ ョ ン用に、妥当性確認済みのエチ レ ンオキシ ド プ ロセスまたは照射

プ ロセスの下で コ ン ト ロール さ れる滅菌済み製品を ご提供 し ます。「滅菌」指定 さ れた製品は、ANSI/AAMI/ISO 11135 あるいは
11137 ガ イ ド ラ イ ンに従っ て適宜滅菌 さ れています。滅菌プ ロセスは 10-6 の滅菌保証レベル（SAL）を保証 し ます。
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表 1.4  フ ィ ル タ ー付き使い捨てチ ッ プ: 96チ ャ ネルヘ ッ ド およびSpan-8 ポ ッ ド 用

容量 特徴 ヘ ッ ド /ポ ッ ド Biomek Software 表示

製品番号チ ッ プ容量a

（最大）

滅
菌

b

ワ
イ

ド
-ボ

ア

導
電

性

M
C-

96
、

30
0 

μL

M
C-

96
、

1,
20

0
μL

Sp
an
-8

 

Tip Type Editor
（チ ッ プ タ イ プ

エデ ィ タ ）

Labware Type 
Editor（ラ ブ
ウ ェ ア タ イ プ

エデ ィ タ ）

1,025 μL • • • • T1025F BC1025F B85955
1,025 μL • • • • • T1025F_WB BC1025F_WB B85981
1,025 μL • • • T1025F_LLS BC1025F_LLS B85965
190 μL • • • • T190F BC190F B85911
190 μL • • • • • T190F_WB BC190F_WB B85936
190 μL • • • T190F_LLS BC190F_LLS B85922
50 μL • • • • T50F BC50F B85888
50 μL • • • T50F_LLS BC50F_LLS B85899
40 μL • • • • T40F BC40F B85771
40 μL • • • T40F_LLS BC40F_LLS B85877

a. チ ッ プ容量 = 液量 + 末端のエアギャ ッ プ
b. Beckman Coulter は滅菌液体処理を必要 と する アプ リ ケーシ ョ ン用に、妥当性確認済みのエチ レ ンオキシ ド プ ロセスまたは照

射プ ロセスの下で コ ン ト ロール さ れる滅菌済み製品を ご提供 し ます。「滅菌」指定 さ れた製品は、ANSI/AAMI/ISO 11135 あるい
は 11137 ガ イ ド ラ イ ンに従っ て適宜滅菌 さ れています。滅菌プ ロセスは 10-6 の滅菌保証レベル（SAL）を保証 し ます。

表 1.5  使い捨てのチ ッ プ: 384チ ャ ネルヘ ッ ド 用

タ イ プ チ ッ プ容量a

（最大）

特徴 Biomek Software 表示

製品番号

非
-滅

菌

滅
菌

b

Tip Type Editor
（チ ッ プ タ イ

プエデ ィ タ ）

Labware Type 
Editor（ラ ブ
ウ ェ ア タ イ プ

エデ ィ タ ）

フ ィ ル タ ーな し

50 μL • T50_384 BC50_384 B85753
50 μL • T50_384 BC50_384 B85756
30 μL • T30_384 BC30_384 B85739
30 μL • T30_384 BC30_384 B85745

フ ィ ル タ ー付き
40 μL • T40F_384 BC40F_384 B85760
25 μL • T25F_384 BC25F_384 B85749

a. チ ッ プ容量 = 液量 + 末端のエアギャ ッ プ
b. Beckman Coulter は滅菌液体処理を必要 と する アプ リ ケーシ ョ ン用に、妥当性確認済みのエチ レ ンオキシ ド プ ロセスまたは照

射プ ロセスの下で コ ン ト ロール さ れる滅菌済み製品を ご提供 し ます。「滅菌」指定 さ れた製品は、ANSI/AAMI/ISO 11135 あるい
は 11137 ガ イ ド ラ イ ンに従っ て適宜滅菌 さ れています。滅菌プ ロセスは 10-6 の滅菌保証レベル（SAL）を保証 し ます。
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Biomek Software 

Biomek Software は、Biomek i-Series 装置上のマルチチ ャ ネルポ ッ ド お よ び/ま たはSpan-8 
ポ ッ ド を コ ン ト ロ ール し 、必要な メ ソ ッ ド 構築プ ロ セ ス に対 し て直接で正確な コ ン ト
ロ ールがで き る よ う に設計 さ れてい ます。 こ の組み合わせに よ り 、装置の柔軟性を高
め る こ と がで き ます。
注 メ ソ ッ ド と は装置の操作を コ ン ト ロールする一連のステ ッ プです。

こ のセ ク シ ョ ンでは次の ト ピ ッ ク を ご説明 し ます。
 • Biomek Software を起動す る
 • Biomek Software コ ン ポーネ ン ト
 • Biomek Software ワー ク スペース
 • メ イ ン ワー ク スペース の コ ン ポーネ ン ト を設定する
 • 表示オプシ ョ ン

表 1.6  固定チ ッ プ（Span-8 のみ）

固定チ ッ プ タ イ プ
固定チ ッ プ
容量a（最

大）

チ ューブ容量

LLS/CDb 対
応

Biomek Software 表示

製品番号小容量（最
大）

大容量（最
大）

Tip Type Editor
（チ ッ プ

タ イ プエデ ィ
タ ）

Labware Type Editor
（ラ ブウ ェ ア

タ イ プ
エデ ィ タ）

Fixed100
大容量チ ューブ用 93 μL 該当せず 5.0 mL あ り Fixed100 該当せずc A39377

セプ タ ムピ アシ ング
チ ッ プ、溝付き
大容量チ ューブ用

37 μL 該当せず 5.0 mL LLSのみ セプ タ ム溝付
き 該当せずc 987870

Fixed100チ ッ プ
小容量チ ューブ用 14 μL 1.2 mL 該当せず あ り Fixed100 該当せずc

719810
（コーテ ィ ング

な し ）719809
（テ フ ロ ン コー

テ ィ ング）

a. チ ッ プ容量 = 液量 + 末端のエアギャ ッ プ
b. CD = 凝固検知
c. 固定チ ッ プは Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）によ り 選択 されます。詳 し く は『Biomek i-Series Hardware Manual

（Biomek i-Series ハー ド ウ ェ アマニ ュ アル）』（PN B54474）を ご参照 く だ さ い。
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自動化コ ン ト ローラ セキュ リ テ ィ

注意
デー タ 欠落またはシステム障害の恐れがあ り ます。自動化コ ン ト ローラはイ
ン タ ーネ ッ ト に接続さ れる と 、自動的に更新 さ れる よ う に設定 さ れます。更
新が通知 さ れた ら、で き るだけ早 く システム リ ブー ト し て く だ さ い。再始動
がマニ ュ アルで行われない場合は、システムはシステムが通常ア イ ド ル状態
の時間帯に自動再始動を スケジ ュール し ます。デー タ および/またはサン プ
ルの損失を回避するには、待機中のWindowsの更新をチ ェ ッ ク し て、一晩運
転かオ フ シ フ ト 運転開始前に更新を イ ン ス ト ール し て く だ さ い。

注意
デー タ 欠落またはシステム障害の恐れがあ り ます。システムはDVDまたは
USB ド ラ イ ブなどの外部 メ デ ィ アが挿入 さ れる場合に、自動再生 し ないよ う
に設定さ れます。システム障害を回避するために、自動更新、アンチウ イル
ス、フ ァ イ アウ ォール、または自動再生に関連する設定は変更 し ないで く だ
さ い。

Biomek i-Series 自動化 コ ン ト ロ ー ラ にはWindows® 10エン タ ープ ラ イ ズLTSB x64が搭載 さ
れてお り 、 イ ン タ ーネ ッ ト 上の脅威お よ びマル ウ ェ アに対する安全を保証する ために
次の と お り 設定 さ れてい ます。
 • Windows Defenderウ イ ルス ス キ ャ ン
 • Windowsフ ァ イ ア ウ ォールの有効化
 • Windows OSお よ びWindows Defenderの自動更新

重要 自動更新は午前2時に実行がスケジ ュール さ れるため、この時間には通常操作が妨げ
られる場合があ り ます。この時間帯に測定を行 う 必要がある場合は、WindowsのSearch

（検索）によ っ てChange Automatic Maintenance Settings（自動 メ ン テナンス設定の
変更）を検索 し 、Automatic Maintenance（自動 メ ン テナン ス）時間を都合の良い時間
に変更 し て く だ さ い。

注 自動更新には週1回の ド ラ イ ブの最適化も含まれるため、自動化コ ン ト ローラのハー ド
デ ィ ス ク ド ラ イ ブの完全なデ フ ラ グが行われる こ と にな り ます。

 • シ ス テ ム リ ス ト アの有効化
 • 全デバ イ ス での自動再生の無効化
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Biomek Software を起動する
Biomek Software を起動す る には:

1 Biomek Software ア イ コ ン（図 1.14）を ダブル ク リ ッ ク し ます。 こ のア イ コ ンは、 イ
ン ス ト ール中にデス ク ト ッ プ画面に作成 さ れます。

図 1.14  Biomek Software ア イ コ ン

ま たは
Start（ス タ ー ト ） メ ニ ューか ら 、All Apps（すべてのアプ リ ）> Beckman Coulter > 
Biomek Software（Biomek Software ）を選択 し て く だ さ い。
ご使用中のシ ス テ ムで、Beckman Coulter Accounts & Permissions（Beckman Coulterのア
カ ウ ン ト お よ び認証）が有効化 さ れてい る場合、ア カ ウ ン ト が確立 さ れてお り 、
そのア カ ウ ン ト 名お よ びパス ワー ド を用いて ロ グ イ ンする 必要があ り ます。詳細
は、施設のシ ス テ ム管理者にお問い合わせ く だ さ い。
注 Beckman Coulter Accounts & Permissions（Beckman Coulterのア カウン ト および認証）は、ク

ローズ ド システム用の21 CFR Part 11の要求事項への準拠に役立つ、Biomek Software に標
準の統合型機能セ ッ ト です。Permissions（認証）によ っ て、特定のプ ログ ラム操作への
ユーザーア ク セス を コ ン ト ロールする こ と がで き ます。 さ ら に詳 し く は、

『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマ
ニ ュ アル）』（PN B56358）、「Using Accounts and Permissions（ア カ ウン ト および認証を使用
する）」を ご参照 く だ さ い。

Biomek Software コ ンポーネン ト
Biomek Software には装置フ ァ イ ル、プ ロ ジ ェ ク ト 、 メ ソ ッ ド フ ァ イ ルな ど の コ ンポー
ネ ン ト があ り ます。 こ れ ら の コ ン ポーネ ン ト それぞれの概要を以下のセ ク シ ョ ンに示
し ます。

装置フ ァ イル
装置フ ァ イ ルには、物理的なハー ド ウ ェ ア関連情報すべてが含まれます。 こ れには以
下が含まれます。
 • 装置 タ イ プお よ び設定
 • 装置デ ッ キに イ ン ス ト ール さ れたデバ イ ス と ALP
 • 装置に統合 さ れた外部デバ イ ス
 • デ ッ キ レ イ ア ウ ト お よ びフ レー ミ ン グ情報
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装置設定では、装置 と 任意のデ ッ キ上の コ ン ポーネン ト と の衝突を防ぐ ために、装置
ハー ド ウ ェ ア を正 し く 表示する 必要があ り ます。装置設定はすべて、Hardware Setup

（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）、Device Editor（デバ イ ス エデ ィ タ ）、Deck Editor（デ ッ キ
エデ ィ タ ）を用いて行い ます。
重要 Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）にALPまたはデバイ ス を追加する場合、選択 し た位置に隣

接するALPあるいはデバイ スの間に十分なスペースが と れる こ と を確認 し て く だ さ い。ALP
またはデバイ スの位置を確認するには、デ ッ キの選択 さ れた位置に物理的にそれら を配置
し て く だ さ い。必要な場合には、マウン ト プ レー ト の装着を確認 し て く だ さ い。必要に応
じ て、Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）の位置座標を調節 し て選択位置を反映 さ せます。 

注 ALPは、デ ッ キに イ ンス ト ール さ れる、着脱可能で交換可能なプ ラ ッ ト フ ォーム構造で、自
動ア ッ セ イの実行を可能に し ます。

Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）は装置に利用可能なヘ ッ ド 、特定のデバ
イ ス、お よ び付属品を設定する ために使用 し ます。Device Editor（デバ イ ス エデ ィ タ ）
は、ス タ テ ィ ッ ク ペルチ ェ ALPお よ びシ ェーキ ン グペルチ ェ ALPな ど のデバ イ ス の設定
に使用 し ます。Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）は、デ ッ キ上の ラ ブ ウ ェ アすべての配置
の正確な位置を設定 し 、それ ら の位置に任意のデバ イ スや付属品を関連付け る ために
使用 し ます。その後、ポ ッ ド はデ ッ キの フ レー ミ ン グに よ り 各デ ッ キ位置に正確に位
置合わせ さ れ る必要があ り ます。
装置フ ァ イ ルについて詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』（PN B56358）、「Using 
Instrument Files and Settings（装置フ ァ イ ルお よ び設定を使用す る）」を ご参照 く だ さ い。

プ ロジ ェ ク ト
プ ロ ジ ェ ク ト には、装置のア ク シ ョ ン を設定する ために用い ら れ る、液体 タ イ プ、 ラ
ブ ウ ェ ア タ イ プ、チ ッ プ タ イ プ、ウ ェ ルパ タ ーン、お よ びピペ ッ ト 操作テ ク ニ ッ ク や
テ ンプ レー ト に関する情報が保管 さ れます。プ ロ ジ ェ ク ト には、プ ロ ジ ェ ク ト の変更、
追加、お よ び削除の履歴が保存 さ れます。
プ ロ ジ ェ ク ト ア イ テ ムは次のエデ ィ タ を用いて設定 さ れます。
 • Labware Type Editor（ ラ ブ ウ ェ ア タ イ プエデ ィ タ ）
 • Tip Type Editor（チ ッ プ タ イ プエデ ィ タ ）
 • Liquid Type Editor（液体 タ イ プエデ ィ タ ）
 • Technique Browser（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウ ザ）
 • Pipetting Template Editor（ピペ ッ ト 操作テ ンプ レー ト エデ ィ タ ）
 • Well Pattern Editor（ウ ェ ルパ タ ーンエデ ィ タ ）
プ ロ ジ ェ ク ト ア イ テ ムは保存す る こ と がで き 、その場合、プ ロ ジ ェ ク ト ア イ テ ムの改
訂が行われます。保存 さ れた改訂は常に も と に戻 し て再使用する こ と がで き ます。プ
ロ ジ ェ ク ト ア イ テ ムがその後、修正ま たは削除 さ れた場合で も 、保存 さ れ妥当性確認
さ れた メ ソ ッ ド は再現可能であ る こ と が保証 さ れます。プ ロ ジ ェ ク ト について詳 し く
は、『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン
ス マニ ュ アル）』（PN B56358）、「Understanding and Using Projects（プ ロ ジ ェ ク ト を理解
し 、使用す る）」を ご参照 く だ さ い。
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メ ソ ッ ド
メ ソ ッ ド には、特定の タ ス ク を完了 さ せる具体的な一連のア ク シ ョ ン を実行する ため
の正確な情報が含まれ、そ う し たア ク シ ョ ン を設定 し カ ス タ マ イ ズする ためのプ ロ
ジ ェ ク ト や装置フ ァ イ ルか ら の情報を使用 し ます。 メ ソ ッ ド はそれぞれ、使用可能な
他のプ ロ ジ ェ ク ト ア イ テ ム と と も に、プ ロ ジ ェ ク ト に保存 さ れます。
メ ソ ッ ド エデ ィ タ は、液体処理シ ス テ ム を コ ン ト ロ ールす る メ ソ ッ ド を作成する ため
に使用 し ます。 メ ソ ッ ド は、液体の移送やグ リ ッ パに よ る ラ ブ ウ ェ アの移動な ど の さ
ま ざ ま な操作を実行する 一連の ス テ ッ プか ら な り ます。能動的ALPや受動的ALP、付属
品、ま たは統合 さ れたデバ イ ス に よ り 、 メ ソ ッ ド 内で操作を追加で実施する こ と がで
き ます。 メ ソ ッ ド の構築お よ び使用について詳 し く は、『Biomek i-Series Software 
Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』（PN B56358）、

「Setting Up Methods（ メ ソ ッ ド を セ ッ ト ア ッ プする）」を ご参照 く だ さ い。

Biomek Software の複数イ ン ス タ ン ス を実行する
重要 単一自動化コ ン ト ローラ上で同時に複数のBiomek装置を稼働 さ せるには特別な設定が必

要です。詳 し く は、弊社までお問い合わせ く だ さ い。

単一の自動化コ ン ト ロ ー ラ 上でBiomek Software の複数 イ ン ス タ ン ス を実行す る場合、
次の点を考慮 し て く だ さ い。
 • 自動化コ ン ト ロ ー ラ 上でBiomek Software の複数コ ピーを同時に実行 し 、それぞれに

異な る装置フ ァ イ ルを使用 さ せ る こ と がで き ます（ さ ら に詳 し く は、
「Biomek Software の後続 イ ン ス タ ン ス を実行する」を参照）。Biomek Software の複数

イ ン ス タ ン ス を実行で き る よ う に、新規の装置フ ァ イ ルを作成す る必要があ る 場
合は『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ
レ ン ス マニ ュ アル）』（PN B56358）、「Creating a New Instrument File（新規装置フ ァ イ
ルを作成す る）」を ご参照 く だ さ い。

 • プ ロ ジ ェ ク ト ア イ テ ムは、Biomek Software の イ ン ス タ ン ス全体で共有する こ と がで
き ます。

 • 物理的な装置1台 と コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン可能なBiomek Software は常時1 イ ン ス タ ン ス
のみです。 

Biomek Software の複数 イ ン ス タ ン ス を用い る ための典型的なシナ リ オは次の と お り で
す。
 • 複数のBiomek装置をSAMI EX ソ フ ト ウ ェ アで接続す る場合
 • それぞれ独自の装置フ ァ イ ルを持つ メ ソ ッ ド の2種間で コ ピーお よ びペース ト する

場合
 • 同時に複数の メ ソ ッ ド を使用す る場合
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Biomek Software の後続イ ンス タ ンス を実行する
Biomek Software が既に実行 さ れてい る 状況で、別の イ ン ス タ ン ス を実行 し たい場合は
以下を行っ て く だ さ い。

1 開き たい装置フ ァ イ ルを特定 し ます。Biomek Software で現在開かれてい る バージ ョ
ン と は別の装置フ ァ イ ルであ る 必要があ り ます。
テ ィ ッ プ Biomek Software の複数イ ン ス タ ン ス を定期的に用いる場合は、定期的に使用す

る装置フ ァ イルのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成 し 、コ ン ト ローラのア ク セス し やすい位置に
配置 し ます。

2 装置フ ァ イ ルを ダブル ク リ ッ ク し ます。

注 ソ フ ト ウ ェ アのシ ョ ー ト カ ッ ト を ク リ ッ ク する こ と で、Biomek Software の後続のイ ン ス タ
ン ス も実行する こ と がで き ます。本ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス タ ン ス を追加で実行する と い う
この方法は、それほど直接的な ものではあ り ません。い く つかのエ ラーが発生 し た場合に
要求 さ れ、その後、別の装置フ ァ イルを探索 し たいか否かを尋ねられた場合に、Yes（は
い）を選択 し た ら、別の装置フ ァ イルを特定 し 選択する必要があ り ます。その後、Open

（開 く ）を選択 し 、ソ フ ト ウ ェ ア を実行 し ます。
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Biomek Software ワーク スペース
Biomek Software の ワー ク スペース を構成する コ ン ポーネ ン ト の詳細は、次のセ ク シ ョ
ンに記載 さ れてい ます。Biomek Software ワー ク スペース ウ ィ ン ド ウ の例を図 1.15に示 し
ます。
 • File（フ ァ イ ル） タ ブ
 • ク イ ッ ク ア ク セ ス ツールバー
 • タ イ ト ルバー
 • ス テー タ スバー
 • エ ラ ーバー
 • リ ボ ン
 • Method Editor（ メ ソ ッ ド エデ ィ タ ）
図 1.15  Biomek Software ワーク スペース例
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File（フ ァ イル） タ ブ
File（フ ァ イ ル） タ ブ（図 1.16）を使っ て、Biomek Software の基礎的な機能を実行で き
ます。表 1.7を ご参照 く だ さ い。 さ ら に詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference 
Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』（PN B36358）を ご参照
く だ さ い。

図 1.16  File（フ ァ イル） タ ブ

表 1.7  フ ァ イル メ ニ ューオプシ ョ ン

フ ァ イル メ ニ ュー
オプシ ョ ン

サブオプシ ョ ン 説明

New（新規）

Method
（ メ ソ ッ ド ）

Biomek Software に新規 メ ソ ッ ド を作成 し ます。新規
メ ソ ッ ド には自動的に一般名が割 り 当て られます。
初期設定名のMethodに、開かれている プ ロ ジ ェ ク ト
内での次に利用可能な整数を加えた名前が付け られ
ます。初期設定の メ ソ ッ ド 名の後には、星印（変更
が行われた後） と 未保存である こ と を示す[New]が続
き ます。例えば、Method1* [New]と な り ます。

Project
（プ ロジ ェ ク ト ）

Biomek Software の新規プ ロ ジ ェ ク ト を開き ます。現
在のプ ロジ ェ ク ト 名は、Biomek Software

（Biomek Software ）ウ ィ ン ド ウの左下隅に表示 さ れま
す。

Open（開 く ）

Method
（ メ ソ ッ ド ）

保存 し た メ ソ ッ ド を開き ます。

Project
（プ ロジ ェ ク ト ）

保存 し たプ ロ ジ ェ ク ト を開き ます。

Instrument
（装置）

保存 し た装置フ ァ イルを開き ます。
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Save
（保存）

Method
（ メ ソ ッ ド ）

現在の メ ソ ッ ド を保存 し ます。対象の メ ソ ッ ド が以
前に保存 さ れた こ と がない場合、名称を入力 し 、 メ
ソ ッ ド のプ ロ ジ ェ ク ト の保存先を選択で き ます。

Instrument
（装置）

装置フ ァ イルへの変更を保存 し ます。

Save as
（名前をつけて保

存）

Method
（ メ ソ ッ ド ）

現在の メ ソ ッ ド の新 し い場所への保存および/または
新 し い名称での保存がで き ます。

Project
（プ ロジ ェ ク ト ）

現在の メ ソ ッ ド を新 し い名称で保存で き ます。

Instrument
（装置）

現在の装置の（*.bif）フ ァ イル と し ての新 し い場所へ
の保存および/または新 し い名称での保存がで き ま
す。

Import
（イ ンポー ト ）

Method
（ メ ソ ッ ド ）

プ ロ ジ ェ ク ト から以前エ ク スポー ト さ れた メ ソ ッ ド
フ ァ イルを ア ク テ ィ ブなプ ロジ ェ ク ト に イ ンポー ト
し ます。

Project
（プ ロジ ェ ク ト ）

以前エ ク スポー ト し たプ ロ ジ ェ ク ト を現在ア ク テ ィ
ブなプ ロジ ェ ク ト に イ ンポー ト し ます。 

Instrument 
Settings

（装置設定）

以前エ ク スポー ト し た装置設定を現在の装置フ ァ イ
ルに イ ンポー ト し ます。

Export
（エ ク スポー ト ）

Method
（ メ ソ ッ ド ）

現在の メ ソ ッ ド を（*.bmf）フ ァ イルにエ ク スポー ト
し ます。

All Methods
（全 メ ソ ッ ド ）

現在のプ ロ ジ ェ ク ト の メ ソ ッ ド すべて を任意の場所
にエ ク スポー ト し ます。

Project
（プ ロジ ェ ク ト ）

プ ロ ジ ェ ク ト から プ ロジ ェ ク ト ア イ テム（ メ ソ ッ ド
を除 く ）を選択 し 、（*.imp）フ ァ イルにエ ク スポー ト
し ます。その後、別のプ ロ ジ ェ ク ト に イ ンポー ト す
る こ と がで き ます。 

Instrument 
Settings

（装置設定）

装置設定を選択 し て、（*.imp）フ ァ イル と し て任意の
名称で、任意の場所にエ ク スポー ト し ます。

Print
（印刷）

Print（印刷） Biomek メ ソ ッ ド を シーケンシ ャルテキス ト 形式で印
刷で き ます。

Print Setup
（印刷の設定）

特定のニーズに合 う よ う にプ リ ン タ を設定で き ます。

Print Preview
（印刷プ レ

ビ ュー）

印刷 し た場合の メ ソ ッ ド のプ レ ビ ューを見る こ と が
で き ます。

Close Method
（ メ ソ ッ ド を閉 じ

る）

現在の メ ソ ッ ド を閉 じ ます。保存 さ れていない修正がある場合には、保
存する よ う プ ロ ン プ ト で指示 さ れます。

表 1.7  フ ァ イル メ ニ ューオプシ ョ ン

フ ァ イル メ ニ ュー
オプシ ョ ン

サブオプシ ョ ン 説明
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ク イ ッ ク ア ク セスツールバー
ク イ ッ ク ア ク セ ス ツールバー（図 1.17）を使っ て、Biomek Software の基本機能に簡単に
ア ク セ ス で き ます。詳 し く は、表 1.8を ご参照 く だ さ い。

図 1.17  ク イ ッ ク ア ク セス ツールバー

Recent Methods
（最新の メ ソ ッ ド ）

最近使用 さ れた フ ァ イルにア ク セスで き ます。これらのフ ァ イルは、時
間順で一覧表示 さ れ、最も新 し い フ ァ イルが一番上に表示 さ れます。 リ
ス ト 内のフ ァ イルを開 く には、フ ァ イル名を ク リ ッ ク し ます。

Preferences
（ユーザー設定）

一般的な設定、 メ ソ ッ ド ビ ューでのステ ッ プの表示方法、エ ラー処理方
法などのアプ リ ケーシ ョ ン設定の調整がで き ます。

About
（バージ ョ ン情報）

Biomek Software についての、著作権および商標情報、バージ ョ ン、装置
フ ァ イルバージ ョ ン、ラ イ セン ス情報およびシ リ アル番号などの情報が
記載 さ れています。

Exit
（終了）

Biomek Software を閉 じ ます。

1. ク イ ッ ク ア ク セス ツールバー

表 1.7  フ ァ イル メ ニ ューオプシ ョ ン

フ ァ イル メ ニ ュー
オプシ ョ ン

サブオプシ ョ ン 説明
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表 1.8  ク イ ッ ク ア ク セス ツールバー機能

ア イ コ ン 説明 機能

新規 メ ソ ッ ド

Biomek Software の新規 メ ソ ッ ド を開き ます。新規 メ ソ ッ ド
には自動的に一般名が割 り 当て られます。初期設定名の
Methodに、開かれている プ ロ ジ ェ ク ト での次に利用可能な
整数を加えた名前が付け られます。初期設定の メ ソ ッ ド 名
の後には、星印 と 未保存である こ と を示す[NEW]が続き ま
す。例えば、Method1* [NEW]と な り ます。
 • さ ら に詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference 

Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ
アル）』（PN B56358）、「Creating a New Method（新規 メ
ソ ッ ド を作成する）」を ご参照 く だ さ い。

メ ソ ッ ド を開 く

保存 し た メ ソ ッ ド を開き ます。
 • さ ら に詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference 

Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ
アル）』（PN B56358）、「Opening a Saved Method（保存 し た
メ ソ ッ ド を開 く ）」を ご参照 く だ さ い。

メ ソ ッ ド の保存

現在の メ ソ ッ ド を保存 し ます。対象の メ ソ ッ ド がこれまで
に保存 さ れた こ と がない場合、 メ ソ ッ ド の名称 と 保存先を
入力 し ます。
 • さ ら に詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference 

Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ
アル）』（PN B56358）、「Saving a Method（ メ ソ ッ ド を保存
する）」を ご参照 く だ さ い。

元に戻す

や り 直す

 • 元に戻す: このア イ コ ン を ク リ ッ クする と 、1 メ ソ ッ ド ス
テ ッ プ分前のア ク シ ョ ンに戻 り ます。

注 (Ctrl)+ (Z)  で も前のア ク シ ョ ン を元に戻す こ と がで き
ます。

 • や り 直す: このア イ コ ン を ク リ ッ クする と 、1 メ ソ ッ ド ス
テ ッ プ分先に進みます（元に戻す）機能の使用後にのみ
使用可能）。

注 (Ctrl)+ (Y)  で もや り 直す こ と がで き ます。

重要 元に戻すかや り 直すのボ タ ン上にマウスオーバーす
る と 、元に戻 さ れるかや り 直 さ れる ア ク シ ョ ン を表す、
ツールの ヒ ン ト が表示 さ れます。 

 • さ ら に詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference 
Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ
アル）』（PN B56358）、「Using Undo and Redo in Method 
Building（ メ ソ ッ ド 構築に元に戻す、や り 直すを使 う ）」
を ご参照 く だ さ い。

メ ソ ッ ド の実行

現在の メ ソ ッ ド を実行 し ます。
 • さ ら に詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference 

Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ
アル）』（PN B56358）、「Running a Method（ メ ソ ッ ド を実
行する）」を ご参照 く だ さ い。
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タ イ ト ルバー
タ イ ト ルバーは メ イ ン ワー ク スペース（図 1.18）の一番上にあ り 、 ソ フ ト ウ ェ ア名、
現在の メ ソ ッ ド フ ァ イ ル名、実行中の メ ソ ッ ド の ス テー タ ス概観を表示す も ので、 ク
イ ッ ク ア ク セ ス ツールバー、 リ ボ ン、お よ び タ イ ト ルバーオプシ ョ ン ボ タ ン を含みま
す。 表 1.9 に、 タ イ ト ルバーのオプシ ョ ンの概要を示 し ます。

図 1.18  Biomek Software の タ イ ト ルバー

メ ソ ッ ド の一時
停止

現在実行中の メ ソ ッ ド が一時停止 さ れます。
 • さ ら に詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference 

Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ
アル）』（PN B56358）、「Pausing a Method in Progress（進行
中の メ ソ ッ ド を一時停止する）」を ご参照 く だ さ い。

メ ソ ッ ド の停止

現在実行中の メ ソ ッ ド が停止 さ れます。
 • さ ら に詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference 

Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ
アル）』（PN B56358）、「Stopping a Method in Progress（進行
中の メ ソ ッ ド を停止する）」を ご参照 く だ さ い。

1. タ イ ト ルバー

表 1.9  タ イ ト ルバー機能

ア イ コ ン 説明 機能

最小化 Biomek Software 画面を最小化 し ます。

最大化 Biomek Software 画面を最大化 し てモニ タ ーのフルサイズに合わせま
す。 

復元 Biomek Software 画面を最大化 し た後に、復元によ っ て元のサイズに
戻 し ます。

表 1.8  ク イ ッ ク ア ク セス ツールバー機能

ア イ コ ン 説明 機能
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ステータ スバー
ス テー タ スバー（図 1.19）は、Biomek Software ワー ク スペース底部にあ り 、 メ ソ ッ ド の
フ ァ イ ル名、現在のプ ロ ジ ェ ク ト 名、装置名、終了ま での推定時間、現在のエ ラ ー、
カ メ ラ ス テー タ ス、お よ びユーザー イ ン タ フ ェース上のマ ウ ス位置に関連する その他
の情報を表示 し ます。

図 1.19  ステー タ スバー -例

閉 じ る Biomek Software を閉 じ ます。 メ ソ ッ ド に保存 さ れていない修正があ
る場合には、保存するか否かを プ ロ ン プ ト で尋ねられます。

ヘルプ

ヘルプボ タ ン を ク リ ッ クする と 、『Biomek i-Series Software Reference 
Manual（Biomek i-Seriesソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』の対
話バージ ョ ンが開き ます。

注 Biomek i-Series の他の ト ピ ッ クのヘルプについては、関連マニ ュ
アルがウ ェ ブサイ ト 上または次の場所で利用で き ます。
ThisPC\OSDisk(C:)\Program Files (x86)\Common 
Files\Beckman Coulter\Manuals 

1. メ ソ ッ ド 名
2. 現在のプ ロジ ェ ク ト
3. 装置
4. 終了までの推定時間

または
現在稼働中の メ ソ ッ ド の経過時間

5. カ メ ラ ステー タ ス
6. マウスが現在ある と こ ろ で、情報はソ フ ト ウ ェ アデ ィ スプ

レ イの部分に関係があ り ま し た。

表 1.10  ステー タ スバーの機能

 画像例 説明 機能

メ ソ ッ ド 名 現在の メ ソ ッ ド 名を表示 し ます。

現在のプ ロ
ジ ェ ク ト 現在のプ ロジ ェ ク ト 名を表示 し ます。

表 1.9  タ イ ト ルバー機能

ア イ コ ン 説明 機能
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エ ラーバー
エ ラ ーバー（図 1.20）は ス テー タ スバーの上にあ り 、 メ ソ ッ ド の妥当性確認中にエ
ラ ーが見つかっ た場合にのみ表示 さ れます。エ ラ ーバーは現在選択 さ れてい る ス テ ッ
プの最初のエ ラ ーを示 し ます。

図 1.20  エ ラーバー

リ ボン
ス テ ッ プ設定エ リ アの真上にあ る リ ボンに よ り 、Biomek Software の最 も よ く 使用 さ れ
る ア イ テ ムに簡単にア ク セ ス で き ます。 リ ボン上の タ ブの数は、 ソ フ ト ウ ェ アで有効

ア ク テ ィ ブな
装置フ ァ イル 現在の装置フ ァ イル名を表示 し ます。

終了までの推
定時間

次の要領で終了までの推定時間を示 し ます。
 • Finish（終了）ステ ッ プが メ ソ ッ ド ビ ューで強調表示 さ れ

ている場合、ソ フ ト ウ ェ アは全 メ ソ ッ ド の終了に必要な
実際の時間を推定 し ます（該当する場合、人的介入に必
要な時間を除 く ）。 

 • その他のステ ッ プが メ ソ ッ ド ビ ューで強調表示 さ れてい
る場合、ETCフ ィ ール ド の表示時間は、 メ ソ ッ ド の選択 さ
れたステ ッ プまでの終了に必要な時間に相当 し ます（該
当する場合、人的介入に必要な時間を除 く ）。妥当性確認
でエ ラーが見つかっ た場合、ETCはFailed（失敗） と 表示 さ
れます。 

重要 ETCはあ く まで も推定であるため、表示 さ れた時間は精
確ではない こ と があ り ます。ETCが計算で き ない メ ソ ッ ド
も あ り ます。

カ メ ラ ステー
タ ス

Vision System（視覚システム）の現在のステー タ ス を表示 し
ます。

情報 現在のマウス位置に関する情報が表示 さ れます。

1. エ ラーバー

表 1.10  ステー タ スバーの機能

 画像例 説明 機能
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化 さ れ る オプシ ョ ンに よ っ て、わずかに異な り ます。使用可能な リ ボ ン タ ブの詳細に
ついては、以下のセ ク シ ョ ン を ご参照 く だ さ い。
 • Method（ メ ソ ッ ド ） タ ブ
 • Setup & Device Steps（セ ッ ト ア ッ プお よ びデバ イ ス の ス テ ッ プ） タ ブ
 • Liquid Handling Steps（液体処理ス テ ッ プ） タ ブ
 • Data Steps（デー タ ス テ ッ プ） タ ブ
 • Control Steps（コ ン ト ロ ールス テ ッ プ） タ ブ
 • Preconfigured Steps（事前設定ス テ ッ プ） タ ブ
 • Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブ
注 デバイ ス を統合する と 、前述の タ ブにステ ッ プおよび/またはユーテ ィ リ テ ィ を追加する

か、新 し い タ ブ を追加する こ と がで き ます。

有効な リ ボン タ ブ を切 り 替える
有効な タ ブを切 り 替え る には、 リ ボ ンの別の タ ブの タ イ ト ルを選択 し ます。図 1.21で
は、Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブが選択 さ れてい ます。

図 1.21  リ ボン タ ブ

Method（ メ ソ ッ ド ） タ ブ
Method（ メ ソ ッ ド ） タ ブ（図 1.22）は、Execution（実行）、Details（詳細）、お よ びSteps

（ス テ ッ プ）のグループに分け ら れ、現在の メ ソ ッ ド の変更や詳細表示を可能に し ま
す。 こ の タ ブで利用可能なオプシ ョ ン を表 1.11に示 し ます。

図 1.22  Method（ メ ソ ッ ド ） タ ブ
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表 1.11  Method（ メ ソ ッ ド ） タ ブオプシ ョ ン

メ ニ ューア
イ テム

ア イ コ ン 説明

Run
（実行）

メ ソ ッ ド の実行を開始 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Running a Method（ メ ソ ッ ド を実行する）」

を ご参照 く だ さ い。

Pause
（一時停止）

装置が進行中の動作を終えた時点で、 メ ソ ッ ド を一時停止
さ せます。測定は再度、Pause（一時停止）を選択するか、
Run（実行）ア イ コ ン を選択する と 再開で き ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Pausing a Method in Progress（進行中の メ

ソ ッ ド を一時停止する）」を ご参照 く だ さ い。

Stop
（停止）

実行中の メ ソ ッ ド を再開する意図な く 、停止 さ せます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Stopping a Method in Progress（進行中の メ

ソ ッ ド を停止する）」を ご参照 く だ さ い。

View Simulator
（シ ミ ュ レー タ

を見る）

Biomekシ ミ ュ レー タ を開き ます。 メ ソ ッ ド を実行する装置
の3Dアニ メ ーシ ョ ン モデルです。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Using the Simulator Controls（シ ミ ュ レー タ

コ ン ト ロールを使用する）」を ご参照 く だ さ い。

Single Step
（シ ングルス

テ ッ プ）

各動作の開始ボ タ ン を ク リ ッ ク する こ と で、装置に対 し て
1度に1つの操作のみを行わせる こ と がで き ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Performing Single Operations Within Steps
（ステ ッ プ内で単一操作を実行する）」を ご参照 く だ さ

い。

Manual Control
（マニ ュ アルコ

ン ト ロール）

メ ソ ッ ド と 並行 し て次の事を行えます。
 • 全軸のホー ミ ング
 • 能動的ALPおよびCANデバイ スのコ ン ト ロール
 • ポ ッ ド コ ン ト ロール
 • 装置およびCANデバイ スのフ ァ ームウ ェ アのバージ ョ ン

番号の入手
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Manual Control（マニ ュ アルコ ン ト ロー

ル）」を ご参照 く だ さ い。
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Home All Axes
（全軸のホー ミ

ング）

ポ ッ ド を基準点に移動 さ せます。Home All Axes（全軸の
ホー ミ ング）は次の場合に行 う 必要が り ます。
 • 毎日の メ ン テナン ス
 • 電源の循環後
 • システムエ ラー リ カバ リ ー
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Running a Method（ メ ソ ッ ド を実行する）」

を ご参照 く だ さ い。

History
（履歴）

現在の メ ソ ッ ド が保存または妥当性確認 さ れた こ と を追跡
で き る完全な改訂履歴が提供 さ れ、 メ ソ ッ ド が開いている
場合に参照で き ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Viewing Method History（ メ ソ ッ ド 履歴を

参照する）」を ご参照 く だ さ い。

Properties
（プ ロパテ ィ ）

参照または修正が可能な メ ソ ッ ド について記述で き ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Entering and Viewing Method Properties（ メ

ソ ッ ド プ ロパテ ィ を入力、参照する）」を ご参照 く だ さ
い。

Cut
（切 り 取 り ）

メ ソ ッ ド のステ ッ プ を削除 し 、異なる場所に移動 さ せる こ
と がで き ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Copying, Cutting, and Pasting Steps in a 

Method（ メ ソ ッ ド でのコ ピー、切 り 取 り 、および貼 り 付
けのステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Copy（コ ピー）

Biomek Software ク リ ッ プボー ド にステ ッ プ を置き、 メ ソ ッ
ド 内の選択 し た場所に複製で き ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Copying, Cutting, and Pasting Steps in a 

Method（ メ ソ ッ ド でのコ ピー、切 り 取 り 、および貼 り 付
けのステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Paste
（貼 り 付け）

コ ピーまたは切 り 取られたステ ッ プ を選択 さ れた場所に配
置 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Copying, Cutting, and Pasting Steps in a 

Method（ メ ソ ッ ド でのコ ピー、切 り 取 り 、および貼 り 付
けのステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

表 1.11  Method（ メ ソ ッ ド ） タ ブオプシ ョ ン

メ ニ ューア
イ テム

ア イ コ ン 説明
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Setup & Device Steps（セ ッ ト ア ッ プおよびデバイ スのステ ッ プ） タ ブ
Setup & Device Steps（セ ッ ト ア ッ プお よ びデバ イ ス の ス テ ッ プ） タ ブ（図 1.23）には、
メ ソ ッ ド で使用す る装置 と デバ イ ス のセ ッ ト ア ッ プ用の ス テ ッ プが含まれます。 こ の
タ ブにはBiomekやDevice Action（デバ イ ス ア ク シ ョ ン）な ど のグループがあ り 、その他
のグループは装置に イ ン ス ト ール さ れたデバ イ ス の タ イ プに よ っ て、 こ の タ ブ上に表
示 さ れます。 こ の タ ブで利用可能な共通ス テ ッ プ（Biomekお よ びDevice Action（デバ イ
ス ア ク シ ョ ン）グループ）については、表 1.12に記載 さ れてい ます。 

図 1.23  Setup & Device Steps（セ ッ ト ア ッ プおよびデバイ スのステ ッ プ） タ ブ: 例

Select All
（すべて を選択）

メ ソ ッ ド のステ ッ プ をすべて選択 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Selecting All Steps in a Method（ メ ソ ッ ド の

ステ ッ プすべて を選択する）」を ご参照 く だ さ い。

Delete（削除）

メ ソ ッ ド から選択 し たステ ッ プ を削除 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Deleting Steps in a Method（ メ ソ ッ ド のス

テ ッ プ を削除する）」を ご参照 く だ さ い。

Disable
（無効化）

実行用のステ ッ プ を無効化 し ます。 メ ソ ッ ド 実行時に該当
のステ ッ プが無視 さ れます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Disabling Steps Within a Method（ メ ソ ッ ド

のステ ッ プ を無効化する）」を ご参照 く だ さ い。

表 1.11  Method（ メ ソ ッ ド ） タ ブオプシ ョ ン

メ ニ ューア
イ テム

ア イ コ ン 説明
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表 1.12  Setup & Device Steps（セ ッ ト ア ッ プおよびデバイ スのステ ッ プ） タ ブのオプシ ョ ンa

a. 装置に イ ン ス ト ール済みのデバイ スによ っ て、Setup & Device Steps（セ ッ ト ア ッ プおよびデバイ スのステ ッ
プ） タ ブにはア イ コ ンが追加 さ れます。 さ ら に詳 し く は、デバイ スのユーザーマニ ュ アルを ご参照 く だ さ
い。

メ ニ ューア
イ テム

ア イ コ ン 説明

Instrument Setup
（装置設定）

デ ッ キ上のラ ブウ ェ ア、デバイ ス、ALP、およびそのデ ッ キ位置を指定
する こ と がで き ます。
 • 詳し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series 

ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』（PN B56358）、「Instrument 
Setup Step（装置設定ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Move Labware
（ラ ブウ ェ アの

移動）

ラ ブウ ェ ア をBiomek i-Series装置のある位置から別の位置に移動 させま
す。
 • 詳し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series 

ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』（PN B56358）、「Move 
Labware Step（ラ ブウ ェ ア移動ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Cleanup
（ク リ ーンア ッ

プ）

チ ッ プおよびチ ッ プボ ッ ク ス を廃棄する よ う に装置に指示し ます。
 • 詳し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series 

ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』（PN B56358）、「Cleanup 
Step（ク リ ーン ア ッ プステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Move Pod（ポ ッ
ド の移動）

デ ッ キ上のラ ブウ ェ ア、ALP、およびデバイ スへのア ク セス を妨げない
デ ッ キ位置にポ ッ ド を移動さ せます。
 • 詳し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series 

ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』（PN B56358）、「Move Pod 
Step（ポ ッ ド の移動ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Hold Labware (ラ
ブウ ェ アホール
ド )

ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン5.1のみ。一連の追加ステ ッ プ を実行し ている
間はラ ブウ ェ ア を ピ ッ ク ア ッ プ し グ リ ッ パで保持し 、その後、元の位
置のラ ブウ ェ ア を交換し ます。

Device Action
（デバイ スア ク

シ ョ ン）

軌道シ ェ ーカー、ウ ォ ッ シ ュ ステーシ ョ ン、および陽性ポジシ ョ ナー
ALPなどの能動的ALPおよびデバイ スのア ク シ ョ ン を設定 し ます。
 • 詳し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series 

ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』（PN B56358）、「Device 
Action Step（デバイ スア ク シ ョ ンステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Peltier Step（ペ
ルチ ェ ステ ッ
プ）

ペルチ ェ デバイ スのア ク シ ョ ン を設定し ます。詳細については、次の
該当マニ ュ アルを ご参照 く だ さ い。
 • Static Peltier ALP Integration Manual for Biomek FX/FXP, NX/NXP, and i-Series 

Instruments（ス タ テ ィ ッ ク ペルチ ェ ALP統合マニ ュ アル（Biomek 
FX/FXP, NX/NXP, およびi-Series 装置用））（PN A93392、改訂版AC以降） 
および/または

 • Shaking Peltier ALP Integration Manual for Biomek FX/FXP, NX/NXP, and 
i-Series Instruments（シ ェ ーキングペルチ ェ ALP統合マニ ュ アル

（Biomek FX/FXP, NX/NXP、および i-Series 装置用））（PN A93393、改訂
版AC以降）
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Liquid Handling Steps（液体処理ステ ッ プ）タ ブ
Liquid Handling Steps（液体処理ス テ ッ プ） タ ブ（図 1.24）には、液体処理ス テ ッ プ操作
を設定する ス テ ッ プが含まれます。 こ の タ ブで利用可能な ス テ ッ プは表 1.13に記載 さ
れます。

図 1.24  Liquid Handling Steps（液体処理ステ ッ プ） タ ブ

表 1.13  Liquid Handling Steps（液体処理ステ ッ プ） タ ブ

ステ ッ プ ア イ コ ン 説明

Transfer
（ ト ラ ンス

フ ァ ー）

1ステ ッ プ内にチ ッ プのロー ド 、吸引、分注、およびチ ッ プの
ア ン ロー ド 機能を マージ し て、単一ソースから1つ以上の移送
先に送液 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Configuring the Transfer or Combine Step（ ト ラ

ンス フ ァ ーまたは結合ステ ッ プ を設定する）」を ご参照 く
だ さ い。

Combine
（結合）

Transfer（ ト ラ ンス フ ァ ー）ステ ッ プ と 同様ですが、Combine
（結合）では複数のソースから一つの移送先に送液で き ます。

 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual
（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Configuring the Transfer or Combine Step（ ト ラ

ンス フ ァ ーまたは結合ステ ッ プ を設定する）」を ご参照 く
だ さ い。

Multichannel 
Aspirate

（マルチチ ャ
ネルの吸引）

Multichannel Dispense（マルチチ ャ ネルの分注）に備えて単一
ソースから指定量の液体を吸引 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Multichannel Aspirate Step（マルチチ ャ ネル

の吸引ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Multichannel 
Dispense

（マルチチ ャ
ネルの分注）

Multichannel Aspirate（マルチチ ャ ネルの吸引）の後に、指定
量の液体を単一移送先に分注 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Multichannel Dispense Step（マルチチ ャ ネル

の分注ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Multichannel 
Load Tips

（マルチチ ャ
ネルのチ ッ
プ ロー ド ）

ポ ッ ド に新規チ ッ プ を ロー ド し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Multichannel Load Tips Step（マルチチ ャ ネル

のチ ッ プ ロー ド ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。
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Multichannel 
Unload Tips

（マルチチ ャ
ネルのチ ッ
プアン ロー
ド ）

ポ ッ ド から チ ッ プ を ア ン ロー ド し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Multichannel Load Tips Step（マルチチ ャ ネル

のチ ッ プ ロー ド ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Multichannel 
Mix（マルチ
チ ャ ネルの
混和）

吸引 と 分注を繰 り 返 し て、1つのラ ブウ ェ ア内の内容物を混合
し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Multichannel Mix Step（マルチチ ャ ネルの混

和ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Multichannel 
Wash Tips

（マルチチ ャ
ネルのチ ッ
プウ ォ ッ
シ ュ）

チ ッ プウ ォ ッ シ ュ ALPで吸引 と 分注を繰 り 返 し て、マルチ
チ ャ ネルチ ッ プ を洗浄 し ます。

注 Multichannel Wash Tips（マルチチ ャ ネルのチ ッ プウ ォ ッ
シ ュ）ステ ッ プは、マルチチ ャ ネル操作およびチ ッ プ選
択操作に適用 さ れます。

 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual
（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Multichannel Wash Tips Step（マルチチ ャ ネル

のチ ッ プウ ォ ッ シ ュ ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Select Tips
（チ ッ プ選

択）

Select Tips（チ ッ プ選択）ステ ッ プすべて を ま と めます。以下
に リ ス ト さ れたSelect Tips（チ ッ プ選択）ステ ッ プ を使用する
場合、いずれも このSelect Tips（チ ッ プ選択）ステ ッ プに含ま
れる必要があ り ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Select Tips Step（チ ッ プ選択ステ ッ プ）」を

ご参照 く だ さ い。

Select Tips 
Serial 
Dilution

（チ ッ プ選択
の連続希釈）

チ ッ プ選択の複数の行または列に連続希釈を行 う こ と がで き
ます。複数の行/列を使用する場合、均等に配置する必要があ
り ます。オプシ ョ ン で希釈液やソース化合物を用いる こ と が
で き ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Select Tips Serial Dilution Step（チ ッ プ選択の

連続希釈ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Select Tips 
Aspirate

（チ ッ プ選択
の吸引）

ロー ド し た選択チ ッ プで吸引する こ と がで き ます。このス
テ ッ プは標準のAspirate（吸引）ステ ッ プに類似 し ています。
ただ し 、ラ ブウ ェ アにア ク セスで き るのは、チ ッ プのヘ ッ ド
全部ではな く 、チ ッ プの限られたパ タ ーンのみです。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Select Tips Aspirate Step（チ ッ プ選択の吸引

ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

表 1.13  Liquid Handling Steps（液体処理ステ ッ プ） タ ブ

ステ ッ プ ア イ コ ン 説明
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Select Tips 
Dispense

（チ ッ プ選択
の分注）

ロー ド し た選択チ ッ プで分注する こ と がで き ます。このス
テ ッ プは標準のDispense（分注）ステ ッ プに類似 し ています。
ただ し 、ラ ブウ ェ アにア ク セスで き るのは、チ ッ プのヘ ッ ド
全部ではな く 、チ ッ プの限られたパ タ ーンのみです。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Select Tips Dispense Step（チ ッ プ選択の分注

ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Load Select 
Tips

（チ ッ プ選択
のロー ド ）

選択 し たチ ッ プ を ロー ド し ます（単一チ ッ プ、複数列、複数
行）。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、 Load Select Tips Step（チ ッ プ選択のロー ド ス

テ ッ プ）を ご参照 く だ さ い。

Unload Select 
Tips

（チ ッ プ選択
のア ン ロー
ド ）

ロー ド し た選択チ ッ プ を ア ン ロー ド し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Unload Select Tips Step（チ ッ プ選択のア ン

ロー ド ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Select Tips 
Mix

（チ ッ プ選択
の混和）

ロー ド し た選択チ ッ プで混合する こ と がで き ます。このス
テ ッ プは標準のMix（混和）ステ ッ プに類似 し ています。ただ
し 、ラ ブウ ェ アにア ク セスで き るのは、チ ッ プのヘ ッ ド 全部
ではな く 、チ ッ プの限られたパ タ ーンのみです。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Select Tips Mix Step（チ ッ プ選択の混和ス

テ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Advanced 
Load Select 
Tips

（チ ッ プ選択
のア ド バン
ス ロー ド ）

ステ ッ プで指定 さ れた場所から チ ッ プ を ロー ド し ます。ス
テ ッ プでの指示に従い、ポ ッ ド を調整 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Advanced Load Select Tips Step（チ ッ プ選択の

ア ド バンス ロー ド ）」を ご参照 く だ さ い。
Advanced 
Unload Select 
Tips

（チ ッ プ選択
のア ド バン
スア ン ロー
ド ）

ステ ッ プでの指示どお り にポ ッ ド を配置 し 、チ ッ プ を ア ン
ロー ド し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Advanced Unload Select Tips Step（チ ッ プ選択

のア ド バンスア ン ロー ド ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

表 1.13  Liquid Handling Steps（液体処理ステ ッ プ） タ ブ

ステ ッ プ ア イ コ ン 説明
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Transfer 
From File

（フ ァ イルか
らの ト ラ ン
ス フ ァ ー）

コ ンマ区切 り さ れたデー タ フ ァ イルを用いて、Span-8 ポ ッ ド
上でウ ェ ル間の ト ラ ンス フ ァ ーを行います。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Transfer From File Step（フ ァ イルからの ト ラ

ンス フ ァ ーステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Serial 
Dilution

（連続希釈）

Span-8 ポ ッ ド を用いて、単一マ イ ク ロ プ レー ト 上で希釈を連
続 し て行います。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Serial Dilution Step（連続希釈ステ ッ プ）」を

ご参照 く だ さ い。
Span-8  
Aspirate

（Span-8 の吸
引）

Span-8  Dispense（Span-8 の分注）に備えて単一ソースから指
定 さ れた量の液体を吸引 し ます。

 • Span-8  Aspirate（Span-8 の吸引）ステ ッ プの手順について
詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Span-8  Aspirate Step（Span-8 の吸引ステ ッ

プ）」を ご参照 く だ さ い。
Span-8  
Dispense

（Span-8 の分
注）

Span-8  Aspirate（Span-8 の吸引）ステ ッ プの後に、指定 さ れ
た量の液体を移送先ラ ブウ ェ アに分注 し ます。

 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual
（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Span-8  Dispense Step（Span-8 の分注ステ ッ

プ）」を ご参照 く だ さ い。
Span-8  Load 
Tips

（Span-8 の
チ ッ プ ロー
ド ）

新規チ ッ プ をSpan-8 プ ローブにロー ド し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Span-8  Load Tips Step（Span-8 のチ ッ プ ロー

ド ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

表 1.13  Liquid Handling Steps（液体処理ステ ッ プ） タ ブ

ステ ッ プ ア イ コ ン 説明
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Data Steps（データ ステ ッ プ）タ ブ
Data Steps（デー タ ス テ ッ プ） タ ブ（図 1.25）には、 メ ソ ッ ド 内でデー タ セ ッ ト を取 り
扱 う ス テ ッ プが含まれます。Data Steps（デー タ ス テ ッ プ） タ ブに標準で提供 さ れ る ス
テ ッ プを表 1.14に示 し ます。特定のデバ イ ス が イ ン ス ト ール さ れてい る場合に限 り 、
Bar Code（バー コー ド ）グループの ス テ ッ プな ど の他の ス テ ッ プが利用で き ます。

図 1.25  Data Steps（デー タ ステ ッ プ） タ ブ: 例

Span-8  
Unload Tips

（Span-8 の
チ ッ プア ン
ロー ド ）

チ ッ プ をSpan-8 プ ローブから廃棄場所にア ン ロー ド し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Span-8  Unload Tips Step（Span-8 のチ ッ プア

ン ロー ド ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。
Span-8  Wash 
Tips

（Span-8 の
チ ッ プ
ウ ォ ッ シ ュ）

WashStationSpan8 ALPでシステム液を用いてチ ッ プ を フ ラ ッ
シ ュするか、WashStation96 ALPも し く は
WashStationSpan8Active ALPで吸引および分注 し て、チ ッ プ を
洗浄 し ます。Span-8  Wash Tips（Span-8 のチ ッ プウ ォ ッ シ ュ）
ステ ッ プは、 メ ソ ッ ド 実行中に、システムチ ューブおよびシ
リ ンジからの空気パージに も使用 さ れます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Span-8  Wash Tips Step（Span-8 のチ ッ プ

ウ ォ ッ シ ュ ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

表 1.14  Data Steps（デー タ ステ ッ プ） タ ブa

ステ ッ プ ア イ コ ン 説明

Create Data 
Set

（デー タ セ ッ
ト の作成）

テキス ト （*.txt）またはコ ン マ区切 り 値（*.csv）フ ァ イルまたは
デー タ テーブルを用いる こ と によ り 、デー タ セ ッ ト 内のデー タ を
指定 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Create Data Set Step（デー タ セ ッ ト の作成ス

テ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Data Set 
Management

（デー タ セ ッ
ト 管理）

デー タ セ ッ ト 特性の改名、削除、コ ピー、修正を行います。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Data Set Management Step（デー タ セ ッ ト 管理ス

テ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

表 1.13  Liquid Handling Steps（液体処理ステ ッ プ） タ ブ

ステ ッ プ ア イ コ ン 説明
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Control Steps（コ ン ト ロールステ ッ プ）タ ブ
Control Steps（ コ ン ト ロ ールス テ ッ プ） タ ブ（図 1.26）は、Basic Control（基本コ ン ト
ロ ール）、Flow（フ ロー）、Variables（変数）、お よ びLabware Grouping（ ラ ブ ウ ェ アのグ
ループ化）にグループ分け さ れ、 メ ソ ッ ド の方向を制御す る ために使用 し ます。
Control Steps（ コ ン ト ロ ールス テ ッ プ） タ ブで利用可能な ス テ ッ プを表 1.15に示 し ます。

図 1.26  Control Steps（コ ン ト ロールステ ッ プ） タ ブ

Data Set 
Processing

（デー タ セ ッ
ト 処理）

新規デー タ セ ッ ト を作成するために既存のデー タ セ ッ ト に変換式
を適用 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Configuring the Data Set Processing Step（デー タ

セ ッ ト 処理設定ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Data Set 
Reporting

（デー タ セ ッ
ト レポー ト ）

メ ソ ッ ド 中の任意の時点で、デー タ セ ッ ト に関する レポー ト を生
成 さ せます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Data Set Reporting Step（デー タ セ ッ ト レポー ト

ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

View Data Set
（デー タ セ ッ

ト の参照）

Biomek メ ソ ッ ド 内の任意の時点で、デー タ セ ッ ト の値を簡単に
チ ェ ッ ク で き る参照ツールです。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Configuring the View Data Set Step（デー タ セ ッ ト

の参照の設定ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Fly-By-Read
（Fly-By リ ー ド ）

Fly-By Read（Fly-By リ ー ド ）ステ ッ プは、Biomek メ ソ ッ ド での意思
決定用に、If（場合分け）ステ ッ プ を使っ てバーコー ド を最初に
入力するためか、ラ ブウ ェ アが正 し く 選択 さ れている こ と を確認
するための確証 リ ー ド と し て用い られます。
 • Fly-By-Readステ ッ プについて詳 し く は、『Biomek i-Series ALPs, 

Accessories, and Devices Reference Manual（Biomek i-Series ALP、付
属品、およびデバイ ス リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』（PN B54477）
を ご参照 く だ さ い。

Fly-By-Log
（Fly-Byログ）

Fly-Byバーコー ド リ ーダからの リ ー ド は、時間、プ レー ト 名、最
初のバーコー ド 、最終バーコー ド 、および リ カバ リ ーア ク シ ョ ン
を記録する特別な ログ フ ァ イルに記録する こ と がで き ます。

a. 装置に イ ン ス ト ール されているデバイ スに応 じ て、Data Steps（デー タ ステ ッ プ） タ ブにア イ コ ンが追加さ
れます。 さ ら に詳 し く は、デバイ スのユーザーマニ ュ アルを ご参照 く だ さ い。

表 1.14  Data Steps（デー タ ステ ッ プ） タ ブa

ステ ッ プ ア イ コ ン 説明
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表 1.15  Control Steps（コ ン ト ロールステ ッ プ） タ ブ

ステ ッ プ ア イ コ ン 説明

Group
（グループ）

メ ソ ッ ド ビ ューに表示 さ れる論理名の下に入れ子に さ れた一連の
ステ ッ プ をグループ化 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Group Step（グループステ ッ プ）」を ご参照 く だ

さ い。

Comment
（コ メ ン ト ） 

メ ソ ッ ド を文書化するか、 メ ソ ッ ド ビ ューに指示を追加 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Comment Step（コ メ ン ト ステ ッ プ）」を ご参照

く だ さ い。

Pause
（一時停止）

装置の特定の位置 と のや り と り を指定時間停止するか、デ ッ キ全
体 と のや り と り を無期限で停止 さ せます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Pause Step（一時停止ステ ッ プ）」を ご参照 く だ

さ い。

If
（場合分け）

メ ソ ッ ド 内の条件を評価 し 、条件に応 じ て「then」サブステ ッ プ
または「else」サプステ ッ プ を実行 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「If Step（場合分けステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ

い。

Loop
（ループ）

1つまたは複数のステ ッ プ を設定回数分実行 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Loop Step（ループステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ

い。

Break
（中断）

1つまたは複数のループ を中断 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Break Step（中断ステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ

い。

Just In Time
（ジ ャ ス ト イ

ン タ イム）

ステ ッ プの実行を同期 さ せます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Just In Time Step（ジ ャ ス ト イ ン タ イムステ ッ

プ）」を ご参照 く だ さ い。

Define 
Procedure

（手順の定義）

Run Procedure（手順の実行）ステ ッ プ を用いて、 メ ソ ッ ド 中の任
意の時点での実行 し う る一連のステ ッ プ を作成 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Define Procedure Step（手順の定義ステ ッ プ）」

を ご参照 く だ さ い。
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Run Procedure
（手順の実行）

事前にDefine Procedure（手順の定義）ステ ッ プで作成 さ れた一連
のステ ッ プ を実行 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Run Procedure Step（手順の実行ステ ッ プ）」を

ご参照 く だ さ い。

Run Program
（プ ログ ラム

の実行）

メ ソ ッ ド 内の任意の実行可能フ ァ イルを実行 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Run Program Step（プ ログ ラムの実行ステ ッ

プ）」を ご参照 く だ さ い。

Run Method
（ メ ソ ッ ド の

実行）

別の メ ソ ッ ド 内の メ ソ ッ ド にア ク セス し 実行 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Run Method Step（ メ ソ ッ ド の実行ステ ッ プ）」

を ご参照 く だ さ い。

Let

サブステ ッ プのための変数を定義 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Let Step（Letステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Set Global（グ
ローバル設
定）

メ ソ ッ ド の後続のステ ッ プで使用可能なグローバル変数を定義 し
ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Set Global Step（グローバル設定ステ ッ プ）」を

ご参照 く だ さ い。

Worklist
（ワーク リ ス

ト ）

テキス ト （*.txt）またはコ ン マ区切 り 値（*.csv）フ ァ イルを用い
て、1つまたは複数の変数に複数の値を与えます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Worklist Step（ワーク リ ス ト ステ ッ プ）」を ご参

照 く だ さ い。

Script（ス ク
リ プ ト ）

装置に対 し て カ ス タ マ イズ し た コ ン ト ロールを行 う 一連のコ マ ン
ド を実行 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Script Step（ス ク リ プ ト ステ ッ プ）」を ご参照 く

だ さ い。

表 1.15  Control Steps（コ ン ト ロールステ ッ プ） タ ブ

ステ ッ プ ア イ コ ン 説明
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Preconfigured Steps（事前設定ステ ッ プ） タ ブ
設定 さ れた ス テ ッ プは再使用のために保存 し てお く こ と がで き ます。ス テ ッ プが保存
さ れ る と 、Preconfigured Steps（事前設定ス テ ッ プ） タ ブ（図 1.27）に表示 さ れます。
Preconfigured Steps（事前設定ス テ ッ プ） タ ブの使用手順については、『Biomek i-Series 
Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』

Scripted Let
（Letのス ク リ

プ ト 化）

Script（ス ク リ プ ト ）ステ ッ プに類似 し ています。ただ し 、ス ク
リ プ ト 外に拡張 さ れ、 メ ソ ッ ド 内で用い られる変数は対象外 と な
り ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Scripted Let Step（Letのス ク リ プ ト 化ステ ッ プ）」

を ご参照 く だ さ い。

Define Pattern
（パ タ ーンの

定義）

フ ァ イルから メ ソ ッ ド 固有のウ ェ ルパ タ ーン を マニ ュ アルによ っ
て、またはフ ァ イルから取得 し たウ ェ ル情報によ っ て作成 し ま
す。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Define Pattern Step（パ タ ーンの定義ステ ッ プ）」

を ご参照 く だ さ い。

Next Item（次
のア イ テム）

グローバル変数に名前をつけ、VBScriptやJScriptの表現の リ ス ト を
提供 し 、Loop（ループ）ステ ッ プがな く な っ た場合の挙動を指定
し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Next Item Step（次のア イ テムステ ッ プ）」を ご

参照 く だ さ い。

Create Group
（グループの

作成）

メ ソ ッ ド 実行中にNext Labware（次のラ ブウ ェ ア）ステ ッ プ を用
いてア ク セスで き る ラ ブウ ェ アグループ を作成 し 命名 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Create Group Step（グループの作成ステ ッ プ）」

を ご参照 く だ さ い。

Next Labware
（次のラ ブ

ウ ェ ア）

Create Group（グループの作成）を用いて作成 し た ラ ブウ ェ アグ
ループの中の次のラ ブウ ェ アにア ク セス し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Next Labware Step（次のラ ブウ ェ アステ ッ プ）」

を ご参照 く だ さ い。

表 1.15  Control Steps（コ ン ト ロールステ ッ プ） タ ブ

ステ ッ プ ア イ コ ン 説明
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（PN B56358）、「Saving Preconfigured Steps（事前設定ス テ ッ プを保存する）」を ご参照 く
だ さ い。
注 Preconfigured Steps（事前設定ステ ッ プ） タ ブは、設定 さ れたステ ッ プが保存 さ れている場

合のみ、表示 さ れます。

図 1.27  Preconfigured Steps（事前設定ステ ッ プ） タ ブ: 例

Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブ
Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブ（図 1.28）は、プ ロ ジ ェ ク ト レベルや装置レベルの変
更を行 う ために使用 し ます。各 タ イ プのユーテ ィ リ テ ィ の設定概要については、
表 1.16を ご参照 く だ さ い。 

図 1.28  Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブ

表 1.16  Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブオプシ ョ ン

メ ニ ューア
イ テム

ア イ コ ン 説明

Hardware 
Setup

（ハー ド ウ ェ ア
セ ッ ト ア ッ プ）

装置 タ イ プや、使用可能なポ ッ ド およびデバイ スの情報など
の、Biomek Software 内の装置情報を設定する こ と がで き ます。
さ ら に、Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）では、
メ ソ ッ ド を実行する装置の3D動画を シ ミ ュ レー タ で見る こ と が
で き ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Configuring Hardware Step（ハー ド ウ ェ アセ ッ

ト ア ッ プステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。

Deck Editor
（デ ッ キエデ ィ

タ ）

現在の装置フ ァ イルに保存 さ れたデ ッ キ設定を定義 し 変更する
こ と がで き ます。 
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Preparing and Managing the Deck（デ ッ キを準

備、管理する）」を ご参照 く だ さ い。

Device Editor
（デバイ スエ

デ ィ タ ）

装置 と 共用する外部デバイ ス を設定する こ と がで き ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Setting Up and Using Devices Step（デバイ スの

セ ッ ト ア ッ プおよび使用のステ ッ プ）」を ご参照 く だ さ い。
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Project 
Contents（プ
ロ ジ ェ ク ト コ
ン テ ン ツ）

プ ロ ジ ェ ク ト 内の全ア イ テム、各プ ロ ジ ェ ク ト ア イ テムのス
テー タ ス、および該当する場合はプ ロ ジ ェ ク ト ア イ テムが修正
さ れた日時に関する一覧を表示 し ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Understanding and Using Projects（プ ロ ジ ェ ク

ト を理解、使用する）」を ご参照 く だ さ い。

Technique 
Browser（テ ク
ニ ッ ク ブ ラ ウ
ザ）

吸引、分注、混和、ポ ッ ド 高、ポ ッ ド 速度、チ ッ プの接触など
のピペ ッ ト 操作を設定する こ と がで き ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Understanding and Creating Techniques（テ ク

ニ ッ ク を理解、設定する）」を ご参照 く だ さ い。

Pipetting 
Template Editor

（ピペ ッ ト 操作
テ ン プ レー ト
エデ ィ タ ）

メ ソ ッ ド のステ ッ プで用い られる ピペ ッ ト 操作を設定する こ と
がで き ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Using the Pipetting Template Editor（ピペ ッ ト 操

作テ ン プ レー ト エデ ィ タ を使用する）」を ご参照 く だ さ い。

Liquid Type 
Editor（液体 タ
イ プエデ ィ タ ）

メ ソ ッ ド 用の新 し い液体 タ イ プの作成や既存の液体 タ イ プの修
正を行 う こ と がで き ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Understanding and Creating Liquid Types（液体 タ

イ プ を理解、作成する）」を ご参照 く だ さ い。

Labware Type 
Editor（ラ ブ
ウ ェ ア タ イ プ
エデ ィ タ ）

ソ フ ト ウ ェ アで事前定義 さ れていない ラ ブウ ェ アの定義や、ラ
ブウ ェ ア仕様の更新や修正（変更する必要がある場合）を行 う
こ と がで き ます。 
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Creating and Modifying Tip and Labware Types
（チ ッ プ タ イ プおよびラ ブウ ェ ア タ イ プ を作成、修正する）」

を ご参照 く だ さ い。

Tip Type Editor
（チ ッ プ タ イ プ

エデ ィ タ ）

ソ フ ト ウ ェ アで事前定義 さ れていないチ ッ プの定義や、チ ッ プ
仕様の更新や修正（変更する必要がある場合）を行 う こ と がで
き ます。 
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Creating and Modifying Tip and Labware Types
（チ ッ プ タ イ プおよびラ ブウ ェ ア タ イ プ を作成、修正する）」

を ご参照 く だ さ い。

表 1.16  Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブオプシ ョ ン

メ ニ ューア
イ テム

ア イ コ ン 説明
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Well Pattern 
Editor（ウ ェ ル
パ タ ーン エ
デ ィ タ ）

特定のウ ェ ルへのア ク セスのためのパ タ ーン を作成 し 保存する
こ と がで き ます。 
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Creating Well Patterns（ウ ェ ルパ タ ーン を作成

する）」を ご参照 く だ さ い。

Log 
Configuration

（ログ設定）

後続の各 メ ソ ッ ド 実行で生成すべき ログ フ ァ イルを選択する こ
と がで き ます。
 • 詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』
（PN B56358）、「Generating Method Logs（ メ ソ ッ ド ログを生成

する）」を ご参照 く だ さ い。

表 1.16  Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブオプシ ョ ン

メ ニ ューア
イ テム

ア イ コ ン 説明
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Method Editor（ メ ソ ッ ド エデ ィ タ）
メ ソ ッ ド エデ ィ タ は設定ビ ュー、現在の装置の表示、お よ び メ ソ ッ ド ビ ューか ら な り
ます。 図 1.29 に、各々のエ リ アの場所な ら びに簡潔な説明を示 し ます。

図 1.29  メ ソ ッ ド ビ ュー

1. 設定ビ ュー : 各ステ ッ プの設定は設定ビ ューに表示 さ れます。ビ ューは メ ソ ッ ド ビ ューに
強調表示 さ れたステ ッ プご と に異な り ます。

2. 現在の装置の表示: 現在の装置の表示には、前ステ ッ プの完了時点のデ ッ キのステー タ ス
が反映 さ れます。この表示は対話型にな っ ているため、ステ ッ プ を設定 し 、デュ アルポ ッ
ド のBiomek i7装置に使用 さ れるポ ッ ド を選択 し ながら、使用するデ ッ キ位置を選択する場
合に使用で き ます。 さ ら に、この表示はステ ッ プで使用する選択位置を強調表示 し ます。

3. メ ソ ッ ド ビ ュー : メ ソ ッ ド ビ ューは メ イ ン エデ ィ タ 内のペ イ ンで、 メ ソ ッ ド のステ ッ プ を
表示 し ます。 メ ソ ッ ド ビ ューに配置 さ れたステ ッ プは、 メ ソ ッ ド 実行中に順番に実行 さ れ
ます。 さ ら に詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト
ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』（PN B56358）、「Creating a New Method（新規 メ ソ ッ ド を
作成する）」を ご参照 く だ さ い。
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メ イ ンワーク スペースのコ ンポーネン ト を設定する
現在完了中の タ ス ク に応 じ て、 メ イ ン ワー ク スペース の コ ン ポーネ ン ト のサ イ ズ変更
や非表示に よ り 、情報の入力や表示のために レ イ ア ウ ト を都合良 く 変更する 必要があ
り ます。次のセ ク シ ョ ンでは、ワー ク スペース を セ ッ ト ア ッ プ し て、現在の タ ス ク を
完了する ために ワー ク スペース を最適化 し ます。
 • リ ボ ン を非表示/表示す る
 • メ ソ ッ ド ビ ューをサ イ ズ変更す る
 • 設定ビ ューお よ び現在のデ ッ キの表示をサ イ ズ変更する

リ ボン を非表示/表示する
リ ボ ン を非表示に し て、スペース を広げて メ ソ ッ ド の設定を し たい、 リ ボ ン を非表示
に し た後で、一時的な リ ボ ンの表示あ る いは リ ボ ンの リ ス ト ア を し たい と い う ご要望
があ ろ う か と 思い ます。 こ れ ら の タ ス ク の完了手順は こ のセ ク シ ョ ンに記載 さ れてい
ます。
リ ボン を非表示にする
リ ボ ン を非表示にする には:

1 図 1.30に示す と お り 、 リ ボ ンの右下隅にあ る上向き矢印ア イ コ ン を選択 し ます。
注 リ ボンが折 り 畳まれた後で も リ ボン タ ブは表示 さ れたままです。一時的に リ ボン を表

示 し て、特定の タ ブから選択で き る よ う にな っ ています（詳 し く は「 リ ボン を一時的
に表示する」を参照）。

図 1.30  リ ボンの非表示

1. このア イ コ ン を選択 し て リ ボンのコ ン テ ン ツ を折 り 畳みます。
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リ ボン を一時的に表示する
一時的に リ ボ ン を表示す る には:

1 選択する必要のあ る ア イ コ ンがあ る タ ブを選択する と 、 タ ブの コ ン テ ン ツが表示
さ れます。

2 必要なア イ コ ン を選択 し ます。
注 ア イ コ ン を選択後、 リ ボンは折 り 畳んだ状態に戻 り ます。

リ ボン を リ ス ト アする
リ ボ ン を リ ス ト アする には:

1 いずれかの リ ボ ン タ ブを選択 し ます。

2 リ ボ ンの右下隅にあ る ピ ンのア イ コ ン を選択 し ます（図 1.31）。

図 1.31  リ ボンの リ ス ト ア

1. このア イ コ ン を選択 し て リ ボン を リ ス ト ア し ます。
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メ ソ ッ ド ビ ューをサイズ変更する
メ ソ ッ ド ビ ューの サ イ ズ を変更す る には:

1 カー ソ ルが両方向矢印に変わ る ま で、ペ イ ンの右端にカー ソ ルを合わせます
（ ）。

2 ペ イ ンの端を ク リ ッ ク し て左右に ド ラ ッ グ し 、サ イ ズ を小 さ く し た り 大き く し た
り し ます。

3 サ イ ズが決ま っ た ら 、マ ウ ス ボ タ ン を離 し ます。

設定ビ ューおよび現在のデ ッ キの表示をサイズ変更する
設定ビ ューサブペ イ ンお よ び現在のデ ッ キの表示をサ イ ズ変更（延長ま たは短縮）す
る には:

1 カー ソ ルが両方向矢印に変わ る ま で、ペ イ ンの下端にカー ソ ルを合わせます（ ）。

2 ペ イ ンの端を ク リ ッ ク し て上下に ド ラ ッ グ し 、サ イ ズ を小 さ く し た り 大き く し た
り し ます。

3 サ イ ズが決ま っ た ら 、マ ウ ス ボ タ ン を離 し ます。

表示オプシ ョ ン
Preferences（ユーザー設定）では、 メ イ ンエデ ィ タ の表示を カ ス タ マ イ ズで き ます。
Preferences（ユーザー設定）での メ イ ンエデ ィ タ の表示を カ ス タ マ イ ズする には、
General（全般）、View（表示）、お よ びErrors（エ ラ ー）の下にあ る オプシ ョ ン を用い ま
す。
B54530AC   1-58



Biomek i-Series 装置
Biomek Software  1
メ イ ンエデ ィ タ の表示を カ ス タ マ イ ズする には:

1 File（フ ァ イル）> Preferences（ユーザー設定）を選択 し ます。Preferences（ユーザー
設定）が表示 さ れます（図 1.32）。

図 1.32  Preferences（ユーザー設定）

2 General（全般）を選択 し て、妥当性確認方法、ス テ ッ プ削除に関する 確認、お よ び
Look Ahead（先行確認）についてのオプシ ョ ン を設定 し ます（「General（全般）オ
プシ ョ ン を設定す る」を参照）。
ま たは
View（表示）を選択 し て、 メ ソ ッ ド ビ ューの表示についてのオプシ ョ ン を設定 し ま
す（「View（表示）オプシ ョ ン を設定する」を参照）。
ま たは
Errors（エ ラ ー）を選択 し て、エ ラ ー通知についてのオプシ ョ ン を設定 し ます

（「Errors（エ ラ ー）オプシ ョ ン を設定する 」を参照）。

General（全般）オプシ ョ ン を設定する
妥当性確認方法、ス テ ッ プ削除に関す る確認、お よ びLook Ahead（先行確認）について
の全般的なオプシ ョ ン を更新す る には:

1 Preferences（ユーザー設定）で、General（全般）を強調表示 し ます（図 1.32）。
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2 表 1.17を参照 し て、必要なオプシ ョ ン を確認 し ます。

3 OK（OK）を選択 し てチ ェ ッ ク し たオプシ ョ ン を保存 し ます。
ま たは
Cancel（キ ャ ンセル）を選択 し てチ ェ ッ ク し たオプシ ョ ン を キ ャ ンセル し ます。
ま たは
Reset（ リ セ ッ ト ）を選択 し て、Preferences（ユーザー設定）で選択 し たオプシ ョ ン
や メ イ ンエデ ィ タ の位置お よ びサ イ ズな ど、すべてのカ ス タ マ イ ゼーシ ョ ン を リ
セ ッ ト し ます。

表 1.17  General（全般）オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Validate the current method 
before running it.（実行前に現
在の メ ソ ッ ド の妥当性確認をす
る。）

メ ソ ッ ド 実行前にエ ラーの有無を テス ト するために メ
ソ ッ ド を内部的にシ ミ ュ レーシ ョ ン し ます。エ ラーが
検出 さ れない場合、 メ ソ ッ ド は実行 さ れます。エ ラー
が検出 さ れた ら、プ ロセスは止ま り 、エ ラー メ ッ セー
ジがエ ラーに関する情報を表示 し ます。

Ask for confirmation before 
removing a step from a method.

（ メ ソ ッ ド から ステ ッ プ を削除
する前に確認する。）

メ ソ ッ ド から ステ ッ プ を削除する場合に確認用プ ロ ン
プ ト を表示 し ます。 

Look ahead up to... seconds in the 
method while it is running.（実行
中の メ ソ ッ ド の...秒先を先行確
認する。）

システムの不必要な メ モ リ ー消費によ る スローダウン
を防ぐ ために、ソ フ ト ウ ェ アは、 メ ソ ッ ド のステ ッ プ
を「to do」ア ク シ ョ ン リ ス ト に翻訳 し ます。このオプ
シ ョ ンで翻訳プ ロセスの中断時間の長 さ を指定する こ
と によ っ て、ソ フ ト ウ ェ アのス ローダウン を防ぐ こ と
がで き ます（『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ ア
ル）』、PN B56358を参照）。

The Default pod is the（初期設定
のポ ッ ド ）:

片方のポ ッ ド で実行可能なステ ッ プのために初期設定
ポ ッ ド を選択で き ます。 

注 このオプシ ョ ンは、2つのポ ッ ド を装備するBiomek 
i7装置でのみ表示 さ れます。 

装置の各側に対応するポ ッ ド の タ イ プは、Hardware 
Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）の中で割 り 当て ら
れます。詳細については、『Biomek i-Series Hardware 
Reference Manual（Biomek i-Series ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ
ンスマニ ュ アル）』（PN B54474）を ご参照 く だ さ い。
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View（表示）オプシ ョ ン を設定する
View（表示）オプシ ョ ンは、 メ ソ ッ ド ビ ュ ーの概観に関する も のです。
View（表示）オプシ ョ ン を設定する には:

1 Preferences（ユーザー設定）で、View（表示）を強調表示 し ます（図 1.33）。

図 1.33  Preferences（ユーザー設定）: View（表示）

2 表 1.18を参照 し て、必要なオプシ ョ ン を確認 し ます。
表 1.18  表示オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Use large icons in the Method 
View.（ メ ソ ッ ド ビ ューで大き な
ア イ コ ン を用いる。）

メ ソ ッ ド ビ ュー内のテキス ト およびア イ コ ン を大き な
サイズで表示 し ます。（初期設定で有効。）
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3 OK（OK）を選択 し てチ ェ ッ ク し たオプシ ョ ン を保存 し ます。
ま たは
Cancel（キ ャ ンセル）を選択 し てチ ェ ッ ク し たオプシ ョ ン を キ ャ ンセル し ます。
ま たは
Reset（ リ セ ッ ト ）を選択 し て、Preferences（ユーザー設定）で選択 し たオプシ ョ ン
や メ イ ンエデ ィ タ の位置お よ びサ イ ズな ど、すべてのカ ス タ マ イ ゼーシ ョ ン を リ
セ ッ ト し ます。

Errors（エ ラー）オプシ ョ ン を設定する
Error（エ ラ ー）オプシ ョ ンは、 メ ソ ッ ド 実行中にエ ラ ーが生 じ た場合のエ ラ ー通知に
関す る も のです。1つのオプシ ョ ンはブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス録音を可能にする も ので、 も う
1つは（*.wav）フ ァ イ ルを再生す る オプシ ョ ンです。 さ ら に、別のオプシ ョ ンでは、

（*.exe）フ ァ イ ルな ど のプ ロ グ ラ ム を実行する こ と がで き ます。

Display graph lines between steps 
of a method in the Method View.

（ メ ソ ッ ド ビ ューの メ ソ ッ ド のス
テ ッ プの間のグ ラ フ ラ イ ン を表
示する。）

チ ェ ッ ク さ れる と 、 メ ソ ッ ド ビ ューのステ ッ プ を接続
する ラ イ ンが表示 さ れます。

Display + and - buttons in the 
Method View when expanded or 
collapsed substeps are present in 
a method.（ メ ソ ッ ド 内に展開ま
たは折 り 畳まれたサブステ ッ プ
がある場合に、 メ ソ ッ ド ビ ュー
に+および-のボ タ ン を表示す
る。）

入れ子のステ ッ プ を持つLoop（ループ）などのステ ッ
プの前に、 + および - を表示 し ます。 + または - を ク
リ ッ ク し て、 メ イ ンステ ッ プ を展開または折 り 畳みま
す。

表 1.18  表示オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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Errors（エ ラ ー）オプシ ョ ン を設定する には:

1 Preferences（ユーザー設定）で、Errors（エ ラ ー）を強調表示 し ます（図 1.34）。

図 1.34  Preferences（ユーザー設定）: Errors（エ ラー）

2 Play a sound on errors during runs（実行中のエ ラ ー発生時に音声を再生する）を選択す
る と 、エ ラ ー メ ッ セージ表示時に、（*.wav）フ ァ イ ルが再生 さ れます。
a. Play this sound（ こ の音声を再生）のBrowse（参照）で必要な（*.wav）フ ァ イ ル

を特定 し ます。
b. 必要な（*.wav）フ ァ イ ルを選択 し ます。Play this sound（ こ の音声を再生）に、

必要な フ ァ イ ル名が表示 さ れます。
c. を選択する と 、音声が再生 さ れます。
d. Play the sound（ こ の音声を再生）で、 ド ロ ッ プダ ウ ン メ ニ ューか ら 次のオプ

シ ョ ンの う ちの1つを選び、エ ラ ー メ ッ セージ出力時に音声の再生回数を指定
し ます。
 • once（1回）
 • twice（2回）
 • three times（3回）
 • repeatedly until dismissed（止め ら れ る ま で繰 り 返す）
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e. intervals（間隔）で、 ド ロ ッ プダ ウ ン メ ニ ュ ーか ら 次のオプシ ョ ンの う ちの1つ
を選び、エ ラ ー メ ッ セージ出力時の、音声再生の間隔を指定 し ます。
 • 1秒
 • 5秒
 • 10秒
 • 30秒
 • 1分
 • 5分

3 Launch a program on errors during runs（実行中のエ ラ ー発生時にプ ロ グ ラ ム を実行す
る）を選択する と 、エ ラ ー メ ッ セージ出力時に（*.exe）フ ァ イ ルが実行 さ れます。
a. Launch this program（ こ のプ ロ グ ラ ム を実行）のBrowse（参照）で必要な（*.exe）

フ ァ イ ルを特定 し ます。
b. 必要な フ ァ イ ルを選択 し ます。Launch this program（ こ のプ ロ グ ラ ム を実行）に

必要な フ ァ イ ル名が表示 さ れます。
c. Send these parameters（ こ のパ ラ メ ー タ を送信）では、図 1.35の情報を参考に し

て、必要なパ ラ メ ー タ を入力 し ます。
注 click here（こ こ を ク リ ッ ク）を ク リ ッ ク し て、Parameter Information（パラ メ ー タ

情報）を表示 し ます（図 1.35）。OK（OK）を選択 し て、Parameter Information（パ
ラ メ ー タ 情報）を閉 じ ます。Parameter（パラ メ ー タ ） と Value（値）を強調表示 し
てOK（OK）を選択 し て も、必要なパラ メ ー タ は入力 さ れません。パラ メ ー タ は、
Send these parameters（このパラ メ ー タ を送信）欄にマニ ュ アルで入力する必要が
あ り ます。

図 1.35  Parameter Information（パラ メ ー タ 情報）

d. Start in this directory（ こ のデ ィ レ ク ト リ で開始）には、Browse（参照）で必要な
デ ィ レ ク ト リ を選択 し ます。

e. If a window appears, start in this state（ウ ィ ン ド ウ が表示 さ れた ら 、 こ の状態で開
始）には、 ド ロ ッ プダ ウ ン メ ニ ューか ら 次のオプシ ョ ンの う ちの1つを選び、
プ ロ グ ラ ムの表示ス タ イ ルを選択 し ます。
 • Don’t care（おま かせ）: メ ッ セージは、プ ロ グ ラ ムの初期設定ス タ イ ルで表

示 さ れます。
 • Maximize（最大化）: メ ッ セージは、プ ロ グ ラ ムの最大の状態で表示 さ れま

す。
 • Minimize（最小化）: メ ッ セージは、プ ロ グ ラ ムの最小の状態で表示 さ れま

す。
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4 OK（OK）を選択 し てチ ェ ッ ク し たオプシ ョ ン を保存 し ます。
ま たは
Cancel（キ ャ ンセル）を選択 し てチ ェ ッ ク し たオプシ ョ ン を キ ャ ンセル し ます。
ま たは
Reset（ リ セ ッ ト ）を選択 し て、Preferences（ユーザー設定）で選択 し たすべてのオ
プシ ョ ンや メ イ ンエデ ィ タ の位置お よ びサ イ ズ を リ セ ッ ト し ます。
B54530AC   1-65



Biomek i- Series 装置
Biomek Software  
B54530AC   1-66



第2章
測定の準備をする

概要

Biomek i-Series 自動ワー ク ス テーシ ョ ン用に選択 さ れたALP、付属品、お よ びデバ イ ス
お よ びお客様の装置の初回セ ッ ト ア ッ プは、Beckman Coulterの担当者が行い ます。
この章での説明内容
ワー ク ス テーシ ョ ンがセ ッ ト ア ッ プ さ れた ら 、Biomek Software を更新 し て物理的な装
置設定 と 一致 さ せ る必要があ り ます。 こ の章では、 メ ソ ッ ド 実行の準備 と し て ソ フ ト
ウ ェ アのセ ッ ト ア ッ プの基本を説明 し ます。 メ ソ ッ ド 構築に先立つBiomek Software の
設定には以下があ り ます。
 • 装置の電源をオンにする
 • ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プを構成する
 • デ ッ キエデ ィ タ を設定す る
 • デ ッ キ を フ レー ミ ン グす る
 • ラ ブ ウ ェ ア と チ ッ プをデ ッ キに配置す る
実用的なアプ リ ケーシ ョ ン
こ の章に記載の手順は全般的な も のです。以下に示す章で概説 し た手順で、簡単な メ
ソ ッ ド の設定お よ び作成手順の開始か ら 終了ま でを ご説明 し ます。 こ れ ら の章を完了
し て、 メ ソ ッ ド の実行に必要な作業について理解を深め る こ と をお勧め し ます。
 • 第8章, メ ソ ッ ド 構築の手引き

— 第9章, マルチチ ャ ネルポ ッ ド を使用 し た簡潔な メ ソ ッ ド の作成
— 第10章, Span-8 ポ ッ ド を使用 し た簡潔な メ ソ ッ ド の作成

注 チ ュー ト リ アルも『Biomek i-Series Tutorials（Biomek i-Series チ ュー ト リ アル）』（PN B54475）
に用意 し てお り ます。

装置の電源をオンにする

装置の電源をオンにする には:

1 自動化コ ン ト ロ ー ラ の電源を オンに し ます。

2 電源ス イ ッ チ（図 1.1）を使用 し て装置の電源を オンに し 、装置 と 自動化コ ン ト
ロ ー ラ 間の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン を開始 し ます。若干時間がかか り ます。 
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3 Biomek Software を起動 し ます。シ ス テ ムが使用可能にな る と ス テー タ ス イ ン ジ ケー
タ バーが青 く 点灯 し ます。

4 「第2章, ポ ッ ド の全軸のホー ミ ン グ」を参照 し 、Home All Axes（全軸のホー ミ ン グ）
手順を完了 し ます。

ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ を構成する

装置の現在の設定を変更する、ま たは新 し いデバ イ ス を追加する 場合、
Biomek Software を更新 し Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）ユーテ ィ リ テ ィ
を使用 し て物理的な変更を反映する必要があ り ます。 こ の項では、Hardware Setup

（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）を使用 し て装置を適切にセ ッ ト ア ッ プお よ び実行する た
めの基本事項を説明 し ます。
こ の項には以下の ト ピ ッ ク が含まれます。
 • ポ ッ ド の全軸のホー ミ ン グ
 • Biomek Software でデバ イ ス を指定する

ポ ッ ド の全軸のホー ミ ング

注意
Biomek Software で以下の項目を確認 し てから、OK（OK）を ク リ ッ ク し て全
軸のホー ミ ングを行っ て く だ さ い。
 • ポ ッ ド およびグ リ ッ パが該当する図どお り に配置 さ れている。
 • グ リ ッ パフ ィ ンガーに ラ ブウ ェ アは保持 されていない。
 • グ リ ッ パがマルチチ ャ ネルヘ ッ ド 、Span-8 プ ローブ、チ ッ プ、または装

置の側面に接触 し ないで自由に回転する こ と がで き る。
 • 使い捨てのチ ッ プはポ ッ ド にロー ド さ れていない。
 • フ レー ミ ングプ ローブはイ ンス ト ール さ れていない。
 • 使い捨てチ ッ プのマ ン ド レルまたは固定チ ッ プがSpan-8 ポ ッ ド に イ ン ス

ト ールさ れている。
 • 固定チ ッ プがSpan-8 ポ ッ ド に イ ン ス ト ール さ れている場合、チ ッ プ内に

液体が無い。
この確認を怠る と 、ポ ッ ド がワーク ステーシ ョ ンの他のア イ テムに衝突
し 、装置の損傷および/または危険廃棄物の漏れが発生する恐れがあ り ま
す。

マルチチ ャ ネルポ ッ ド ま たはSpan-8 ポ ッ ド のいずれかが搭載 さ れたBiomek i-Series デ ッ
キ を フ レー ミ ン グする前に、全ての軸がホーム位置に戻っ てい る 必要があ り ます。
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ポ ッ ド のホー ミ ン グに よ っ て、装置はその後移動す る ための基準点を得ます。シ ン グ
ルアーム シ ス テ ムのホーム位置は左後方です。デュ アルアーム シ ス テ ムの最初（左）
のポ ッ ド のホーム位置は左後方で、2番目（右）のポ ッ ド は右後方です。
注 Biomek i-Series 装置の電源を入れるたびに、ポ ッ ド をホーム位置に戻 し て く だ さ い。ポ ッ ド

を使用 し よ う と する と 、ポ ッ ド がホーム位置に戻る までエ ラー メ ッ セージが表示 さ れます。

注 Biomek i-Series 装置の電源投入後、ポ ッ ド をホーム位置に戻す必要があ り ますが、ホス ト コ
ン ピ ュー タ の電源投入またはソ フ ト ウ ェ アへのア ク セスのたびにポ ッ ド をホーム位置に戻
す必要はあ り ません。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。オ フ セ ッ ト グ リ ッ パフ ィ ンガーは装置または
ポ ッ ド と 物理的に接触する可能性があ り ます。グ リ ッ パフ ィ ンガーが装置の
前面、側面、および背面から離れている こ と 必ず確認 し て く だ さ い。 さ ら
に、グ リ ッ パフ ィ ンガーがポ ッ ド の方へ回転 し ない こ と を確認 し て く だ さ
い。AccuFrameを使用 し てグ リ ッ パを適切に関連付けて く だ さ い。
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ポ ッ ド を ホーム位置に戻すには:

1 Method（ メ ソ ッ ド ） タ ブのExecution（実行）グループ内の (Home All Axes)（全軸

のホー ミ ン グ）を選択 し ます。 
Warning（警告）が表示 さ れます（図 2.1）。
注 Home All Axes（全軸のホー ミ ング）を選択する と 、ポ ッ ド の軸がすべてホームに戻 り ま

す。 

図 2.1  Biomek i7装置に関する、ホー ミ ングプ ロセス開始前に対処すべき警告の例

2 適切に対応 さ れた こ と を確認 し た後、Warning（警告）お よ びInformation（情報）そ
れぞれのOK（OK）を選択 し ます。
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Biomek Software でデバイ ス を指定する
こ の項では、Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）でのデバ イ ス の イ ン ス ト ー
ルお よ び取 り 外 し を取 り 扱い ます。

デバイ スを追加する
新 し いデバ イ ス を イ ン ス ト ールする には:

1 Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブのInstrument（装置）グループ内の (Hardware 

Setup)（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）を選択 し ます。Biomek Hardware Setup（Biomek
ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）ウ ィ ン ド ウ が表示 さ れます（図 2.2）。

図 2.2  Biomek Hardware Setup（Biomekハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）ウ ィ ン ド ウ

注 Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）内に表示 さ れるデバイ スは装置 タ イ プお
よび設定によ り 異な り ます。
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2 Add Device（デバ イ ス の追加）を選択 し ます。New Devices（新 し いデバ イ ス）ウ ィ ン
ド ウ が表示 さ れます（図 2.3）。

図 2.3  New Devices（新 し いデバイ ス）ウ ィ ン ド ウ

3 適切に選択 し 、Install（ イ ン ス ト ール）を選択 し ます。

4 必要に応 じ て、デバ イ ス を設定 し ます。デバ イ ス の設定については、
『Biomek i-Series Automated Labware Positioners, Accessories, and Devices Instructions for Use
（Biomek i-Series 自動 ラ ブ ウ ェ アポジシ ョ ナー、付属品、お よ びデバ イ ス の取扱説明

書）』（PN B54477）を ご参照 く だ さ い。

5 Biomek Hardware Setup（Biomekハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）ウ ィ ン ド ウ内でAccept
（承諾）を選択 し てプ ロ セ ス を完了 し ます。

デバイ スを削除する
既にBiomek Software に追加 さ れたデバ イ ス を削除する には:

1 Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブのInstrument（装置）グループ内の (Hardware 

Setup)（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）を選択 し ます。Biomek Hardware Setup（Biomek
ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）ウ ィ ン ド ウ が表示 さ れます。
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ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ を構成する  2
2 Biomek Hardware Setup（Biomekハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）ウ ィ ン ド ウ の左側のペ
イ ン内で（図 2.4）、Biomek Software か ら 削除 し たいデバ イ ス を選択 し ます。

図 2.4  Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）ウ ィ ン ド ウ

3 Remove Device（デバ イ ス の削除）を選択 し ます。 

4 Biomek Hardware Setup（Biomekハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）ウ ィ ン ド ウ内でAccept
（承諾）を選択 し てプ ロ セ ス を完了 し ます。

1. 利用可能なデバイ スの リ ス ト
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デ ッ キエデ ィ タ を設定する

Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）ユーテ ィ リ テ ィ を用いて、デ ッ キ設定の定義 と 変更お よ
びデ ッ キの フ レー ミ ン グ を行い、ALPの利用可能な位置を決定 し て ソ フ ト ウ ェ アにハー
ド ウ ェ アの変更を通知 し ます。
こ の項には以下の ト ピ ッ ク が含まれます。
 • Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）を開 く
 • デ ッ キ を作成する
 • ALPを削除する
 • ALPを追加する
 • デバ イ ス をALP と 関連付け る
 • デ ッ キの番号を再割 り 当てする
 • デ ッ キ を保存する
注 詳細については『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ

フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』（PN B56358）を ご参照 く だ さ い。
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Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ）を開 く
Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）を開 く には:

1 Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ）タ ブのInstrument（装置）グループ内で、 (Deck Editor)

（デ ッ キエデ ィ タ ）を選択 し ます。Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）が開き ます 
（図 2.5）。

図 2.5  Biomek i7 Span-8 の初期設定デ ッ キの例

デ ッ キを作成する
デ ッ キ を作成する には:

1 Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）を開いてOpen Deck（デ ッ キ を開 く ）を選択 し ます。
Select a Deck（デ ッ キの選択）が表示 さ れます。

2 Select a Deck（デ ッ キの選択）内で左側のペ イ ンにあ るStandard（標準）を選択 し 、
OK（OK）を選択 し ます。
注 Standard Deck（標準デ ッ キ）は修正で き ません。このテ ン プ レー ト を用いて新 し い

デ ッ キを作成 し ます。
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3 Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）内のStandard Deck（標準デ ッ キ）が開いた ら 、New 
Deck（新 し いデ ッ キ）を選択 し ます。

4 Select a name for this deck（ こ のデ ッ キの名称の選択）ウ ィ ン ド ウ内に名称を入力 し
ます（図 2.6）。

図 2.6  デ ッ キ名

注 名称にスペースまたは特殊文字を使用 し ないで く だ さ い。

ALPを削除する
ALPを削除する には:

1 Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）を開いて、ALPを ク リ ッ ク し て選択 し ます。図 2.7で
はALP TR1が選択 さ れてい ます。

図 2.7  選択 さ れたALP
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2 ツールバーか ら Delete ALP（ALPの削除）を選択 し ます。該当のALPを本当に削除 し
たいか否かを確認する警告が表示 さ れます。

3 Yes（はい）を選択 し て確認 し ます。図 2.8ではALP TR1が削除 さ れてい ます。
注 このプ ロセスはDeck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）内のすべての変更をキ ャ ンセルする こ と

によ っ てのみ元に戻す こ と がで き ます。

図 2.8  削除 さ れたALP

4 引き 続きALPを削除 し 、シ ス テ ムの物理設定 と 一致 さ せます。
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ALPを追加する
デ ッ キにALPを追加す る には:

1 Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）を開いてALP タ イ プ リ ス ト 内の必要なALPを ク リ ッ ク
し ます（図 2.9）。Biomek i-Series デ ッ キには、選択 し たALPをサポー ト で き る個別の
場所が複数あ り 、利用可能なエ リ アは以下の図では青色で強調表示 さ れてい ます。
表 2.1に、標準ALP用の代表的な場所を示 し ます。

図 2.9  TrashRight用 と し て可能性のあるデ ッ キ位置

1. ALP タ イ プ リ ス ト
2. 強調表示 さ れた領域は、選択 し たALPがデ ッ キ上で配置 さ れる可能性がある場所を示 し て

います。

表 2.1  標準ALPの代表的な配置場所

装置
標準ALP

共通の行 共通の列

Biomek i5 10、15、20、25、30 F、M、T、AA、AH

Biomek i7 10、15、20、25、30 F、M、T、AA、AH、AO、AV、
BC、BJ
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2 強調表示 さ れた領域を物理的な装置デ ッ キ と 比較 し てALPが配置 さ れ る正確な場所
を決定 し ます。
重要 デュ アルポ ッ ド Biomek i7装置を使用する場合… 

TipLoad1x1 ALPはデ ッ キの外側へで き るだけ遠 く に配置 しX Range Padding（Xレ ン ジパ
デ ィ ング）バ ッ フ ァ の影響がないよ う にする こ と をお勧め し ます。これはHardware 
Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）で指定で き ます（詳 し く は、『Biomek i-Series 
Hardware Reference Manual（Biomek i-Series ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』、
PN B54474を参照）。

3 それぞれのALPには位置特定機構があ り 、デ ッ キ上のALPの座標を決定する こ と が
で き ます。 こ れ ら の座標は ソ フ ト ウ ェ ア内で適切に配置 さ れ る よ う Deck Editor

（デ ッ キエデ ィ タ ）に入力 さ れます。
位置特定機構の タ イ プは2つあ り 、ALPの タ イ プに よ っ て異な り ます。
 • マ ウ ン ト プ レー ト が不要のALPでは、位置特定機構の場所は最前部のマ ウ ン ト

ま たは ロ ッ ク ピ ン（図 2.10）です。
 • マ ウ ン ト プ レー ト 付き のALPの場合は、位置特定機構は最前部の ノ ッ チで、マ

ウ ン ト プ レー ト 上に配置 さ れます（図 2.11）。
注 マウン ト プ レー ト が必要なALPの リ ス ト については、『Biomek i-Series Automated 

Labware Positioners, Accessories, and Devices Instructions for Use（Biomek i-Series 自動ラ ブ
ウ ェ アポジシ ョ ナー、付属品、およびデバイ スの取扱説明書）』（PN B54477）を ご
参照 く だ さ い。

図 2.10  
Biomek i-Series ALPの位置特定機構の場所

図 2.11  Biomek FXP/NXPALPの位置特定機構
（ ノ ッ チ）の場所
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図 2.12で示 さ れ る と お り 、ALP位置特定機構の列お よ び行の座標に注意 し て、Deck 
Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）のColumn（列）お よ びRow（行）フ ィ ール ド に座標を入力
し ます。有効な座標エン ト リ の場所に境界ボ ッ ク ス が表示 さ れます（図 2.13）。
注 ALPはRow（行）およびColumn（列）フ ィ ール ド が編集可能にな る前に選択する必要が

あ り ます。無効なRow（行）およびColumn（列）エ ン ト リ は赤色で示 さ れます。エ ン
ト リ はALPが仮想デ ッ キに追加可能にな る前に有効にする必要があ り ます（ステ ッ プ
5）。

図 2.12  位置特定機構の座標

 • Column（列）座標はX軸上の列ラ ベルに対応する文字 と し て表示 さ れ、装置の前面に配置
さ れています。

 • Row（行）座標はY軸上の行ラ ベルに対応する数字 と し て表示 さ れ、それぞれの物理的な
デ ッ キプ レー ト 上に配置 さ れています。

 • 位置特定機構の座標は交差 し ている列および行に対応 し ます。例えば、この図でALPの
デ ッ キ座標はT列および30行に配置 さ れています。 
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図 2.13  ALPのデ ッ キへの追加

4 Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）でALPの配置場所を確認 し 、必要であれば、Row（行）
お よ びColumn（列）フ ィ ール ド を調整 し ます。

1. 選択 さ れたALP
2. Column（列）およびRow（行）フ ィ ール ド
3. Add ALP to Deck（ALPをデ ッ キに追加）ボダン
4. Bounding Box（境界ボ ッ ク ス）: Column（列）およびRow（行）フ ィ ール ド に有効な

場所が入力 さ れる と 青色の境界ボ ッ ク スが表示 さ れます。境界ボ ッ ク ス左下角の赤色
の点は、列および行の座標に相当 し 、物理的なALPの位置特定機構の場所で も あ り ま
す。Add ALP to Deck（ALPをデ ッ キに追加）を選択する前に場所が正 し い こ と を確認
し ます。
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5 Add ALP to Deck（ALPをデ ッ キに追加）ボダ ン を選択 し ます。
 • デ ッ キ上で別のALPが現在配置 さ れてい る と こ ろに、対象のALPを配置 し よ う と

する と 、図 2.14に示す警告が表示 さ れます。現在配置 さ れてい るALPを削除 し て
か ら 、対象のALPをデ ッ キ上に配置 し ます（「ALPを削除する 」を参照）。 

図 2.14  重複するALPの警告

 • 定義 さ れた領域外に対象のALPを配置 し よ う と する と 、図 2.15に示す警告が表示
さ れます。

図 2.15  ALP配置の警告

重要 ALPがデ ッ キに追加 さ れる と 座標は編集で き な く な り ます。ALPの場所を変更するに
は、ALPを削除 し （「ALPを削除する」）、この手順のステ ッ プ1に戻 り ます。
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デバイ ス をALPと関連付ける
図 2.16 に、デバ イ ス をALP と 関連付け る 方法の概要を示 し ます。

図 2.16  デバイ ス をALPと 関連付ける プ ロセス

1. デ ッ キ位置をダブルク リ ッ ク し てPosition Properties（位置プ ロパテ ィ ）を開き ます。
2. すべての位置プ ロパテ ィ を表示する選択を し ます。
3. Device（デバイ ス）の ド ロ ッ プダウン を使用 し てデバイ ス を位置に関連付けます。
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デバ イ ス をデ ッ キ位置に関連付け る には:

1 Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）を開いて、デ ッ キ位置ま たはALPを ダブル ク リ ッ ク し
ます。

2 More>>（詳細>>）を選択 し ます。

3 Device（デバ イ ス） ド ロ ッ プダ ウ ンか ら 、位置を関連付け ら れ る特定のデバ イ ス を
選択 し ます。

4 OK（OK）を選択 し ます。

デ ッ キの番号を再割 り 当てする
Renumber（番号の再割 り 当て）機能ではデ ッ キ位置の番号を再割 り 当てする こ と がで
き ます。番号の再割 り 当ては左上の位置か ら 始ま っ て列を下に移動 し 、その後 こ のパ
タ ーンで右に移動 し ます。能動的ALPは再割 り 当ての対象外です。 こ のプ ロ セ ス は元に
戻す こ と がで き ません。
注 それぞれの位置の名称はマニ ュ アルで変更する こ と がで き ます。

デ ッ キの番号を再割 り 当てする には:

1 該当するデ ッ キが開いてい るDeck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）で（図 2.17）、Renumber
（番号の再割 り 当て）を選択 し ます。プ ロ セ ス の確認を促す警告が表示 さ れます。
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図 2.17  番号の再割 り 当て前のデ ッ キ

2 Yes（はい）を選択 し て確認 し ます。デ ッ キ位置番号が再号割 り 当て さ れます
（図 2.18）。

注 位置番号は上から下、左から右のパ タ ーン で再割 り 当て さ れます。
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図 2.18  番号を再割 り 当て さ れたデ ッ キ

デ ッ キを保存する
デ ッ キ を保存する には:

1 Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）を開 き、Save（保存）ボ タ ン を選択 し てデ ッ キの設
定お よ び変更を保存 し ます。
新 し く 作成 さ れたデ ッ キが保存 さ れ る と 、デ ッ キ名がInstrument Setup（装置設定）
ス テ ッ プのDeck（デ ッ キ） ド ロ ッ プダ ウ ンに表示 さ れます（図 2.19）。詳 し く は

「 ラ ブ ウ ェ ア と チ ッ プをデ ッ キに配置する 」を ご参照 く だ さ い。
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図 2.19  Instrument Setup（装置設定）ステ ッ プ: 新 し いデ ッ キ

デ ッ キを フ レー ミ ングする

フ レー ミ ン グ と は、デ ッ キに配置 さ れたALPお よ びデバ イ ス の正確な座標、ま たはグ
リ ッ パの正確なオ フ セ ッ ト をBiomek Software に与え る プ ロ セ ス です。テ ィ ーチン グ と
も 呼ばれます。Biomek Software は こ の フ レー ミ ン グ情報を使用 し てポ ッ ド を適切な位
置に移動 さ せ、液体処理操作や ラ ブ ウ ェ ア操作を実行 し ます。
Beckman Coulterの担当者がシ ス テ ム イ ン ス ト レーシ ョ ン中にBiomek i-Series 装置の フ
レー ミ ン グ を し ます。以下の場合は再度フ レー ミ ン グ をす る必要があ り ます。
 • ALPま たはデバ イ ス が追加、移動、ま たはデ ッ キか ら 削除 さ れた。
 • マルチチ ャ ネルポ ッ ド のヘ ッ ド が変更 さ れた。
 • Span-8 ポ ッ ド のプ ロ ーブが変更 さ れた。
デ ッ キ位置は、AccuFrameフ レー ミ ン グ ツールを用いて自動的に フ レー ミ ン グする か、
ラ ブ ウ ェ アの1つを用いてポ ッ ド を ウ ェ ルに目視で位置合わせ し てマニ ュ アルで フ レー
ミ ン グする こ と がで き ます。
装置のフ レー ミ ングには以下のものがあ り ます。
 • AccuFrameを使用 し てデ ッ キ位置を フ レー ミ ン グする
 • マニ ュ アルで フ レー ミ ン グする  デ ッ キ 位置

 2つのポ ッ ド を フ レー ミ ング（テ ィ ーチング）する場合の精度
ポ ッ ド 1を フ レー ミ ン グする と 、ポ ッ ド 2の座標はポ ッ ド 1の座標 と 一致す る よ う に変更
さ れます。 し か し 、ポ ッ ド 2のPrecision（精度）フ ィ ール ド は、ポ ッ ド 2が実際にその位

1. 新 し く 作成 さ れたデ ッ キはDeck（デ ッ キ） ド ロ ッ プ
ダウンに表示 さ れます。
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置に対 し て フ レー ミ ン グ さ れ る ま でNot Framed（フ レー ミ ン グ さ れていない） と 表示 さ
れた ま ま です。384ウ ェ ルプ レー ト を使用する 場合の よ う に精度が き わめて重要な場
合、ア ク セ ス さ れ る それぞれの位置が両方のポ ッ ド で フ レー ミ ン グ さ れ る必要があ り
ます。
重要 位置を フ レー ミ ングする前に、Beckman Coulterの担当者がポ ッ ド の相関を行っ た こ と を確

認 し て く だ さ い。

注 ポ ッ ド 1の前にポ ッ ド 2を フ レー ミ ング し た場合は、ポ ッ ド 2の座標はポ ッ ド 1の座標 と 一致
する よ う に変更 さ れません。

注 両方のポ ッ ド を フ レー ミ ング し た後、表示 さ れた2つのポ ッ ド の座標は通常わずかに異な り
ます。

AccuFrameを使用し てデ ッ キ位置を フ レー ミ ングする 
AccuFrameは、Biomek i-Series のデ ッ キ上のALP と ラ ブ ウ ェ アの位置を フ レー ミ ン グす る
ための ツールです（図 2.20）。AccuFrameを使用 し た フ レー ミ ン グは人に よ る位置合わ
せの判断が必要な く 、再現性があ り ます。
注 Biomek FX/NX装置のALPおよびデバイ スのフ レー ミ ングに使用するAccuFrameフ レー ミ ング

ツールは、Biomek i-Series 装置 と 互換性があ り ません。Biomek i-Series 装置用の適切な
AccuFrameフ レー ミ ングツールを必ず使用 し て く だ さ い。

AccuFrameをALPにぴっ た り はめ込む と 、フ レー ミ ン グプ ロ セ ス がBiomek ソ フ ト ウ ェ ア
に よ っ て実行 さ れ、各デ ッ キ位置の座標を得 る こ と がで き ます。フ レー ミ ン グは、
AccuFrameの2つの ラ イ ト セ ンサの交差点を フ レー ミ ン グプ ロ ーブ ま たは使い捨てチ ッ
プのマ ン ド レル（ ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン5.1のみ）で遮断する こ と で終了 し ます。
各ALPの座標は1つの位置の フ レー ミ ン グに基づいて、 ソ フ ト ウ ェ アが自動的に生成 し
ますが、384ウ ェ ルプ レー ト を使用する よ う な、精度が き わめて重要な場合、装置使用
前にそれぞれの位置を各ポ ッ ド で フ レー ミ ン グする 必要があ り ます。 こ れに よ り 、
ポ ッ ド と グ リ ッ パを それぞれの位置に正確に配置す る こ と がで き ます。

図 2.20  AccuFrameフ レー ミ ングツール

1. AccuFrameラ イ ト ビーム
2. ハー ド ス ト ッ プ
3. 電源ラ イ ト
4. AccuFrameラ イ ト ビームイ ン

ジケー タ
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AccuFrameには次の3つの イ ン ジ ケー タ ラ イ ト があ り ます。
 • 1番目の ラ イ ト はAccuFrameの電源がオンにな っ てい る こ と を示 し ます。
 • 中央の ラ イ ト はY軸の フ レー ミ ン グ ス テー タ ス を示 し ます。
 • 3番目の ラ イ ト はX軸お よ びZ軸の フ レー ミ ン グ ス テー タ ス を示 し ます。
注 AccuFrameは工場でキ ャ リ ブ レーシ ョ ン さ れています。キ ャ リ ブ レーシ ョ ン値はAccuFrame

に格納 さ れ、必要に応 じ てBiomek Software に読み取られます。

AccuFrameを使用 し たBiomek i-Series 装置のデ ッ キ位置の フ レー ミ ン グでは、マルチ
チ ャ ネルポ ッ ド ま たはSpan8ポ ッ ド のいずれか と 同 じ 方法が と ら れます。   Span-8  ただ
し 、フ レー ミ ン グ固定具がマルチチ ャ ネルポ ッ ド のヘ ッ ド に付け ら れてお り 、フ レー
ミ ン グ シ ャ フ ト がSpan-8 ポ ッ ド のプ ロ ーブに付け ら れてい る場合を除 き ます（「ポ ッ ド
に フ レー ミ ン グ固定具を取 り 付け る」を参照）。
注 ス タ テ ィ ッ ク 1 x 3 ALPのよ う な複数位置のALPのフ レー ミ ングの場合、ALPのすべての位置を

フ レー ミ ング し て精度を高めて く だ さ い。

Biomek i-Series 装置のデ ッ キ位置を フ レー ミ ン グする には、以下の操作を完了す る必要
があ り ます。
 • ポ ッ ド の全軸のホー ミ ン グ （ on page 2-2参照）
 • ポ ッ ド に フ レー ミ ン グ固定具を取 り 付け る
 • AccuFrameを イ ン ス ト ールする
 • 位置を フ レー ミ ン グする
注 適切に フ レー ミ ングするために追加の、またはわずかに修正 さ れた手順が必要なALPがあ り

ます。特定のALPを フ レー ミ ングする特殊手順については、『Biomek i-Series Automated 
Labware Positioners, Accessories, and Devices Instructions for Use（Biomek i-Series 自動ラ ブウ ェ ア
ポジシ ョ ナー、付属品、およびデバイ スの取扱説明書）』（PN B54477）を ご確認 く だ さ い。

注 Biomek i-Series 装置上のデ ッ キ位置は、Position Properties（位置プ ロパテ ィ ）のManual 
Teach（マニ ュ アルテ ィ ーチ）を選んで フ レー ミ ングする こ と も可能です。Manual Teach

（マニ ュ アルテ ィ ーチ）では、チ ッ プ を ロー ド し 、1つのラ ブウ ェ ア上のウ ェ ル と チ ッ プ を
目視で位置合わせ し ます（「マニ ュ アルで フ レー ミ ングする デ ッ キ 位置」を参照）。Manual 
Teach（マニ ュ アルテ ィ ーチ）は特殊な、も し く はきわめて高密度のラ ブウ ェ アが使用 さ れ
る場合、またはAuto Teach（自動テ ィ ーチ）では良い結果が得られない場合に有用です。
Span-8 チ ッ プウ ォ ッ シ ュ ALPのよ う に、Manual Teach（マニ ュ アルテ ィ ーチ）を使用 し て フ
レー ミ ングする必要があるALPも あ り ます。

ポ ッ ド に フ レー ミ ング固定具を取 り 付ける
ポ ッ ド のホー ミ ン グ後、フ レー ミ ン グ用の、ポ ッ ド 別の フ レー ミ ン グ固定具を イ ン ス
ト ールする 必要があ り ます。必要な フ レー ミ ン グ固定具の タ イ プはポ ッ ド タ イ プお よ
び イ ン ス ト ール さ れてい るヘ ッ ド に よ り 異な り ます。
 • 96チ ャ ネルま たは384チ ャ ネルのヘ ッ ド の付いたマルチチ ャ ネルポ ッ ド （「フ レー ミ

ン グ固定具を マルチチ ャ ネルポ ッ ド に取 り 付け る」を参照）
 • Span-8 ポ ッ ド （「フ レー ミ ン グ シ ャ フ ト をSpan-8 ポ ッ ド に取 り 付け る」を参照）
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フ レー ミ ング固定具を マルチチ ャ ネルポ ッ ド に取 り 付ける
フ レー ミ ン グ固定具を位置づけ る場合、フ レー ミ ン グプ ロ ーブは下を向け、ヘ ッ ド の
マ ン ド レルか ら 離す必要があ り ます。
フ レー ミ ン グ固定具を マルチチ ャ ネルヘ ッ ド に イ ン ス ト ールする には:

1 フ レー ミ ン グ ツールの2つの磁気フ レー ミ ン グガ イ ド をヘ ッ ド の穴に位置合わせ し
ます（図 2.21）。

図 2.21  マルチチ ャ ネルフ レー ミ ング固定具

2 フ レー ミ ン グ ツールをヘ ッ ド の方に持ち上げて、磁石が フ レー ミ ン グ ツールを
ヘ ッ ド に引 き寄せ る こ と がで き る よ う に し ます。

3 フ レー ミ ン グ ツールがヘ ッ ド 取 り 外 し プ レー ト に対 し てぴっ た り 設置 さ れてい る
こ と を確認 し ます。

4 AccuFrameを フ レー ミ ン グ対象の位置に イ ン ス ト ール し （「AccuFrameを イ ン ス ト ー
ルす る」を参照）、マルチチ ャ ネルポ ッ ド を「位置を フ レー ミ ン グする」に記載の
手順に従っ て フ レー ミ ン グ し ます。

フ レー ミ ングシ ャ フ ト をSpan-8 ポ ッ ド に取 り 付ける
ポ ッ ド の全軸のホー ミ ン グお よ びAccuFrameの イ ン ス ト ール と 配置の後、フ レー ミ ン グ
シ ャ フ ト はSpan-8ポ ッ ド のプ ロ ーブ#1ま たはプ ロ ーブ#7の ど ち ら かに取 り 付け ます。  
バージ ョ ン5.1については、使い捨てチ ッ プのマン ド レル使用時に フ レー ミ ン グ シ ャ フ
ト を取 り 付け る必要はあ り ません。マン ド レル自体が フ レー ミ ン グに使用 さ れます。
フ レー ミ ン グ シ ャ フ ト は、デ ッ キの前面に沿っ た も のを除 く 全位置でプ ロ ーブ#1に取
り 付け ます。（図 2.22）。プ ロ ーブ#1が前面のデ ッ キ位置に設置 さ れ る と 、AccuFrameに

1. 磁気フ レー ミ ングガ イ ド
2. フ レー ミ ングプ ローブ
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届かないため、プ ロ ーブ#7がデ ッ キの前面に沿っ た位置の フ レー ミ ン グに使用 さ れ る
必要があ り ます。 
注 Span-8 ポ ッ ド のプ ローブは背面から前面に順に番号付け さ れ、 さ ら に具体的には、プ ロー

ブ#1がSpan-8 ポ ッ ド の背面にあ り 、プ ローブ#8がポ ッ ド の前面にあ り ます。 

図 2.22  Span-8 ポ ッ ド のフ レー ミ ング

フ レー ミ ン グ シ ャ フ ト をプ ロ ーブに取 り 付け る には:

1 チ ッ プのマン ド レルを必要なSpan-8 のプ ロ ーブ（プ ロ ーブ#1ま たは#7）か ら 取 り 外
し ます。

1. Biomek i-Series 装置の前面
2. フ レー ミ ングシ ャ フ ト がプ ローブ#7に取 り 付け られて、

デ ッ キ前面の行の位置を フ レー ミ ング し ます。
3. ALP上のAccuFrame
4. フ レー ミ ングシ ャ フ ト がプ ローブ#1に取 り 付け られて、

Biomek i-Series のデ ッ キの前面の行を除いた全デ ッ キ位置
を フ レー ミ ング し ます。
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2 フ レー ミ ン グ シ ャ フ ト を適切なプ ロ ーブにね じ 込みます（図 2.23）。

図 2.23  フ レー ミ ングシ ャ フ ト の取 り 付け（詳細）

3 AccuFrameを フ レー ミ ン グ対象の位置に イ ン ス ト ール し （AccuFrameを イ ン ス ト ール
する を参照）、Span-8 ポ ッ ド を「位置を フ レー ミ ン グす る」に記載の手順に従っ て
フ レー ミ ン グ し ます。

AccuFrameを イ ンス ト ールする
AccuFrameはマルチチ ャ ネルポ ッ ド の フ レー ミ ン グプ ロ セ ス中に使用 さ れ、AccuFrame
お よ びフ レー ミ ン グ シ ャ フ ト はSpan-8 ポ ッ ド の フ レー ミ ン グに使用 さ れます。 こ れ ら
のツールがALPお よ びポ ッ ド にそれぞれ取 り 付け ら れ る と 、 ソ フ ト ウ ェ アに よ り フ レー
ミ ン グプ ロ セ ス が実行 さ れます。
注 Biomek FX/NX装置のALPおよびデバイ スのフ レー ミ ングに使用するAccuFrameフ レー ミ ング

ツールは、Biomek i-Series 装置 と 互換性があ り ません。Biomek i-Series 装置用の適切な
AccuFrameフ レー ミ ングツールを必ず使用 し て く だ さ い。

1. プ ローブ
2. フ レー ミ ングシ ャ フ ト
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警告
怪我または装置損傷の恐れがあ り ます。装置に電源が入っ ている間に
AccuFrameポー ト からAccuFrameツールを取 り 外す と 感電または装置損傷が
発生する恐れがあ り ます。AccuFrameポー ト にAccuFrameツールを取 り 付け
る、またはAccuFrameポー ト からAccuFrameツールを取 り 外す前には装置の
電源を切っ て く だ さ い。

1 AccuFrameを接続す る前にBiomek i-Series 装置の電源を切 り ます。

警告
装置損傷の恐れがあ り ます。AccuFrameケーブルは配置によ っ て、ポ ッ ド の
動き を妨げる可能性があ り ます。AccuFrameケーブルがポ ッ ド の動き を妨げ
ない位置にある こ と を確認し て く だ さ い。

2 装置左後方 タ ワー上のAccuFrameポー ト にAccuFrameを差 し 込みます（図 2.24）。

図 2.24  左後方 タ ワーのAccuFrameポー ト

重要 AccuFrameケーブルは配置によ っ て、ラ イ ト カーテ ン を侵害する可能性があ り 、その
場合、フ レー ミ ングプ ロセスは直ちに停止 し ます。AccuFrameケーブルがラ イ ト カーテ
ン を侵害 し ない こ と を確認 し て く だ さ い。
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3 装置の電源を入れます。

4 AccuFrameを マニ ュ アルでALP位置に配置 し ますが、最初に背面右角にAccuFrameを
配置 し 、ALP位置に軽 く 押 し 下げて フ レー ミ ン グする 必要があ り ます。
注 デ ッ キのフ レー ミ ングは通常、背面左の位置から開始 し 、左から右に行われます。 し

か し 、ALPはどのよ う な順序で も フ レー ミ ングする こ と がで き ます。

5 AccuFrameがALP上に し っか り と 固定 さ れてい る こ と を確認 し ます。
注 デュ アルアームシステムのフ レー ミ ングの場合、2つのポ ッ ド が重な り 合 う それぞれの

位置に対 し て両方のポ ッ ド を フ レー ミ ング し て く だ さ い。

注 AccuFrameで位置を フ レー ミ ングするために、適応用のフ レー ミ ングアダプ タ が必要な
ALPも あ り ます。それぞれのALPの タ イ プに正 し いアダプ タ が使用 さ れている こ と を確
認 し て く だ さ い。AccuFrameが適切なアダプ タ に配置 さ れる と フ レー ミ ングは正常に進
みます。

位置を フ レー ミ ングする
注 適切に フ レー ミ ングするために追加の、またはわずかに修正 さ れた手順が必要なALPがあ り

ます。特定のALPを フ レー ミ ングする特殊手順については、『Biomek i-Series ALPs, Accessories, 
and Devices Reference Manual（Biomek i-Series ALP、付属品、およびデバイ ス リ フ ァ レ ン スマ
ニ ュ アル）』（PN B54477）を確認 し て く だ さ い。
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重要 マルチチ ャ ネルポ ッ ド のフ レー ミ ングアダプ タ を使用 し た フ レー ミ ングの場合、左側の
ト ラ ッ シ ュ ALPをデ ッ キから物理的に取 り 除いてから、ALPの右側の位置に直接フ レー ミ ン
グする必要があ り ます。取 り 除かれない と 、マルチチ ャ ネルポ ッ ド のフ レー ミ ングアダプ
タ は左の廃棄物ALP と 衝突 し フ レー ミ ングアダプ タ が外れて し まいます。 
例えば、図 2.25では、マルチチ ャ ネルポ ッ ド のフ レー ミ ングアダプ タ を使用 し て位置P4お
よびP5を フ レー ミ ングする前に、左側廃棄物ALPTR1をデ ッ キから物理的に取 り 除 く 必要が
あ り ます。

デ ッ キ位置を フ レー ミ ン グする には:

1 Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ）タ ブのInstrument（装置）グループ内で、 (Deck Editor)

（デ ッ キエデ ィ タ ）を選択 し ます。Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）が表示 さ れます
（図 2.25）。

図 2.25  Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）
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警告
装置損傷または汚染の恐れがあ り ます。物理的な装置設定が
Biomek Software の装置設定 と 一致 し ている こ と を必ず確認し て く だ さ い。
装置設定が正し く ない と 、不適切な ピペ ッ ト 操作や衝突につなが り 、結果 と
し て装置の損傷または危険廃棄物の漏れが発生する恐れがあ り ます。

2 Biomek Software で、Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）内の フ レー ミ ン グが必要なデ ッ
キ を開き ます。物理的なデ ッ キ上のALPの現在の設定が反映 さ れてい る こ と を確認
し ます。現在の物理的なデ ッ キ設定を反映 し ていない場合、「ALPを追加する 」に
記載の手順に従っ てデバ イ ス をDeck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）内の適切なデ ッ キの
場所に配置 し ます。Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）に現在の物理的なデ ッ キ設定が
反映 さ れてい る場合、ス テ ッ プ3に進みます。

3 AccuFrameを含むデ ッ キ位置を ダブル ク リ ッ ク し ます。Position Properties（位置プ ロ
パテ ィ ）が表示 さ れます（図 2.26）。
注 表示 さ れた座標は初期設定値であるため、デ ッ キ上の物理的な位置を ソ フ ト ウ ェ アに

正確に入力する必要があ り ます。

図 2.26  位置プ ロパテ ィ

4 デュ アルアーム シ ス テ ム を使用する場合、対象のポ ッ ド を選択 し ます。ポ ッ ド 1ま
たはポ ッ ド 2（図 2.26）。

1. 対象のポ ッ ド を選択 し ます。
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5 Auto Teach（自動テ ィ ーチ）を選択 し ます。図 2.27に示す よ う なConfirm（確認）
メ ッ セージが表示 さ れます。
注 これによ り ポ ッ ド が対象の位置に移動 し ます。フ レー ミ ングプ ローブはその位置の

AccuFrameよ り 上にある必要があ り ます。 

図 2.27  確認

6 フ レー ミ ン グプ ロ ーブがAccuFrameの壁に衝突 し ない よ う に配置 さ れ、AccuFrame
ツール内の低い と こ ろに配置 さ れてい る こ と を目視確認 し ます。

7 OK（OK）を選択 し ます。ポ ッ ド は両方の ラ イ ト ビームが遮断 さ れ る ま で、自動的
に降下 し AccuFrame内を動 き ます（図 2.20）。ポ ッ ド はフ レー ミ ン グの終了後に停止
し 、2つの ラ イ ト ビーム イ ン ジ ケー タ が点灯 し ます。

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。マニ ュ アルでSpan-8 プ ローブ を移動する と 、
それら を動かすシステムが損傷する原因 と な り ます。Span-8 プ ローブはマ
ニ ュ アルで引いた り 押 し た り し ないで く だ さ い。Advanced Manual Control

（ア ド バン スマニ ュ アルコ ン ト ロール）を必ず使用 し てプ ローブ を動か し て
く だ さ い。

注 ポ ッ ド がAccuFrameの下に入っ た際に両方のラ イ ト ビームが遮断 さ れない場合、エ ラー
メ ッ セージが表示 さ れます。これが生 じ た場合、Advanced Manual Control（ア ド バンス
マニ ュ アルコ ン ト ロール）（『Biomek i-Series Hardware Reference Manual（Biomek i-Series 
ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル』、PN B54474を参照）を使用 し てポ ッ ド を プ ロー
ブが両ラ イ ト ビームを遮断する まで移動 し て く だ さ い。プ ローブがY軸内で等間隔に
な っ てお り 、すべてのイ ンジケー タ ラ イ ト がオンにな っ ている こ と を確認 し て く だ さ
い。Teach（テ ィ ーチ）を選択する と 、ポ ッ ド はフ レー ミ ングプ ロセス を続行 し ます。

注 フ レー ミ ングの結果、ALPがデ ッ キ上の誤っ た場所に配置 さ れている場合（例えば、ソ
フ ト ウ ェ アでALPをU29に設定 し たが、実際はT30に配置 さ れた場合です。ALP上の位置
のフ レー ミ ングは大き なシ フ ト を示 し エ ラーが表示 さ れます）（図 2.28）。
エ ラー メ ッ セージによ り 、ユーザーはALPを更新 し て最寄 り のグ リ ッ ド の場所に移す こ
と がで き ます。
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8 ポ ッ ド が停止する ま で待ち ます。フ レー ミ ン グの結果、ALPがデ ッ キ上の誤っ た場
所に配置 さ れてい る場合（例えば、 ソ フ ト ウ ェ アでALPをU29に設定 し たが、実際
はT30に配置 さ れた）、フ レー ミ ン グは大き なシ フ ト を示 し エ ラ ーが表示 さ れます

（図 2.28）。

図 2.28  新 し いALPの場所の確認

エ ラ ー メ ッ セージに よ り 、ユーザーはALPを更新 し て最寄 り のグ リ ッ ド の場所に移
す こ と がで き ます。

9 Teaching Instructions（テ ィ ーチン グ指示）が表示 さ れます（図 2.29）。該当の フ レー
ミ ン グ指示に対 し て、Shift deck（デ ッ キのシ フ ト ）、Shift ALP（ALPのシ フ ト ）、ま た
はShift position（位置のシ フ ト ）か ら 選択 し ます（適切な フ レー ミ ン グ手順を選択
する を参照）。

図 2.29  Teaching Instructions（テ ィ ーチング指示）

10 表示 さ れた座標が妥当であ る場合は、OK（OK）を選択 し て く だ さ い。Position 
Properties（位置プ ロ パテ ィ ）が再度現れ、選択 し たポ ッ ド のために位置が フ レー
ミ ン グ さ れます。

11 OK（OK）を選択 し てPosition Properties（位置プ ロ パテ ィ ）を閉 じ ます。

12 位置を さ ら に フ レー ミ ン グする には、AccuFrameを次のフ レー ミ ン グ対象の位置に
移動 し （「AccuFrameを イ ン ス ト ールする」を参照）、ス テ ッ プ3～11を繰 り 返 し ま
す。
注 Span-8 ポ ッ ド を使用 し て位置を フ レー ミ ングする場合、フ レー ミ ングシ ャ フ ト を プ

ローブ#7に移動 し てデ ッ キの前面の行の位置を フ レー ミ ングする必要があ り ます（「フ
レー ミ ングシ ャ フ ト をSpan-8 ポ ッ ド に取 り 付ける」を参照）。
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13 Save（保存）を選択 し てすべての位置の フ レー ミ ン グ情報を保存 し 、Deck Editor
（デ ッ キエデ ィ タ ）を閉 じ ます（図 2.25）。 

注 Cancel（キ ャ ンセル）を選択する と デ ッ キに対するすべての変更が失われます。これは
Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）が開いていたためです。

14 マルチチ ャ ネルポ ッ ド のヘ ッ ド か ら フ レー ミ ン グ固定具を取 り 外 し ます。
ま たは
必要に応 じ て、Span-8ポ ッ ド 上のプ ロ ーブか ら フ レー ミ ン グ シ ャ フ ト を取 り 外 し ま
す。

適切な フ レー ミ ング手順を選択する
Teaching Instructions（テ ィ ーチン グ指示）（図 2.29）では、デ ッ キ全体、デ ッ キ位置、ま
たはALPがテ ィ ーチン グプ ロ セ ス に よ っ てシ フ ト さ れ る可能性があ り ます。以下の情報
を使用 し て何を シ フ ト す る必要があ る か決定 し て く だ さ い。
 • Shift deck（デ ッ キのシ フ ト ）: デ ッ キに関連するすべてのALPお よ び位置を、表示変

更量分シ フ ト し ます。新 し いデ ッ キの最初の場所を フ レー ミ ン グする 際にShift deck
（デ ッ キのシ フ ト ）を選択 し ます。必要なシ フ ト 量は通常大き く あ り ませんが、た

と えばデ ッ キ上のすべてが1 cm移動する 必要があ る可能性があ り ます。
 • Shift ALP（ALPのシ フ ト ）: ALP全体お よ びALPに関連す るすべてのデ ッ キ位置を、表

示変更量分シ フ ト し ます。Shift ALP（ALPのシ フ ト ）: 通常正確であ る ため、96-ウ ェ
ルプ レー ト を使用する こ と がで き ます。

 • Shift position（位置のシ フ ト ）: AccuFrameを含むデ ッ キ位置のみを、表示変更量分シ
フ ト し ます。Shift position（位置のシ フ ト ）は も っ と も 正確なテ ィ ーチン グ手順で、
384-ウ ェ ルマ イ ク ロ プ レー ト が使用 さ れ る場合に有用です（特にStatic 1 x 5 ALPの よ
う な大き いALP上で）。そ う でなければ通常はShift ALP（ALPのシ フ ト ）で十分です。

注 複数位置（Static 1 x 3, Static 1 x 5）のフ レー ミ ングの場合、最初の位置でShift ALP（ALPのシ
フ ト ）を し 、その後残 り でShift position（位置のシ フ ト ）を し て く だ さ い。

マニ ュ アルで フ レー ミ ングする デ ッ キ 位置
Manual Teach（マニ ュ アルテ ィ ーチ）はデ ッ キ位置を手動で フ レー ミ ン グす る のに使用
さ れ る ウ ィ ザー ド タ イ プの イ ン タ ーフ ェース で、主に高密度の ラ ブ ウ ェ ア を使用す る
場合に使用 さ れます。 高密度の ラ ブ ウ ェ アの ウ ェ ルは比較的小 さ いため、Manual Teach

（マニ ュ アルテ ィ ーチ）を使用する こ と に よ り チ ッ プが、チ ッ プ、プ ロ ーブ、ポ ッ ド ま
たはALPに損傷を与え る こ と な く ウ ェ ルにア ク セ ス で き る か確認す る のに役立ち ます。
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Manual Teach（マニ ュ アルテ ィ ーチ）はグ リ ッ パを使っ たデ ッ キ外の位置の フ レー ミ ン
グに も 使用 さ れます。 
 • チ ッ プを使用する フ レー ミ ン グ（デ ッ キ上）: ラ ブ ウ ェ ア中の ウ ェ ルの フ レー ミ ン

グに使用 し ます。「チ ッ プを使用 し て フ レー ミ ン グする 」を ご参照 く だ さ い。
 • グ リ ッ パを使用す る フ レー ミ ン グ: コ ンベヤ、プ レー ト リ ーダ、デ ッ キ外の記憶装

置な ど の統合デバ イ ス の フ レー ミ ン グに使用 さ れます。「グ リ ッ パを用いて フ レー
ミ ン グする 」を ご参照 く だ さ い。

注 陽性ポジシ ョ ナー ALPなどのALPでは、高密度のラ ブウ ェ アへのピペ ッ ト 操作の正確度を改
善するためにManual Teach（マニ ュ アルテ ィ ーチ）で フ レー ミ ングする場合があ り ます。

注 ほ と んどのラ ブウ ェ アでAccuFrameを使用する標準のフ レー ミ ング手順が許容 さ れます。
AccuFrameを使用 し て フ レー ミ ングするには、AccuFrameを使用 し てデ ッ キ位置を フ レー ミ
ングする を ご参照 く だ さ い。

チ ッ プ を使用し て フ レー ミ ングする
チ ッ プを使用 し て フ レー ミ ン グする には:

1 Biomek Software 内でUtilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブを選択 し 、Instrument（装置）

グループ内で (Deck Editor)（デ ッ キエデ ィ タ ）を選択 し ます。Deck Editor（デ ッ

キエデ ィ タ ）が開 き ます （図 2.5）。

図 2.30  Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）
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2 デ ッ キ位置上でダブル ク リ ッ ク する か、ツールバーのProperties（プ ロ パテ ィ ）ア
イ コ ン を ク リ ッ ク し て、目的のデ ッ キ位置のPosition Properties（位置プ ロ パテ ィ ）
を開 き ます。Position Properties（位置プ ロ パテ ィ ）が表示 さ れます（図 2.31）。

図 2.31  陽性ポジシ ョ ナー ALPの位置プ ロパテ ィ

3 Name（名称）でALPに固有の名称が割 り 当て ら れてい る こ と を確認 し ます。

4 Pod（ポ ッ ド ）で、目的位置の フ レー ミ ン グに使用 さ れ る ポ ッ ド を選択 し ます。
重要 デュ アルポ ッ ド Biomek i7装置上で、ポ ッ ド 2はポ ッ ド 1の前にマニ ュ アルで フ レー ミ ン

グ さ れた場合、フ レー ミ ング後、ポ ッ ド 1の座標にポ ッ ド 2の座標は自動入力 さ れませ
ん。ポ ッ ド 2の座標 と 一致 さ せるためにマニ ュ アルでポ ッ ド 1の座標を編集する、また
はポ ッ ド 1で位置を再度フ レー ミ ングする必要があ り ます。
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5 Manual Teach（マニ ュ アルテ ィ ーチ）を選択 し ます。Manual Framing Wizard（マニ ュ
アルフ レー ミ ン グ ウ ィ ザー ド ）がWarning（警告）付 き で開 き ます（図 2.32）。
注 Manual Framing Wizard（マニ ュ アルフ レー ミ ングウ ィ ザー ド ）の左側に、テ ィ ーチング

プ ロセスの完了に必要なステ ッ プの一覧が表示 さ れます。Manual Framing（マニ ュ アル
フ レー ミ ング）のステ ッ プにア ク セスする と 、そのステ ッ プが左側で強調表示 さ れま
す。 

図 2.32  マニ ュ アルフ レー ミ ングウ ィ ザー ド （警告）
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6 警告が表示 さ れた ら 、Next（次へ）を ク リ ッ ク し ます。Manual Framing Wizard（マ
ニ ュ アルフ レー ミ ン グ ウ ィ ザー ド ）には、 ラ ブ ウ ェ アの フ レー ミ ン グのために2つ
のオプシ ョ ンが用意 さ れてい ます。Frame (on deck) using Tips（チ ッ プを使用する フ
レー ミ ン グ（デ ッ キ上）） と Frame using the gripper（グ リ ッ パを使用する フ レー ミ ン
グ）です（図 2.33）。 
注 Frame using the gripper（グ リ ッ パを使用する フ レー ミ ング）オプシ ョ ン を使用するに

は、「グ リ ッ パを用いて フ レー ミ ングする」を ご参照 く だ さ い。

図 2.33  マニ ュ アルフ レー ミ ングウ ィ ザー ド （テ ク ニ ッ クの選択）

7 Frame (on deck) using tips（チ ッ プを使用する フ レー ミ ン グ（デ ッ キ上））オプシ ョ ン
を選択 し ます。（図 2.33）。
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8 Next（次へ）を選択 し 、チ ッ プがポ ッ ド 上にすでに ロ ー ド さ れてい る かど う かに よ
り 図 2.34ま たは図 2.35が表示 さ れます。チ ッ プが ま だ ロ ー ド さ れていない場合、前
に フ レー ミ ン グ さ れた位置か ら チ ッ プボ ッ ク ス を選択 し て ロ ー ド し ます。

図 2.34  チープがまだロー ド さ れていない場合のマニ ュ アルフ レー ミ ング
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図 2.35  チープがロー ド さ れている場合のマニ ュ アルフ レー ミ ング

9 Line tips up against（チ ッ プを並べる）で、フ レー ミ ン グ さ れてい る位置に配置 さ れ
た該当の ラ ブ ウ ェ ア タ イ プを選択 し ます。目標位置の ラ ブ ウ ェ アが位置の背面左
隅に押 し 込まれてい る こ と を確認 し ます。
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10 Next（次へ）を選択 し ます。Frame X,Y（フ レー ミ ン グX、Y）が表示 さ れます。
（図 2.36）。

図 2.36  マニ ュ アルフ レー ミ ング（フ レー ミ ングX、Y）

11 X軸 と Y軸のチ ッ プをALP上部のマ イ ク ロ プ レー ト の ウ ェ ルの位置に合わせ る ため
に、Z軸のチ ッ プを下げて、マ イ ク ロ プ レー ト の上面の約1 mm上に移動 し ます。 
注 チ ッ プの高 さ はManual Framing（マニ ュ アルフ レー ミ ング）プ ロセスの次のステ ッ プで

設定 さ れるため、チ ッ プ と マ イ ク ロ プ レー ト と の位置合わせが容易にで き る よ う に、
ポ ッ ド を任意の高 さ に移動 し ておき ます。 

1. グ ラ フ ィ ッ ク位置合わせツール: グ ラ フ ィ ッ ク位置合わせツールはチ ッ プ（小 さ い
円）およびマ イ ク ロ プ レー ト （大きい円）のウ ェ ルを視覚的に表示する ツールで
す。小 さ い円がALP上のマ イ ク ロ プ レー ト のウ ェ ルに関連する、チ ッ プの現在の物
理的な位置を示すまで、小 さ い円を移動 し ます。

2. Delta（デル タ ）値: 矢印ボ タ ンがク リ ッ ク さ れた際に、それぞれの軸のチ ッ プに適
用 さ れる変更の大き さ 。

3. 矢印ボ タ ン: 矢印ボ タ ン を押すご と にDelta（デル タ ）に示 さ れる分だけポ ッ ド が移
動 し ます。

4. Hysteresis Compensation（ ヒ ステ リ シス コ ンペンセーシ ョ ン）: Hysteresis 
Compensation（ ヒ ステ リ シス コ ンペンセーシ ョ ン）はチ ェ ッ ク さ れている初期設定
のままに し ます。 ヒ ステ リ シスは小 さ な位置エ ラーで、チ ッ プ を動かす機械部位の
コ ンポーネン ト に起因する可能性があ り ます。Hysteresis Compensation（ ヒ ステ リ
シス コ ンペンセーシ ョ ン）がチ ェ ッ ク さ れている場合、プ ローブは補助的な調整移
動を行 う ため、チ ッ プは毎回同 じ 方向から位置に近づき正確に目的の座標に到達す
る こ と がで き ます。 
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12 ALP上部にあ る マ イ ク ロ プ レー ト の ウ ェ ルの物理的な位置に関連す る チ ッ プの物理
的な位置を目視確認 し ます。 

13 Well Center（ウ ェ ル中央）を選択 し てチ ッ プを ウ ェ ルの中央 と 合わせます。
ま たは
Well Corner（ウ ェ ル隅）を選択 し てチ ッ プを隅ま たは4つの ウ ェ ルの接合部 と 合わせ
ます。
注 Well Corner（ウ ェ ル隅）は四角のウ ェ ルを持つ1つのラ ブウ ェ アに占有 さ れるデ ッ キ位

置のフ レー ミ ングにのみに使用で き ます。 

14 Delta（デル タ ）内で、それぞれの方向のチ ッ プに適用 さ れ る変更の大き さ を選択
し ます（図 2.36）。 
注 初期設定のDelta（デル タ ）値は0.05 cmです。チ ッ プが目的の場所からかな り 離れてい

る場合、Delta（デル タ ）値を増や し て移動距離を延長 し て く だ さ い（最大設定は
1.0 cm）。チ ッ プがほぼ目的の場所にある場合、Delta（デル タ ）値を減ら し て位置を微
調整 し て く だ さ い（最小設定は0.005 cm）。

15 ALP上部のマ イ ク ロ プ レー ト の ウ ェ ル上方の位置へ、チ ッ プを物理的に移動 さ せ る
ための矢印ボ タ ン を選択 し ます（図 2.36）。
注 矢印ボ タ ンが選択 さ れるたびに、ポ ッ ド およびチ ッ プは示 さ れた方向にDelta（デル タ ）

で指定 さ れた距離分移動 し ます。

注 チ ッ プは以下を用いて、マ イ ク ロ プ レー ト のウ ェ ル上方に物理的に配置する こ と がで
き ます。
 • Manual Framing Wizard（マニ ュ アルフ レー ミ ングウ ィ ザー ド ）の矢印ボ タ ン
 • キーボー ド の矢印キー
 • 数字キーパ ッ ド の矢印キー

数字キーパ ッ ド の矢印キーはManual Framing Wizard（マニ ュ アルフ レー ミ ングウ ィ
ザー ド ）で表示 さ れる矢印ボ タ ン と 同様に作動 し ます。特に、1はFwd（前へ） と
相関 し 、2はDown（下へ） と 、4 はLeft（左へ） と 、6 はRight（右へ） と 、8 はUp

（上へ） と 、9 はBack（後ろへ） と 相関があ り ます。

ま たは
マ ウ ス でグ ラ フ ィ ッ ク 位置合わせツールを ク リ ッ ク し （図 2.36）、中央の（小 さ い）
円を ド ラ ッ グ し て、ALP上部のマ イ ク ロ プ レー ト の ウ ェ ルに関連す る、チ ッ プの物
理的な位置を小 さ な円が示す よ う に し ます。
注 小 さ い円はポ ッ ド 上のチ ッ プ を表 し ます。目的は、ソ フ ト ウ ェ ア上で、ALP上部のマ イ

ク ロ プ レー ト のウ ェ ルに関連するチ ッ プの位置を表示する こ と です。ソ フ ト ウ ェ アは
このグ ラ フ ィ ッ ク表示によ り 、チ ッ プの任意の方向への移動すべき距離がわか り ます。 
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16 Go（進む）を選択 し ます。ポ ッ ド は大き い円に関連する小 さ い円の位置に従っ て
移動 し ます。 
注 移動が完了する と 、小 さ い円は大きい円の中央に戻 り ます。Total Moved from Start (cm)

（ス タ ー ト から合計移動（cm））に表示 さ れる値はステ ッ プ9～14が完了するたびに変わ
り ます。必要であれば、Reset（ リ セ ッ ト ）を選択 し てTotal Moved from Start (cm)（ス
タ ー ト から合計移動（cm））の値をゼロに戻す こ と がで き ます。

17 ALP上部にあ る マ イ ク ロ プ レー ト の ウ ェ ルに関連する Biomek i-Series 装置のチ ッ プの
位置を目視確認 し ます。チ ッ プが精確にマ イ ク ロ プ レー ト 上に配置 さ れていない
場合は、マ イ ク ロ プ レー ト 上に精確に配置 さ れ る ま で、ス テ ッ プ9～15を繰 り 返 し
ます。

18 Next（次へ）を選択する と 、図 2.37が表示 さ れます。

図 2.37  マ イ ク ロ プ レー ト に降下するチ ッ プに関する マニ ュ アルフ レー ミ ング警告
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19 Warning（警告）に従っ て対応 し て、OK（OK）を選択 し ます。Frame Z（フ レームZ）
が表示 さ れます（図 2.38）。

図 2.38  マニ ュ アルフ レー ミ ング（Frame Z）

20 Delta（デル タ ）では、チ ッ プの各方向を選択する ご と に変更の大 き さ を変え ら れ
る矢印ボ タ ン を選択 し ます（図 2.38）。
注 各方向の初期設定のDelta（デル タ ）値は0.05 cmです。チ ッ プがALPの上のかな り 離れた

位置にある場合、Up（上）/Down（下）Delta（デル タ ）値（最大設定は1.0 cm）を増や
す こ と で、Z軸に沿っ た移動距離を延長する こ と がで き ます。チ ッ プがほぼ目的位置に
ある場合は、Delta（デル タ ）値を減ら し て く だ さ い（最小設定は0.005 cm）。

注 X軸およびY軸は既に フ レー ミ ング さ れているため、Z軸でのポ ッ ド のフ レー ミ ングを容
易にするためであれば、ポ ッ ド をX軸およびY軸方向に移動 し て もかまいません。
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21 チ ッ プを物理的に下方向のマ イ ク ロ プ レー ト の ウ ェ ルに移動する ための矢印ボ タ ン
を選択 し て、チ ッ プを ウ ェ ル底部に接触 さ せて く だ さ い。
注 矢印ボ タ ンが選択 さ れるたびに、ポ ッ ド およびチ ッ プは示 さ れた方向にDelta（デル タ ）

で指定 さ れた距離分移動 し ます。

注 チ ッ プは以下を用いて、マ イ ク ロ プ レー ト のウ ェ ル上方に物理的に配置する こ と がで
き ます。
 • Manual Framing Wizard（マニ ュ アルフ レー ミ ングウ ィ ザー ド ）の矢印ボ タ ン
 • キーボー ド の矢印キー
 • 数字キーパ ッ ド の矢印キー

数字キーパ ッ ド の矢印キーはManual Framing Wizard（マニ ュ アルフ レー ミ ングウ ィ ザー
ド ）で表示 さ れる矢印ボ タ ン と 同様に作動 し ます。特に、1はFwd（前へ） と 相関 し 、2
はDown（下へ） と 、4 はLeft（左へ） と 、6 はRight（右へ） と 、8 はUp（上へ） と 、9 
はBack（後ろへ） と 相関があ り ます。

22 Finish（終了）を選択 し ます。ポ ッ ド がZ軸の最大高ま で移動 し て、Manual Framing 
Wizard（マニ ュ アルフ レー ミ ン グ ウ ィ ザー ド ）が閉 じ 、Position Properties（位置プ ロ
パテ ィ ）が表示 さ れます（図 2.31）。

23 OK（OK）を選択 し て フ レー ミ ン グ情報を保存 し 、Position Properties（位置プ ロ パ
テ ィ ）を閉 じ ます。
注 デュ アルアームのBiomek i-Series 装置の両ポ ッ ド は同一デ ッ キ位置を フ レー ミ ングする

必要があ り ます。

24 ス テ ッ プ2～22を繰 り 返 し て、Manual Teach（マニ ュ アルテ ィ ーチ）を用いて、 さ ら
にデ ッ キ位置を フ レー ミ ン グ し ます。

25 Save（保存）を選択 し てすべての位置の フ レー ミ ン グ情報を保存 し 、Deck Editor
（デ ッ キエデ ィ タ ）を閉 じ ます（図 2.34）。 

注 Cancel（キ ャ ンセル）を選択する と 、Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）が開いているた
め、フ レー ミ ング情報などのデ ッ キへの変更がすべて失われます。
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グ リ ッ パを用いて フ レー ミ ングする
グ リ ッ パはデ ッ キ上の任意の位置、ま たはグ リ ッ パに よ っ てのみア ク セ ス可能な コ ン
ベヤ、プ レー ト リ ーダ も し く はデ ッ キ外の記憶装置な ど の位置の フ レー ミ ン グのため
に使用で き ます。 
注 AccuFrameを用いて フ レー ミ ングで き ない場合にのみ、グ リ ッ パを使っ てマニ ュ アルで フ

レー ミ ング し て く だ さ い。可能な場合には必ず、AccuFrameを用いて位置を フ レー ミ ング し
て く だ さ い。

注 グ リ ッ パの移動手順を十分に遵守 し て く だ さ い。グ リ ッ パフ ィ ンガーはマルチチ ャ ネル
ヘ ッ ド 、Span-8 チ ッ プ、または装置の側面パネル と 接触する こ と がで き ます。

グ リ ッ パを用いて フ レー ミ ン グする には:

1 Biomek Software で、Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ）タ ブを選択 し 、Instrument（装置）グ

ループの (Deck Editor)（デ ッ キエデ ィ タ ）を選択 し ます。Deck Editor（デ ッ キエ

デ ィ タ ）が開き ます （図 2.39）。

図 2.39  Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）
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2 デ ッ キ位置上でダブル ク リ ッ ク する か、ツールバーのProperties（プ ロ パテ ィ ）ア
イ コ ン を ク リ ッ ク し て、目的のデ ッ キ位置のPosition Properties（位置プ ロ パテ ィ ）
を開 き ます。Position Properties（位置プ ロ パテ ィ ）が表示 さ れます（図 2.40）。

図 2.40  ス タ テ ィ ッ ク1×1 ALPの位置プ ロパテ ィ

3 Name（名称）でALPに固有の名称が割 り 当て ら れてい る こ と を確認 し ます。

4 Pod（ポ ッ ド ）で、目的位置の フ レー ミ ン グに使用 さ れ る ポ ッ ド を選択 し ます。
重要 デュ アルポ ッ ド Biomek i7装置上で、ポ ッ ド 2はポ ッ ド 1の前にマニ ュ アルで フ レー ミ ン

グ さ れた場合、フ レー ミ ング後、ポ ッ ド 1の座標にポ ッ ド 2の座標は自動入力 さ れませ
ん。ポ ッ ド 2の座標 と 一致 さ せるためにマニ ュ アルでポ ッ ド 1の座標を編集する、また
はポ ッ ド 1で位置を再度フ レー ミ ングする必要があ り ます。
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5 Manual Teach（マニ ュ アルテ ィ ーチ）を選択 し ます。Manual Framing Wizard（マニ ュ
アルフ レー ミ ン グ ウ ィ ザー ド ）がWarning（警告）付 き で開 き ます（図 2.41）。警告
が表示 さ れた ら 、Next（次へ）を ク リ ッ ク し ます。
注 Manual Framing Wizard（マニ ュ アルフ レー ミ ングウ ィ ザー ド ）の左側に、テ ィ ーチング

プ ロセスの完了に必要なステ ッ プの一覧が表示 さ れます。Manual Framing（マニ ュ アル
フ レー ミ ング）のステ ッ プにア ク セスする と 、そのステ ッ プが左側で強調表示 さ れま
す。 

図 2.41  マニ ュ アルフ レー ミ ングウ ィ ザー ド （警告）
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6 Frame using the gripper（グ リ ッ パを用いた フ レー ミ ン グ）オプシ ョ ン を選択 し ます
（図 2.42）。

注 チ ッ プ を用いてデ ッ キ上のフ レー ミ ングを行 う には、「マニ ュ アルで フ レー ミ ングする 
デ ッ キ 位置」を ご参照 く だ さ い。

図 2.42  マニ ュ アルフ レー ミ ングウ ィ ザー ド （テ ク ニ ッ クの選択）
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7 Next（次へ）を選択 し ます。Setup（セ ッ ト ア ッ プ）が表示 さ れます（図 2.43）。

図 2.43  Manual Framing Wizard（マニ ュ アルフ レー ミ ングウ ィ ザー ド ）

8 Grab a [ ] plate（[ ]プ レー ト を掴む）では、 ド ロ ッ プダ ウ ン リ ス ト か ら プ レー ト を選
択 し 、from position [ ]（位置[ ]か ら ）では、フ レー ミ ン グ済みの位置を選択 し ます。
注 Hold the plate with（プ レー ト の保持）のオプシ ョ ンは、グ リ ッ パのプ レー ト への接近方

向を指定するために使用 し ます。プ レー ト 上のA1ウ ェ ルは最上段の左端にあ り ます。
これらの設定は初期設定のままに し てお く こ と を推奨いた し ます。ただ し 、特定の方
向が好都合で、物理的制約がない場合は、両方のオプシ ョ ンが選択可能です。 

9 物理的なデ ッ キには、ス テ ッ プ8で設定 さ れた位置に指定 さ れたプ レー ト を置き ま
す。

10 Next（次へ）を選択 し ます。グ リ ッ パがプ レー ト を保持 し ていない こ と を確認する
警告 メ ッ セージが表示 さ れます。
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11 グ リ ッ パがプ レー ト を保持 し ていない こ と を確認 し て、Yes（はい）を選択 し ます。
Frame XYZ（フ レームXYZ）が表示 さ れます（図 2.44）。
注 グ リ ッ パが位置のフ レー ミ ングに使用する ラ ブウ ェ ア を拾い上げるために移動 し てい

る間は、Stop（停止）を利用で き ます。フ レー ミ ング操作を中止するには、Stop（停
止）ボ タ ン を選択 し て く だ さ い。グ リ ッ パがフ レー ミ ング位置の上部への移動を停止
し た場合、Stop（停止）ボ タ ンが消え、調整設定が使用可能にな り ます。

図 2.44  Frame XYZ（フ レームXYZ）

12 フ レー ミ ン グ さ れ る物理的なALPの位置に関連する ラ ブ ウ ェ アの物理的な位置を目
視確認 し ます。 

13 Delta（デル タ ）では、 ラ ブ ウ ェ アの各方向に適用 さ れ る変更の大 き さ を選択 し ま
す（図 2.44）。 
注 初期設定のDelta（デル タ ）値は0.05 cmです。ラ ブウ ェ アが目的の場所からかな り 離れ

ている場合は、Delta（デル タ ）値を増や し て移動距離を延長 し て く だ さ い（最大設定
は1.0 cm）。ラ ブウ ェ アがほぼ目的の場所にある場合は、Delta（デル タ ）値を減ら し て
微調整 し て く だ さ い（最小設定は0.005 cm）。
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14 ALP上の位置に ラ ブ ウ ェ ア を物理的に移動する のに必要な矢印ボ タ ン を選択 し ます
（図 2.44）。

注 矢印ボ タ ンが選択 さ れるたびに、グ リ ッ パは示 さ れた方向にDelta（デル タ ）で指定 さ
れた距離分移動 し ます。

注 ラ ブウ ェ アは次のものを物理的に用いて、位置上に移動 さ せる こ と がで き ます。
 • Manual Framing Wizard（マニ ュ アルフ レー ミ ングウ ィ ザー ド ）の矢印ボ タ ン
 • キーボー ド の矢印キー
 • 数字キーパ ッ ド の矢印キー

数字キーパ ッ ド の矢印キーはManual Framing Wizard（マニ ュ アルフ レー ミ ングウ ィ
ザー ド ）で表示 さ れる矢印ボ タ ン と 同様に作動 し ます。特に、1はFwd（前へ） と
相関 し 、2はDown（下へ） と 、4 はLeft（左へ） と 、6 はRight（右へ） と 、8 はUp

（上へ） と 、9 はBack（後ろへ） と 相関があ り ます。

15 Go（進む）を選択 し ます。グ リ ッ パは、グ ラ フ ィ ッ ク イ ン タ フ ェース の中心部に
関連する小円の位置へ移動 し ます。
注 小円はラ ブウ ェ アの中心部を示 し ます。ラ ブウ ェ ア を移動 さ せる別の方法はグ ラ

フ ィ ッ ク イ ン タ フ ェ ース経由です。円を ク リ ッ ク し て ド ラ ッ グ し 、ALPに関する ラ ブ
ウ ェ アの位置を ソ フ ト ウ ェ アに表示 さ せます。次にGo（進む）を選択 し ます。ソ フ ト
ウ ェ アは、このグ ラ フ ィ ッ ク表示を用いて、グ リ ッ パ と ラ ブウ ェ ア をほぼ指示 し た方
向に移動 さ せる こ と がで き ます。その後、デル タ 設定および矢印ボ タ ン を用いて、位
置合わせを微調整で き ます。

注 動作が完了する と 、小円は リ セ ッ ト さ れ、グ ラ フ ィ ッ ク イ ン タ フ ェ ースの中心部に戻
り ます。Total Moved from Start (cm)（ス タ ー ト からの合計移動距離（cm））に表示 さ れ
た値は、ステ ッ プ10～15が終わる ご と に変化 し ます。必要であれば、Reset（ リ セ ッ ト ）
を選択 し てTotal Moved from Start (cm)（ス タ ー ト から合計移動（cm））の値をゼロに戻
す こ と がで き ます。

16 ALPに関連する 、Biomek i-Series 装置でグ リ ッ パに よ っ て保持 さ れ る ラ ブ ウ ェ アの位
置を目視確認 し ます。 ラ ブ ウ ェ アがALP上に精確に配置 さ れない場合は、ス テ ッ プ
10～16を繰 り 返 し て、それ ら がALP上の ラ ブ ウ ェ ア を拾い上げ る ために適切な位置
に来 る よ う に し ます。

17 Next（次へ）を選択 し ます。 こ の位置はフ レー ミ ン グ さ れま し た。

18 OK（OK）を選択 し てPosition Properties（位置プ ロ パテ ィ ）を閉 じ ます。

19 ス テ ッ プ2～18を繰 り 返 し て、Manual Teach（マニ ュ アルテ ィ ーチ）を用いて、 さ ら
にデ ッ キ位置を フ レー ミ ン グ し ます。
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20 Save（保存）を選択 し てすべての位置の フ レー ミ ン グ情報を保存 し 、Deck Editor
（デ ッ キエデ ィ タ ）を閉 じ ます（図 2.34）。 

注 Cancel（キ ャ ンセル）を選択する と デ ッ キに対するすべての変更が失われます。これは
Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）が開いていたためです。

ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
必要に応 じ て、表 2.2に記載の ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ テ ク ニ ッ ク を実行 し ます。
注 その他のフ レー ミ ング関連の問題が発生 し た場合、弊社までお問い合わせ く だ さ い。

ラ ブウ ェ ア と チ ッ プ をデ ッ キに配置する

ラ ブ ウ ェ ア と チ ッ プのデ ッ キへの配置は、Instrument Setup（装置設定）ス テ ッ プを通 し
て行われます。Instrument Setup（装置設定）ス テ ッ プを挿入す る には:
 • Setup & Device Steps（セ ッ ト ア ッ プお よ びデバ イ ス の ス テ ッ プ） タ ブで新規 メ ソ ッ

ド を開き、作成 し た後、Biomekグループで、 （Instrument Setup）（装置設定）

を選択 し 、 メ ソ ッ ド ビ ュ ーに挿入 し ます（図 2.45）。
選択可能な ラ ブ ウ ェ アは、Labware Category（ ラ ブ ウ ェ ア カ テ ゴ リ ）にグ ラ フ ィ ッ ク 表
示 さ れます（図 2.45）。Labware Category（ ラ ブ ウ ェ ア カ テ ゴ リ ）フ ィ ル タ ーを用い る と 、

表 2.2  フ レー ミ ングの ト ラ ブルシ ューテ ィ ング

次の場合 処置

AccuFrameの電源ラ ン プが消えている。
CAN接続を チ ェ ッ ク し て、AccuFrameツールが
装置に接続 さ れている こ と を確認 し て く だ さ
い。

AccuFrameの内部で指を動か し て も、Y軸およ
びX/Z軸のラ イ ト ビームが遮断 さ れない。

AccuFrameツールに電源が入っ ている こ と を確
認 し て く だ さ い。

以下のエ ラー メ ッ セージが表示 さ れます。
An incompatible AccuFrame is connected. 
Please power off the instrument and 
remove the AccuFrame. This instrument 
requires a Biomek i- Series AccuFrame.…

（この装置にはBiomek i-Series AccuFrameが必
要です）

エ ラー メ ッ セージの指示に従います。
Biomek i-Series AccuFrameを イ ンス ト ール し て く
だ さ い。

AccuFrameの片方または両方のビームイ ン ジ
ケー タ ラ イ ト が、ラ イ ト ビームを遮断する
物体がない場合に点灯 し たままにな る。

センサに対する内部的な障害の可能性があ り
ます。弊社までお問い合わせ く だ さ い。
Accuframeが逆方向に イ ン ス ト ール さ れていな
い こ と を確認 し て く だ さ い。
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ラ ブ ウ ェ アの特定の タ イ プを グ ラ フ ィ ッ ク 表示 し た り 、利用可能なすべての タ イ プの
ラ ブ ウ ェ ア を同時に表示する こ と がで き ます。
注 デ ッ キに ラ ブウ ェ ア を配置する場合、『Biomek i-Series Hardware Reference Manual

（Biomek i-Series ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』（PN B54474）に記載の と お り 、
ヘ ッ ド のチ ッ プ と ラ ブウ ェ ア と の接近性を考慮 し て く だ さ い。
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図 2.45  Biomek i7装置のデ ッ キレ イ アウ ト への配置

1. Labware Category（ラ ブウ ェ ア カ テゴ リ ）選択: 選択 し
た ラ ブウ ェ ア カ テゴ リ に属するLabware Category 
graphical display (6)（ラ ブウ ェ ア カ テゴ リ のグ ラ フ ィ ッ
ク表示（6））のラ ブウ ェ ア を表示し ます。

2. フ ィ ルタ ー 1: 該当する場合には、この ド ロ ッ プダウン
リ ス ト には、選択さ れたLabware Category（ラ ブウ ェ ア
カ テゴ リ ）のサブ カ テゴ リ で、選択さ れたサブ タ イ プ
と 一致する結果が表示さ れます。

3. フ ィ ルタ ー 2: 該当する場合には、この ド ロ ッ プダウン
リ ス ト には、フ ィ ルタ ー 1で選択し たサブ カ テゴ リ を さ
ら に フ ィ ルタ ーし た もので、選択し たサブ タ イ プ と 一
致する結果が表示さ れます。

4. 検索フ ィ ール ド : 選択し たLabware Category（ラ ブウ ェ
ア カ テゴ リ ）に対し て入力し たキーワー ド と 一致する
ラ ブウ ェ アのみを表示する絞 り 込み結果。

5. ラ ブウ ェ ア カ テゴ リ のグ ラ フ ィ ッ ク表示: デ ッ キレ イ ア
ウ ト に配置可能な ラ ブウ ェ ア タ イ プのグ ラ フ ィ ッ ク表
示。こ こ に表示さ れる ラ ブウ ェ アは、前述の選択し た
Labware Category（ラ ブウ ェ ア カ テゴ リ ）に基づき ま
す。

6. As Is（現状）: 空きか、ラ ブウ ェ ア も し く はデバイ ス
が配置さ れたかにかかわらず、個別のデ ッ キ位置が現
状を保持し ます。

7. Toggle（切 り 換え）: 空のデ ッ キ位置をすべてAs Is（現
状）状態に切 り 換えて、As Is（現状）状態を初期のス
テータ スに切 り 換えます。これによ り 、デ ッ キ位置が
空の状態を保持で き る よ う に し ます。

8. Clear（ク リ ア）: ラ ブウ ェ ア をデ ッ キ位置から ごみ箱
に ド ラ ッ グ し て削除し ます。も う 1つのオプシ ョ ンは、
Clear（ク リ ア）ボ タ ン を選択 し た後に、削除対象の
位置のグループ を ク リ ッ ク し マウス を ド ラ ッ グ し て削
除し ます。

9. Clear Deck（デ ッ キのク リ ア）: デ ッ キ位置から ラ ブ
ウ ェ ア と デバイ ス を削除し ます。

10. デ ッ キレ イ アウ ト : デ ッ キの設定を表示し ます。ラ ブ
ウ ェ アがデ ッ キに追加さ れる と 、こ こ に表示さ れま
す。ラ ブウ ェ ア名がある場合は表示さ れます。追加情
報はツールのヒ ン ト に表示さ れます。
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デ ッ キに ラ ブウ ェ ア を追加する
デ ッ キに ラ ブ ウ ェ ア を配置する には: 

1 Deck（デ ッ キ）（図 2.46）で、デ ッ キが正 し く 選択 さ れてい る こ と を確認 し ます。

図 2.46  デ ッ キの ド ロ ッ プダウン

2 特定の ラ ブ ウ ェ ア を表示する には:
a. 検索フ ィ ール ド にキーワー ド を入力 し た後、Search（検索）を選択 し て、キー

ワー ド と 一致する ア イ テ ム を表示 し ます（図 2.45）。
ま たは

b. Labware Category（ ラ ブ ウ ェ ア カ テ ゴ リ ） お よ び該当す る フ ィ ル タ ー 1/フ ィ ル
タ ー 2の ド ロ ッ プダ ウ ン を ク リ ッ ク す る こ と で、目的の ラ ブ ウ ェ アの タ イ プを
選択 し ます（図 2.45）。 ラ ブ ウ ェ ア カ テ ゴ リ /フ ィ ル タ ーを表 2.3に示 し ます。
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表 2.3  ラ ブウ ェ ア カ テゴ リ および追加のフ ィ ル タ ー

Labware Category
（ラ ブウ ェ ア カ テゴ リ ）

フ ィ ル タ ー 1 フ ィ ル タ ー 2（例）a

Any（任意）
ラ ブウ ェ ア交換用に予約 し た
デ ッ キ位置や蓋を含む、利用
可能なすべての タ イ プのラ ブ
ウ ェ ア を表示 し ます。

該当せず 該当せず

Custom（カ ス タ ム）
定義 さ れたプ ロパテ ィ で保存
さ れた任意のラ ブウ ェ ア を表
示 し ます（『Biomek i-Series 
Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア
リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』
PN B56368、「Creating Custom 
Labware（カ ス タ ムラ ブウ ェ
ア を作成する）」を参照）。

該当せず 該当せず

Lid（蓋）
利用可能な ラ ブウ ェ アに関連
する蓋を表示 し ます。

該当せず 該当せず

Reservation（予約）
特定目的のためにデ ッ キ位置
を予約 し ます。例えば、位置
間のラ ブウ ェ アの交換または
チ ッ プ ローデ ィ ングを可能に
するため。

該当せず 該当せず

Reservoir（ リ ザーバ）
利用可能な リ ザーバを表示 し
ます。

 • 区画容量別

 • 20 mL
 • 50 mL
 • 100 mL
 • 300 mL

TipBox（チ ッ プボ ッ ク ス）
利用可能なチ ッ プ タ イ プ を表
示 し ます。

 • Barrier vs. Non-barrier
（バ リ アあ り 対バ リ アな し ）

 • Barrier（バ リ アあ り ）
 • Non-barrier

（バ リ アな し ）

 • By Head Type（ヘ ッ ド タ イ プ別）

 • Multichannel 96 Pod
（マルチチ ャ ネル96

ポ ッ ド ）
 • Multichannel 384 Pod

（マルチチ ャ ネル384
ポ ッ ド ）

 • Span Pod
（Spanポ ッ ド ）

 • By LLS Capability（LLS能力別）  • Yes（あ り ）
 • No（な し ）
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注 ラ ブウ ェ ア タ イ プおよびそれらの特性はLabware Type Editor（ラ ブウ ェ ア タ イ プエデ ィ
タ ）に定義 さ れています。Labware Type Editor（ラ ブウ ェ ア タ イ プエデ ィ タ ）の使用に
ついて詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア
リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』（PN B56358）を ご参照 く だ さ い。ラ ブウ ェ ア タ イ プの定義
中にHide Labware（ラ ブウ ェ アの非表示）オプシ ョ ンが選択 さ れる と 、Instrument 
Setup（装置設定）ステ ッ プでは表示 さ れません。

Titerplate（ タ イ タ ープ レー
ト ）
利用可能なマ イ ク ロ プ レー ト
を表示。結果はフ ィ ル タ ーの
適用によ り 絞 り 込むこ と がで
き ます。

 • By Manufacturer（製造者別）

 • Beckman Coulter (BC)
 • Costar (Corning)
 • Greiner (Greiner Bio-

One)

 • By Well Density（ウ ェ ル密度別）
 • 96ウ ェ ル
 • 384ウ ェ ル
 • 1,536ウ ェ ル

 • By Well Profile（ウ ェ ルプ ロ フ ァ イ
ル別）

 • Conical-bottom (V)（下
部円錐型（V））

 • Flat-bottom (F)（平底
型（F））

 • Round-bottom (U)（丸
底型（U））

Tuberack（チ ューブ ラ ッ ク）
利用可能なチ ューブ ラ ッ クの
タ イ プ を リ ス ト し ます。
チ ューブ ラ ッ クは さ ら に ラ ッ
クが保持で き るチ ューブ数に
よ っ て絞 り 込むこ と がで き ま
す。結果はフ ィ ル タ ーの適用
によ り 絞 り 込むこ と がで き ま
す。

 • 24 tubes（24チ ューブ）
 • 48 tubes（48チ ューブ）
 • 96 tubes（96チ ューブ）
 • 128 tubes（128チ ューブ）
 • 160 tubes（160チ ューブ）

該当せず

a. 結果は特定の装置および現在のプ ロ ジ ェ ク ト によ っ て異な り ます。

表 2.3  ラ ブウ ェ ア カ テゴ リ および追加のフ ィ ル タ ー

Labware Category
（ラ ブウ ェ ア カ テゴ リ ）

フ ィ ル タ ー 1 フ ィ ル タ ー 2（例）a
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3 デ ッ キ レ イ ア ウ ト 上に ラ ブ ウ ェ ア を配置する には、対象の ラ ブ ウ ェ アのグ ラ
フ ィ ッ ク 表示をデ ッ キ レ イ ア ウ ト 表示の任意の位置に ド ラ ッ グ ア ン ド ド ロ ッ プ し
ます。
ま たは
ラ ブ ウ ェ アのグ ラ フ ィ ッ ク 表示を ク リ ッ ク し た後、デ ッ キ レ イ ア ウ ト 表示の目的
の位置を ク リ ッ ク し ます。デ ッ キ位置を ク リ ッ ク し 続け る こ と に よ り 、必要数の
デ ッ キ位置に同 タ イ プの ラ ブ ウ ェ ア を追加す る こ と がで き ます。
ま たは
ラ ブ ウ ェ アのグ ラ フ ィ ッ ク 表示を ク リ ッ ク し た後、デ ッ キ レ イ ア ウ ト 表示の複数
のデ ッ キ位置でマ ウ ス を ク リ ッ ク し ド ラ ッ グ し ます。 こ う する こ と で、 ラ ブ ウ ェ
ア を強調表示 さ れたすべての位置に配置で き ます。
注 別の位置に ラ ブウ ェ ア を移動するには、対象のラ ブウ ェ ア をデ ッ キレ イ アウ ト 上の新

し い位置に ド ラ ッ グ し ます。

4 セ ッ ト ア ッ プ中にデ ッ キ表示か ら 不要な ラ ブ ウ ェ ア を削除する には、対象の ラ ブ
ウ ェ ア をClear (trash)（ ク リ ア）（ゴ ミ 箱）ア イ コ ンに ド ラ ッ グ ア ン ド ド ロ ッ プ し ま
す（図 2.45）。
ま たは
Clear（ ク リ ア）を選択 し た後、削除対象の ラ ブ ウ ェ アすべて を ク リ ッ ク し ます。
ま たは
不必要な ラ ブ ウ ェ ア を右 ク リ ッ ク し て、表示 さ れた メ ニ ュ ーでDelete（削除）を選
択 し ます。
B54530AC   2-58



第3章
最優良事例

概要

こ の章では、効率性 と 精度の き わめて高い測定を行 う ための メ ソ ッ ド 最適化の ヒ ン ト
を ご説明 し ます。次の ト ピ ッ ク が含まれます。
 • ア ッ セ イ を自動化する
 • メ ソ ッ ド を実行す る前に
 • Z-Maxで ロ ービ ン グする

ア ッ セ イ を自動化する

こ のセ ク シ ョ ンでは、机上のア ッ セ イ をBiomek Software メ ソ ッ ド に変換する 前に必要
な情報を ご説明 し ます。

1 ラ ブ ウ ェ アの決定:
 • タ イ プ
 • ブ ラ ン ド
 • 数量
 • 蓋
 • 使い捨て製品

2 デ ッ キセ ッ ト ア ッ プの検証:
 • ALP
 • デバ イ ス
 • 廃棄物
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ア ッ セ イ を自動化する  
3 メ ソ ッ ド の構築:
 • フ ァ ース ト パス（未最適化）: 最適 と 推測 さ れ る ラ ブ ウ ェ ア位置を用いて作成

し ます。
 • セカ ン ド パス（最適化済み）: 以下を考慮 し て作成 し ます。

— リ ソ ース
— ラ ブ ウ ェ ア
— チ ッ プの使用法
— デバ イ ス

4 メ ソ ッ ド の最適化:
 • ラ ブ ウ ェ ア: 移動が最低限に抑え ら れ る 位置に ラ ブ ウ ェ ア を配置 し 、移動時間

と 距離を短縮 し ます。
 • チ ッ プの使用法: チ ッ プの使用法のオプシ ョ ン を指定 し ます。

— 自動 ロ ーデ ィ ン グ（標準）: 最寄 り の使用可能なチ ッ プボ ッ ク ス を使用 し ま
す。

— ラ ベル付き のチ ッ ブボ ッ ク ス : 定義 さ れた タ ス ク 用のチ ッ プボ ッ ク ス を定義
する こ と がで き ます。

— チ ッ プの再使用: チ ッ プが再使用 さ れ る こ と を可能に し ます。
 • ピペ ッ ト 操作テ ク ニ ッ ク : 液体 タ イ プ、容量、ピペ ッ ト 操作用のポ ッ ド 、お よ

びチ ッ プ タ イ プを決定 し ます。
 • デバ イ ス : 各種デバ イ ス測定時間間隔を決定 し ます。
 • Z-Maxでの ロ ービ ン グ: Z-Maxでのロービ ングを有効化 し ます。詳 し く は「Z-Maxで

ロ ービ ン グする」を ご参照 く だ さ い。

5 液体な し の測定（ ド ラ イ ）:
 • ラ ブ ウ ェ ア な し : ポ ッ ド の動き を観察 し て、予期 し ない事態が発生 し ていない

か判断 し ます。
注 Move Labware（ラ ブウ ェ アの移動）ステ ッ プは実行 さ れません。

 • ラ ブ ウ ェ ア あ り : 吸引ま たは分注の高 さ が最適であ る こ と や、 ラ ブ ウ ェ アが正
し い位置に移動 さ れ る こ と を観察の上判断 し ます。

6 液体あ り の測定（ウ ェ ッ ト ）:
 • 染料ま たは着色剤の入っ た水を用いて、 メ ソ ッ ド を実行 し ます。
 • サンプル測定前に、「 メ ソ ッ ド を実行する 前に」に リ ス ト さ れた内容すべて を

完了 し た こ と を確認 し て く だ さ い。
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最優良事例
メ ソ ッ ド を実行する前に  3
メ ソ ッ ド を実行する前に

メ ソ ッ ド の実行前に、次の最優良事例 リ ス ト を完了 し て く だ さ い。結果の真度を高め、
メ ソ ッ ド 実行中のエ ラ ーの発生を著 し く 低減で き ます。
 ラ ブ ウ ェ ア を正 し く 定義 し 、 ラ ブ ウ ェ アが仮想のBiomek Software デ ッ キに正 し く 配

置 さ れてい る こ と を、 ラ ブ ウ ェ ア カ テ ゴ リ のグ ラ フ ィ ッ ク 表示にあ る、他の類似
し た ラ ブ ウ ェ ア タ イ プ と 比較す る こ と に よ り 検証 し ます。 

 ラ ブ ウ ェ アが物理的に正 し く 装置デ ッ キに配置 さ れ、その位置が正確であ る こ と
を確認 し て く だ さ い。

 作業中の装置フ ァ イ ルが正確な装置設定であ る こ と を確認 し て く だ さ い。
 サンプル測定前に、 ド ラ イ 測定、水、ま たは最終的に使用 さ れ る 液体に類似 し た

も ので、送液を テ ス ト し て最適化 し て く だ さ い。
 送液量に適切なチ ッ プ タ イ プを選んで く だ さ い。
 サンプル測定前に、Beckman Coulter以外が製造 し たチ ッ プの品質を テ ス ト し て く だ

さ い。
 デ ッ キが フ レー ミ ン グ さ れてい る こ と を確認 し て く だ さ い。
 使用する メ ソ ッ ド 用のデ ッ キが正 し く 選択 さ れ、装置上の物理的なデ ッ キ と 一致

する こ と を確認 し て く だ さ い。
 Span-8 ソ ース ま たはシ ス テ ム液の液体容器が フルに充填 さ れてい る こ と を確認 し て

く だ さ い。
 装置を ホーム位置に戻 し 、Span-8 のチ ューブ ラ イ ンがすべてパージ さ れ、気泡がな

い こ と を確認 し て く だ さ い。

Z-Maxでロービ ングする

Z-Maxでのロービ ングが有効化 さ れ る と 、 ロ ービ ン グ中にポ ッ ド は設定 さ れた最高の高
さ ま で移動する ため、ポ ッ ド が動 く 場合の衝突回避に役立ち ます。Z-Maxでのロービ ン
グは通常操作では必要あ り ませんが、 メ ソ ッ ド にエ ラ ーがあ る 場合の衝突を回避する
のに役立ち ます。
マルチチ ャ ネルポ ッ ド でZ-Maxでのロービ ング を有効化する には:

1 Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブのInstrument（装置）グループにあ る、

（Hardware Setup）（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）を選択 し ます。
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Z-Max でロービ ングする  
2 Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）ウ ィ ン ド ウ の左側ペ イ ンで、マルチ
チ ャ ネルポ ッ ド を選択 し てポ ッ ド 設定を表示 し ます（図 3.1）。

図 3.1  Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）: マルチチ ャ ネルポ ッ ド 用のポ ッ ド 設定
構成

3 Additional Pod Settings（その他のポ ッ ド 設定）の下向 き矢印を選択 し て、その他の設
定を表示 し ます。

4 Always move to Z-Max when roving（ ロ ービ ン グ時は常にZ-Maxに移動）チ ェ ッ ク ボ ッ ク
ス を選択 し ます（図 3.1）。

5 Accept（承諾）を選択 し てプ ロ セ ス を完了 し 、Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト
ア ッ プ）ウ ィ ン ド ウ を閉 じ ます。

Span-8 ポ ッ ド 用にZ-Maxでのロービ ング を有効化する には:

1. マルチチ ャ ネルポ ッ ド 選択
2. Additional Pod Settings（その他のポ ッ ド 設定）
3. Always move to Z-Max when roving（ロービ ング時は常にZ-Maxに移動）チ ェ ッ ク

ボ ッ ク ス
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1 Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブのInstrument（装置）グループにあ る、

（Hardware Setup）（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）を選択 し ます。

2 Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）ウ ィ ン ド ウ の左側ペ イ ンで、Span-8 
ポ ッ ド を選択 し てポ ッ ド 設定を表示 し ます（図 3.1）。

図 3.2  Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）: Span-8 ポ ッ ド 用のポ ッ ド 設定構成

3 Additional Pod Settings（その他のポ ッ ド 設定）の下向 き矢印を選択 し て、その他の設
定を表示 し ます。

4 Always move to Z-Max when roving（ ロ ービ ン グ時は常にZ-Maxに移動）チ ェ ッ ク ボ ッ ク
ス を選択 し ます（図 3.1）。

1. Span-8 ポ ッ ド 選択
2. Always move to Z-Max when roving（ロービ ング時は常にZ-Maxに移動）チ ェ ッ ク

ボ ッ ク ス
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5 Accept（承諾）を選択 し てプ ロ セ ス を完了 し 、Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト
ア ッ プ）ウ ィ ン ド ウ を閉 じ ます。
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第4章
ピペ ッ ト 操作テ ク ニ ッ ク を理解する

概要

ピペ ッ ト 操作テ ク ニ ッ ク はピペ ッ ト 操作プ ロ セ ス を容易にする柔軟な方法の1つです。
テ ク ニ ッ ク に よ り 、ピペ ッ ト 操作設定をプ ロ ジ ェ ク ト に保存で き 、複数の メ ソ ッ ド で
用い る こ と がで き ます。Auto-Select（自動選択）を有効に し た場合、 メ ソ ッ ド が作成 さ
れ る ご と に、該当する ピペ ッ ト 操作に最適なテ ク ニ ッ ク が、追加設定する こ と な く 選
択 さ れます。 メ ソ ッ ド 内で複数の ソ ースや液体が用い ら れ る場合、各ピペ ッ ト 操作は
異な る テ ク ニ ッ ク を用い る こ と があ り ます。 こ の機能に よ っ て、その メ ソ ッ ド 全体を
通 し て適切な ピペ ッ ト 操作を行 う こ と がで き ます。
テ ク ニ ッ ク を カ ス タ マ イ ズ し て作成す る こ と も で き ます。テ ク ニ ッ ク が追加作成 さ れ
る と 、事前設定のテ ク ニ ッ ク と 同様に表示 さ れ使用可能にな り ます。
この章での説明内容
こ の章では、以下の内容を含む、ピペ ッ ト 操作テ ク ニ ッ ク の基本を ご説明 し ます。
 • テ ク ニ ッ ク の使い方
 • Technique Browser（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウ ザ）にア ク セ スす る
 • 新たなテ ク ニ ッ ク を作成する
 • ピペ ッ ト 操作テ ク ニ ッ ク を設定する
注 ピペ ッ ト 操作テ ク ニ ッ ク について詳 し く は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル） 』（PN B56358）、「 Understanding and 
Creating Techniques（テ ク ニ ッ ク を理解、設定する）」を ご参照 く だ さ い。

テ ク ニ ッ クの使い方
Biomek Software は多彩なテ ク ニ ッ ク で事前にプ ロ グ ラ ム さ れます。 メ ソ ッ ド 構築中の
プ ロ パテ ィ の イ ンプ ッ ト は、テ ク ニ ッ ク のプ ロ パテ ィ と 一致 し てお り 、ピペ ッ ト 操作
で用い る最適なテ ク ニ ッ ク を選択で き ます。テ ク ニ ッ ク は メ ソ ッ ド と 一致する プ ロ パ
テ ィ 数に基づいて自動的に選択で き ます。例えば、 メ ソ ッ ド の5つのプ ロ パテ ィ が一致
する テ ク ニ ッ ク は、4つのプ ロ パテ ィ が一致する テ ク ニ ッ ク よ り も 優先 さ れ、自動的に
選択 さ れます。
ほ と んど の場合、現在の ピペ ッ ト 操作のプ ロ パテ ィ と 最 も よ く 一致する テ ク ニ ッ ク は1
つですが、複数のテ ク ニ ッ ク が同数のプ ロ パテ ィ と 一致す る場合、Biomek Software は
最 も 高い ラ ン ク のテ ク ニ ッ ク を選択 し ます。 ラ ン ク は数が小 さ いほど、優先度が高 く
な り ます。
Auto-Select（自動選択）が指定 さ れてい る 場合、Biomek Software はテ ク ニ ッ ク を自動的
に選択 し 、 メ ソ ッ ド に変更があ る と 、新たなテ ク ニ ッ ク が選択 さ れ る 可能性があ り ま
す。 メ ソ ッ ド 内で1つの値あ る いはプ ロ パテ ィ が変更 さ れた場合、Biomek Software に よ
り 、テ ク ニ ッ ク が用い る べき最適な も のであ る こ と が確認 さ れます。 し たがっ て、特
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ピペッ ト操作テクニックを理解する
概要  
定のテ ク ニ ッ ク が必要な場合には、Auto-Select（自動選択）オプシ ョ ンが選択 さ れてい
ない こ と を確認す る こ と は重要です。

Technique Browser（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウザ）にア ク セスする
Technique Browser（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウ ザ）を使 う と 、テ ク ニ ッ ク にア ク セ ス し て、プ ロ
パテ ィ を表示、編集、ま たは更新する こ と がで き、 さ ら に新 し いテ ク ニ ッ ク や新 し い
テ ク ニ ッ ク のグループを作成で き ます。Technique Browser（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウ ザ）にア
ク セ スする には:

1 Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブのProject（プ ロ ジ ェ ク ト ）グループにあ る、

（Technique Browser）（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウ ザ）を選択 し ます。Project（プ ロ ジ ェ

ク ト ） メ ニ ューか ら 、Technique Browser（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウ ザ）を選択 し ます。
Technique Browser（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウ ザ）が表示 さ れます（図 4.1）。Technique 
Browser（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウ ザ）には次の2つの メ イ ン ビ ュ ーがあ り ます。
 • Groups（グループ）: プ ロ ジ ェ ク ト 内のテ ク ニ ッ ク の一部を含むユーザー作成の

テ ク ニ ッ ク グループすべてが表示 さ れます。詳 し く は『Biomek i-Series Software 
Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』、
PN B56358、「Creating Technique Groups（テ ク ニ ッ ク グループを作成す る）」を ご
参照 く だ さ い。

 • Techniques View（テ ク ニ ッ ク ビ ュー）: 選択 し た グループに定義 さ れたテ ク ニ ッ
ク すべて を テ ク ニ ッ ク プ ロ パテ ィ と と も に リ ス ト し ます。
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図 4.1  Technique Browser（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウザ）

テ ク ニ ッ ク を特定する
テ ク ニ ッ ク はTechnique Browser（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウ ザ）内の名称で特定 さ れます

（図 4.1）。名称に よ っ て ソ フ ト ウ ェ アは個別のテ ク ニ ッ ク を特定する ため、テ ク ニ ッ ク
の名称変更を行 う 場合は、Technique（テ ク ニ ッ ク ）フ ィ ール ド に新 し い名称を指定す
る こ と で、それを用い る メ ソ ッ ド を修正する 必要があ り ます（図 4.3）。

 新たなテ ク ニ ッ ク を作成する
初期設定のテ ク ニ ッ ク は一部の ピペ ッ ト 操作には十分であ り 、出発点 と し て位置づけ
ら れます。テ ク ニ ッ ク が追加で必要な場合、実例があ り ます。例えば、分量5 μL～10 μL
のDMSOを移送す る384ウ ェ ル タ イ タ ープ レー ト のテ ク ニ ッ ク が必要な メ ソ ッ ド があ り
ます。新たなテ ク ニ ッ ク を作成する場合、テ ク ニ ッ ク のプ ロ パテ ィ を設定する 必要が
あ り ます。結果を最善にする には、実験に よ り 、テ ク ニ ッ ク すべて を特定のアプ リ
ケーシ ョ ンに対 し て評価 し 、微調整 し て く だ さ い。
テ ク ニ ッ ク はプ ロ パテ ィ に よ っ て自動的に選択 さ れます。プ ロ パテ ィ に よ り 、ピペ ッ
ト 操作方法に影響を与え る可能性のあ る、ピペ ッ ト 操作の側面の一部を と ら え る こ と

1. Group（グループ）: テ ク ニ ッ ク すべて を フ ィ ル タ ー し て、選択 し たグループのテ ク
ニ ッ クのみを表示 し ます。

2. Techniques View（テ ク ニ ッ ク ビ ュー）: 選択 し たグループのテ ク ニ ッ ク すべておよび
パラ メ ー タ を表示 し ます。 メ ソ ッ ド 内の異な る ピペ ッ ト 操作に利用可能なテ ク ニ ッ
クが自動的に選ばれます。
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がで き ます。テ ク ニ ッ ク が特定の ピペ ッ ト 操作用に選択で き る よ う にする には、その
操作のプ ロ パテ ィ すべて を テ ク ニ ッ ク のプ ロ パテ ィ と 一致 さ せる 必要があ り ます。
次に示す プ ロ パテ ィ は用い るべき 最適なテ ク ニ ッ ク を決定す る ために使用 し ます。
 • Head（ヘ ッ ド ）: テ ク ニ ッ ク に適用可能なヘ ッ ド を特定 し ます。例えば、384チ ャ ネ

ルヘ ッ ド と のみ使用で き る テ ク ニ ッ ク を作成する こ と がで き ます。 こ のテ ク ニ ッ
ク は、384チ ャ ネルヘ ッ ド が こ の選択 と 一致す る ピペ ッ ト 操作で用い ら れ る場合の
み選択で き ます。

 • Labware（ ラ ブ ウ ェ ア）: テ ク ニ ッ ク が適用可能な ラ ブ ウ ェ ア タ イ プを特定 し ます。
例えば、 リ ザーバ、デ ィ ープ ウ ェ ルマ イ ク ロ プ レー ト 、ま たはテ ス ト チ ューブ
ラ ッ ク な どの特定の タ イ プの ラ ブ ウ ェ アか ら ピペ ッ ト で移送する 場合のみ使用 さ
れ る テ ク ニ ッ ク を作成す る こ と がで き ます。 こ のテ ク ニ ッ ク は、ピペ ッ ト 操作で
用い ら れ る ラ ブ ウ ェ ア タ イ プが こ の選択 と 一致する 場合のみ使用で き ます。

 • Liquid type（液体 タ イ プ）: テ ク ニ ッ ク が適用可能な液体 タ イ プを特定 し ます。例え
ば、DMSOま たは水な どの特定の液体 タ イ プを ピペ ッ ト で移送する場合のみ用い ら
れ る テ ク ニ ッ ク を作成す る こ と がで き ます。 こ れは粘度の高い液体の吸引や分注
の場合の特殊なテ ク ニ ッ ク を作成する のに役立ち ます。 こ のテ ク ニ ッ ク は、ピ
ペ ッ ト 操作で用い ら れ る 液体 タ イ プが こ の選択 と 一致する 場合のみ使用で き ます。

 • Pod（ポ ッ ド ）: ピペ ッ ト 操作を行 う ポ ッ ド を特定 し ます。例えば、ポ ッ ド タ イ プ別
の用途のために個別のテ ク ニ ッ ク を作成する こ と がで き ます。 こ のテ ク ニ ッ ク は、
ピペ ッ ト 操作で用い ら れ る ポ ッ ド タ イ プが こ の選択 と 一致する場合のみ使用で き
ます。

 • Syringe Type（シ リ ン ジ タ イ プ）: テ ク ニ ッ ク が適用可能なSpan-8 ポ ッ ド のプ ロ ーブ
のシ リ ン ジサ イ ズ を特定 し ます。 こ のテ ク ニ ッ ク は、ピペ ッ ト 操作で用い ら れ る
プ ロ ーブのシ リ ン ジサ イ ズが こ の選択 と 一致する場合のみ使用で き ます。

 • Tips（チ ッ プ）: テ ク ニ ッ ク が適用可能なチ ッ プ タ イ プを特定 し ます。例えば、バ リ
アチ ッ プな ど の特定のチ ッ プ と のみ用い ら れ る テ ク ニ ッ ク を作成する こ と がで き
ます。 こ のテ ク ニ ッ ク は、ピペ ッ ト 操作で用い ら れ る チ ッ プ タ イ プが こ の選択 と
一致する場合のみ使用で き ます。

 • Volume（容量）: テ ク ニ ッ ク が適用可能な容量範囲を特定 し ます。例えば、0～10 μL
と いっ た低容量を ピペ ッ ト で移送する 場合のみ用い ら れ る テ ク ニ ッ ク を作成する
こ と がで き ます。 こ のテ ク ニ ッ ク は、ス テ ッ プ設定で入力 さ れ る 容量が指定範囲
内の場合のみ使用で き ます。

 • Do not Auto-Select（自動選択 し ない）: こ れをチ ェ ッ ク する と 、ス テ ッ プ設定でAuto-
Select（自動選択）が選択 さ れてい る ス テ ッ プの選択可能なテ ク ニ ッ ク か ら 、該当
する テ ク ニ ッ ク が除外 さ れます。

 • Rank（ ラ ン ク ）: 同様のテ ク ニ ッ ク を選択す る場合の順序を設定 し ます。数字が小
さ い方が優先 さ れます。 

注 グループが作られている場合（『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ
ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』（PN B56358）、「Creating Technique Groups（テ ク ニ ッ ク
グループ を作成する）」を参照）、その他のプ ロパテ ィ が リ ス ト さ れるため、新 し いグルー
プ を既存のグループに追加する こ と がで き ます（必要な場合）。Group（グループ）は整理
目的のみのテ ク ニ ッ ク であ り 、用いるべき テ ク ニ ッ ク選択のためには使用 さ れません。
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Technique Browser（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウ ザ）を用いて、別のテ ク ニ ッ ク を作成 し ます
（図 4.1）。

注 テ ク ニ ッ クの自動選択を無効に し 、ステ ッ プ設定の中で新たなテ ク ニ ッ ク を作成する こ と
も で き ます（「 メ ソ ッ ド 内のテ ク ニ ッ ク を マニ ュ アルで選択、修正する」を参照）。

新たな テ ク ニ ッ ク を作成 し 、その プ ロ パテ ィ を設定する には:

1 Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブのProject（プ ロ ジ ェ ク ト ）グループにあ る、

（Technique Browser）（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウ ザ）を選択 し ます。Technique Browser

（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウ ザ）が表示 さ れます（図 4.1）。
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2 Technique Browser（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウ ザ）のNew（新規）ア イ コ ン を選択 し ます。
Technique Properties（テ ク ニ ッ ク プ ロ パテ ィ ）が表示 さ れます（図 4.2）。

図 4.2  テ ク ニ ッ ク プ ロパテ ィ を設定する

3 Technique Name（テ ク ニ ッ ク 名）には、テ ク ニ ッ ク を特定する ための名称を入力 し
ます。

1. Technique Name（テ ク ニ ッ ク名）: 新 し いテ ク ニ ッ ク用に固有な名称を入力する
か、既存のテ ク ニ ッ クの名称変更がで き ます。

2. Context Information（コ ン テキス ト 情報）: グループ を選択 し（該当する場合）、テ
ク ニ ッ ク に使用 さ れた ラ ブウ ェ ア、液体 タ イ プ、ポ ッ ド 、ヘ ッ ド 、およびチ ッ プ
を指定 し ます。

3. Do not Auto-Select（自動選択 し ない）: これを チ ェ ッ クする と 、ステ ッ プのテ ク
ニ ッ ク設定でAuto-Select（自動選択）が選択 さ れている ステ ッ プのテ ク ニ ッ クの
選択肢から該当する テ ク ニ ッ クが除外 さ れます。

4. Rank（ラ ン ク）: 同様のテ ク ニ ッ ク を選択する場合の順序を設定 し ます。数字が
小 さ い方が優先選択 さ れます。

5. Graphical Volume Range（容量範囲のグ ラ フ ィ ッ ク表示）: 最小および最大のピ
ペ ッ ト 操作容量の調整をハン ド ル操作で行えます。

6. Volume Range（容量範囲）: テ ク ニ ッ クがピペ ッ ト 操作可能な最小および最大の容
量を設定 し ます。

注 Graphical Volume Range（容量範囲のグ ラ フ ィ ッ ク表示） と Volume Range（容量
範囲）は同 じ 値が設定 さ れます。Graphical Volume Range（容量範囲のグ ラ
フ ィ ッ ク表示）のス ラ イ ダによ り 、肉眼で調整がで き、Volume Range（容量範
囲）フ ィ ール ド に入力 さ れたテキス ト で入力値を正確な ものにで き ます。
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4 Rank（ ラ ン ク ）には、プ ロ パテ ィ が同一のテ ク ニ ッ ク の相対的優先度を設定する た
めの値を入力 し ます。
注 Rank（ラ ン ク）は、Biomek Software に一部のテ ク ニ ッ ク を他のテ ク ニ ッ ク よ り も優先

さ せる こ と がで き ます。数字が小 さ い方が優先 さ れます。例えば、2つのテ ク ニ ッ ク
（テ ク ニ ッ クA と テ ク ニ ッ クB）に同 じ プ ロパテ ィ および同 じ 容量が割 り 当て られ、テ ク

ニ ッ クAのラ ン クは1で、テ ク ニ ッ ク Bのラ ン クが99の場合、ラ ン クの高いテ ク ニ ッ クA
が選択 さ れます。
自動選択はまず、一致する因子数が最も多い ものを探 し 、次に優先度の高い ラ ン クの
テ ク ニ ッ ク を探 し ます。例えば、水 と ポ ッ ド 1など複数の一致因子が指定 さ れている テ
ク ニ ッ クはラ ン ク にかかわらず、水などの一致因子が1つ し かないテ ク ニ ッ ク に優先 し
て選択 さ れます。

注 Rank（ラ ン ク）フ ィ ール ド がブ ラ ン クのままである と 、このテ ク ニ ッ ク にはソ フ ト
ウ ェ アが最低の優先順位を割 り 当てます。この場合、 メ ソ ッ ド セ ッ ト ア ッ プ中にAuto-
Select（自動選択）が選択 さ れてお り 、同数のプ ロパテ ィ が一致する他のテ ク ニ ッ クが
ある と 、このテ ク ニ ッ クは最後に選択 さ れる こ と にな り ます。

5 Context Information（コ ン テ キ ス ト 情報）では、必要なHead、Labware、Liquid Type、
Pod（ヘ ッ ド 、 ラ ブ ウ ェ ア、液体 タ イ プ、ポ ッ ド ）お よ びTips（チ ッ プ）を選択 し
てテ ク ニ ッ ク に使用 し ます。
注 選択 さ れない カ テゴ リ がある場合、テ ク ニ ッ クはそのカ テゴ リ 内のすべてのア イ テム

に適用可能 と な り ます。例えば、ラ ブウ ェ ア タ イ プがLabware（ラ ブウ ェ ア）で選択 さ
れていない場合、テ ク ニ ッ クはすべてのラ ブウ ェ ア タ イ プに対 し て利用可能です。

注 Technique Properties（テ ク ニ ッ ク プ ロパテ ィ ）から現在の選択内容を削除するには、
Context Information（コ ン テキス ト 情報）を右ク リ ッ ク し て、Clear Selections（選択の
ク リ ア）を選択 し ます。Clear Selections（選択のク リ ア）によ り 、全カ テゴ リ の選択す
べて を削除で き ます。

注 グループ を作成 し た場合、Group（グループ）カ テゴ リ はContext Information（コ ン テ
キス ト 情報）内にあ り ますが、テ ク ニ ッ ク選択の決定には用い られません。

6 Volume Range（容量範囲）には、テ ク ニ ッ ク の吸引ま たは分注用にMinimum Volume
（最小容量）お よ びMaximum Volume（最大容量）を入力 し て く だ さ い。

ま たは
Volume Range（容量範囲）のグ ラ フ ィ ッ ク 表示で、ハン ド ルを用いて最小お よ び最
大の容量を変更 し て く だ さ い（図 4.2）。
注 左のゲージは Minimum Volume（最小容量）、右のゲージはMaximum Volume（最大容量）

を示 し ます。
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7 Do not Auto-Select（自動選択 し ない）を選択 し て、ス テ ッ プ内のTransfer（ ト ラ ン ス
フ ァ ー）ま たはCombine（結合）な どの ス テ ッ プ用のテ ク ニ ッ ク の選択肢か ら 新 し
いテ ク ニ ッ ク を除外 し ます（Auto-Select（自動選択）が ス テ ッ プのテ ク ニ ッ ク 設定
でチ ェ ッ ク さ れてい る場合）。テ ク ニ ッ ク は、Biomek Software か ら 何 ら かの ピペ ッ
ト 操作のために自動的には選択 さ れな く な り ますが、プ ロ パテ ィ が一致すればテ
ク ニ ッ ク を マニ ュ アルで選択す る場合には使用で き ます（「 メ ソ ッ ド 内のテ ク ニ ッ
ク を マニ ュ アルで選択、修正す る」を参照）。
注 Do not Auto-Select（自動選択 し ない）が選択 さ れたテ ク ニ ッ クは、Technique Browser

（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウザ）で、テ ク ニ ッ クの横のア イ コ ンに赤いx が表示 さ れます。

8 OK（OK）を選択 し ます。テ ク ニ ッ ク はTechnique Browser（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウ ザ）内
の リ ス ト に作成 さ れ追加 さ れます。既存のテ ク ニ ッ ク のプ ロ パテ ィ にア ク セ ス し
て参照ま たは修正する には:
ブ ラ ウ ザのテ ク ニ ッ ク エン ト リ を右 ク リ ッ ク し て、 メ ニ ュ ーか ら Properties（プ ロ
パテ ィ ）を選択 し て く だ さ い。
ま たは
ブ ラ ウ ザのテ ク ニ ッ ク エン ト リ を ク リ ッ ク し て、 Properties（プ ロ パテ ィ ）ア イ コ ン
を選択 し て く だ さ い。

ピペ ッ ト 操作テ ク ニ ッ ク を設定する
テ ク ニ ッ ク には値やプ ロ パテ ィ が一式保存で き ます。装置はそれ ら の指示に よ り 、吸
引、分注、混和、ポ ッ ド 高、ポ ッ ド 速度、チ ッ プの接触な ど の ピペ ッ ト 操作を行い ま
す。 さ ら に、Biomek Software には、 ラ ブ ウ ェ ア タ イ プお よ び液体 タ イ プな どの各テ ク
ニ ッ ク に関連する プ ロ パテ ィ 一式が保存 さ れます。 こ う し た値やプ ロ パテ ィ に基づい
て、ピペ ッ ト 操作に合っ たテ ク ニ ッ ク が自動的に選択 さ れます。
テ ク ニ ッ ク は、チ ッ プや ラ ブ ウ ェ ア タ イ プ、液体 タ イ プ、ウ ェ ルパ タ ーン、お よ びピ
ペ ッ ト 操作テ ンプ レー ト に関す る情報 と と も にプ ロ ジ ェ ク ト の一部 と し て保存 さ れま
す。プ ロ ジ ェ ク ト には、プ ロ ジ ェ ク ト のア イ テ ムの変更、追加、お よ び削除すべての
履歴が保存 さ れます。プ ロ ジ ェ ク ト について詳 し く は、『Biomek i-Series Software 
Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』（PN B56358）、

「Understanding and Using Project Files（プ ロ ジ ェ ク ト フ ァ イ ルを理解 し 、使用する）」を
ご参照 く だ さ い。

保存された テ ク ニ ッ ク を修正する
以前に作成 さ れたテ ク ニ ッ ク 要件 と はわずかに異な る ピペ ッ ト 操作要件を メ ソ ッ ド が
用い る場合、新 し いピペ ッ ト 操作要件に最 も 近いテ ク ニ ッ ク を コ ピー し 貼 り 付け る こ
と で修正 し て く だ さ い。
テ ク ニ ッ ク を コ ピー し 貼 り 付け る には:
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1 Technique Browser（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウ ザ）で、コ ピー対象のテ ク ニ ッ ク を選択 し ま
す。

2 Copy（ コ ピー）ボ タ ン を選択 し ます。
ま たは
右 ク リ ッ ク し て、 メ ニ ュ ーか ら Copy（コ ピー）を選択 し ます。

3 Paste（貼 り 付け）ボ タ ン を選択 し ます。 コ ピーがCopy of (Technique)（（テ ク ニ ッ ク ）
の コ ピー）の名称で表示 さ れます。
ま たは
右 ク リ ッ ク し て、 メ ニ ュ ーか ら Paste（貼 り 付け）を選択 し ます。

4 コ ピー し たテ ク ニ ッ ク を選択 し ます。

5 Properties（プ ロ パテ ィ ）ボ タ ン を選択 し ます。
ま たは
右 ク リ ッ ク し て、 メ ニ ュ ーか ら Properties（プ ロ パテ ィ ）を選択 し ます。

6 必要に応 じ て、テ ク ニ ッ ク の新 し い名称を入力 し ます。

7 テ ク ニ ッ ク プ ロ パテ ィ を変更 し ます（「新たなテ ク ニ ッ ク を作成する 」参照）。

8 OK（OK）を選択 し ます。

9 新 し いテ ク ニ ッ ク を ダブル ク リ ッ ク し ます。Technique Editor（テ ク ニ ッ ク エデ ィ タ ）
が開 き ます。必要に応 じ て、テ ク ニ ッ ク を更新 し ます（『Biomek i-Series Software 
Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』

（PN B56358）、「Setting Technique Values（テ ク ニ ッ ク の値を設定する）」を参照）。

10 OK（OK）を選択 し てTechnique Editor（テ ク ニ ッ ク エデ ィ タ ）を閉 じ ます。

11 Close（閉 じ る）を選択 し てTechnique Browser（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウ ザ）を終了 し ます。
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ピペッ ト操作テクニックを理解する
概要  
メ ソ ッ ド 内のテ ク ニ ッ ク を マニ ュ アルで選択、修正する
初期設定では、 Auto-Select（自動選択）のチ ェ ッ ク は外 さ れてお り 、Transfer（ ト ラ ン ス
フ ァ ー）ま たはCombine（結合）な どの ピペ ッ ト 操作ス テ ッ プの ソ ースお よ び修正先の
設定のテ ク ニ ッ ク を マニ ュ アルで選択する こ と がで き ます。Biomek Software は、
Technique（テ ク ニ ッ ク ）フ ィ ール ド の ド ロ ッ プダ ウ ン リ ス ト に ス テ ッ プ設定のプ ロ パ
テ ィ （ポ ッ ド 、ヘ ッ ド 、チ ッ プ、 ラ ブ ウ ェ ア タ イ プ、液体 タ イ プ、容量）が一致す る
テ ク ニ ッ ク をすべて表示 し ます（図 4.3）。

図 4.3  テ ク ニ ッ ク を カ ス タ マ イズするか、ピペ ッ ト 操作ステ ッ プのソースまたは修正先の設定
の リ ス ト から テ ク ニ ッ ク を マニ ュ アルで選択 し ます。

場合に よ っ ては、現在のセ ッ ト ア ッ プや液体 タ イ プに よ り 、テ ク ニ ッ ク の修正が必要
にな り ます。そのため、ピペ ッ ト 操作ス テ ッ プの多 く で、 メ ソ ッ ド 開発中にTechnique 
Editor（テ ク ニ ッ ク エデ ィ タ ）にア ク セ スする こ と がで き ます。

1. テ ク ニ ッ ク選択: テ ク ニ ッ クは自動的に選択 さ れるか、 ド ロ ッ プダウン リ ス
ト から マニ ュ アルで選択 さ れるか、Customize（カ ス タ マ イズ）ボ タ ンで カ
ス タ マ イズ さ れます。
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ピペ ッ ト 操作テ ク ニ ッ ク を理解する
概要  4
メ ソ ッ ド ステ ッ プ を通し てテ ク ニ ッ ク を修正する
メ ソ ッ ド 内に作成 さ れた カ ス タ ム テ ク ニ ッ ク は、現在の メ ソ ッ ド ス テ ッ プ内のみに保
存 さ れ、テ ク ニ ッ ク が作成 さ れた ピペ ッ ト 操作でア ク セ ス で き ます。テ ク ニ ッ ク は設
定後にグ ロ ーバル使用 と し て保存する こ と がで き ます。カ ス タ マ イ ズ し たテ ク ニ ッ ク
は固有の名称で保存 し 、その メ ソ ッ ド に固有の ピペ ッ ト 操作パ ラ メ ー タ と し て確保 し
てお く こ と を強 く 推奨いた し ます。そ う でない場合、 メ ソ ッ ド 内の他の ス テ ッ プで使
用で きず、Customized（カ ス タ マ イ ズ済み） と い う 名称のテ ク ニ ッ ク が複数作成 さ れ る
可能性があ り ます。
メ ソ ッ ド 内でテ ク ニ ッ ク を修正する か、新 し く 作成する場合、特定の操作のパ ラ メ ー
タ のみが、Liquid Type（液体 タ イ プ）、Liquid Level Detection（液体レベル検知）、お よ び
Calibration（キ ャ リ ブ レーシ ョ ン）設定 と と も に修正可能です。
ス テ ッ プ ま たは メ ソ ッ ド 内のテ ク ニ ッ ク を修正する には:

1 メ ソ ッ ド 内の対象の ス テ ッ プを選択 し て く だ さ い。

2 対象の ソ ース ま たは修正先を選択 し て く だ さ い。

3 Customize（カ ス タ マ イ ズ）を選択 し ます（図 4.4を参照）。Technique Editor - [Custom] 
（テ ク ニ ッ ク エデ ィ タ  - [カ ス タ ム]）が表示 さ れます（図 4.5）。
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ピペッ ト操作テクニックを理解する
概要  
図 4.4  メ ソ ッ ド 内のテ ク ニ ッ ク の選択

1. カ ス タ ムテ ク ニ ッ ク : Customize（カ ス タ マ イズ）を選択 し てテ ク ニ ッ ク を修正
し ます。
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ピペ ッ ト 操作テ ク ニ ッ ク を理解する
概要  4
図 4.5  Destination（修正先）のCustomize（カ ス タ マ イズ）選択時のDispense（分注） タ ブの
表示

4 必要に応 じ て、テ ク ニ ッ ク を カ ス タ マ イ ズ し ます（『Biomek i-Series Software 
Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』

（PN B56358）、「Setting Technique Values（テ ク ニ ッ ク の値を設定する）」を参照）。
注 メ ソ ッ ド 内にテ ク ニ ッ ク を作成する場合、Labware Type（ラ ブウ ェ ア タ イ プ）、Tips

（チ ッ プ）などのTechnique Properties（テ ク ニ ッ ク プ ロパテ ィ ）はカ ス タ ムテ ク ニ ッ ク
には設定で き ません。こ う し たテ ク ニ ッ ク には、カ ス タ マ イズ さ れた特定の操作の既
知のプ ロパテ ィ を使います。Technique Properties（テ ク ニ ッ ク プ ロパテ ィ ）はグロー
バル使用 と し てテ ク ニ ッ ク を保存する こ と で設定 さ れます（「カ ス タ ムテ ク ニ ッ ク を 保
存する」参照）。

5 OK（OK）を選択 し ます。[Custom] （[カ ス タ ム]）でテ ク ニ ッ ク 名が置き 換え ら れま
す。

カ ス タ ムテ ク ニ ッ ク を 保存する
カ ス タ ム テ ク ニ ッ ク は作成 さ れた メ ソ ッ ド 内に保存 さ れますが、カ ス タ ム テ ク ニ ッ ク
はすべて グ ロ ーバル使用 と し て保存す る こ と がで き ます。
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ピペッ ト操作テクニックを理解する
概要  
グ ロ ーバル使用 と し て カ ス タ ム テ ク ニ ッ ク を保存す る には:

1  ス テ ッ プ設定で （名前をつけて保存）を選択 し ます（図 4.6）。Technique 
Properties（テ ク ニ ッ ク プ ロ パテ ィ ）が表示 さ れます。

図 4.6  ステ ッ プ内でのカ ス タ ムテ ク ニ ッ クの保存

2  Technique Name（テ ク ニ ッ ク 名）を入力 し た後、テ ク ニ ッ ク に必要なプ ロ パテ ィ を
選択 し ます（「新たなテ ク ニ ッ ク を作成す る」参照）。

3 OK（OK）を選択 し ます。Technique（テ ク ニ ッ ク ）に新 し いテ ク ニ ッ ク 名が表示 さ
れます。

1. カ ス タ ムテ ク ニ ッ ク : Save As（名前をつけて保存）を選択 し てテ ク ニ ッ ク を
グローバル使用 と し て保存 し ます。
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第5章
フ ァ イ ル管理 と コ ンプ ラ イ ア ン ス

概要

本章では、下記の内容をは じ め と する Biomek Software の高度な機能をい く つか説明 し
ます。
 • 21 CFRパー ト 11コ ンプ ラ イ ア ン ス のサポー ト ：Beckman Coulter Accounts & Permissions

と は、閉 じ たシ ス テ ムのユーザーが コ ンプ ラ イ ア ン ス を順守する こ と を可能にす
る機能です。ユーザー各人のア カ ウ ン ト と 割 り 当て ら れた許可はセ ッ ト にな っ て
お り 、電子署名お よ びユーザーの操作内容が こ の機能に よ り 記録 さ れます。本項
を読み、 こ の機能で利用で き る オプシ ョ ン を十分に理解 し て く だ さ い。

 • メ ソ ッ ド の イ ンポー ト と エ ク ス ポー ト ：記載の方法で、Biomek i-Series の装置か ら
他の装置へ メ ソ ッ ド を移行する こ と がで き ます。

 • プ ロ ジ ェ ク ト の イ ン ポー ト と エ ク ス ポー ト ：シ ス テ ムパ ラ メ ー タ （検査器具の定
義、技術的な設定な ど）を Biomek i-Series の装置間でや り と り す る には、本項の方
法に従っ て く だ さ い。

21 CFRパー ト 11コ ン プ ラ イ ア ン スのサポー ト

Beckman Coulter Accounts & Permissionsは、Beckman Coulter ソ フ ト ウ ェ アに実装 さ れた機
能を統合 し たセ ッ ト であ り 、電子署名に関す る要件（21 CFRパー ト 11な ど）を、閉 じ た
シ ス テ ムで順守す る手助け を し ます。Biomek Software のサポー ト 対象は装置だけであ
り 、装置に組み合わて あ るデバ イ スは、別の文書に記載がない限 り サポー ト し ません。
Accounts & Permissionsは閉 じ たシ ス テ ムのみをサポー ト し 、Accounts & Permissionsの1つ
の（集中化ま たはネ ッ ト ワー ク 化 し た） リ ポジ ト リ を複数のシ ス テ ムで共有する こ と
はで き ません。Beckman Coulterのシ ス テ ムが複数個あ る場所では、コ ンプ ラ イ ア ン ス
が必要なシ ス テ ム ご と に、Accounts & Permissionsを個別に イ ン ス ト ール し 有効にす る必
要があ り ます。
ユーザーには、ア ク セ スする必要があ る シ ス テ ム ご と に別個のア カ ウ ン ト が必要です。
Beckman Coulterのシ ス テ ム ご と に、1人の管理者が、Accounts & Permissionsが提供する サ
ポー ト の レベル、ユーザーア カ ウ ン ト に対す る許可を設定 し 、Accounts & Permissionsに
関連する シ ス テ ムパ ラ メ ー タ を構成 し ます。
CFR 21パー ト 11の詳細は、ウ ェ ブサ イ ト （
http://www.fda.gov/ForConsumers/ConsumerUpdates/ucm135680.htm）にア ク セ ス し て く だ
さ い。
注 Beckman Coulter Accounts & Permissionsの補足説明は、Biomek i-Series Software Reference Manual

（『Biomek i-Seriesソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル』）（PN B56358）のUsing Accounts and 
Permissions（「Accounts & Permissionsの使用」）を ご覧 く だ さ い。
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ファイル管理とコンプライアンス
21 CFR パー ト 11 コ ン プ ラ イ ア ンスのサポー ト   
サポー ト のオプシ ョ ン
21 CFRパー ト 11のサポー ト オプシ ョ ン と し て、Biomek Software には下記のオプシ ョ ンが
あ り ます。

ア カウン ト 管理
Beckman Coulter Accounts & Permissionsのシ ス テ ム管理 タ ス ク は、Biomek Software と は別
のアプ リ ケーシ ョ ンであ るAccount Managementで実行 さ れます。シ ス テ ム管理者は、
ユーザーア カ ウ ン ト 、パス ワー ド 、許可を設定 し 、パス ワー ド の自動満了期日お よ び
シ ス テ ム ロ グ ア ウ ト 時間な ど のシ ス テ ム設定を行い ます。
注 システム管理者のパスワー ド は、1台のシステムで1つ使用 し ます。システム管理 タ ス クは、

Account Managementがイ ン ス ト ール さ れたオー ト メ ーシ ョ ン コ ン ト ローラ で し か実行で き ま
せん。Accounts & Permissionsの1つの（集中化またはネ ッ ト ワーク化 し た）リ ポジ ト リ を複数
のシステムで共有する こ と はで き ません。

管理機能
管理機能 と し て下記の内容があ り ます。

オプシ ョ ン 説明

サポー ト し ない
 • ユーザーア カ ウン ト は、Biomek Software にア ク セスする必要があ

り ません。ユーザーは、ソ フ ト ウ ェ アの操作、機能にすべてア ク
セス可能です。

Accounts and 
Permissions

 • ユーザーはBiomek Software にログ イ ン し 、許可のある機能や操作
にのみア ク セスする こ と がで き ます。

サイ ン イ ンおよび
チ ェ ッ ク イ ン用パス
ワー ド を使用 し た
Accounts and 
Permissions

 • Biomek Software 用の電子署名があれば、ユーザーア カウン ト およ
び許可が有効にな り ます。

 • ユーザーはソ フ ト ウ ェ アにログ イ ン し 、許可のある機能や操作に
のみア ク セスする こ と がで き ます。

 • 21 CFRパー ト 11は、 メ ソ ッ ド の保存、検証、記名などの操作のパ
スワー ド 認証を介 し てサポー ト さ れます。

機能 説明

Accounts
（ア カ ウン ト ）

ユーザーア カ ウン ト 情報が表示 さ れます。管理者は、ア カ ウン ト の作成、
有効化、無効化、ア カ ウン ト パスワー ド の設定、ア カ ウン ト 許可の変更
を行 う こ と がで き ます。

Settings（設定） 管理者は、プ ロ ジ ェ ク ト 固有のア ク セス設定のほか、ログ イ ンおよびパ
スワー ド に関するオプシ ョ ン をい く つか設定する こ と がで き ます。

Audit（監査）
監査ログに、管理者のすべての操作内容、システムに イ ンス ト ール さ れ
ているBeckman Coulterソ フ ト ウ ェ アアプ リ ケーシ ョ ンへの失敗ログ イ ンが
表示 さ れます。
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フ ァ イル管理 と コ ン プ ラ イ アン ス
プ ロジ ェ ク ト のイ ンポー ト と エ ク スポー ト   5
プ ロ ジ ェ ク ト のイ ンポー ト と エ ク スポー ト

シ ス テ ムパ ラ メ ー タ （検査器具の定義、技術的な設定な ど）は、1つのシ ス テ ムか ら 他
のシ ス テ ムに移行する こ と がで き ます。本項では、下記の方法について説明 し ます。
 • プ ロ ジ ェ ク ト のエ ク ス ポー ト
 • プ ロ ジ ェ ク ト の イ ン ポー ト
注 プ ロ ジ ェ ク ト のイ ンポー ト と エ ク スポー ト に関する追加説明は、Biomek i-Series Software 

Reference Manual（『Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル』）（PN B56358）の
Understanding and Using Projects（「プ ロ ジ ェ ク ト の理解 と 使用」）を ご覧 く だ さ い。

プ ロ ジ ェ ク ト のエ ク スポー ト
エ ク ス ポー ト を エ ク ス ポー ト す る には：

1 File（フ ァ イ ル） タ ブか ら Export（エ ク ス ポー ト ）> Project（プ ロ ジ ェ ク ト ）を選択 し
ます。

2 エ ク ス ポー ト する 項目を選択 し OK（OK）を ク リ ッ ク し ます。

3 Save As（名前を付けて保存）ダ イ ア ロ グで、エ ク ス ポー ト し たプ ロ ジ ェ ク ト の保存
場所に移動 し ます。

4 エ ク ス ポー ト し たプ ロ ジ ェ ク ト の フ ァ イ ル名をFile name（フ ァ イ ル名）フ ィ ール ド
に入力 し 、 を選択 し て処理を終了 し ます。

Roles（役割）
役割は、管理者が任意に定義 し ユーザーア カ ウン ト に割 り 当てた許可の
セ ッ ト です。役割の作成や編集はRoles（役割） タ ブで行います。 タ ブに
は、システムに イ ン ス ト ール さ れている互換性のある ソ フ ト ウ ェ アアプ
リ ケーシ ョ ンそれぞれでの既存の役割 と 許可が リ ス ト 表示 さ れます。

Repositories
（ リ ポジ ト リ ）

ユーザーア カ ウン ト 、管理者設定、システム管理の監査ログ、ユーザー
の操作内容などのAccounts & Permissionsの全デー タ が リ ポジ ト リ に保存 さ
れます。Repositories（ リ ポジ ト リ ） タ ブで、管理者は、 リ ポジ ト リ の作
成や削除、ア ク テ ィ ブな リ ポジ ト リ の変更、 リ ポジ ト リ デー タ のバ ッ ク
ア ッ プの作成やフ ァ イルのアーカ イ ブ を行 う こ と がで きす。

機能 説明
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ファイル管理とコンプライアンス
メ ソ ッ ド のイ ンポー ト と エ ク スポー ト   
プ ロ ジ ェ ク ト のイ ンポー ト
プ ロ ジ ェ ク ト を イ ン ポー ト する には：

1 File（フ ァ イ ル） タ ブか ら New（新規）> Project（プ ロ ジ ェ ク ト ）を選択 し ます。

2 新規プ ロ ジ ェ ク ト の名前を入力 し 、OK（OK）を選択 し ます。

3 File（フ ァ イ ル） タ ブか ら Import（ イ ン ポー ト ）> Project（プ ロ ジ ェ ク ト ）を選択 し ま
す。

4 イ ン ポー ト する プ ロ ジ ェ ク ト があ る場所に移動 し てプ ロ ジ ェ ク ト 選択 し 、 を
選択 し ます。

5 イ ン ポー ト する プ ロ ジ ェ ク ト 項目、OK（OK）を順に選択 し 、処理を終了 し ます。

メ ソ ッ ド のイ ンポー ト と エ ク スポー ト

メ ソ ッ ド フ ァ イ ルの イ ン ポー ト やエ ク ス ポー ト に よ り 、Biomek i-Series の装置か ら 他の
装置へ メ ソ ッ ド を移行す る こ と がで き ます。本項では、下記の方法について説明 し ま
す。
 • メ ソ ッ ド のエ ク ス ポー ト
 • メ ソ ッ ド の一括エ ク ス ポー ト
 • メ ソ ッ ド の イ ンポー ト
重要 Biomek i-Series の装置は、他のBiomek i-Series の装置から エ ク スポー ト し た メ ソ ッ ド し かイ

ンポー ト で き ません。以前のバージ ョ ン（4.41以前）のBiomek Software から メ ソ ッ ド を イ ン
ポー ト し よ う と し ないで く だ さ い。  

注 メ ソ ッ ド フ ァ イルのイ ンポー ト と エ ク スポー ト に関する追加説明は、Biomek i-Series 
Software Reference Manual（『Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル』）

（PN B56358）のCreating and Using Methods（「 メ ソ ッ ド の作成 と 使用」）を ご覧 く だ さ い。

メ ソ ッ ド のエ ク スポー ト
メ ソ ッ ド をエ ク ス ポー ト する には：

1 エ ク ス ポー ト する メ ソ ッ ド を開 き ます。
B54530AC   5-4



フ ァ イル管理 と コ ン プ ラ イ アン ス
メ ソ ッ ド のイ ンポー ト と エ ク スポー ト   5
2 File（フ ァ イ ル） タ ブか ら Export（エ ク ス ポー ト ）> Method（ メ ソ ッ ド ）を選択 し ま
す。

3 エ ク ス ポー ト し た メ ソ ッ ド フ ァ イ ルを保存す る場所に移動 し 、 を選択 し ま
す。

メ ソ ッ ド の一括エ ク スポー ト
Biomek Software に保存 さ れてい る メ ソ ッ ド を一括エ ク ス ポー ト する には：

1 File（フ ァ イ ル） タ ブか ら Export（エ ク ス ポー ト ）> All Method（すべての メ ソ ッ ド ）
を選択 し ます。

2 エ ク ス ポー ト し た メ ソ ッ ド を保存する フ ォルダの場所を参照 し ます。

3 フ ォルダ、OK（OK）を順に選択 し 、処理を終了 し ます。

メ ソ ッ ド のイ ンポー ト
メ ソ ッ ド を イ ンポー ト す る には：

1 メ ソ ッ ド を イ ンポー ト す る目的のプ ロ ジ ェ ク ト が開いてい る こ と を確認 し ます。

2 File（フ ァ イ ル） タ ブか ら Import（ イ ン ポー ト ）> Method（ メ ソ ッ ド ）を選択 し ます。

3 イ ン ポー ト する フ ァ イ ルがあ る 場所に移動 し て フ ァ イ ルを選択 し 、 を選択 し
ます。

4 イ ン ポー ト する プ ロ ジ ェ ク ト 項目、OK（OK）を順に選択 し 、処理を終了 し ます。
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第6章
ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ

概要

本章では、Biomek i-Series のシ ス テ ムに よ く 見 ら れ る問題 と 解決方法について説明 し ま
す。下記項目を取 り 上げます。
 • ハー ド ウ ェ アの ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ
 • ソ フ ト ウ ェ アの ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ

ハー ド ウ ェ アの ト ラ ブルシ ューテ ィ ング

装置関連の問題が表中にない場合やサービ ス作業が必要な場合、弊社ま でご連絡 く だ
さ い。

警告
装置損傷の恐れがあ り ます。装置の電源が入っ た状態でケーブルの抜き差 し
を行わないで く だ さ い。ケーブルの抜き差 し は、主電源を落 と し てから行っ
て く だ さ い。

ハー ド ウ ェ アの ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グに関する説明は内容別に分かれてお り 、下記
の表に記載 さ れてい ます。
 • 装置の ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ
 • マルチチ ャ ネルポ ッ ド の ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ
 • Span-8 ポ ッ ド の ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ
 • グ リ ッ パ ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ
 • ブ レーカの リ セ ッ ト
注 以降の表に記載の処置に関する説明は、『Biomek i-Series Software Reference Manual

（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』（PN B54474）を ご覧 く だ さ い。
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装置の ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
表 6.1  Biomek i-Series の装置の ト ラ ブルシ ューテ ィ ング

次の場合 処置

イ ンジケー タ ラ ン プがすべて消灯。 ブ レーカ を確認 し ます。

電源はオンだがシステムが作動 し ない。

ブ レーカ を確認 し ます。
装置の正 し いName（名前）がHardware Setup

（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）で選択 さ れて
いるか確認 し ます。

電源はオン、ブ レーカ に問題はないが、イ ン
ジケー タ ラ ン プがすべて消灯 し システムが作
動 し ない。

弊社までお問い合わせ く だ さ い。

下記のエ ラー メ ッ セージが表示 さ れる: 
Failed to connect.（接続 さ れていません。）
Ensure the instrument is connected and 
powered on.（装置を確実に接続 し 電源を入
れて く だ さ い。）If the instrument has 
recently been powered on, try again.（装
置の電源を入れて間も ない場合は、も う 一度
入れて く だ さ い。）

装置の電源がオンであ り 、USBケーブルが装
置 と コ ン ト ローラ に接続 さ れている こ と を確
認 し ます。
装置の電源を入れて間も ない場合、まだ起動
中の可能性があ り ます。少 し 待っ てから再度
電源を入れて く だ さ い。起動処理に10分よ り
長 く かかる こ と はあ り ません。
Biomek FXP/NXP能動的ALP（Biomek i-Series の
ALPに向かい合 う ）のプ ラ グを差 し 込んで間
も ない場合は、装置の電源を落 と し て能動的
ALPの接続を外 し 、再度電源を入れて く だ さ
い。
エ ラーが解消 し ない場合は、弊社までご連絡
く だ さ い。

アーム と ポ ッ ド が通電 さ れない。 弊社までお問い合わせ く だ さ い。
X軸の動作が一定 し ない。 弊社までお問い合わせ く だ さ い。
Y軸の動作が一定 し ない。 弊社までお問い合わせ く だ さ い。
ギシギシ削る音やゴ ロ ゴ ロ鳴る音が聞こ え
る。 弊社までお問い合わせ く だ さ い。

マルチチ ャ ネルポ ッ ド に問題がある。 で詳細を参照。 
Span-8 ポ ッ ド に問題がある。  で詳細を参照。

指示に反 し た行為を し ていないのに、ラ イ ト
カーテ ン エ ラーが常に発生

『Biomek i-Series Hardware Reference Manual
（Biomek i-Series ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマ

ニ ュ アル）』（PN B54474）に従い、ラ イ ト カー
テ ンパネルから汚れを落 と し ます。
弊社までお問い合わせ く だ さ い。

デ ッ キラ イ ト が消灯。 弊社までお問い合わせ く だ さ い。
観察カ メ ラが作動 し ない。 弊社までお問い合わせ く だ さ い。
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注 装置関連の問題が他に も ある場合、弊社までご連絡 く だ さ い。

マルチチ ャ ネルポ ッ ド の ト ラ ブルシ ューテ ィ ング

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。装置の電源が入っ た状態でケーブルの抜き差 し
を行わないで く だ さ い。ケーブルの抜き差 し は、主電源を落 と し てから行っ
て く だ さ い。

マルチチ ャ ネルポ ッ ド 関連の問題が他に も あ る場合、弊社ま でご連絡 く だ さ い。

観察カ メ ラの焦点が合わない。 弊社までお問い合わせ く だ さ い。

観察カ メ ラのビデオ解像度が低い。

Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ
プ）> Vision System（視覚システム）で、適切
なObservation Camera Resolution（観察カ メ ラ解
像度）が選択 さ れている こ と を確認 し ます。
弊社までお問い合わせ く だ さ い。

表 6.1  Biomek i-Series の装置の ト ラ ブルシ ューテ ィ ング

次の場合 処置
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ハー ド ウ ェ アの ト ラ ブルシ ューテ ィ ング  
Span-8 ポ ッ ド の ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
重要 チ ューブにSpan-8 マ ン ド レルを挿入する際、マ ン ド レルでチ ューブ を削ら ないよ う 注意

し て く だ さ い。チ ューブ を削る と マ ン ド レルが詰ま り 、D軸シ リ ン ジポン プが過負荷状態 と
な り 問題が発生するおそれがあ り ます。

表 6.2  Span-8 ポ ッ ド の ト ラ ブルシ ューテ ィ ング

次の場合 処置

ポ ッ ド が通電 さ れない。 弊社までお問い合わせ く だ さ い。
いずれかの軸が動かない。 弊社までお問い合わせ く だ さ い。
プ ローブが適切に作動 し ない。 弊社までお問い合わせ く だ さ い。
Span-8 ポ ッ ド のチ ューブ接続箇所か
ら漏れる。

チ ューブの終端を13 mm（1/2イ ンチ）ほど切 り 落 と し
て損傷部分を除いてから チ ューブ を再度取 り 付けます。

シ リ ン ジ周囲から漏れる。 シ リ ン ジ を し っか り と 締め付けて く だ さ い。

固定 し たチ ッ プ周囲から漏れる。

チ ッ プがチ ューブに し っか り 挿入 さ れている こ と を確
認 し ます。
チ ューブの終端を13 mm（1/2イ ンチ）ほど切 り 落 と し 、
し っか り はめ込みます。
カ ラーがチ ッ プ接続部に し っか り 締め付け られている
こ と を確認 し ます。

使い捨てのチ ッ プ周囲から漏れる。

使い捨てのチ ッ プマ ン ド レルがチ ューブに し っか り 挿
入 さ れている こ と を確認 し ます。
チ ューブの終端を13 mm（1/2イ ンチ）ほど切 り 落 と し 、
し っか り はめ込みます。
カ ラーがチ ッ プ接続部に し っか り 締め付け られている
こ と を確認 し ます。

使い捨てのチ ッ プが正 し く 取 り 付
け られていない。

チ ッ プ脱着チ ューブがチ ッ プ接続部に し っか り 固定 さ
れている こ と を確認 し ます。

使い捨てのチ ッ プが外 さ れていな
い。

カ ラーがチ ッ プ接続部に し っか り 締め付け られている
こ と を確認 し ます。カ ラーが緩んでいる場合、 し っか
り 締ま る まで カ ラーを時計回 り に回 し ます。詳細は、

『Biomek i-Series Hardware Reference Manual（Biomek i-Series 
ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマニ ュ アル）』（PN B54474）
を ご参照 く だ さ い。

液体レベル検知が働かない。

LLSチ ッ プが使用 さ れている こ と を確認 し ます。
LLSチ ッ プがプ ローブに正 し く 取 り 付け られいる こ と を
確認 し ます。
メ ソ ッ ド を規定するTechnique（技術）で、LLSが有効に
な っ ている こ と を確認 し ます。Biomek i-Series Software 
Reference Manual（『Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ
ン スマニ ュ アル』）（PN B56358）を ご参照 く だ さ い。
弊社までお問い合わせ く だ さ い。

吸引 と 分注の動作が完了 し ない。 供給容器にシステム液が入っ ている こ と を確認 し ます。
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注 Span-8 ポ ッ ド 関連の問題が他に も ある場合、弊社までご連絡 く だ さ い。

グ リ ッ パ ト ラ ブルシ ューテ ィ ング

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。装置の電源が入っ た状態でケーブルの抜き差 し
を行わないで く だ さ い。ケーブルの抜き差 し は、主電源を落 と し てから行っ
て く だ さ い。

注 ポ ッ ド 関連の問題が他に も ある場合、弊社までご連絡 く だ さ い。

吸引 と 分注の動作が不正確。

チ ューブの接続箇所が緩んでいない こ と を確認 し ます。
固定 し たチ ッ プの台座が緩んでいない こ と を確認 し ま
す。
使い捨てのチ ッ プマ ン ド レルが正 し く 取 り 付け られて
いる こ と を確認 し ます。
システム液 と チ ューブから空気がパージ さ れている こ
と を確認 し ます。
量のキャ リ ブ レーシ ョ ン を行っ て く だ さ い。

チ ッ プがラ ブウ ェ アの端部を削っ
ている、またはラ ブウ ェ アに接近
不能

位置を再調整 し ます。
チ ッ プやマ ン ド レルが明らかに曲がっ ていないか確認
し ます。
弊社までお問い合わせ く だ さ い。

表 6.2  Span-8 ポ ッ ド の ト ラ ブルシ ューテ ィ ング (Continued)

次の場合 処置

表 6.3  グ リ ッ パの ト ラ ブルシ ューテ ィ ング

次の場合 処置

グ リ ッ パのY軸が通電 さ れない。 弊社までお問い合わせ く だ さ い。
グ リ ッ パが開かない。 弊社までお問い合わせ く だ さ い。
グ リ ッ パ軸が曲がっ ている。 弊社までお問い合わせ く だ さ い。
グ リ ッ パフ ィ ンガーが曲がっ てい
る。

弊社までお問い合わせ く だ さ い。

グ リ ッ パパ ッ ド が磨耗 し ている よ
う だ。

交換用グ リ ッ パパ ッ ド を弊社にご用命 く だ さ い。
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ブ レーカの リ セ ッ ト  

注意
装置損傷の恐れがあ り ます。 タ ワーカバーを外 し電気配線に触れる こ と はお
やめ く だ さ い。内部に触れる必要がある場合、弊社までご連絡 く だ さ い。

Biomek i-Series の装置は、100V～240Vの交流（AC）電源を使用する こ と がで き ます。AC
の主ブ レーカは右後方 タ ワーの外にあ り （図 6.1）、AC電源ス イ ッ チ も 兼ねてい ます。
ブ レーカが落ち る と 、ス イ ッ チは中性の位置に移動 し ます。

図 6.1  主AC電源ス イ ッ チ（ブ レーカ）

ブ レーカ を リ セ ッ ト する には:

1 装置の主AC電源ス イ ッ チを オ フ の位置（O）に し ます。

2 装置の主AC電源ス イ ッ チを オンの位置（I）に し ます。

ソ フ ト ウ ェ アの ト ラ ブルシ ューテ ィ ング

表 6.4 と 表 6.5にBiomek Software の一般的なエ ラ ー メ ッ セージ を、表 6.5に、移送する経
路が見つか ら ず、ポ ッ ド ま たはグ リ ッ パを目的の位置に移送で き ない場合に表示 さ れ
る エ ラ ー メ ッ セージ を示 し ます。推奨する解決方法を、可能性の高い も のか ら 手順形

1. 電源ス イ ッ チ（ブ レーカ）
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式で説明 し ます。いずれの推奨方法 も 奏功 し ない場合、詳細を弊社にお問い合わせ く
だ さ い。

表 6.4  Biomek Software の一般的なエ ラー と 解決方法

問題 考え られる原因 推奨する対処

The 
Source/Destination 
specified for Pod 
{#}is over a position 
that the pod cannot 
move to.（Pod {#}

（ポ ッ ド {#}）に指
定 し たSource（ソー
ス）または
Destination（移送先）
が ポ ッ ド の可動範
囲外にあ り ます。）

1. ステ ッ プ（吸引、分注、
チ ッ プのボ ッ ク ス位置な
ど）で定義 し たいずれか
の位置に、選択 し たポ ッ
ド で到達する こ と がで き
ない。

1. Instrument Setup（装置設定）ステ ッ プで、Source
（ソース）/Destination（移送先）を、ポ ッ ド が届 く 範

囲内に変更 し 、該当の メ ソ ッ ド を更新 し ます。
2. Source（ソース）/Destination（移送先）の周囲に、

ア ク セス を妨げる よ う な障害物（高 さ のある ラ ブ
ウ ェ アなど）がない こ と を確認 し ます。 

3. Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）で、デ ッ キ上の安全な
高 さ を確認 し ます（最近変更 し た高 さ を重点的に）。

4. 新 し い ラ ブウ ェ ア（特に積み重ねた ラ ブウ ェ ア）の
定義が正 し い こ と を確認 し ます。

5. Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）で、グ
リ ッ パが構成済みである こ と を確認 し ます。

2. ポ ッ ド の開始位置が無
効。

1. Manual Control（マニ ュ アルコ ン ト ロール）を開き、
ポ ッ ド を別の位置に移動 し ます。ラ ブウ ェ アや廃棄
物などの障害物がポ ッ ド の周囲にない こ と を確認 し 、
メ ソ ッ ド を再試行 し ます。

2. デ ッ キ上のラ ブウ ェ アの積み重ねたオ フ セ ッ ト と 高
さ に関する定義（特に積み重ねた ラ ブウ ェ ア）が正
し いか確認 し ます。

3. Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）で、デ ッ キ上の安全な
高 さ を確認 し ます（最近変更 し た高 さ を重点的に）。

4. Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）で、グ
リ ッ パが構成済みである こ と を確認 し ます。

The 
Source/Destination  
specified for Pod {#} 
is outside of allowable 
boundaries.（Pod {#}

（ポ ッ ド {#}）に指
定 し た Destination

（移送先）がSource
（ソース）許容境界

外にあ り ます。）

1. ステ ッ プ（吸引、分注、
チ ッ プボ ッ ク ス位置など）
のステ ッ プに指定 し た、
Source（ソース）または
Destination（移送先）が、
選択 し たポ ッ ド の到達可
能範囲外にある。

1. Instrument Setup（装置設定）ステ ッ プで、Source
（ソース）/Destination（移送先）を、ポ ッ ド が届 く 範

囲内に変更 し 、該当の メ ソ ッ ド を更新 し ます。
2. Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）で、

ポ ッ ド の軸限界を設定済みである こ と を確認 し ます。
3. Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）で、グ

リ ッ パが構成済みである こ と を確認 し ます。
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There is not any 
labware in the 
gripper, when there 
is.（グ リ ッ パに、あ
るべき ラ ブウエアが
あ り ません）

1. ラ ブウ ェ アのSqueeze
（挟み）設定が正 し く な

い。

Labware Type Editor（ラ ブウ ェ ア タ イ プエデ ィ タ ）で、
新 し く し た り 変更 し た り し た ラ ブウ ェ アの移送情報設定

（特に、X軸 と Y軸の距離、グ リ ッ パの挟み値）が正 し い
こ と を確認 し ます。

2. グ リ ッ パが正 し く 構成
さ れていない。

Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）で、グ
リ ッ パが構成済みである こ と を確認 し ます。

3. 挟んで も ラ ブウ ェ アが
検出で き ない。

挟む と 簡単に変形 し た り 曲がっ た り する ラ ブウ ェ ア（側
面が柔らかいPCRプ レー ト など）を使用する場合は、
Labware Type Editor（ラ ブウ ェ ア タ イ プエデ ィ タ ）の
Movement Information（移送情報）で、特定のラ ブウ ェ
ア タ イ プではUse the gripper sensor…（グ リ ッ パセンサの
使用…）をオ フ に設定する こ と を検討 し ます。

An integrated device 
prematurely moves 
(usually with the 
corresponding step 
becoming highlighted 
too early in method 
execution)（組合せ
デバイ スの動作が時
期尚早です。）（多 く
の場合、 メ ソ ッ ド の
実行中、該当ステ ッ
プが先走っ てハイ ラ
イ ト 表示 さ れます。）

1. 装置が組合せデバイ ス
を使用する よ う 構成 さ れ
ていない。

1. 組合せデバイ スが、当該のデ ッ キ位置に対応付け ら
れている こ と を確認 し ます。

2. Run Program（プ ログ ラムの実行）ステ ッ プによ り デ
バイ スが制御 さ れる場合、ステ ッ プが適切に設定 さ
れている こ と を確認 し ます。設定 と は、resource 
{resource name}（ リ ソース{ リ ソース名}）が使用可
能にな っ た後に表示 さ れる ド ロ ッ プダウン リ ス ト 、
およびWhen the program is started（プ ログ ラムの開
始時）の下部にあるオプシ ョ ンの両方です。

2. デバイ スが本来 と は違
う もので制御 さ れている。

第三者製のソ フ ト ウ ェ アが、デバイ スに関わっ ていない
か確認 し ます。

Invalid variable 
name or similar error. 

（変数名が無効、ま
たは類似のエ ラーで
す。）

1. 変数名が不適切または
欠けている。

1. 変数を実際に定義 し た こ と を確認 し ます（Start（ス
タ ー ト ）ステ ッ プ、Letステ ッ プ、またはSet Global

（グローバル設定）ステ ッ プなど）。
2. 変数名は文字で始め、文字、数字、ア ンダーバー し

か使用で き ません。この規則に従い変数名を修正 し
ます。

3. 変数名のスペルが正 し い こ と を確認 し ます。

2. 変数を定義 し たがス
テ ッ プにア ク セスで き な
い。

1. Scripted Let（Letのス ク リ プ ト 化）で定義 し た変数は、
End Let（Letの終了）よ り 前に使用する必要があ り ま
す。

2. Script（ス ク リ プ ト ）ステ ッ プで定義 し た変数は、
Script（ス ク リ プ ト ）ステ ッ プの前に し か表示 さ れま
せん。

3. VBScript、JScript と し て
表現式が無効。

表現式を用いる場合、適切な形式にな っ ているか確認 し
ます。VBScriptを使用する場合は、二重引用符（"）には
細心の注意を払い、ス ト リ ングの連結（ス ト リ ングの結
合）にはプ ラ ス（+）ではな く ア ンパサン ド （&）を使
用 し ます。JScriptを使用する場合は、大文字を使用する
こ と 、コ ンマ、セ ミ コ ロ ンに注意 し て く だ さ い。
VBScriptでは等号を1つ し か使用 し ませんが（=）、JScript
では2つ使用 し ます（==）。VBScript と JScriptの統語論の詳
細はオン ラ イ ンで確認 し て く だ さ い。

表 6.4  Biomek Software の一般的なエ ラー と 解決方法

問題 考え られる原因 推奨する対処
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{name} is not an 
array or similar error. 

（{名前}が配列に
な っ ていない、また
は類似のエ ラーで
す。）

1. 変数名が不適切または
欠けている。

1. 変数名は文字で始め、文字、数字、ア ンダーバー し
か使用で き ません。この規則に従い変数名を修正 し
ます。

2. 変数を実際に定義 し た こ と を確認 し ます（Start（ス
タ ー ト ）ステ ッ プ、Letステ ッ プ、またはSet Global

（グローバル設定）ステ ッ プなど）。
3. 変数名のスペルが正 し い こ と を確認 し ます。

2. VBScript、JScript と し て
表現式が無効。

1. 表現式を用いる場合、適切な形式にな っ ているか確
認 し ます。VBScriptを使用する場合は、二重引用符

（"）には細心の注意を払い、ス ト リ ングの連結（ス
ト リ ングを ま と める）にはプ ラ ス（+）ではな く ア ン
パサン ド （&）を使用 し ます。JScriptを使用する場合
は、大文字を使用する こ と 、コ ン マ、セ ミ コ ロ ンに
注意 し て く だ さ い。VBScriptでは等号を1つ し か使用 し
ませんが（=）、JScriptでは2つ使用 し ます（==）。

2. デー タ セ ッ ト （Volume（量））に言及する際は、使用
する変数は通常、配列にな っ ている必要が り ます。
配列の詳細は、VBScriptやJScriptの参考書を確認 し て
く だ さ い。

Cannot pipette 
relative to 
unknown liquid 
level.（未知の液
面に対 し 、ピペ ッ ト
操作をする こ と がで
き ません。）

1. 液高 さ を基準位置 と し
てピペ ッ ト 操作をする よ
う 指示 さ れたが、液高 さ
を測定する こ と がで き な
い。 

1. Instrument Setup（装置設定）ステ ッ プで、既知の量
を使用する よ う ラ ブウ ェ ア を設定 し ます。

2. プ レー ト の底または最上部のど ち らかを基準位置 と
し て ピペ ッ ト 操作を行います。

3. 導電性のチ ッ プおよびSpan-8 ポ ッ ド を使用 し 、ピ
ペ ッ ト の操作時に液体レベル検知がで き る よ う に し
ます。

The tips are X cm 
long and cannot 
reach a depth of 
Y cm without 
causing the pod to 
hit the labware.

（チ ッ プの長 さ が
X cmなので、Y cmの
深 さ まで入れる と 、
必ずポ ッ ド がラ ブ
ウ ェ アにぶつか り ま
す。）

2. チ ッ プの長 さ が、指定
し た ラ ブウ ェ アの深 さ ま
で進めるには短すぎ る。

1. ラ ブウ ェ アの最上部を基準位置 と し て、チ ッ プが到
達可能な深 さ にピペ ッ ト を入れます。

2. も っ と 長いチ ッ プ を使用 し ます。

3. ウ ェ ルまたはチ ッ プの
幾何形状が誤っ てモデ リ
ング さ れている。

1. チ ッ プが新 し い場合、高 さ が正 し い こ と を確認 し ま
す。

2. 新 し い ラ ブウ ェ アでは、ウ ェ ルの寸法が正 し い こ と
を確認 し ます。

表 6.4  Biomek Software の一般的なエ ラー と 解決方法

問題 考え られる原因 推奨する対処
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Cannot pipette X 
µL; the well only 
has Y µL.（ウ ェ ル
の容量はY µLし かな
いので、X µLを ピ
ペ ッ ト で分注する こ
と はで き ません。）

1. 間違っ た開始量を入力
し た。

Instrument Setup（装置設定）ステ ッ プで、開始時のラ
ブウ ェ アの容量 と し て、十分な既知の量が設定 さ れてい
るかを確認 し ます。

2. 1回分注するつ も り だ っ
たのに、誤っ て、ピペ ッ
ト を複数回分注する よ う
設定 し た。

送液ステ ッ プで、stop when finished with（終了条件）
フ ィ ール ド が正 し く 設定 さ れている こ と を確認 し ます。
ソース を1ヶ所、移送先を12ヶ所選択 し た場合、stop 
when finished with source（ソースの数で終了）が選択 さ
れている と 、移送は1回行われ、stop when finished with 
destinations（移送先の数で終了）が選択 さ れている と 、
移送は12回行われる こ と に注意 し て く だ さ い。

3. Transfer from File（フ ァ
イルからの ト ラ ン ス
フ ァ ー）ステ ッ プで指定
さ れている移送回数が予
想よ り 多かっ た。

Transfer from File（フ ァ イルからの ト ラ ン ス フ ァ ー）ス
テ ッ プ を使用する場合は、使用フ ァ イルが適切である こ
と を確認 し ます。

4. 1回の動作で分注が複数
回行われるため、予想を
超え る量が移送 さ れる。

容量キ ャ リ ブ レーシ ョ ン を行い、開始時のソースに、補
正分を補 う のに十分な量を確保 し ます。

Cannot find the 
box that the tips 
came from.（チ ッ プ
の起点 と な るボ ッ ク
スが見つか り ませ
ん）

1. チ ッ プがチ ッ プボ ッ ク
スに戻る よ う 設定 さ れた
が、ボ ッ ク スが見つから
ない。

この問題は、ポ ッ ド にチ ッ プ を残 し たまま、デ ッ キから
チ ッ プボ ッ ク ス を外す と 発生 し ます（Finish（終了）ス
テ ッ プで、Clear current instrument setup of all labware...

（すべてのラ ブウ ェ アから現在の装置設定を消去…）を
選択 し た り する と 発生）。Manual Control（マニ ュ アルコ
ン ト ロール）を使用 し てチ ッ プ をボ ッ ク スに降ろ し 、
Instrument Setup（装置設定）ステ ッ プのVerify Pod Setup

（ポ ッ ド 設定の確認）で、ポ ッ ド にチ ッ プ を装填 し ない
設定に し ます。

2. ポ ッ ド にチ ッ プが装填
さ れ、デ ッ キに空のチ ッ
プのボ ッ ク スがない こ と
を確認する よ う 、
Instrument Setup（装置設
定）ステ ッ プで設定 さ れ
ている。

この問題は、チ ッ プがポ ッ ド に装填 さ れているかを
Instrument Setup（装置設定）ステ ッ プで確認する際に、
チ ッ プがその時点以前に存在 し なかっ た場合に も発生 し
ます。チ ッ プ を物理的に外 し 、Verify Pod Setup（ポ ッ ド
設定の確認）オプシ ョ ン を、チ ッ プ を装填 し ない設定に
し ます。

表 6.4  Biomek Software の一般的なエ ラー と 解決方法

問題 考え られる原因 推奨する対処
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Cannot find enough 
tips to use.

（使用するのに十分
な数のチ ッ プが見つ
か り ません。）

1. デ ッ キにチ ッ プがある
ものの、十分な数がない。

デ ッ キに十分な数のチ ッ プ を確保 し ます。空のチ ッ プ
ボ ッ ク スは数に入れないで く だ さ い。満杯ではないボ ッ
ク スには、十分な数のチ ッ プが入っ ていない可能性があ
る こ と を考慮 し て く だ さ い。マルチチ ャ ネルポ ッ ド で
は、Select Tips（チ ッ プ選択）を使用 し て ピペ ッ ト を操作
し ないかぎ り 、満杯ではないチ ッ プボ ッ ク スは使用で き
ません。

2. Cytomatにチ ッ プがある
が、チ ッ プ をデ ッ キに移
動する方法が不明。

指示どお り にCytomatを取 り 付けて く だ さ い。

3. チ ッ プが再使用 さ れる
ものだ と ユーザーが思っ
ている。 し か し チ ッ プは、
再使用 さ れる よ う 設定 さ
れていない。

チ ッ プ を再使用する場合は、Load no more than X times
（X回まで装填する）に、最大の再使用回数を設定 し ま

す。

4. デ ッ キにチ ッ プがある
が、ア ク セス方法が決ま
ら ない。

チ ッ プボ ッ ク スの周囲に、BC1070チ ッ プボ ッ ク スなどの
障害物がない こ と を確認 し ます。

The selected 
probes cannot 
reach the given 
section of the 
reservoir.

（選択 し たプ ローブ
が、 リ ザーバの特定
部分に届き ません。）

1. すべてのチ ッ プが、 リ
ザーバの所定部分に届 く
わけではない（一例 と し
て、8本のプ ローブは、モ
ジ ュール リ ザーバに適合
し ない）。

1. 送液ステ ッ プで、マ ン ド レルの数を減ら し ます。
2. 別のラ ブウ ェ ア を使用 し ます。

Unable to auto-
select a 
technique.
（技術を自動的に選
択できません。）

1. プ レー ト に定義 し た液
体 タ イ プに、使用予定の
技術が適合 し ない。

プ レー ト に定義 し た液体 タ イ プ を確認 し ます。

2. 使用予定の技術が選択
基準に合わないため、使
用する こ と がで き ない。

技術プ ロパテ ィ を見直 し 、ピペ ッ ト の量を最大・最小範
囲内に収めます。詳細は、『Biomek i-Series Software 
Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ
ンスマニ ュ アル）』（PN B56358）を ご参照 く だ さ い。

3. 使用予定の技術がラ ブ
ウ ェ アまたはポ ッ ド の選
択基準に合わないため、
使用する こ と がで き ない。

技術プ ロパテ ィ に ラ ブウ ェ アおよびポ ッ ド を含めて く だ
さ い。

表 6.4  Biomek Software の一般的なエ ラー と 解決方法

問題 考え られる原因 推奨する対処
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ソ フ ト ウ ェ アの ト ラ ブルシ ューテ ィ ング  
表 6.5  ポ ッ ド またはグ リ ッ パの、移送先への経路に関する エ ラー

問題 問題の原因 干渉の原因 と な る
ソース 考え られる原因 推奨する対処

Unable to find a path for 
{pod name} pipettor to 
approach position 
{position name}…（{ポ ッ
ト 名}ピペ ッ タ を、位置{位
置の名前}に移送する経路
が見つか り ません…。）
または
Unable to find a path for 
{pod name} pipettor to 
approach position 
{position name} with X 
clearance of {#} and 
{#}…（{ポ ッ ド 名}ピペ ッ タ
を、{#}～{#}の間隔を開け
て位置{位置の名前}に移送
する経路が見つか り ませ
ん。）

次のページに続 く

ピペッ タの特定の移
送先{軸の名前} {#}
が、{#}～{#}間の移
動範囲外にある。

該当せず
ポ ッ ド が、移動範囲限界を
超えた位置に移動 し よ う と
し ている。

Hardware Setup（ハー ド ウ ェ
アセ ッ ト ア ッ プ）で、ポ ッ ド
の軸限界を設定済みである こ
と を確認 し ます。デ ッ キ中央
によ り 近い位置を メ ソ ッ ド 開
発に使用 し ます。
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前のページから続 く

Unable to find a path for 
{pod name} pipettor to 
approach position 
{position name}…（{ポ ッ
ト 名}ピペ ッ タ を、位置{位
置の名前}に移送する経路
が見つか り ません…。）
または
Unable to find a path for 
{pod name} pipettor to 
approach position 
{position name} with X 
clearance of {#} and 
{#}…（{ポ ッ ド 名}ピペ ッ タ
を、{#}～{#}の間隔を開け
て位置{位置の名前}に移送
する経路が見つか り ませ
ん。）

次のページに続 く

ソース構成を残す こ
と に失敗

{ポッ ド名}グリ ッ
パの{グリ ッパの部
品名}が{障害物情
報}と干渉

この動作の直前に、グ リ ッ
パ（グ リ ッ パの上ハン ド 、
下ハン ド 、フ ィ ンガー、ま
たは、は さ んだ ラ ブウ ェ ア）
が退避で き ない位置にポ ッ
ド がある。

左または右のシール ド 、後部
タ ワー、ポン プバン ク、廃棄
物ALP、積み重ねて高 く な っ
た ラ ブウ ェ アの周囲に、グ
リ ッ パが接近 し すぎていない
こ と を確認 し ます。接近 し す
ぎている場合は、Advanced 
Manual Control（高度なマニ ュ
アルコ ン ト ロール）で、周囲
に障害物のない位置にグ リ ッ
パを移動 し ます。

飛び超え るのに広い空き空
間を必要 と する開始位置が、
誤っ てモデ リ ング されてい
る。

Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）
で、デ ッ キ上の開始位置の
Min Safe Height（安全な最低
の高 さ）を確認 し ます（最近
変更 し た高 さ を重点的に）。

ラ ブウ ェ アや積み重ねた ラ
ブウ ェ アの高 さ が、開始位
置で、誤っ て実際よ り も高
く モデ リ ング さ れている。

新 し い ラ ブウ ェ ア（特に積み
重ねた ラ ブウ ェ ア）の定義が
正 し い こ と を確認 し ます。

{ポッ ド名}の{ピ
ペッ タの部品名}が
{障害物情報}と干
渉

この動作の直前に、ピペ ッ
タ （ヘ ッ ド 、ヘ ッ ド 取付け
フ ラ ン ジ、またはチ ッ プ）
が退避で き ない位置にポ ッ
ド がある。

左または右のシール ド 、後部
タ ワー、ポン プバン ク、廃棄
物ALP、積み重ねて高 く な っ
た ラ ブウ ェ アなどの障害物の
周囲に、ピペ ッ タ が接近 し す
ぎていない こ と を確認 し ま
す。接近 し すぎている場合
は、Advanced Manual Control

（高度なマニ ュ アルコ ン ト
ロール）で、周囲に障害物の
ない位置にピペ ッ タ を移動 し
ます。

飛び超え るのに広い空き空
間を必要 と する開始位置が、
誤っ てモデ リ ング されてい
る。

Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）
で、デ ッ キ上の開始位置の
Min Safe Height（安全な最低
の高 さ）を確認 し ます（最近
変更 し た高 さ を重点的に）。

ラ ブウ ェ アや積み重ねた ラ
ブウ ェ アの高 さ が、開始位
置で、誤っ て実際よ り も高
く モデ リ ング さ れている。

新 し い ラ ブウ ェ ア（特に積み
重ねた ラ ブウ ェ ア）の定義が
正 し い こ と を確認 し ます。

表 6.5  ポ ッ ド またはグ リ ッ パの、移送先への経路に関する エ ラー

問題 問題の原因 干渉の原因 と な る
ソース 考え られる原因 推奨する対処
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ト ラブルシューティング
ソ フ ト ウ ェ アの ト ラ ブルシ ューテ ィ ング  
前のページから続 く

Unable to find a path for 
{pod name} pipettor to 
approach position 
{position name}…（{ポ ッ
ト 名}ピペ ッ タ を、位置{位
置の名前}に移送する経路
が見つか り ません…。）
または
Unable to find a path for 
{pod name} pipettor to 
approach position 
{position name} with X 
clearance of {#} and 
{#}…（{ポ ッ ド 名}ピペ ッ タ
を、{#}～{#}の間隔を開け
て位置{位置の名前}に移送
する経路が見つか り ませ
ん。）

移送先の構成での{
詳細な干渉情報}

{ポッ ド名}の{ピ
ペッ タの部品名}が
{障害物情報}と干
渉

ア ク セスするのに広い空き
空間を必要 と する移送先が
誤っ てモデ リ ング されてい
る。

Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）
で、デ ッ キ上の移送先のMin 
Safe Height（安全な最低の高
さ ）を確認 し ます（最近変更
し た高 さ を重点的に）。

障害物、高 さのある ラ ブ
ウ ェ ア、または廃棄物ALPの
下部または近 く に移送先が
あるため、その位置にア ク
セスする と 、ピペ ッ タ が障
害物にぶつかる。

別の移送先を使用する こ と を
検討 し て く だ さ い。または、
近 く にあ り ア ク セス を妨げ
る、高 さ のある ラ ブウ ェ アや
ALPを移動 さ せます。

移送先が正 し く 構成 さ れて
お らず、別の位置に重な っ
ている と 思われる。

ア ク セスする移送先が正 し く
構成 されている こ と を確認 し
ます。

ラ ブウ ェ アや積み重ねた ラ
ブウ ェ アの高 さ が、移送先
で、誤っ て実際よ り も高 く
モデ リ ング されている。

新 し い ラ ブウ ェ ア（特に積み
重ねた ラ ブウ ェ ア）の定義が
正 し い こ と を確認 し ます。

経路をすべて検索し
たが見つからない、
または検索限界に至
る。

該当せず

ポ ッ ド は移動範囲内にある
が、目的の位置までの経路
が見つから ない。

ア ク セス を妨げる障害物が周
囲にある よ う な位置に、ポ ッ
ド がア ク セス し ていない こ と
を確認 し ます。

メ ソ ッ ド 開始時にポ ッ ド 下
部のグ リ ッ パが回転 し た状
態にな っ ている と 、グ リ ッ
パ と ポ ッ ド が衝突する と
誤っ てモデ リ ング される。

メ ソ ッ ド 開始時に、ポ ッ ド 下
部のグ リ ッ パが回転 し た状態
にな っ ていない こ と を確認 し
ます。グ リ ッ パをポ ッ ド から
離れた位置に回転 させるに
は、Advanced Manual Control

（高度なマニ ュ アルコ ン ト
ロール）を使用 し て く だ さ
い。

Unable to find a path for 
{pod name} gripper to 
approach position 
{position name} (using 
{grip side} grip...) （（{
グ リ ッ プの左右}グ リ ッ プ
を使用 し て）{位置の名称}
位置に接近するための、{
ポ ッ ド の名称}グ リ ッ パの
パス を見つける こ と がで き
ません。）

…次のページに続 く …

ピペッ タの特定の移
送先{軸の名前} {#}
が、{#}～{#}の移動
範囲外にある。

該当せず
ポ ッ ド が、移動範囲限界を
超えた位置に移動 し よ う と
し ている。

Hardware Setup（ハー ド ウ ェ
アセ ッ ト ア ッ プ）で、ポ ッ ド
の軸限界を設定済みである こ
と を確認 し ます。デ ッ キ中央
によ り 近い位置を メ ソ ッ ド 開
発に使用 し ます。

表 6.5  ポ ッ ド またはグ リ ッ パの、移送先への経路に関する エ ラー

問題 問題の原因 干渉の原因 と な る
ソース 考え られる原因 推奨する対処
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
ソ フ ト ウ ェ アの ト ラ ブルシ ューテ ィ ング  6
前のページから続 く

Unable to find a path for 
{pod name} gripper to 
approach position 
{position name} (using 
{grip side} grip...) （（{
グ リ ッ プの左右}グ リ ッ プ
を使用 し て）{位置の名称}
位置に接近するための、{
ポ ッ ド の名称}グ リ ッ パの
パス を見つける こ と がで き
ません。）

次のページに続 く

{詳細な干渉情報}
で、ソース構成を残
すことに失敗

{ポッ ド名}グリ ッ
パの{グリ ッパの部
品名}が{障害物情
報}と干渉 

この動作の直前に、グ リ ッ
パ（グ リ ッ パの上ハン ド 、
下ハン ド 、フ ィ ンガー、ま
たは、挟んだ ラ ブウ ェ ア）
が退避で き ない位置にポ ッ
ド がある。

左または右のシール ド 、後部
タ ワー、ポン プバン ク、廃棄
物ALP、積み重ねて高 く な っ
た ラ ブウ ェ アなどの障害物の
周囲に、グ リ ッ パが接近 し す
ぎていない こ と を確認 し ま
す。接近 し すぎている場合
は、Advanced Manual Control

（高度なマニ ュ アルコ ン ト
ロール）で、周囲に障害物の
ない位置にグ リ ッ パを移動 し
ます。

飛び超え るのに広い空き空
間を必要 と する開始位置が、
誤っ てモデ リ ング されてい
る。

Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）
で、デ ッ キ上の開始位置の
Min Safe Height（安全な最低
の高 さ）を確認 し ます（最近
変更 し た高 さ を重点的に）。

ラ ブウ ェ アや積み重ねた ラ
ブウ ェ アの高 さ が、ソース
の位置で、誤っ て実際よ り
も高 く モデ リ ング されてい
る。

新 し い ラ ブウ ェ ア（特に積み
重ねた ラ ブウ ェ ア）の定義が
正 し い こ と を確認 し ます。

{ポッ ド名}の{ピ
ペッ タの部品名}が
{障害物情報}と干
渉

この動作の直前に、ピペ ッ
タ （ヘ ッ ド 、ヘ ッ ド 取付け
フ ラ ン ジ、またはチ ッ プ）
が退避で き ない位置にポ ッ
ド がある。

左または右のシール ド 、後部
タ ワー、ポン プバン ク、廃棄
物ALP、積み重ねて高 く な っ
た ラ ブウ ェ アなどの障害物の
周囲に、グ リ ッ パが接近 し す
ぎていない こ と を確認 し ま
す。接近 し すぎている場合
は、Advanced Manual Control

（高度なマニ ュ アルコ ン ト
ロール）で、周囲に障害物の
ない位置にグ リ ッ パを移動 し
ます。

飛び超え るのに広い空き空
間を必要 と する開始位置が、
誤っ てモデ リ ング されてい
る。

Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）
で、デ ッ キ上の開始位置の
Min Safe Height（安全な最低
の高 さ）を確認 し ます（最近
変更 し た高 さ を重点的に）。

ラ ブウ ェ アや積み重ねた ラ
ブウ ェ アの高 さ が、ソース
の位置で、誤っ て実際よ り
も高 く モデ リ ング されてい
る。

新 し い ラ ブウ ェ ア（特に積み
重ねた ラ ブウ ェ ア）の定義が
正 し い こ と を確認 し ます。

表 6.5  ポ ッ ド またはグ リ ッ パの、移送先への経路に関する エ ラー

問題 問題の原因 干渉の原因 と な る
ソース 考え られる原因 推奨する対処
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ト ラブルシューティング
ソ フ ト ウ ェ アの ト ラ ブルシ ューテ ィ ング  
前のページから続 く

Unable to find a path for 
{pod name} gripper to 
approach position 
{position name} (using 
{grip side} grip...) （（{
グ リ ッ プの左右}グ リ ッ プ
を使用 し て）{位置の名称}
位置に接近するための、{
ポ ッ ド の名称}グ リ ッ パの
パス を見つける こ と がで き
ません。）

移送先の構成での{
詳細な干渉情報}

{ポッ ド名}グリ ッ
パの{グリ ッパの部
品名}が{障害物情
報}と干渉

ア ク セスするのに広い空き
空間を必要 と する移送先が
誤っ てモデ リ ング されてい
る。

Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）
で、デ ッ キ上の移送先のMin 
Safe Height（安全な最低の高
さ ）を確認 し ます（最近変更
し た高 さ を重点的に）。

障害物、高 さのある ラ ブ
ウ ェ ア、または廃棄物ALPの
下部または近 く に移送先が
あるため、その位置にア ク
セスする と 、ピペ ッ タ が障
害物にぶつかる。

別の移送先を使用する こ と を
検討 し て く だ さ い。または、
近 く にあ り ア ク セス を妨げ
る、高 さ のある ラ ブウ ェ アや
ALPを移動 さ せます。

移送先が正 し く 構成 さ れて
お らず、別の位置に重な っ
ている と 思われる。

ア ク セスする移送先が正 し く
構成 されている こ と を確認 し
ます。

ラ ブウ ェ アや積み重ねた ラ
ブウ ェ アの高 さ が、移送先
で、誤っ て実際よ り も高 く
モデ リ ング されている。

新 し い ラ ブウ ェ ア（特に積み
重ねた ラ ブウ ェ ア）の定義が
正 し い こ と を確認 し ます。

経路をすべて検索し
たが見つからない、
または検索限界に至
る。

該当せず

ポ ッ ド は移動範囲内にある
が、目的の位置までの経路
が見つから ない。

ア ク セス を妨げる障害物が周
囲にある よ う な位置に、ポ ッ
ド がア ク セス し ていない こ と
を確認 し ます。

メ ソ ッ ド 開始時にポ ッ ド 下
部のグ リ ッ パが回転 し た状
態にな っ ている と 、グ リ ッ
パ と ポ ッ ド が衝突する と
誤っ てモデ リ ング される。

メ ソ ッ ド 開始時に、ポ ッ ド 下
部のグ リ ッ パが回転 し た状態
にな っ ていない こ と を確認 し
ます。グ リ ッ パをポ ッ ド から
離れた位置に回転 させるに
は、Advanced Manual Control

（高度なマニ ュ アルコ ン ト
ロール）を使用 し て く だ さ
い。

表 6.5  ポ ッ ド またはグ リ ッ パの、移送先への経路に関する エ ラー

問題 問題の原因 干渉の原因 と な る
ソース 考え られる原因 推奨する対処
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
ソ フ ト ウ ェ アの ト ラ ブルシ ューテ ィ ング  6
Unable to minimize {pod 
name} probes span in 
order to find a path for 
the pipettor to approach 
position {position 
name}…（ピペ ッ タ が位置{
位置の名前}に移動する経
路を見つけるために、{
ポ ッ ド 名}プ ローブの長 さ
を最小にする こ と がで き ま
せん。）

該当せず

{ポッ ド名}の{ピ
ペッ タの部品名}が
{障害物情報}と干
渉

障害物情報で、グ リ ッ パが
Span-8 ピペ ッ タ と 干渉 し て
いる こ と を認識。

グ リ ッ パがSpan-8 ピペ ッ タ と
干渉 し ている場合、Advanced 
Manual Control（高度なマニ ュ
アルコ ン ト ロール）を使用 し
グ リ ッ パを退避 さ せます。

障害物情報で、位置がSpan-8 
ピペ ッ タ と 干渉 し ている こ
と を認識。

別の位置がSpan-8 プ ローブ と
干渉 し ている場合、Deck 
Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）で
その位置のMin Safe Height

（安全な最低の高 さ ）を確認
し 、高 さ が高すぎない こ と を
確認 し ます。Labware Type 
Editor（ラ ブウ ェ ア タ イ プエ
デ ィ タ）で、その位置にある
ラ ブウ ェ アが正 し く モデ リ ン
グ さ れている こ と を確認 し ま
す。

障害物情報で、障害物が
Span-8 ピペ ッ タ と 干渉 し て
いる こ と を認識。

廃棄ALP容器の側面、左右の
シール ド 、ラ イ ト カーテ ン
壁、ポン プバン ク、後部 タ
ワーなどの別の障害物が
Span-8 ピペ ッ タ と 干渉し てい
る場合、デ ッ キのレ イ アウ ト
を見直 し 、干渉を防止 し ま
す。

表 6.5  ポ ッ ド またはグ リ ッ パの、移送先への経路に関する エ ラー

問題 問題の原因 干渉の原因 と な る
ソース 考え られる原因 推奨する対処
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ト ラブルシューティング
ソ フ ト ウ ェ アの ト ラ ブルシ ューテ ィ ング  
Unable to find a path to 
move both the 
multichannel pipettor 
and gripper to safe Z 
heights…（マルチチ ャ ネ
ルピペ ッ タ と グ リ ッ パを、
安全なZの高 さ に移送する
経路が見つか り ません。）
または
Unable to find a path to 
move the gripper to Z 
height of {#}…（グ リ ッ パ
をZの高 さ {#}に移送する経
路が見つか り ません。）

ソース構成を残す こ
と に失敗

{ポ ッ ド 名}グ リ ッ
パの{グ リ ッ パの部
品名}が干渉

この動作の直前に、グ リ ッ
パ（グ リ ッ パの下ハン ド 、
フ ィ ンガー、または、は さ
んだ ラ ブウ ェ ア）が退避で
き ない位置にポ ッ ド がある。

左または右のシール ド 、後部
タ ワー、ポン プバン ク、廃棄
物ALP、積み重ねて高 く な っ
た ラ ブウ ェ アなどの障害物の
周囲に、グ リ ッ パが接近 し す
ぎていない こ と を確認 し ま
す。接近 し すぎている場合
は、Advanced Manual Control

（高度なマニ ュ アルコ ン ト
ロール）で、周囲に障害物の
ない位置にグ リ ッ パを移動 し
ます。

飛び超え るのに広い空き空
間を必要 と する開始位置が、
誤っ てモデ リ ング されてい
る。

Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）
で、デ ッ キ上の開始位置の
Min Safe Height（安全な最低
の高 さ）を確認 し ます（最近
変更 し た高 さ を重点的に）。

ラ ブウ ェ アや積み重ねた ラ
ブウ ェ アの高 さ が、ソース
の位置で、誤っ て実際よ り
も高 く モデ リ ング されてい
る。

新 し い ラ ブウ ェ ア（特に積み
重ねた ラ ブウ ェ ア）の定義が
正 し い こ と を確認 し ます。

{ポ ッ ド 名}の{ピ
ペ ッ タ の部品名}が
干渉

この動作の直前に、ピペ ッ
タ （ヘ ッ ド 、ヘ ッ ド 取付け
フ ラ ン ジ、またはチ ッ プ）
が退避で き ない位置にポ ッ
ド がある。

左または右のシール ド 、後部
タ ワー、ポン プバン ク、廃棄
物ALP、積み重ねて高 く な っ
た ラ ブウ ェ アなどの障害物の
周囲に、ピペ ッ タ が接近 し す
ぎていない こ と を確認 し ま
す。接近 し すぎている場合
は、Advanced Manual Control

（高度なマニ ュ アルコ ン ト
ロール）で、周囲に障害物の
ない位置にピペ ッ タ を移動 し
ます。

飛び超え るのに広い空き空
間を必要 と する開始位置が、
誤っ てモデ リ ング されてい
る。

Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）
で、デ ッ キ上の開始位置の安
全な高 さ を確認 し ます（最近
変更 し た高 さ を重点的に）。

ラ ブウ ェ アや積み重ねた ラ
ブウ ェ アの高 さ が、ソース
の位置で、誤っ て実際よ り
も高 く モデ リ ング されてい
る。

新 し い ラ ブウ ェ ア（特に積み
重ねた ラ ブウ ェ ア）の定義が
正 し い こ と を確認 し ます。

経路をすべて検索 し
たが見つから ない、
または検索限界に至
る。

該当せず

メ ソ ッ ド 開始時にポ ッ ド 下
部のグ リ ッ パが回転 し た状
態にな っ ている と 、グ リ ッ
パ と ポ ッ ド が衝突する と
誤っ てモデ リ ング される。

メ ソ ッ ド 開始時に、ポ ッ ド 下
部のグ リ ッ パが回転 し た状態
にな っ ていない こ と を確認 し
ます。グ リ ッ パをポ ッ ド から
離れた位置に回転 させるに
は、Advanced Manual Control

（高度なマニ ュ アルコ ン ト
ロール）を使用 し て く だ さ
い。

表 6.5  ポ ッ ド またはグ リ ッ パの、移送先への経路に関する エ ラー

問題 問題の原因 干渉の原因 と な る
ソース 考え られる原因 推奨する対処
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
ソ フ ト ウ ェ アの ト ラ ブルシ ューテ ィ ング  6
Unable to move {pod name} 
pipettor Z axis from {#} 
to {#} when accessing 
position {position 
name}…（位置{位置の名前}
にア ク セスする際に、{
ポ ッ ド 名}ピペ ッ タ のZ軸を
{#}から{#}に移動で き ませ
ん。）

該当せず

{ポッ ド名}の{ピ
ペッ タの部品名}が
{障害物情報}と干
渉

隣接する場所または障害物
が、ピペ ッ タのZ軸動作に干
渉 し ている（場所や障害物
は障害物情報で確認可能）。
隣接する場所が目的の位置
に接近 し すぎている可能性、
隣接する ラ ブウ ェ アや障害
物の高 さ が、誤っ て過分に
モデ リ ング されている可能
性、隣接する場所のMin Safe 
Height（安全な最低の高 さ ）
が異常に高 く 設定 されてい
る可能性、別の場所がア ク
セス先の位置 と 重複 し てい
る可能性がある。

隣接する場所またはア ク セス
先の位置が正 し く 構成 さ れて
いない場合、隣接する場所を
再構成 し ます。

隣接する ラ ブウ ェ アが正 し く
モデ リ ング されていない場
合、Labware Type Editor（ラ
ブウ ェ ア タ イ プエデ ィ タ ）
で、ラ ブウ ェ ア を正 し く モデ
リ ング し ます。

別の場所がア ク セス先の位置
と 重複 し ている場合、別の位
置を動作に使用 し てみます。

隣接する場所のMin Safe 
Height（安全な最低の高さ ）
が異常に高 く 設定 されている
場合、Deck Editor（デ ッ キエ
デ ィ タ）で、隣接する場所の
Min Safe Height（安全な最低
の高 さ）を変更 し ます。

隣接する障害物やラ ブウ ェ ア
の高 さが高すぎ る場合、 メ
ソ ッ ド のデ ッ キレ イ アウ ト を
確認 し、ア ク セス先の位置 と
隣接する場所の間を よ り 広 く
すれば問題が解決で き るか検
討 し ます。 

Unable to change {pod 
name} gripper GG axis 
from {#} to {#} when 
accessing position 
{position name}…（位置{
位置の名前}にア ク セスす
る際に、{ポ ッ ド 名}グ リ ッ
パのGG軸を{#}から{#}に
変更で き ません。）

該当せず

{ポッ ド名}グリ ッ
パの{グリ ッパの部
品名}が{障害物情
報}と干渉

隣接する場所または障害物
が、グ リ ッ パの動作に干渉
し ている（場所や障害物は
障害物情報で確認可能）。隣
接する場所が目的の位置に
接近 し すぎている可能性、
隣接する ラ ブウ ェ アや障害
物の高 さ が、誤っ て過分に
モデ リ ング されている可能
性、隣接する場所のMin Safe 
Height（安全な最低の高 さ ）
が異常に高 く 設定 されてい
る可能性、別の場所がア ク
セス先の位置 と 重複 し てい
る可能性がある。

隣接する場所またはア ク セス
先の位置が正 し く 構成 さ れて
いない場合、隣接する場所を
再構成 し ます。

隣接する ラ ブウ ェ アが正 し く
モデ リ ング されていない場
合、Labware Type Editor（ラ
ブウ ェ ア タ イ プエデ ィ タ ）
で、ラ ブウ ェ ア を正 し く モデ
リ ング し ます。

別の場所がア ク セス先の位置
と 重複 し ている場合、別の位
置を動作に使用 し てみます。

隣接する場所のMin Safe 
Height（安全な最低の高さ ）
が異常に高 く 設定 されている
場合、Deck Editor（デ ッ キエ
デ ィ タ）で、隣接する場所の
Min Safe Height（安全な最低
の高 さ）を変更 し ます。

隣接する障害物やラ ブウ ェ ア
の高 さが高すぎ る場合、 メ
ソ ッ ド のデ ッ キレ イ アウ ト を
確認 し、ア ク セス先の位置 と
隣接する場所の間を よ り 広 く
すれば問題が解決で き るか検
討 し ます。 

表 6.5  ポ ッ ド またはグ リ ッ パの、移送先への経路に関する エ ラー

問題 問題の原因 干渉の原因 と な る
ソース 考え られる原因 推奨する対処
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ト ラブルシューティング
ソ フ ト ウ ェ アの ト ラ ブルシ ューテ ィ ング  
Unable to move {pod name} 
gripper GZ axis from {#} 
to {#} when accessing 
position {position 
name}…（位置{位置の名前}
にア ク セスする際に、{
ポ ッ ド 名}グ リ ッ パのGZ軸
を{#}から{#}に変更で き ま
せん。）

該当せず

{ポッ ド名}グリ ッ
パの{グリ ッパの部
品名}が{障害物情
報}と干渉

隣接する場所または障害物
が、グ リ ッ パのGZ軸の動作
に干渉 し ている（場所や障
害物は障害物情報で確認可
能）。隣接する場所が目的の
位置に接近 し すぎている可
能性、隣接する ラ ブウ ェ ア
や障害物の高 さ が、誤っ て
過分にモデ リ ング されてい
る可能性、隣接する場所の
安全な最低の高 さ の仕様が
異常に高い可能性、別の場
所がア ク セス先の位置 と 重
複 し ている可能性がある。

隣接する場所またはア ク セス
先の位置が正 し く 構成 さ れて
いない場合、隣接する場所を
再構成 し ます。

隣接する ラ ブウ ェ アが正 し く
モデ リ ング されていない場
合、Labware Type Editor（ラ
ブウ ェ ア タ イ プエデ ィ タ ）
で、ラ ブウ ェ ア を正 し く モデ
リ ング し ます。

別の場所がア ク セス先の位置
と 重複 し ている場合、別の位
置を動作に使用 し てみます。

隣接する場所の安全な最低の
高 さ が異常に高い場合、Deck 
Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）で
変更 し ます。 

隣接する障害物やラ ブウ ェ ア
の高 さが高すぎ る場合、 メ
ソ ッ ド のデ ッ キレ イ アウ ト を
再確認 し 、ア ク セス先の位置
と 隣接する場所の間を よ り 広
く すれば問題が解決で き るか
検討 し ます。

表 6.5  ポ ッ ド またはグ リ ッ パの、移送先への経路に関する エ ラー

問題 問題の原因 干渉の原因 と な る
ソース 考え られる原因 推奨する対処
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第7章
予防 メ ン テナン ス

概要

シ ス テ ム性能を保つには:
 • 装置、ALP、付属品の清掃を行っ て く だ さ い（清掃を参照）。
 • 自動化コ ン ト ロ ー ラ の メ ン テナン スお よ びベス ト プ ラ ク テ ィ ス を必ず実施 し て く

だ さ い（自動化コ ン ト ロ ー ラ ）。
 • 機械的な コ ン ポーネ ン ト を点検 し 調整 し て く だ さ い（装置）。
 • 付属品を点検 し 清掃 し て く だ さ い（ALPお よ び付属品）。

清掃

 デ ッ キ、表面、ALP、装置のすべての露出部品の汚れを中性洗剤で拭き取 り ます。
 プ ラ ス チ ッ ク ま たはガ ラ ス用の中性洗剤で、安全シール ド の外側 と 内側両方の汚

れを落 と し ます。
 ヘ ッ ド の汚れ具合を点検 し 、必要に応 じ て汚れを落 と し ます。

注 ヘ ッ ド の汚れを落す際は、注意を払っ て く だ さ い。

 自動化コ ン ト ロ ー ラ お よ びデ ィ ス プ レ イ 装置の汚れを落 し ます。
 カ ビや藻が繁殖 し ていないか、Span-8 シ ス テ ムのすべてのチ ュ ーブで確認 し ます。

必要に応 じ て清掃 し 、交換する 場合は弊社ま でご連絡 く だ さ い。
 カ ビや藻が繁殖 し ていないか、使用 し てい る 洗浄器のすべてのチ ューブで確認 し

ます。清掃を行い、交換する場合は弊社ま でご連絡 く だ さ い。
 廃棄物ALPお よ び容器を空に し ます。 ラ ブ ウ ェ アお よ びチ ッ プを処分 し ます。
 廃液ボ ト ルを空に し ます。

自動化コ ン ト ローラ

 第1章, 自動化コ ン ト ロ ー ラ セキ ュ リ テ ィ の記載どお り に、自動ア ッ プデー ト お よ び
ウ ィ ルス ソ フ ト ウ ェ アが適切に作動 し てい る こ と を確認 し ます。

 自動化コ ン ト ロ ー ラ の フ ァ イ ルを整理 し ます。
 装置フ ァ イ ル、プ ロ ジ ェ ク ト 、 メ ソ ッ ド がバ ッ ク ア ッ プ と し て保存 さ れてい る か

確認 し ます。
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予防メンテナンス
装置  
装置

マルチチ ャ ネルポ ッ ド
 濃度10%の漂白液（次亜塩素酸ナ ト リ ウ ム）ま たは濃度70%のエ タ ノ ール溶液で、

マルチチ ャ ネルポ ッ ド の表面の汚れを落 と し ます。 
 こ ぼれた液体は、すぐ に拭き取 り ます。
 ポ ッ ド か ら ヘ ッ ド を外 し た ら 、元のパ ッ ケージに戻 し ます。
 ヘ ッ ド お よ びグ リ ッ パの取付けネジ を確認 し ます。
 グ リ ッ パフ ィ ンガーお よ びパ ッ ド が し っか り 固定 さ れてい る こ と を確認 し ます。

必要に応 じ 、付属の道具で締め付け ます。フ ィ ンガーの取外 し や交換の手順は、
『Biomek i-Series Hardware Reference Manual（Biomek i-Series ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ ン

ス マニ ュ アル）』（PN B54474）を ご参照 く だ さ い。
  グ リ ッ パパ ッ ド の損傷を点検 し ます。交換のご用命は弊社ま でご連絡 く だ さ い。

Span-8 ポ ッ ド
 供給液体ボ ト ルが、適切に脱気 さ れた清潔な純水で満杯にな っ てい る こ と を確認

し ます。
 使用 し ない と き は、固定チ ッ プ、使い捨てチ ッ プのマ ン ド レル、シ リ ン ジ、付属

品を元のパ ッ ケージに戻 し ます。
 シ リ ン ジ と 3ポー ト バルブ間の接続部が、手で き つ く 締め ら れてい る か確認 し ます。
 シ リ ン ジセ ッ ト のネジが緩んでいないか確認 し ます。
 チ ュ ーブの接続金具すべてに漏れがないか定期的に確認 し 、いずれ も 緩んでいな

い こ と を確認 し ます。
注 チ ューブの取外 し と 接続を繰 り 返す と 、チ ューブが伸びた り 割けた り し ます。チ ュー

ブ を し っか り 接続で き ない場合、終端を1.27 cm（1/2イ ンチ）ほど切 り 落 と し て損傷部
分を除いてから マ ン ド レルに再度取 り 付けます。

 週に1回、使い捨てチ ッ プのカ ラ ーが、チ ッ プ接続部に し っか り 締め付け ら れてい
る か確認 し ます。

 グ リ ッ パフ ィ ンガーお よ びパ ッ ド が し っか り 固定 さ れてい る こ と を確認 し ます。
必要に応 じ 、付属の道具で締め付け ます。フ ィ ンガーの取外 し や交換の手順は、

『Biomek i-Series Hardware Reference Manual（Biomek i-Series ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ ン
ス マニ ュ アル）』（PN B54474）を ご参照 く だ さ い。

  グ リ ッ パパ ッ ド の損傷を点検 し ます。交換のご用命は弊社ま でご連絡 く だ さ い。

ラ イ ト カーテ ン
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予防 メ ン テナン ス
ALP および付属品  7
 週に1回、装置に付属の ラ イ ト カーテ ン試験 ロ ッ ド を使用 し 、Biomek Software の
Manual Control（マニ ュ アル コ ン ト ロ ール）で、 ラ イ ト カーテ ンが適切に作動す る こ
と を確認 し ます。
1. 装置の中央部で、大き い試験 ロ ッ ド を ラ イ ト カーテ ンの上方に2.54 cm（1 イ ン

チ）、53.34 cm（21 イ ンチ）ほ ど カーテ ンの向 こ う に差 し 入れます。ス テー タ ス
イ ン ジ ケー タ が、緑色の周回点灯状態か ら 赤の点滅状態に変わ る こ と を確認 し
ます。そ う な ら ない場合は、弊社ま でご連絡 く だ さ い。 

2. 装置前部の開口部の右上 と 左上の角に、小 さ い試験 ロ ッ ド を2.54 cm（1 イ ンチ）
ほ ど カーテ ンの向 こ う に差 し 入れます。ス テー タ ス イ ン ジ ケー タ が、緑色の周
回点灯状態か ら 赤の点滅状態に変わ る こ と を確認 し ます。そ う な ら ない場合
は、弊社ま でご連絡 く だ さ い。 

 必要に応 じ て、糸屑の出ない布で ラ イ ト カーテ ンパネルを拭いて く だ さ い。
 2、3 ヶ 月に1回、ス ト リ ッ プを傷付けない よ う 注意 し て、非研磨性の洗剤で ラ イ ト

カーテ ンの レ ン ズの汚れを落 と し て く だ さ い。
ステータ ス イ ン ジケー タ ラ イ ト
 ス テー タ ス イ ン ジ ケー タ ラ イ ト が作動する か確認 し ます。そ う な ら ない場合は、

弊社ま でご連絡 く だ さ い。
デ ッ キラ イ ト
 デ ッ キ ラ イ ト が作動する か確認 し ます。デ ッ キ ラ イ ト の ス イ ッ チが作動 し ない場

合は、弊社ま でご連絡 く だ さ い。
ド アの動作
 密閉型のシ ス テ ムの場合、前部の ド ア を全開位置に動か し 、 ド アの動作を確認 し

ます。 ド アが開いた ま ま にな ら ない場合は、弊社ま でご連絡 く だ さ い。
 密閉型のシ ス テ ムの場合、前部の ド ア を閉 じ 磁石に留め、 ド アの動作を確認 し ま

す。 ド アが閉 じ た ま ま にな ら ない場合は、弊社ま でご連絡 く だ さ い。

ALPおよび付属品

軌道シ ェ ーカー ALP
 シ ェーカーの外面を点検 し 汚れを落 と し ます。
 Device Editor（デバ イ ス エデ ィ タ ）で軌道シ ェーカーを作動 さ せ、動作を確認 し ま

す。
洗浄ステーシ ョ ンALP
 洗浄ス テーシ ョ ンALPの外面を点検 し 汚れを落 と し ます。
 チ ュ ーブの接続部、チ ュ ーブ、供給容器や廃液容器でカ ビや藻が繁殖 し ていない

か確認 し ます。
 洗浄ス テーシ ョ ンのチ ュ ーブが し っか り 接続 さ れ、漏れの兆 し がないか確認 し ま

す。
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予防メンテナンス
ALP および付属品  
 ウ ェ イ ス ト 容器を空に し ます。
 洗浄ス テーシ ョ ン を水で洗浄 し 、穴詰ま り 、溶液や鉱床の蓄積物がないか確認 し

ます。
 Device Editor（デバ イ ス エデ ィ タ ）で洗浄ス テーシ ョ ンALPを作動 さ せ、動作を確認

し ます。
デジ タ ルI/Oボ ッ ク ス
 デジ タ ルI/Oボ ッ ク ス の外面を点検 し 汚れを落 と し ます。

AccuFrame
 AccuFrameの外面を点検 し 汚れを落 と し ます。

他のALP、付属品、他のデバイ ス
 ALP、付属品、デバ イ ス それぞれの予防 メ ン テナン ス作業は、『Biomek i-Series 

Automated Labware Positioners, Accessories, and Devices Instructions for Use
（Biomek i-Series 自動 ラ ブ ウ ェ アポジシ ョ ナー、付属品、お よ びデバ イ ス取扱説明

書）』（PN B54477）を参照 し て く だ さ い。
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第8章
メ ソ ッ ド 構築の手引き

は じ めに

こ の章では、マルチチ ャ ネルポ ッ ド やSpan-8 ポ ッ ド を使用 し た メ ソ ッ ド を初めて構築
する ための準備を行い ます。下記のチ ュー ト リ アルを始め る前に、 こ の章を よ く 読み、
該当する作業をすべて終了 し て く だ さ い。
 • 第9章, マルチチ ャ ネルポ ッ ド を使用 し た簡潔な メ ソ ッ ド の作成 
 • 第10章, Span-8 ポ ッ ド を使用 し た簡潔な メ ソ ッ ド の作成

基本的な学習概念

こ の項では、 メ ソ ッ ド 構築の前に理解 し てお く べき 内容の概要を ご説明 し ます。次の
ト ピ ッ ク が含まれます。
 • Biomek Software
 • ALP
 • ハー ド ウ ェ ア

Biomek Software 
Biomek Software は、Biomek i-Series の装置を制御する のに使用 し ます。Biomek Software 
の効率的な使用方法の一つ と し て、 メ ソ ッ ド 構築用の メ ソ ッ ド エデ ィ ダや、 さ ま ざ ま
な ツール、エデ ィ タ を使用 し 、目的の タ ス ク やアプ リ ケーシ ョ ンに適 し た装置フ ァ イ
ルやプ ロ ジ ェ ク ト を正 し く 設定する こ と が挙げ ら れます。本書のチ ュ ー ト リ アルでは、
実際のアプ リ ケーシ ョ ン を使用 し てBiomek Software の使用方法を学ぶ こ と がで き ます。
こ の項では、以下のBiomek Software の概要を ご説明 し ます。
 Biomek Software の起動
 メ イ ンエデ ィ タ の理解
 リ ボ ンの使用
 プ ロ ジ ェ ク ト の理解
 デ ッ キエデ ィ タ の理解
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メ ソ ッ ド構築の手引き
基本的な学習概念  
Biomek Software の起動
Biomek Software を起動す る には:

1 Biomek Software ア イ コ ン（図 8.1）を ダブル ク リ ッ ク し ます。 こ のア イ コ ンは、 イ
ン ス ト ール中にデス ク ト ッ プ画面に作成 さ れます。

図 8.1  Biomek Software ア イ コ ン

ま たは
Start（ス タ ー ト ） メ ニ ューか ら 、All Programs（すべてのプ ロ グ ラ ム）> Beckman 
Coulter > Biomek Software（Biomek Software ）を選択 し ます。
ご使用中のシ ス テ ムで、Beckman Coulter Accounts & Permissions（Beckman Coulterのア
カ ウ ン ト お よ び認証）が有効化 さ れてい る場合、ア カ ウ ン ト が確立 さ れてお り 、
そのア カ ウ ン ト 名お よ びパス ワー ド を用いて ロ グ イ ンする 必要があ り ます。詳細
は、施設のシ ス テ ム管理者にお問い合わせ く だ さ い。

メ イ ンエデ ィ タの理解
メ イ ンエデ ィ タ（図 8.2）は、Biomek i-Series の装置で液体処理 メ ソ ッ ド を構築する 際の
出発点 と な り ます。Biomek Software の メ イ ンエデ ィ タ の各要素について、以降のペー
ジでご説明 し ます。各要素の名前は、本チ ュ ー ト リ アルの他、すべてのBiomek i-Series 
のユーザーマニ ュ アルに共通なので、覚えておいて く だ さ い。
テ ィ ッ プ Biomek Software の メ イ ン エデ ィ タ の各要素の詳細な説明は、『Biomek i-Series 

Automated Workstations Software Reference Manual（Biomek i-Series 自動化ワーク ステーシ ョ ン
ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』（PN B56358）を ご参照 く だ さ い。

Biomek i-Series の概念

Beckman Coulter Accounts & Permissions（Beckman Coulterのア カ ウン ト および
認証）は、Biomek Software に実装 さ れた機能を統合 し たセ ッ ト であ り 、ク
ローズ ド システムに関する21 CFR Part 11の要件を順守する手助けを し ます。
Permissions（認証）によ り 、特定のプ ログ ラム操作について、ユーザーの
ア ク セス権を制御する こ と がで き ます。詳細は、『Biomek i-Series Software 
Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』

（PN B56358）の「Using Accounts and Permissions（Accounts and Permissionsの使
用）」を ご参照 く だ さ い。
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図 8.2  Biomek Software の メ イ ン エデ ィ タ

1. リ ボン: タ ス ク を完成するためのステ ッ プやユーテ ィ リ テ ィ にア ク セスするのに便利です。 リ ボン上の
タ ブの数は、ソ フ ト ウ ェ アで有効化 さ れるオプシ ョ ンによ っ て、わずかに異な り ます。詳細は リ ボン
の使用を ご参照 く だ さ い。 リ ボンの使用

2. タ イ ト ルバー : ソ フ ト ウ ェ ア名、現在の メ ソ ッ ド フ ァ イル名、一目で分かる ステー タ ス（ メ ソ ッ ド 実行
中）の表示が さ れ、ク イ ッ ク ア ク セス ツールバー、 リ ボン、 タ イ ト ルバーボ タ ンで構成 さ れます。

3. 設定ビ ュー : 各ステ ッ プの設定は設定ビ ューに表示 さ れます。ビ ューは メ ソ ッ ド ビ ューに強調表示 さ れ
たステ ッ プご と に異な り ます。

4. 現在の装置の表示: ステ ッ プの構成中に、デ ッ キの位置の選択に使用で き る イ ン タ ラ ク テ ィ ブな表示で
す。この表示には、装置の状態（直前のステ ッ プ終了時に存在 し たデ ッ キ と チ ッ プ）が反映 さ れます。

5. ステー タ スバー : メ ソ ッ ド のフ ァ イル名、現在のプ ロジ ェ ク ト 名、装置名、終了までの推定時間、現在
のエ ラー、ユーザーイ ン タ フ ェ ース上のマウスの位置に対応 し た他の情報が表示 さ れます。

6. メ ソ ッ ド ビ ュー : メ ソ ッ ド のステ ッ プが表示 さ れます。
7. フ ァ イル タ ブ: 新 し い メ ソ ッ ド の作成、既存の メ ソ ッ ド のフ ァ イル操作（開 く または保存）、イ ンポー

ト やエ ク スポー ト （装置、プ ロジ ェ ク ト 、 メ ソ ッ ド ）、 メ ソ ッ ド の印刷、プ リ フ ァ レ ン スの設定などが
で き ます。

8. ク イ ッ ク ア ク セス ツールバー : Biomek Software の基本機能にア ク セスするのに便利です。ア イ コ ン上で
マウス を ス ク ロールする と 、ア イ コ ンに該当する機能が表示 さ れます。

 • エ ラーバー（こ こ では非表示）: メ ソ ッ ド のバ リ デーシ ョ ンの際に、現在の メ ソ ッ ド のエ ラーが リ ス ト
表示 さ れます。
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リ ボンの使用

Biomek Software の リ ボ ンの概要は、図 8.3を ご参照 く だ さ い。

図 8.3  Ribbon（ リ ボン）

プ ロジ ェ ク ト の理解
こ のチ ュー ト リ アルでは、装置 と Biomek Software の イ ン ス ト ール時に作成ま たは イ ン
ポー ト さ れたプ ロ ジ ェ ク ト を利用 し 、プ ロ ジ ェ ク ト の作成、改訂、削除、保存、 イ ン
ポー ト と エ ク ス ポー ト を行い ます。新 し い メ ソ ッ ド を作成する際は、正 し いプ ロ ジ ェ
ク ト を使用 し てい る か、必ず確認する よ う に し て く だ さ い。

Biomek i-Series の概念

メ ソ ッ ド の構築、ユーテ ィ リ テ ィ 、実行のステ ッ プは、 リ ボンの別個の タ ブに
それぞれ分かれています。 さ ら に、機能、制御操作の複雑性、設定に要する知
識の程度に基づきグループ別にま と められています。

1. タ ブ: 一つの タ ブに、機能が類似 し ているステ ッ プやオプシ ョ ンがま と められていま
す。上記の例では、Method（ メ ソ ッ ド ） タ ブが選択 さ れています。有効な タ ブ を切
り 替え るには、 リ ボンの別の タ ブの タ イ ト ルを選択 し ます。 

2. グループ: グループは タ ブの下位の区分であ り 、機能に基づき細分化 さ れたオプシ ョ
ンがま と められています。

3. リ ボン: リ ボンは複数の タ ブで構成 さ れています。

Biomek i-Series の概念

プ ロジ ェ ク ト には、装置動作の構成時に メ ソ ッ ド フ ァ イルで使用 し た液体 タ イ
プ、ラ ブウ ェ ア と チ ッ プの タ イ プ、ウ ェ ルの形状、ピペ ッ ト 操作テ ン プ レー
ト 、テ ク ニ ッ ク に関する情報が改訂のたびに保存 さ れます。プ ロ ジ ェ ク ト に
は、プ ロ ジ ェ ク ト のア イ テムの変更、追加、および削除すべての履歴が保存 さ
れます。 メ ソ ッ ド はプ ロ ジ ェ ク ト に対応付け られ、 メ ソ ッ ド の実行に必要な項
目をすべて含みます。
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図 8.4を参照 し 、プ ロ ジ ェ ク ト 情報にア ク セ ス し た り 情報を表示 し た り する には、 メ イ
ンエデ ィ タ の ど こ を操作する かを確かめて く だ さ い。

図 8.4  Project（プ ロ ジ ェ ク ト ）

デ ッ キエデ ィ タの理解
Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）（図 8.5）は、現在の装置フ ァ イ ルに保存 さ れてい るデ ッ
キ構成を定義付け し た り 変更 し た り す る のに使用 し ます。Biomek Software のデ ッ キは、
実際の装置デ ッ キ を模 し た も のです。Beckman Coulterの担当者が装置のデ ッ キ を設定
し フ レー ミ ン グす る と 、初期設定のデ ッ キ と し て ソ フ ト ウ ェ アに構成 さ れ保存 さ れま
す。初期設定のデ ッ キが、装置で実行するすべての メ ソ ッ ド で使用 さ れます。実物の
デ ッ キ を変更する 場合は、初期設定のデ ッ キ を更新 し て変更を反映 さ せる必要があ り
ます。詳細は、『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア

1. プ ロジ ェ ク ト に関連する操作およびエデ ィ タ は、Project（プ ロ ジ ェ ク ト ）グループの
Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブに表示 さ れます。

2. プ ロジ ェ ク ト : 現在開いている プ ロジ ェ ク ト がこ こ に表示 さ れます。こ こ に表示 さ れる プ
ロ ジ ェ ク ト が、Biomek Software がイ ンス ト ール さ れている場合にBiomek i7装置を選択する
と 初期設定 と し て使用 さ れます。
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リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』（PN B56358）の「Preparing and Managing the Deck（デ ッ キの
準備 と 管理）」を ご参照 く だ さ い。

図 8.5  デ ッ キエデ ィ タ ―Biomek i7ハイ ブ リ ッ ド 装置の例

ALP
自動 ラ ブ ウ ェ アポジシ ョ ナー（ALP）は、取外 し と 交換が可能な、デ ッ キに配置 さ れ る
プ ラ ッ ト フ ォーム構成体であ り 、ア ッ セ イ の自動化を実現 し ます。ALP全般の説明は、

『Biomek i-Series Automated Labware Positioners, Accessories, and Devices Instructions for Use
（Biomek i-Series 自動 ラ ブ ウ ェ アポジシ ョ ナー、付属品、お よ びデバ イ ス取扱説明書）』
（PN B54477）を ご参照 く だ さ い。

デ ッ キにALPを配置す る と 、 も っ と も 手前の取付け ピ ンのRow（行） と Column（列）の
座標が、  ソ フ ト ウ ェ アで適切に配置 さ れ る よ う 、位置特定機構に よ り Deck Editor（デ ッ
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キエデ ィ タ ）に入力 さ れます。位置特定機構には2種類あ り 、ALPの種類に よ り 異な り
ます。
 • マ ウ ン ト プ レー ト が不要のALPでは、位置特定機構の場所は最前部のマ ウ ン ト ま た

は ロ ッ ク ピ ン（図 8.6）です。
 • マ ウ ン ト プ レー ト 付き のALPの場合は、位置特定機構は最前部の ノ ッ チで、マ ウ ン

ト プ レー ト 上に配置 さ れます（図 8.7）。
注 マウン ト プ レー ト が必要なALPの リ ス ト については、『Biomek i-Series Automated Labware 

Positioners, Accessories, and Devices Instructions for Use（Biomek i-Series 自動ラ ブウ ェ アポジ
シ ョ ナー、付属品、およびデバイ スの取扱説明書）』（PN B54477）を ご参照 く だ さ い。

ハー ド ウ ェ ア
デ ッ キへALPやデバ イ ス を配置 し て構成 し 、Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ
プ）構成を装置に定義す る作業は、通常、Beckman Coulterの担当者が行い ます。 ハー ド
ウ ェ ア を使用 し てチ ュー ト リ アルを行 う 場合、お使いのデ ッ キの実際の配置に一致す
る よ う 、チ ュー ト リ アルを変更する必要があ り ます。

図 8.6  
Biomek i-Series ALPの位置特定機構の場所

図 8.7  Biomek FXP/NXPALPの位置特定機構
（ ノ ッ チ）の場所
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Biomek i-Series のチ ュー ト リ アル実行モー ド の決定

2通 り の異な る モー ド を、 メ ソ ッ ド 作成の学習で選択する こ と がで き ます。下表のオプ
シ ョ ン を比較 し 、適 し たモー ド を決めて く だ さ い。 
重要 初めはシ ミ ュ レーシ ョ ン モー ド でチ ュー ト リ アルを行い、次に、お使いの装置の実物の

デ ッ キで作動する よ う チ ュー ト リ アルの内容を変え、ハー ド ウ ェ ア を使用 し てチ ュー ト リ
アルを行 う よ う お勧め し ます。

次の「 メ ソ ッ ド を作成す る前に」項の説明は、両方のモー ド に該当 し ます。ただ し 、
シ ミ ュ レーシ ョ ンモー ド を使用の場合にのみ該当す る手順 も あれば、ハー ド ウ ェ ア を
使用の場合にのみ該当す る手順 も あ り ます。その よ う な箇所には注記が付いてい ます。
し か し 学習の観点か ら 見 る と 、説明全般に目を通 し 理解す る こ と をお勧め し ます。そ
れに よ り 、 メ ソ ッ ド の作成お よ び実行方法を深 く 理解する こ と がで き ます。

メ ソ ッ ド を作成する前に

メ ソ ッ ド を作成す る前に、Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）でデ ッ キ を設定ま たは選択
し 、Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）で設定をい く つか定義する必要があ
り ます。

モー ド メ リ ッ ト デ メ リ ッ ト

シ ミ ュ レー
シ ョ ン

 • 指示にそのまま従 う だけで メ
ソ ッ ド を作成する こ と がで き
ます。

 • ALPを実際に所有 し ていな く て
も、ALPの作動内容を確認する
こ と がで き ます。

 • シ ミ ュ レーシ ョ ン モー ド では実物の
コ ンポーネン ト を使用 し ないため、
全体像の一部 し か把握する こ と がで
き ません。

ハー ド ウ ェ ア
 • メ ソ ッ ド の完成に必要な作業

を包括的に把握（実相 と 仮想）
する こ と がで き ます。

 • お使いの装置のデ ッ キは、おそ ら く
シ ミ ュ レーシ ョ ンデ ッ キ と 異な るた
め、チ ュー ト リ アルで使用する ラ ブ
ウ ェ アおよびALPの一部の位置は、お
使いのデ ッ キで機能 し ない可能性が
あ り ます。

 • 必要なALPを入手 し 、お使いのポ ッ ド
にア ク セス可能な位置にALPを フ レー
ミ ングする必要があ り ます。
または

 • 実物のデ ッ キに合 う よ う 、チ ュー ト
リ アルを変更する必要があ り ます。 
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Biomek Software によ るデ ッ キの作成

必要なALP
チ ュ ー ト リ アルの ス テ ッ プでは、下記のALPをデ ッ キに配置する必要があ り ます。 

メ ソ ッ ド を実行す る場合:
 • シ ミ ュ レーシ ョ ンモー ド では、仮想デ ッ キの作成の手順に従っ て く だ さ い。
 • ハー ド ウ ェ ア を使用する 場合、上記のALPが、お使いのポ ッ ド にア ク セ ス可能であ

る こ と を確認 し て く だ さ い。新 し いデ ッ キの作成方法を理解する には仮想デ ッ キ
の作成の説明 も 有用です。

仮想デ ッ キの作成
Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）で、事前設定デ ッ キ を装置に選択 し チ ュー ト リ アルで使
用す る こ と がで き る ので、 こ の実習は省略 し てか ま い ません。ゼ ロ か ら デ ッ キ を作成
せずに、適切な初期設定のデ ッ キ を選択する には、チ ュー ト リ アルの初期設定デ ッ キ

Biomek i-Series の概念

Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）は、現在の装置フ ァ イルに保存 さ れているデ ッ
キの構成を定義付け し た り 変更 し た り するのに使用 し ます。Biomek Software の
デ ッ キは、実際の装置デ ッ キを模 し た ものです。Beckman Coulterの担当者が装置
のデ ッ キを設定 し フ レー ミ ングする と 、初期設定のデ ッ キ と し て ソ フ ト ウ ェ ア
に構成 さ れ保存 さ れます。初期設定のデ ッ キが、装置で実行するすべての メ
ソ ッ ド で使用 さ れます。実物のデ ッ キを変更する場合は、初期設定のデ ッ キを
更新 し た り 追加を加えた り し て変更を反映 さ せる必要があ り ます。詳細は、

『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン
スマニ ュ アル）』（PN B56358）の「Preparing and Managing the Deck（デ ッ キの準備
と 管理）」を ご参照 く だ さ い。

マルチチ ャ ネルポ ッ ド Span-8 ポ ッ ド

 チ ッ プ装填1 x 1 ALP
 静的ALP（ラ ブウ ェ アポジシ ョ

ナー）
（1 x 1および1 x 3）

 96チ ャ ンネルの洗浄ステーシ ョ ン
ALP

 廃棄物ALP

 静的ALP（ラ ブウ ェ アポジシ ョ
ナー）

（1 x 1および1 x 3）
 Span-8 洗浄ステーシ ョ ンALP
 廃棄物ALP
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の選択の指示に従っ て く だ さ い。デ ッ キ を新 し く 作成する 方法を学習する には、下記
の手順に従っ て く だ さ い。
重要 チ ュー ト リ アル用のデ ッ キは、お使いの装置のデ ッ キ と は異な る可能性が高 く 、ハー ド

ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ アのデ ッ キが一致 し ない と システムがク ラ ッ シ ュするので、 このデ ッ キ
はシ ミ ュ レーシ ョ ンモー ド 以外では使用 し ないで く だ さ い。

デ ッ キ を作成する には:

1 Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ）タ ブのInstrument（装置）グループ内で、 (Deck Editor)

（デ ッ キエデ ィ タ ）を選択 し ます。Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）が表示 さ れます。

2 ツールバーで、 （New Deck（新規のデ ッ キ））を選択 し ます。

3 Choose a name for this deck（ こ のデ ッ キに名前を選択）（図 8.8）で、デ ッ キ名を入力
し OK（OK）を選択 し ます。

図 8.8  デ ッ キの命名

4 を選択 し ます。

5 こ れか ら 、ALPをデ ッ キに追加 し ます。装置の構成に よ り 手順が異な り ます。
 • マルチチ ャ ネルポ ッ ド を構成 し てい る 場合、ス テ ッ プ6に進みます。 
 • Span-8 ポ ッ ド のみを構成 し てい る場合、ス テ ッ プ7に進みます。

6 マルチチ ャ ネルポ ッ ド を構成す る装置：
最初にデ ッ キに配置する ALPは、96チ ャ ン ネル洗浄ス テーシ ョ ンALPです。下記の ス
テ ッ プに従い ます。
a. ALP リ ス ト （左パネル）で、WashStation96を選択 し ます。ALPをサポー ト 可能な

領域が、青い破線で表示 さ れます（図 8.9）。
通常 こ の時点で、装置の実物のデ ッ キの ど こ にALPを配置す る かを決定 し ます。
位置を決めた ら 、ALPの取付けポ イ ン ト の座標を書き 留め ます。ただ し こ れは
シ ミ ュ レーシ ョ ンデ ッ キ なので、座標はチ ュ ー ト リ アル用デ ッ キに付与 さ れま
す。
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メ ソ ッ ド を作成する前に  8
b. WashStation96の座標は、F10です。 し たがっ て、Column（列）フ ィ ール ド にFを、
Row（行）フ ィ ール ド に10を入力 し ます。有効な座標位置に、境界ボ ッ ク ス が
表示 さ れます。 

c. Add ALP to Deck（ALPをデ ッ キに追加）を選択 し 処理を終了 し ます。
d. ス テ ッ プ8へ進みます。

図 8.9  マルチチ ャ ネルポ ッ ド を構成するBiomek i7 ハイ ブ リ ッ ド 装置のデ ッ キの設定

7 Span-8 ポ ッ ド ：
最初にデ ッ キに配置する ALPは、Span-8 洗浄ス テーシ ョ ンALPです。下記の ス テ ッ プ
に従い ます。
a. ALP リ ス ト （左パネル）で、WashStationSpan8を選択 し ます。ALPをサポー ト 可能

な領域が、青い破線で表示 さ れます（図 8.10）。
通常 こ の時点で、装置の実物のデ ッ キの ど こ にALPを配置す る かを決定 し ます。
位置を決めた ら 、ALPの取付けポ イ ン ト の座標を書き 留め ます。ただ し こ れは
シ ミ ュ レーシ ョ ンデ ッ キ なので、座標はチ ュ ー ト リ アル用デ ッ キに付与 さ れま
す。

1. 座標: Column（列） と Row（行）イ ンジケー タ をガ イ ド ラ イ ン と し て使用 し 、ALPを配置す
る取付け位置のColumn（列） と Row（行）の座標を入力 し ます。

2. 取付け位置: ALPの取付け位置は赤い点で表示 さ れます。この点の位置は、入力 し た
Column（列） と Row（行）の座標に応 じ て変わ り ます。

3. 列イ ン ジケー タ （デ ッ キの上部に も あ り ）
4. 行イ ン ジケー タ （デ ッ キの左側に も あ り ）
B54530AC   8-11



メ ソ ッ ド構築の手引き
メ ソ ッ ド を作成する前に  
b. WashStationSpan8の座標は、AQ10（Biomek i5の場合）ま たはBS10（Biomek i7の場
合）です。 し たがっ て、Column（列）フ ィ ール ド にAQま たはBSを、Row（行）
フ ィ ール ド に10を入力 し ます。有効な座標位置に、境界ボ ッ ク ス が表示 さ れま
す。 

c. Add ALP to Deck（ALPをデ ッ キに追加）を選択 し 処理を終了 し ます。

図 8.10  Span-8 ポ ッ ド を構成するBiomek i7 ハイ ブ リ ッ ド 装置のデ ッ キの設定

8 お使いの装置の ス テ ッ プ タ イ プチ ュー ト リ アル用デ ッ キに リ ス ト 表示 さ れてい る
ALPご と に、a.～c.のを繰 り 返 し ます。

9 （Renumber（番号の再割 り 当て））ア イ コ ン を ク リ ッ ク し 、番号順にデ ッ キの
番号を再割 り 当て し ます。 

10 チ ュ ー ト リ アル用デ ッ キに示す、装置の タ イ プに応 じ た仮想デ ッ キ と 、作成 し た
ばか り のデ ッ キ を比較 し 、必要に応 じ て変更 し ます。

1. 座標: 列 と 行のイ ン ジケー タ をガ イ ド ラ イ ン と し て使用 し 、ALPを配置する取付け位置の
Column（列） と Row（行）の座標を入力 し ます。

2. 取付け位置: ALPの取付け位置は赤い点で表示 さ れます。この点の位置は、入力 し た
Column（列） と Row（行）の座標に応 じ て変わ り ます。

3. 列イ ン ジケー タ （デ ッ キの上部に も あ り ）
4. 行イ ン ジケー タ （デ ッ キの左側に も あ り ）
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メ ソ ッ ド を作成する前に  8
11 （Save（保存））を選択 し てDeck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）を終了 し 、シ ミ ュ
レーシ ョ ンモー ド で メ ソ ッ ド を作成す る ためにデ ッ キ を保存 し ます。
重要 これによ り 、Default Deck（初期設定のデ ッ キ）が、作成 し たばか り のチ ュー ト リ ア

ルデ ッ キにな り ます。チ ュー ト リ アルデ ッ キは、お使いの装置のデ ッ キ と 一致 し ませ
ん。チ ュー ト リ アル メ ソ ッ ド の終了後、チ ュー ト リ アルデ ッ キは、Beckman Coulterの担
当者が作成 し フ レー ミ ング し たデ ッ キに戻す必要があ り ます。

ま たは
学習のためだけに こ の手順を行いチ ュ ー ト リ アルにはハー ド ウ ェ ア を使用す る場
合は、 （Cancel（キ ャ ンセル））を選択 し ます。

チ ュー ト リ アルの初期設定デ ッ キの選択
重要 ハー ド ウ ェ ア を使用 し て メ ソ ッ ド を実行する場合、初期設定のデ ッ キは変更 し ないで く

だ さ い。その代わ り 、お使いの装置のデ ッ キに合わせて メ ソ ッ ド を変更 し て く だ さ い。

注 仮想デ ッ キの作成で初期設定のデ ッ キをゼロから すでに作成済みの場合、ハー ド ウ ェ ア
セ ッ ト ア ッ プの構成に進んで く だ さ い。

事前設定の初期設定デ ッ キ を選択する には:

1 Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ）タ ブのInstrument（装置）グループ内で、 (Deck Editor)

（デ ッ キエデ ィ タ ）を選択 し ます。Deck Editor（デ ッ キエデ ィ タ ）が表示 さ れます。

2 ツールバーで、 （Open Deck（デ ッ キ を開 く ））を選択 し ます。
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メ ソ ッ ド を作成する前に  
3 デ ッ キの リ ス ト で、お使いの装置の タ イ プに対応 し たデ ッ キ を選択 し ます
（図 8.11）。 

図 8.11  デ ッ キの選択（下記はBiomek i7ハイ ブ リ ッ ド ）

4 Open as default deck（初期設定デ ッ キ と し て開 く ）が選択 さ れてい る こ と を確認 し ま
す（図 8.11）

5 OK（OK）を選択 し 処理を終了 し ます。
注 チ ュー ト リ アルの終了後、初期設定のデ ッ キは、お使いの装置の実物のデ ッ キの状態

に必ず戻 し て く だ さ い。

ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プの構成
マルチチ ャ ネルポ ッ ド と Span-8 ポ ッ ド では、Biomek Software のハー ド ウ ェ ア を構成す
る方法が異な り ます。詳細は、該当の項を ご参照 く だ さ い。
 • マルチチ ャ ネルのハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ
 • Span-8 のハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ

1. 選択 し たデ ッ キを初期設定のデ ッ キ と し て開 く には、このオプシ ョ ン を選択 し
ます。

2. デ ッ キ リ ス ト : お使いの装置の タ イ プに基づき、チ ュー ト リ アルで使用する初期
設定のデ ッ キを選択 し ます。
 • Biomek i5、Span-8 : Span8
 • Biomek i5、マルチチ ャ ネル: マルチチ ャ ネル
 • Biomek i7、シ ングルSpan-8 : Span8
 • Biomek i7、シ ングルマルチチ ャ ネル: マルチチ ャ ネル
 • Biomek i7、デュ アルマルチチ ャ ネル: デュ アルマルチチ ャ ネル
 • Biomek i7、ハイ ブ リ ッ ド : ハイ ブ リ ッ ド
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メ ソ ッ ド を作成する前に  8
マルチチ ャ ネルのハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ
メ ソ ッ ド の開始前に、正 し いヘ ッ ド が実際にポ ッ ド に装着 さ れ、Hardware Setup（ハー
ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）ユーテ ィ リ テ ィ で選択 さ れてい る こ と を確認する必要があ り
ます。シ ミ ュ レーシ ョ ンモー ド で メ ソ ッ ド を実行す る場合は、Hardware Setup（ハー ド
ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）ユーテ ィ リ テ ィ で、ヘ ッ ド の タ イ プが正 し い こ と だけ を確認 し
て く だ さ い。
ヘ ッ ド の タ イ プを確認 し 変更す る には:

1 実物の装置で メ ソ ッ ド を実行す る場合、現在の装置設定で作動する よ う メ ソ ッ ド
を変更する 必要があ り ます。 メ ソ ッ ド 変更の説明は、『Biomek i-Series Software 
Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』

（PN B56358）を ご参照 く だ さ い。
注 チ ュー ト リ アルで使用するヘ ッ ド に一致する よ う 実物のヘ ッ ド を変更する場合は、

『Biomek i-Series Hardware Reference Manual（Biomek i-Series ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマ
ニ ュ アル）』（PN B54474）を ご参照 く だ さ い。
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メ ソ ッ ド を作成する前に  
2 Biomek Software で、Utilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブのInstrument（装置）グループ

か ら （Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ））を選択 し ます。Hardware 

Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）が表示 さ れます。

3 適切なマルチチ ャ ネルポ ッ ド を選択 し ます（図 8.12）。
注 マルチチ ャ ネルポ ッ ド は96または384、Span-8 ポ ッ ド は8で特定可能です。

図 8.12  ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ（マルチチ ャ ネルポ ッ ド のステ ッ プユーザーイ ン タ
フ ェ ース）

4 Head Type（ヘ ッ ド タ イ プ）で、適切なヘ ッ ド が選択 さ れてい る こ と を確認 し ます
（図 8.12）。

 • Head Type（ヘ ッ ド タ イ プ）がすでに正 し く 設定 さ れてい る場合、 こ の ス テ ッ プ
か ら ス テ ッ プ7に飛びます。

5 Head Type（ヘ ッ ド タ イ プ） ド ロ ッ プダ ウ ンか ら 、適切なヘ ッ ド を選択 し ます。

1. Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）に表示のマルチチ ャ ネルポ ッ ド
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メ ソ ッ ド を作成する前に  8
6 新 し いヘ ッ ド のシ リ アル番号に合わせてSerial Number（シ リ アル番号）を変更 し ま
す。
注 シ ミ ュ レーシ ョ ン モー ド で メ ソ ッ ド を実行 し 指定の タ イ プのヘ ッ ド の実物を所有 し て

いない場合、Serial Number（シ リ アル番号）入力フ ィ ール ド はNone（な し ）のままに
し ます。

7 Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）ウ ィ ン ド ウ でAccept（承諾）を選択
し 、処理を終了 し ます。

Span-8 のハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ
Span-8 ポ ッ ド のハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プを変えてはいけ ません。現在の設定で作動
する よ う メ ソ ッ ド を変更する必要があ り ます。メ ソ ッ ド 変更の説明は、『Biomek i-Series 
Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』

（PN B56358）を ご参照 く だ さ い。

実行 メ ソ ッ ド のモー ド の指定

注意
手順が失敗する恐れがあ り ます。Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ
プ）で、適切な通信ポー ト が選択 されている こ と を確認 し て く だ さ い。シ
ミ ュ レーシ ョ ン モー ド は、Biomekシ ミ ュ レータ で メ ソ ッ ド を実行する場合
にのみ使用 し て く だ さ い。装置で メ ソ ッ ド を実行するには、装置が接続さ れ
ているUSBポー ト （Name（名称）にある）を選択 し て く だ さ い。

シ ミ ュ レーシ ョ ンモー ド で メ ソ ッ ド を実行す る と シ ミ ュ レー タ が表示 さ れ、 メ ソ ッ ド
を実行する 装置のアニ メ ーシ ョ ンが3Dで表示 さ れます。モー ド の設定は、Hardware 
Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）で行い ます（図 8.14）

Biomek i-Series の概念

Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）は、Biomek i-Series の適切な装置
情報（シ ミ ュ レー タ も含む）をBiomek Software に設定するのに使用 し ます。新
し いデバイ スの配置や設定は、通常、Beckman Coulterの担当者が行いますが、
他のデバイ スは場合によ り 、イ ン ス ト ール、設定、取外 し をHardware Setup

（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）で行 う 必要があ り ます。詳細は、Biomek i-Series 
Software Reference Manual（『Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ ア
ル』）（PN B56358）のAccessing Hardware Setup（「ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プへの
ア ク セス」）を ご参照 く だ さ い。
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メ ソ ッ ド を作成する前に  
メ ソ ッ ド の実行モー ド を選択す る には:

1 Instrument（装置）グループのUtilities（ユーテ ィ リ テ ィ ） タ ブで、 （Hardware 

Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ））を選択 し ます。Hardware Setup（ハー ド ウ ェ ア
セ ッ ト ア ッ プ）が表示 さ れます。

2 メ ソ ッ ド の実行に使用す る モー ド を決め ます。適切にモー ド を選択する ための ヒ
ン ト は、Biomek i-Series のチ ュー ト リ アル実行モー ド の決定を ご参照 く だ さ い。
モー ド に応 じ て下記の操作を行い ます。
 • ハー ド ウ ェ ア を使用する 場合、Name（名称）に、 ド ロ ッ プダ ウ ン リ ス ト か ら 正

し い名前を選択 し ます。
 • シ ミ ュ レーシ ョ ンモー ド では、Name（名称）に、Simulate（シ ミ ュ レーシ ョ ン）

を選択 し ます（図 8.13）。

図 8.13  ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ

1. シ ミ ュ レー タ で メ ソ ッ ド を実行するには、こ こ にSimulate（シ ミ ュ
レーシ ョ ン）を選択 し ます。

重要 Name（名称）をSimulate（シ ミ ュ レーシ ョ ン）に変更 し た場合、
元の名前を書き留め、ハー ド ウ ェ ア を使用 し て実行する際に簡単に
元に戻せる よ う に し て く だ さ い。
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メ ソ ッ ド を作成する前に  8
3 Accept（承諾）を選択 し ます。 
シ ミ ュ レーシ ョ ンモー ド を使用する と 、装置のアニ メ ーシ ョ ンが3Dで表示 さ れま
す（図 8.14）。装置で メ ソ ッ ド が進行する様子のシ ミ ュ レーシ ョ ン を見 る こ と がで
き ます。
重要 Simulation（シ ミ ュ レーシ ョ ン）モー ド からハー ド ウ ェ ア を使用 し て メ ソ ッ ド を実行

する モー ド に切 り 換えた ら、装置をホーム位置に戻す必要があ り ます。装置をホーム
位置に戻す手順の詳細は、第9章, ハー ド ウ ェ ア を使用 し た メ ソ ッ ド の実行（マルチ
チ ャ ネルポ ッ ド のチ ュー ト リ アル）または第10章, ハー ド ウ ェ ア を使用 し た メ ソ ッ ド の
実行（Span-8 のチ ュー ト リ アル）を ご参照 く だ さ い。

テ ィ ッ プ シ ミ ュ レー タ は、 メ ソ ッ ド が予想どお り に進行するかを確認する テス ト 手段 と
し て便利な ツール と 言えます。高価な試薬やチ ッ プ、設定も不要な う え、速度を上げ
て実行する こ と がで き るため、時間の節約に も な り ます。シ ミ ュ レー タ の詳細は、

『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマ
ニ ュ アル）』（PN B56358）の「Configuring the Simulator（シ ミ ュ レー タ の設定）」を ご参照
く だ さ い。

図 8.14  メ ソ ッ ド 実行のシ ミ ュ レーシ ョ ン
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チ ュー ト リ アル用デ ッ キ  
チ ュー ト リ アル用デ ッ キ

こ の項に、装置 タ イ プそれぞれに対応する チ ュー ト リ アル用デ ッ キの レ イ ア ウ ト お よ
び座標を示 し ます。下記の リ ン ク を選択 し 、お使いの装置 タ イ プに対応する デ ッ キ を
確認 し て く だ さ い。
 • Biomek i5マルチチ ャ ネルポ ッ ド のシ ミ ュ レーシ ョ ンデ ッ キ
 • Biomek i5 Span-8 ポ ッ ド のシ ミ ュ レーシ ョ ンデ ッ キ
 • Biomek i7シ ン グルマルチチ ャ ネルポ ッ ド のシ ミ ュ レーシ ョ ンデ ッ キ
 • Biomek i7 Span-8 のシ ミ ュ レーシ ョ ンデ ッ キ
 • Biomek i7デュ アルマルチチ ャ ネルポ ッ ド のシ ミ ュ レーシ ョ ンデ ッ キ
 • Biomek i7 ハ イ ブ リ ッ ド シ ミ ュ レーシ ョ ンのデ ッ キ

Biomek i5マルチチ ャ ネルポ ッ ド のシ ミ ュ レーシ ョ ンデ ッ キ

ALP デ ッ キエデ ィ タ の
ALP名 装置の座標

洗浄ステーシ ョ ン WashStation96 F10
廃液 TrashLeftSlide F18
チ ッ プ装填ALP TipLoad1x1 M10 M15 M20 M25 M30
静的 1 x 1 ALP Static1x1 T10 T15 AA10 AA15 AH10 AH15
静的 1 x 3 ALP Static1x3 T30 AA30 AH30
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メ ソ ッ ド 構築の手引き
チ ュー ト リ アル用デ ッ キ  8
Biomek i5 Span-8 ポ ッ ド のシ ミ ュ レーシ ョ ンデ ッ キ

ALP デ ッ キエデ ィ タ の
ALP名 装置の座標

洗浄ステーシ ョ ン WashStationSpan8 AQ10
廃液 TrashRightSlide AH18

静的 1 x 1 ALP Static1x1
F10 F15 M10 M15
T10 T15 AA10 AA15

静的 1 x 3 ALP Static1x3 F30 M30 T30 AA30
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チ ュー ト リ アル用デ ッ キ  
Biomek i7シ ングルマルチチ ャ ネルポ ッ ド のシ ミ ュ レーシ ョ ンデ ッ キ

ALP デ ッ キエデ ィ タ の
ALP名 装置の座標

洗浄ステーシ ョ ン WashStation96 F10
廃液 TrashLeftSlide F18
チ ッ プ装填ALP TipLoad1x1 M10 M15 M20 M25 M30

静的 1 x 1 ALP Static1x1
T10 T15 AA10 AA15 AH10 AH15

AO10 AO15 AV10 AV15 BC10 BC15
静的 1 x 3 ALP Static1x3 T30 AA30 AH30 AO30 AV30 BC30
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メ ソ ッ ド 構築の手引き
チ ュー ト リ アル用デ ッ キ  8
Biomek i7 Span-8 のシ ミ ュ レーシ ョ ンデ ッ キ

ALP デ ッ キエデ ィ タ の
ALP名 装置の座標

洗浄ステーシ ョ ン WashStationSpan8 BS10
廃液 TrashRightSlide BJ18

静的 1 x 1 ALP Static1x1
T10 T15 AA10 AA15 AH10 AH15

AO10 AO15 AV10 AV15 BC10 BC15
静的 1 x 3 ALP Static1x3 T30 AA30 AH30 AO30 AV30 BC30
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メ ソ ッ ド構築の手引き
チ ュー ト リ アル用デ ッ キ  
Biomek i7デュ アルマルチチ ャ ネルポ ッ ド のシ ミ ュ レーシ ョ ンデ ッ キ

ALP デ ッ キエデ ィ タ の
ALP名 装置の座標

洗浄ステーシ ョ ン WashStation96 F10 BJ10

廃液
TrashLeftSlide F18
TrashRightSlide BJ18

チ ッ プ装填ALP TipLoad1x1
M10 M15 M20 M25 M30 BC10
BC15 BC20 BC25 BC30

静的 1 x 1 ALP Static1x1
T10 T15 AA10 AA15 AH10 AH15

AO10 AO15 AV10 AV15
静的 1 x 3 ALP Static1x3 T30 AA30 AH30 AO30 AV30
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メ ソ ッ ド 構築の手引き
チ ュー ト リ アル用デ ッ キ  8
Biomek i7 ハイ ブ リ ッ ド シ ミ ュ レーシ ョ ンのデ ッ キ

ALP デ ッ キエデ ィ タ の
ALP名 装置の座標

洗浄ステーシ ョ ン
WashStation96 F10
WashStationSpan8 BS10

廃液
TrashLeftSlide F18
TrashRightSlide BJ18

チ ッ プ装填ALP TipLoad1x1 M10 M15 M20 M25 M30

静的 1 x 1 ALP Static1x1
T10 T15 AA10 AA15 AH10 AH15

AO10 AO15 AV10 AV15 BC10 BC15
静的 1 x 3 ALP Static1x3 T30 AA30 AH30 AO30 AV30 BC30
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第9章
マルチチ ャ ネルポ ッ ド を使用 し た簡潔

な メ ソ ッ ド の作成

Biomek Software で始めるために必要な知識

重要 この章に入る前に、第8章, 基本的な学習概念を よ く お読みにな り 、該当する作業をすべ
て終了 し て く だ さ い。

こ の章では、マルチチ ャ ネルポ ッ ド の基本的な送液 メ ソ ッ ド を作成する 方法を ご説明
し ます。 こ の章では下記の内容を扱い ます。
 • 新規 メ ソ ッ ド の作成
 • 装置設定ス テ ッ プの構成
 • 送液の設定
 • メ ソ ッ ド の保存
 • メ ソ ッ ド の実行

新規 メ ソ ッ ド の作成

新規 メ ソ ッ ド の作成 と し て下記の内容を取 り 上げます。 
 • 新規 メ ソ ッ ド フ ァ イ ルの作成
 • 開始ス テ ッ プ と 終了ス テ ッ プの理解

Biomek i-Series の概念

メ ソ ッ ド と は、装置の操作を制御する一連のステ ッ プです。ステ ッ プは リ ボン
タ ブに表示 さ れ、 メ ソ ッ ド に利用可能なア イ コ ンがグループご と にま と められ
ています。 メ ソ ッ ド を構築するには、 メ ソ ッ ド ビ ューで、2番目のステ ッ プ を配
置する位置の上段に、最初のステ ッ プ を選択 し 、適切な リ ボン タ ブから、 メ
ソ ッ ド に使用するステ ッ プのア イ コ ン を選択 し て く だ さ い。希望に沿っ て、ス
テ ッ プ を一つずつ配置 し 構成 し て く だ さ い。 

注 メ ソ ッ ド ビ ューにすでに追加 さ れている ステ ッ プは、ステ ッ プ を選択 し 、
希望する別の位置に ド ラ ッ グするだけで並べ変え る こ と がで き ます。
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マルチチャネルポッ ドを使用した簡潔なメソッ ドの作成
新規 メ ソ ッ ド の作成  
新規 メ ソ ッ ド フ ァ イルの作成
メ ソ ッ ド を始め る には、新規 メ ソ ッ ド を作成する か、既存の メ ソ ッ ド を開 く か選択す
る こ と がで き ます。 こ のチ ュー ト リ アルでは、新規 メ ソ ッ ド を作成 し ます。新規 メ
ソ ッ ド を作成する には:

1 File（フ ァ イ ル）> New（新規）> Method（ メ ソ ッ ド ）を選択 し ます。 
ま たは
ク イ ッ ク ア ク セ ス ツールバーか ら 新規 メ ソ ッ ド を選択 し ます（図 9.1）。
こ れで新規 メ ソ ッ ド の開始 と な り ます。

図 9.1  ク イ ッ ク ア ク セス ツールバーの新規 メ ソ ッ ド

2 必要な場合は、Biomek Software エデ ィ タ を広げ全画面表示に し て く だ さ い。

開始ステ ッ プ と終了ステ ッ プの理解
画面の よ う に（図 9.1）、 メ イ ンエデ ィ タ の メ ソ ッ ド ビ ューにStart（ス タ ー ト ）ス テ ッ
プ と Finish（終了）ス テ ッ プが表示 さ れます。 こ れ ら は、 メ ソ ッ ド の作成時に自動的に
表示 さ れます。 こ の2つの ス テ ッ プは常に メ ソ ッ ド ビ ュ ー表示 さ れ、 メ ソ ッ ド の開始 と
終了を表 し ます。Biomek i-Series の装置で実行す る残 り の ス テ ッ プすべて を、Start（ス
タ ー ト ）ス テ ッ プ と Finish（終了）ス テ ッ プの間に挿入 し ます。
Start（ス タ ー ト ）ス テ ッ プが メ ソ ッ ド ビ ューで強調表示 さ れ る と 、変数を設定ビ ュー
でい く つか作成す る こ と がで き ます。 こ のチ ュー ト リ アルでは、 こ の設定手順を割愛
し ます。 
Start（ス タ ー ト ）構成の詳細を今すぐ知 り たい場合は、『Biomek i-Series Software 
Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』（PN B56358）
の「Configuring the Start Step（開始ス テ ッ プの構成）」を ご参照 く だ さ い。
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マルチチ ャ ネルポ ッ ド を使用 し た簡潔な メ ソ ッ ド の作成
装置設定ステ ッ プの構成  9
Finish（終了）ス テ ッ プの詳細は、 メ ソ ッ ド の終了ま での推定時間（ETC）の決定を ご
参照 く だ さ い。

装置設定ステ ッ プの構成

チ ュ ー ト リ アルの次の作業 と し て、送液手順にInstrument Setup（装置設定）ス テ ッ プ
の構成を行い ます。下記の機器をデ ッ キに配置 し ます。
 • チ ッ プ
 • ソ ース リ ザーバ
 • 移送先マ イ ク ロ プ レー ト
テ ィ ッ プ メ ソ ッ ド ビ ューで、Instrument Setup（装置設定）ステ ッ プや他のステ ッ プ を間違っ

た位置に挿入 し て も、適切な位置に ド ラ ッ グア ン ド ド ロ ッ プ し 直す こ と がで き ます。

Instrument Setup（装置設定）を挿入する には:

1 メ ソ ッ ド ビ ューで（強調表示 さ れてい る）Start（ス タ ー ト ）を選択 し ます。

2 Setup & Devices Steps（設定お よ びデバ イ ス の ス テ ッ プ） タ ブのBiomekグループで、

（Instrument Setup（装置設定））ア イ コ ンにマ ウ ス を ホバー し ます。ホバーす

る と 、 メ ソ ッ ド ビ ューのStart（ス タ ー ト ）の下部に黒い線が表示 さ れます。 こ の黒
い線は挿入位置を示 し 、次の ス テ ッ プがそ こ に表示 さ れます。 こ こ では、その位
置にInstrument Setup（装置設定）ス テ ッ プを挿入 し ます。
テ ィ ッ プ ステ ッ プ を メ ソ ッ ド に挿入する別の方法 と し て、黒い線を適切な位置に移動 し 、

ステ ッ プア イ コ ン（ リ ボン タ ブ中）を ク リ ッ ク し て メ ソ ッ ド ビ ューに ド ラ ッ グ し マウ
スボ タ ン を放す こ と も で き ます。
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マルチチャネルポッ ドを使用した簡潔なメソッ ドの作成
装置設定ステ ッ プの構成  
3 Instrument Setup（装置設定）ア イ コ ン を ク リ ッ ク し 、同ス テ ッ プを挿入 し ます。
Instrument Setup（装置設定）構成が表示 さ れます（図 9.2）。

図 9.2  Instrument Setup（装置設定）構成

1. このス ク ロールバーを下方にス ク ロール し 、ラ ブウ ェ アの選択肢をすべて表示 し ま
す。

2. 利用可能な ラ ブウ ェ ア: メ ソ ッ ド に使用可能な ラ ブウ ェ アの選択肢が表示 さ れます。選
択 し た ラ ブウ ェ ア をデ ッ キレ イ アウ ト 表示に移動 し ます。

3. デ ッ キレ イ アウ ト : お使いのデ ッ キのレ イ アウ ト が表示 さ れます。目的のデ ッ キレ イ ア
ウ ト 位置に、選択 し た ラ ブウ ェ ア を配置 し ます。

テ ィ ッ プ 該当ペ イ ンの下部または端にマウス をホバー し カーソルを両方向の矢印
（ または ）に変え る と 、各ペ イ ンのサイズを変え る こ と がで き ます。ぺイ ンの

サイズを大き く するか小 さ く するかに応 じ て、ペ イ ンの端を ク リ ッ ク し 上下左右方向
に ド ラ ッ グ し 、完了 し た ら マウス を放 し ます。
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マルチチ ャ ネルポ ッ ド を使用 し た簡潔な メ ソ ッ ド の作成
装置設定ステ ッ プの構成  9
挿入 し たInstrument Setup（装置設定）ス テ ッ プで、下記の器具を選択 し 配置 し ます。
 • BC230チ ッ プをデ ッ キ位置TL2（チ ッ プ装填位置2）へ
 • Reservoir（ リ ザーバ）をデ ッ キ位置P2へ
 • BCFlat96マ イ ク ロ プ レー ト をデ ッ キ位置P3へ
ラ ブ ウ ェ ア を選択 し 配置する には:

1 Deck（デ ッ キ）で、正 し いデ ッ キ をチ ュー ト リ アルに使用 し てい る こ と を確認 し ま
す。正 し いデ ッ キが選択 さ れていない場合、 ド ロ ッ プダ ウ ン を ク リ ッ ク し デ ッ キ
を選択 し 直 し ます。詳細については、第8章, チ ュー ト リ アルの初期設定デ ッ キの選
択を ご参照 く だ さ い。

2 利用可能な ラ ブ ウ ェ アの表示で、BC230チ ッ プのア イ コ ン を ク リ ッ ク し 、デ ッ キ レ
イ ア ウ ト 表示のデ ッ キ位置TL2を ク リ ッ ク し ます。デ ッ キ レ イ ア ウ ト 上のチ ッ プ
ボ ッ ク ス にマ ウ ス を ホバーする と 、デ ッ キ位置 と ラ ブ ウ ェ アがツールチ ッ プで特
定 さ れ る こ と に注目 し て く だ さ い。 こ の手順は、デ ッ キに配置 し た ラ ブ ウ ェ アす
べてに適用 さ れます。

3 上記の手順で、Reservoir（ リ ザーバ）をデ ッ キ位置P2に配置 し ます。

4 リ ザーバをデ ッ キに配置 し た ら 、 リ ザーバを ダブル ク リ ッ ク する か右 ク リ ッ ク し 、
Properties（プ ロ パテ ィ ）を選択 し ます。Labware Properties（ ラ ブ ウ ェ アプ ロ パテ ィ ）
が開 き ます（図 9.3）。デ ッ キ レ イ ア ウ ト に追加 し た ラ ブ ウ ェ アはそれぞれLabware 
Properties（ ラ ブ ウ ェ アプ ロ パテ ィ ）で設定 さ れます。Labware Properties（ ラ ブ ウ ェ
アプ ロ パテ ィ ）の設定内容は、 メ ソ ッ ド の ス テ ッ プを実行する 際や、チ ッ プを装
填 し た り 外 し た り する際に使用 さ れます。
テ ィ ッ プ Labware Properties（ラ ブウ ェ アプ ロパテ ィ ）によ り 、チ ッ プ を チ ッ プボ ッ ク ス

に戻すか（マルチチ ャ ネルポ ッ ド のみ）、廃棄物容器に移動するかを設定する こ と がで
き ます。

図 9.3  リ ザーバのラ ブウ ェ アプ ロパテ ィ
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5 Labware Properties（ ラ ブ ウ ェ アプ ロ パテ ィ ）で、 リ ザーバに名前を付け る こ と がで
き ます。 こ こ では「Rsvr」に し ますが、総 じ て ラ ブ ウ ェ アにはど んな名前を付けて
も か ま い ません。Name（名称）フ ィ ール ド にRsvr と 入力 し ます。構成が完了する
と 、現在の装置の表示の リ ザーバの上に名前が表示 さ れます（図 9.4）。
テ ィ ッ プ デ ッ キのラ ブウ ェ アに名前を付ける と 便利です。ラ ブウ ェ アの内容物を特定す

る名前や、ラ ボで行っ ている作業を説明する名前を割 り 当てする こ と がで き ます。ま
た、ラ ブウ ェ アの名前を付ける と 、位置ではな く 名前で照会する こ と がで き ます。そ
のため、ラ ブウ ェ アの名前を付ける と 混乱を避けるのに役立ち ます。名前は他のス
テ ッ プで も使用 さ れ、ログ フ ァ イルに表示 さ れます。

6 チ ュ ー ト リ アルでは、Bar Code（バーコー ド ）を空欄の ま ま に し ます。一部の メ
ソ ッ ド で、特定のプ レー ト を特定する ために使用す る こ と がで き ます。

7 Labware contains an（ ラ ブ ウ ェ アの液量）にKnown（既知）を選択 し ます。

8 Volume（量）フ ィ ール ド に100000 と 入力 し ます。 こ れは、 ソ ース リ ザーバの量が
100,000 mLであ る こ と が既知であ る こ と を意味 し ます。

9 Liquid Type（液体 タ イ プ） ド ロ ッ プダ ウ ン メ ニ ュ ーか ら Water（水）を選択する か、
同フ ィ ール ド にWater と 入力 し ます。

10 初期設定で選択 さ れてい るSense the liquid level the first time a well with Unknown or 
Nominal volume is accessed “from the Liquid”（既知量ま たは公称量の入っ た ウ ェ ルに

「液体か ら 」初めてア ク セ スする際に液体レベルを検知する）はその ま ま に し ま
す。Span-8 ポ ッ ド でのみ使用可能な液体レベル検知の詳細は、後述のSpan-8 チ ュー
ト リ アルで説明 し ます。 

11 OK（OK）を選択 し ます。

12 BCFlat96マ イ ク ロ プ レー ト を、デ ッ キの位置P3に配置 し ます。

13 P3のマ イ ク ロ プ レー ト を ダブル ク リ ッ ク する か右 ク リ ッ ク し 、Properties（プ ロ パ
テ ィ ）を選択 し ます。

14 Name（名称）フ ィ ール ド にDest と 入力 し 、移送先であ る こ と を示 し ます。

15 Labware contains a（n）（ ラ ブ ウ ェ アの液量）にKnown（既知）を選択 し 、マ イ ク ロ プ
レー ト の液量が既知であ る こ と を示 し ます。
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16 Volume（量）フ ィ ール ド は、0の ま ま に し ます。

17 移送先であ る こ のプ レー ト は空なので、Liquid Type（液体 タ イ プ）を指定 し ないで
く だ さ い。

18 OK（OK）を選択 し ます。
テ ィ ッ プ 上記のステ ッ プで設定 し たプ ロパテ ィ （名前、量、液体 タ イ プなど）は、他の

メ ソ ッ ド で も再利用で き る よ う 保存可能です。保存するには、利用可能な ラ ブウ ェ ア
の表示の上部にあるLabware Category（ラ ブウ ェ ア カ テゴ リ ） ド ロ ッ プダウンから
<Custom>（カ ス タ ム）を選択 し ます。設定 し た ラ ブウ ェ ア を、デ ッ キレ イ アウ ト の表
示から、利用可能な ラ ブウ ェ アの表示に ド ラ ッ グ し ます。カ ス タ マ イズ し た ラ ブウ ェ
アが、現在のプ ロ ジ ェ ク ト を使用する、すべての メ ソ ッ ド で利用可能にな り ます。

以上で完了です。送液の準備がデ ッ キで整い ま し た。 メ イ ンエデ ィ タ は図 9.4の よ
う にな っ てい る はずです。
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図 9.4  Instrument Setup（装置設定）ステ ッ プの完了

送液の設定

送液の メ ソ ッ ド を挿入 し 設定す る準備が整い ま し た。Biomek Software にはTransfer（ ト
ラ ン ス フ ァ ー）ス テ ッ プがLiquid Handling Steps（液体処理ス テ ッ プ） タ ブのBasic Liquid 
Handling（基本的な液体処理）グループに用意 さ れてお り 、簡単に作業を行 う こ と がで
き ます。
Transfer（ ト ラ ン ス フ ァ ー）で下記をは じ め と する内容を設定 し ます。
 • チ ッ プの取扱い
 • ソ ース の ラ ブ ウ ェ ア
 • 移送先の ラ ブ ウ ェ ア
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チ ッ プの取扱い方法の設定
送液を設定する には、 メ イ ンエデ ィ タ の メ ソ ッ ド ビ ューにTransfer（ ト ラ ン ス フ ァ ー）
ス テ ッ プを挿入 し 、下記項目に入力 し てTip Handling（チ ッ プの取扱い）を設定 し て く
だ さ い。

1 Instrument Setup（装置設定）ス テ ッ プを強調表示 し ます。

2 Basic Liquid Handling（（基本的な液体処理）グループのLiquid Handling Steps（液体処理
ス テ ッ プ）で、 （Transfer（ ト ラ ン ス フ ァ ー））ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

Transfer（ ト ラ ン ス フ ァ ー）ス テ ッ プの構成が表示 さ れます（図 9.5）。エデ ィ タ 下
部の現在の装置表示で、デ ッ キの図面が変わっ た こ と に注目 し て く だ さ い。デ ッ
キの状態が、現在の ス テ ッ プの開始時点に一致する よ う 、動的に変更 さ れてい ま
す。

Biomek i-Series の概念

マルチチ ャ ネルポ ッ ド のTransfer（ ト ラ ン ス フ ァ ー）ステ ッ プでは、1ヶ所の
ソースから2ヶ所以上の移送先に送液 さ れます。Transfer（ ト ラ ンス フ ァ ー）ス
テ ッ プでは、チ ッ プの装填、液体の吸引 と 分注、チ ッ プの取外 し が初期設定で
入力済みです。これによ り 、4つの別個のステ ッ プ を挿入する必要はあ り ませ
ん。ただ し 、 メ ソ ッ ド によ っ ては必要にな る こ と も あ り ます。これらの個別の
ステ ッ プは、『Biomek i-Series Tutorials（Biomek iチ ュー ト リ アル）』（PN B54475）の

「Multichannel Pod — Using Individual Steps to Transfer Liquid and Handle Labware（マルチ
チ ャ ネルポ ッ ド ―送液 と ラ ブウ ェ アの取扱いに、個別のステ ッ プ を使用する）」
を ご参照 く だ さ い。
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図 9.5  Transfer（ ト ラ ンス フ ァ ー）ステ ッ プの挿入

3 Tip Handling（チ ッ プの取扱い）で、Load（装填）が選択 さ れてい る こ と を確認 し ま
す。

4 表示 さ れてい る チ ッ プの タ イ プが、Instrument Setup（装置設定）で設定 し たBC230
にな っ てい る こ と を確認 し ます。
テ ィ ッ プ 複数の タ イ プのチ ッ プがデ ッ キにあ り 、間違っ た タ イ プのチ ッ プが表示 さ れて

いる場合、現在の装置の表示内の正 し いチ ッ プボ ッ ク ス を ク リ ッ クすれば、チ ッ プの
タ イ プ を簡単に変え る こ と がで き ます。

5 横にあ る フ ィ ール ド のunload them（外す）が選択 さ れてい る こ と を確認 し ます。

6 Wash tips in（チ ッ プを洗浄）が 選択 さ れていない こ と を  確認 し ます。こ の メ ソ ッ ド
ではチ ッ プの洗浄を行い ません。
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7 Change tips between sources（チ ッ プを ソ ース ご と に変え る ）を選択 し ます。

8 Change tips between destinations（チ ッ プを移送先ご と に変え る ）を非選択に し ます。

9 送液用のチ ッ プの設定が済んだので、Tip Handling（チ ッ プの取扱い）の横にあ る上
向き矢印を ク リ ッ ク し ます（図 9.5）Tip Handling（チ ッ プの取扱い）が折 り たた ま
れ、 ラ ブ ウ ェ ア構成の スペース が広が り ます。Tip Handling（チ ッ プの取扱い）構成
を折 り たたむ と 、チ ッ プの取扱い方法を説明する簡単なテ キ ス ト が表示 さ れます。 
テ ィ ッ プ Tip Handling（チ ッ プの取扱い）構成を進行中いつで も折 り たたむだけで、 メ

ソ ッ ド の実行中チ ッ プが想定どお り 動 く か確認する こ と がで き ます。表示 さ れる文章
に、設定内容およびチ ッ プの取扱い方法が示 さ れます。チ ッ プの取扱い方法が想定 と
異な る場合、構成スペース を展開 し 変更 し て く だ さ い。
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10 こ の時点でTransfer Details（ ト ラ ン ス フ ァ ーの詳細）セ ク シ ョ ンは変更 し ないので、
Transfer Details（ ト ラ ン ス フ ァ ーの詳細）の横にあ る下向きの矢印を ク リ ッ ク し て
Transfer Details（ ト ラ ン ス フ ァ ーの詳細）構成を折 り たたみ要約表示に し ます。
Source（ ソ ース） と Destination（移送先）の構成スペース が広が り ます。エデ ィ タ
は図 9.6の よ う に表示 さ れます。

図 9.6  設定後折 り たたんだ状態のTip Handling（チ ッ プの取扱い）
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ソースのラ ブウ ェ アの設定
こ れか ら ソ ース の ラ ブ ウ ェ ア を設定 し ます。吸引す る液体が入っ てい る ラ ブ ウ ェ ア、
吸引時にチ ッ プが ど の高 さ に ま で ラ ブ ウ ェ アに下降する かを指定 し ます。
ソ ース の ラ ブ ウ ェ アの名前 と し てRsvr と 命名 し た リ ザーバを設定する には:

1 Click here to add a source（ こ こ を ク リ ッ ク し て ソ ース を追加）を ク リ ッ ク し ます。

2 現在の装置の表示で、P2にあ るRsvrを ク リ ッ ク し ます。画面の よ う に、Instrument 
Setup（装置設定）で入力 し た情報が ソ ース ラ ブ ウ ェ アの構成に表示 さ れます。

3 Technique（テ ク ニ ッ ク ） ド ロ ッ プダ ウ ンで、MC P300 Highテ ク ニ ッ ク を選択 し ます。

4 構成画面で リ ザーバの図の横にあ る、大き なチ ッ プの イ ラ ス ト を右 ク リ ッ ク し 、
Measure from Bottom（底か ら 測定）を選択 し ます。
テ ィ ッ プ チ ッ プ を ク リ ッ ク する と 、キーボー ド の上向き矢印や下向き矢印キーを押すた

びに、0.10 mm単位で高 さ を精密に調整する こ と がで き ます。または、ページア ッ プ
キーまたはページダウンキーを押 し 、1.0 mm単位で高 さ を調整する こ と も で き ます。
また、図を右ク リ ッ ク し 表示 さ れる メ ニ ューからCustom Height（カ ス タ ム高 さ ）を選
択する こ と も で き ます。チ ッ プの高 さ を カ ス タ マ イズする と 、液体吸引に選択 し たテ
ク ニ ッ クが置き換え られます。テ ク ニ ッ クの設定およびTechnique Browser（テ ク ニ ッ
ク ブ ラ ウザ）の詳細は、『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト
ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』（PN B56358）の「Understanding and Creating 
Techniques（テ ク ニ ッ クの理解 と 作成）」を ご参照 く だ さ い。
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5 吸引時にチ ッ プが リ ザーバに下降する 高 さ を調整 し た り 設定 し た り する には、マウ
ス カーソルを チ ッ プのイ ラ ス ト に合わせます。カー ソ ルが手の形にな っ た ら 、マ ウ ス
の左ボ タ ン を押 し た ま ま手の形を上下に動か し 、で き る だけ高 さ を近づけ ます。
その後、上記の ス テ ッ プ4の ヒ ン ト を参考に、1.00 mm単位で高 さ を精密に調整 し ま
す。 ソ ース リ ザーバの図の底に大き なチ ッ プが当た り 小 さ く 割れてい ます。 こ れ
は、 リ ザーバの幅が大き すぎて図に収ま ら ない こ と を意味 し ます。
ソ ース ラ ブ ウ ェ アの設定が完了 し ま し た。エデ ィ タ は図 9.7の よ う に表示 さ れます。

図 9.7  設定後のソースのラ ブウ ェ ア
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移送先のラ ブウ ェ アの設定
ソ ース の リ ザーバか ら 水を分注する移送先を設定 し ます。 こ こ では、デ ッ キ位置P3の
BCFlat96マ イ ク ロ プ レー ト に水を分注する も の と し ます。
手順:

1 現在の装置表示のDest（移送先）マ イ ク ロ プ レー ト を ク リ ッ ク し ます。 こ の操作1
回で、 ソ ース の ラ ブ ウ ェ アの設定の ス テ ッ プ1 と ス テ ッ プ2を終了 し た こ と にな り ま
す。 ソ ース ラ ブ ウ ェ アの構成フ ィ ール ド が、設定内容を短 く ま と めた文章に置き
換わっ た こ と に注目 し て く だ さ い。 ソ ース構成を折 り たたんで も 、折 り たたんだ
領域の ど こ かを ク リ ッ ク すれば開 く こ と がで き ます。
テ ィ ッ プ 意に反 し て移送先設定を多数開きすぎた場合は、設定項目名を右ク リ ッ ク し ま

す。 メ ニ ューのDelete（削除）を ク リ ッ クする と 、構成全体が消去 さ れます。

2 移送先構成で量フ ィ ール ド が強調表示 さ れ、分注す る液量を指定する こ と がで き
ます。 こ こ では100 µLを搬送する ので、量フ ィ ール ド に100 と 入力 し ます。 こ れは、
96個の ウ ェ ルに100 µLを それぞれ分注する こ と を意味 し ます。 こ の場合、ウ ェ ルが
96個のマ イ ク ロ プ レー ト に合計で9600 µLを分注 し ます。

3 Technique（テ ク ニ ッ ク ） ド ロ ッ プダ ウ ンで、MC P300 Highテ ク ニ ッ ク を選択 し ます。

4 大き なチ ッ プ イ ラ ス ト を右 ク リ ッ ク し 、Measure from Bottom（底か ら 測定）を選択
し ます。
注 チ ッ プの高 さ を カ ス タ マ イズする と 、液体の分注に選択 し たテ ク ニ ッ クが置き換え ら

れます。テ ク ニ ッ クの設定およびTechnique Browser（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウザ）の詳細は、
『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマ

ニ ュ アル）』（PN B56358）の「Understanding and Creating Techniques（テ ク ニ ッ クの理解
と 作成）」を ご参照 く だ さ い。
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5 吸引の高 さ の設定に使用 し たの と 同 じ テ ク ニ ッ ク を用いて、大き なチ ッ プの イ ラ
ス ト で、分注の高 さ を底から1.00 mmに設定 し ます。
移送先の ラ ブ ウ ェ アが設定 さ れ、エデ ィ タ が図 9.8の よ う に表示 さ れます。

図 9.8  設定後の移送先のラ ブウ ェ ア

メ ソ ッ ド の終了までの推定時間（ETC）の決定
送液の設定が完了 し たので、 メ ソ ッ ド 全体の完了に必要な時間をFinish（終了）ス テ ッ
プで確認 し ます。
注 Finish（終了）ステ ッ プ を選択する と 、 メ ソ ッ ド のバ リ デーシ ョ ン も実行 さ れエ ラーが確認

さ れます。

手順:

1 メ ソ ッ ド ビ ューでFinish（終了）ス テ ッ プを ク リ ッ ク し ます。
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2 エデ ィ タ 下部の ス テー タ スバーのETC表示を確認 し ます。 こ の メ ソ ッ ド では、ETC
は37秒ほ ど です（図 9.9）。ETCの値が若干違っ ていて も 問題あ り ません。

図 9.9  ETCが表示 さ れている最終ステ ッ プ

こ れで終了です。下記の実習を経て、Biomek Software で送液 メ ソ ッ ド を構築 し ま し
た。
 • メ イ ンエデ ィ タ で新規 メ ソ ッ ド 作成の準備を行 う
 • Instrument Setup（装置設定）で、デ ッ キ と 構成 ラ ブ ウ ェ ア を設定
 • Transfer（ ト ラ ン ス フ ァ ー）ス テ ッ プで送液の設定を追加

1. ETC: メ ソ ッ ド ビ ューの メ ソ ッ ド の終了までの推定時間
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メ ソ ッ ド の保存

作成 し たばか り の メ ソ ッ ド を保存 し ます。

メ ソ ッ ド を保存す る には:

1 File（フ ァ イ ル）> Save（保存）> Method（ メ ソ ッ ド ）を選択 し ます。

2 メ ソ ッ ド を保存す る フ ァ イ ル名をMethod Name（ メ ソ ッ ド 名）に入力 し ます。 こ の
章では、Getting Started Tutorial と 入力 し ます（図 9.10）

図 9.10  メ ソ ッ ド の保存

Biomek i-Series の概念

メ ソ ッ ド は開発中いつで も保存する こ と がで き ます。 メ ソ ッ ド を保存する と 、
メ ソ ッ ド の確認が自動的に行われ、その時点での メ ソ ッ ド 構成を保全する改訂
記録が作成 さ れます。改訂記録は後で、改訂履歴から ア ク セスする こ と がで き
ます。 メ ソ ッ ド の保存後に ラ ブウ ェ アの定義やテ ク ニ ッ ク などのプ ロ ジ ェ ク ト
項目を変更する と 、 メ ソ ッ ド を次に開けた際に、最新の定義が使用 さ れます。
詳細は、『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ
フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』（PN B56358）の「Saving a Method（ メ ソ ッ ド の保存）」
および「Viewing Method History（ メ ソ ッ ド 履歴の確認）」を ご参照 く だ さ い。
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3 OK（OK）を選択 し ます。 タ イ ト ルバー と メ イ ンエデ ィ タ 下部の左角に表示 さ れ る
メ ソ ッ ド 名が、Getting Started Tutorial [Revision 1]に変わっ た こ と に注目 し て く だ さ い

（図 9.11）。

図 9.11  メ ソ ッ ド 名の変更後
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メ ソ ッ ド の実行 

メ ソ ッ ド 構築が完成 し たので、実行 し てみます。 
Run（実行）を選択する と 内部で メ ソ ッ ド のバ リ デーシ ョ ンが行われ、エ ラ ーがないか
確認 さ れます。バ リ デーシ ョ ンの完了後、 メ イ ンデ ッ キの上にデ ッ キ確認プ ロ ンプ ト
が表示 さ れ、 ソ フ ト ウ ェ アが解釈する デ ッ キ設定が表示 さ れます。
該当する下記の項の説明に従い メ ソ ッ ド を実行 し ます。
 • シ ミ ュ レーシ ョ ンモー ド での実行
 • ハー ド ウ ェ ア を使用 し た メ ソ ッ ド の実行

シ ミ ュ レーシ ョ ン モー ド での実行
Instrument Setup Confirmation（装置設定の確認）ポ ッ プア ッ プ ウ ィ ン ド ウ でOK（OK）を
選択する と 、ただちに メ ソ ッ ド が実行 さ れます。実行中の ス テ ッ プが メ ソ ッ ド ビ ュ ー
で強調表示 さ れ る ので、 メ ソ ッ ド の進行を確認する こ と がで き ます。
シ ミ ュ レーシ ョ ンモー ド で メ ソ ッ ド を実行す る には:

1 ク イ ッ ク ア ク セ ス ツールバーの （Run（実行））ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。 
ま たは
Execution（実行）グループのMethod（ メ ソ ッ ド ） タ ブで、 （Run（実行））を選択

し ます。 
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2 デ ッ キ確認プ ロ ンプ ト （図 9.12）でOK（OK）を選択 し ます。実行中の ス テ ッ プが
メ ソ ッ ド ビ ューで強調表示 さ れ る ので、 メ ソ ッ ド の進行を確認する こ と がで き ま
す。 メ ソ ッ ド が完了する と 、シ ミ ュ レーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ が自動的に非表示にな
り ます。

図 9.12  デ ッ キ確認プ ロ ン プ ト

3 必要であれば、 メ ソ ッ ド を再保存 し ます。

4 File（フ ァ イ ル）> Close Method（ メ ソ ッ ド を閉 じ る）を選択 し て メ ソ ッ ド を閉 じ ま
す。

1. デ ッ キの設定
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ハー ド ウ ェ ア を使用し た メ ソ ッ ド の実行
実物の装置で メ ソ ッ ド を実行す る には:

1 ハー ド ウ ェ ア を使用 し て（実物の装置で） メ ソ ッ ド を実行する には、 すべての軸を、
ホームに戻す必要が り ます。 

実行グループのMethod（ メ ソ ッ ド ） タ ブで、 （Home All Axes（全軸のホー ミ ン

グ））を選択 し ます。警告一覧を表示する ウ ィ ン ド ウ が表示 さ れます。
注 Home All Axes（全軸のホー ミ ング）を選択する と 、ポ ッ ド の軸がすべてホームに戻 り ま

す。

2 Warning（警告）の内容に適切に対処 し た こ と を確認 し た ら OK（OK）を選択 し ます。
注 Biomek i-Series の装置のヘ ッ ド の タ イ プ、デ ッ キの構成によ っ ては、他の警告が表示 さ

れる こ と があ り ます。すべての警告に適切に対処 し 、OK（OK）を選択 し て続行 し ます。

3 ク イ ッ ク ア ク セ ス ツールバーの （Run（実行））ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。 
ま たは
Execution（実行）グループのMethod（ メ ソ ッ ド ） タ ブで、 （Run（実行））を選択

し ます。 
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警告
装置損傷または汚染の恐れがあ り ます。物理的な装置設定が
Biomek Software の装置設定 と 一致 し ている こ と を必ず確認し て く だ さ い。
装置設定が正し く ない と 、不適切な ピペ ッ ト 操作やポ ッ ド の衝突の原因と な
り 、装置が損傷 し た り 危険な廃棄物がこぼれるおそれがあ り ます。

4 ラ ブ ウ ェ アの配置、ポ ッ ド のチ ッ プの状態な ど について、実物のデ ッ キ と ポ ッ ド
を目視確認 し 、デ ッ キ確認プ ロ ンプ ト （図 9.13）に一致 し てい る こ と を確認 し てか
ら メ ソ ッ ド を続け ます。
重要 Biomek Software のデ ッ キが実物の装置デ ッ キ と 一致 し ない場合で も エ ラーは生成 さ れ

ません。確認プ ロ ン プ ト の文面を よ く 読み、指示に従っ てからOK（OK）を選択 し て く
だ さ い。

図 9.13  デ ッ キ確認プ ロ ン プ ト

5 実物のデ ッ キが表示デ ッ キ と 一致 し ない場合、 ラ ブ ウ ェ ア を移動する か配置を し
なお し て一致 さ せます。ま たは、Abort（中止）を選択 し 、Instrument Setup（装置設
定）ス テ ッ プで調整 し て実物のデ ッ キに一致 さ せます。

6 実物のデ ッ キ設定が表示デ ッ キ と 一致 し てい る場合、OK（OK）を選択 し ます。OK
（OK）を選択する と メ ソ ッ ド がただちに実行 さ れます。

7 必要であれば、 メ ソ ッ ド を再保存 し ます。

1. 上記にデ ッ キ設定を示 し ます。正 し い ラ ブウ ェ アがデ ッ キに配置 さ れ、装置が
ソ フ ト ウ ェ アの想定どお り にな っ ている こ と を確認 し ます。
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8 File（フ ァ イ ル）> Close Method（ メ ソ ッ ド を閉 じ る）を選択 し ます。
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第10章
Span-8 ポ ッ ド を使用 し た簡潔な メ ソ ッ

ド の作成

Biomek Software で始めるために必要な知識

重要 この章に入る前に、第8章, 基本的な学習概念を よ く お読みにな り 、該当する作業をすべ
て終了 し て く だ さ い。

重要 このチ ュー ト リ アルでは、Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）を変更 し ないで
く だ さ い。代わ り に、現在のHardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）に合わせて
チ ュー ト リ アルを変更 し て く だ さ い。この章の メ ソ ッ ド では使い捨てのチ ッ プ を使用 し ま
す。装置に固定チ ッ プ を構成 し ている場合、該当の重要事項の指示に従い メ ソ ッ ド を変更
し て く だ さ い。詳細については、『Biomek i-Series Hardware Reference Manual（Biomek i-Series 
ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』（PN B54474）を ご参照 く だ さ い。

こ の章では、Span-8 ポ ッ ド の基本的な液体搬送 メ ソ ッ ド を作成する方法を ご説明 し ま
す。 こ の章では下記の内容を扱い ます。
 • 新規 メ ソ ッ ド の作成
 • 装置設定ス テ ッ プの構成
 • 送液の設定
 • メ ソ ッ ド の保存
 • メ ソ ッ ド の実行

新規 メ ソ ッ ド の作成

新規 メ ソ ッ ド の作成 と し て下記の内容を取 り 上げます。 
 • 新規 メ ソ ッ ド フ ァ イ ルの作成
 • 開始ス テ ッ プ と 終了ス テ ッ プの理解

Biomek i-Series の概念

メ ソ ッ ド と は、装置の操作を制御する一連のステ ッ プです。ステ ッ プは リ ボン
タ ブに表示 さ れ、 メ ソ ッ ド に利用可能なア イ コ ンがグループご と にま と められ
ています。 メ ソ ッ ド を構築するには、 メ ソ ッ ド ビ ューで、2番目のステ ッ プ を配
置する位置の上段に、最初のステ ッ プ を選択 し 、適切な リ ボン タ ブから、 メ
ソ ッ ド に使用するステ ッ プのア イ コ ン を選択 し て く だ さ い。希望に沿っ て、ス
テ ッ プ を一つずつ配置 し 構成 し て く だ さ い。 

注 メ ソ ッ ド ビ ューにすでに追加 さ れているステ ッ プは、ステ ッ プ を選択 し 、希
望する別の位置に ド ラ ッ グするだけで並べ変え る こ と がで き ます。
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新規 メ ソ ッ ド フ ァ イルの作成
メ ソ ッ ド を始め る には、新規 メ ソ ッ ド を作成する か、既存の メ ソ ッ ド を開 く か選択す
る こ と がで き ます。 こ のチ ュー ト リ アルでは、新規 メ ソ ッ ド を作成 し ます。新規 メ
ソ ッ ド を作成する には:

1 File（フ ァ イ ル）> New（新規）> Method（ メ ソ ッ ド ）を選択 し ます。 
ま たは
ク イ ッ ク ア ク セ ス ツールバーか ら 新規 メ ソ ッ ド を選択 し ます（図 10.1）。
こ れで新規 メ ソ ッ ド の開始 と な り ます。

図 10.1  ク イ ッ ク ア ク セス ツールバーの新規 メ ソ ッ ド

2 必要な場合は、Biomek Software エデ ィ タ を広げ全画面表示に し て く だ さ い。

開始ステ ッ プ と終了ステ ッ プの理解
画面の よ う に（図 10.1）、 メ イ ンエデ ィ タ の メ ソ ッ ド ビ ュ ーにStart（ス タ ー ト ）ス テ ッ
プ と Finish（終了）ス テ ッ プが表示 さ れます。 こ れ ら は、 メ ソ ッ ド の作成時に自動的に
表示 さ れます。 こ の2つの ス テ ッ プは常に メ ソ ッ ド ビ ュ ー表示 さ れ、 メ ソ ッ ド の開始 と
終了を表 し ます。装置で実行す る残 り の ス テ ッ プすべて を、Start（ス タ ー ト ）ス テ ッ
プ と Finish（終了）ス テ ッ プの間に挿入 し ます。
Start（ス タ ー ト ）ス テ ッ プが メ ソ ッ ド ビ ューで強調表示 さ れ る と 、変数を設定ビ ュー
でい く つか作成す る こ と がで き ます。 こ のチ ュー ト リ アルでは、 こ の設定手順を割愛
し ます。
Start（ス タ ー ト ）構成の詳細を今すぐ知 り たい場合は、『Biomek i-Series Software 
Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』（PN B56358）
の「Configuring the Start Step（開始ス テ ッ プの構成）」を ご参照 く だ さ い。
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Finish（終了）ス テ ッ プの詳細は、 メ ソ ッ ド の終了ま での推定時間（ETC）の決定を ご
参照 く だ さ い。

装置設定ステ ッ プの構成

チ ュ ー ト リ アルの次の作業 と し て、送液手順にInstrument Setup（装置設定）ス テ ッ プ
の構成を行い ます。下記の機器をデ ッ キに配置 し ます。
 • チ ッ プ

重要 固定チ ッ プ を使用の場合
この章の手順では、チ ッ プボ ッ ク ス を追加 し ないで く だ さ い。

 • ソ ース リ ザーバ
 • 移送先マ イ ク ロ プ レー ト
テ ィ ッ プ メ ソ ッ ド ビ ューで、Instrument Setup（装置設定）ステ ッ プや他のステ ッ プ を間違っ

た位置に挿入 し て も、適切な位置に ド ラ ッ グア ン ド ド ロ ッ プ し 直す こ と がで き ます。

Instrument Setup（装置設定）を挿入する には:

1 メ ソ ッ ド ビ ューで（強調表示 さ れてい る）Start（ス タ ー ト ）を選択 し ます。

2 Setup & Devices Steps（設定お よ びデバ イ ス の ス テ ッ プ） タ ブのBiomekグループで、

（Instrument Setup（装置設定））ア イ コ ンにマ ウ ス を ホバー し ます。ホバーす

る と 、 メ ソ ッ ド ビ ューのStart（ス タ ー ト ）の下部に黒い線が表示 さ れます。 こ の黒
い線は挿入位置を示 し 、次の ス テ ッ プがそ こ に表示 さ れます。 こ こ では、その位
置にInstrument Setup（装置設定）ス テ ッ プを挿入 し ます。
テ ィ ッ プ ステ ッ プ を メ ソ ッ ド に挿入する別の方法 と し て、黒い線を適切な位置に移動 し 、

ステ ッ プア イ コ ン（ リ ボン タ ブ中）を ク リ ッ ク し て メ ソ ッ ド ビ ューに ド ラ ッ グ し マウ
スボ タ ン を放す こ と も で き ます。
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3 Instrument Setup（装置設定）ア イ コ ン を ク リ ッ ク し 、同ス テ ッ プを挿入 し ます。
Instrument Setup（装置設定）構成が表示 さ れます（図 10.2）。

図 10.2  Instrument Setup（装置設定）構成

1. このス ク ロールバーを下方にス ク ロール し 、ラ ブウ ェ アの選択肢をすべて表示 し ま
す。

2. 利用可能な ラ ブウ ェ ア: メ ソ ッ ド に使用可能な ラ ブウ ェ アの選択肢が表示 さ れます。選
択 し た ラ ブウ ェ ア をデ ッ キレ イ アウ ト 表示に移動 し ます。

3. デ ッ キレ イ アウ ト : お使いのデ ッ キのレ イ アウ ト が表示 さ れます。目的のデ ッ キレ イ ア
ウ ト 位置に、選択 し た ラ ブウ ェ ア を配置 し ます。

テ ィ ッ プ 該当ペ イ ンの下部または端にマウス をホバー し カーソルを両方向の矢印
（ または ）に変え る と 、各ペ イ ンのサイズを変え る こ と がで き ます。ぺイ ンのサ

イズを大き く するか小 さ く するかに応 じ て、ペ イ ンの端を ク リ ッ ク し 上下左右方向に
ド ラ ッ グ し 、完了 し た ら マウス を放 し ます。
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挿入 し たInstrument Setup（装置設定）ス テ ッ プで、下記の器具を選択 し 配置 し ます。
 • BC230チ ッ プをデ ッ キ位置P12へ
 • Reservoir（ リ ザーバ）をデ ッ キ位置P13へ
 • BCFlat96マ イ ク ロ プ レー ト をデ ッ キ位置P18へ
ラ ブ ウ ェ ア を選択 し 配置する には:

1 Deck（デ ッ キ）で、正 し いデ ッ キ をチ ュー ト リ アルに使用 し てい る こ と を確認 し ま
す。正 し いデ ッ キが選択 さ れていない場合、 ド ロ ッ プダ ウ ン を ク リ ッ ク し デ ッ キ
を選択 し 直 し ます。詳細は第8章, チ ュ ー ト リ アルの初期設定デ ッ キの選択を ご参照
く だ さ い。

2 利用可能な ラ ブ ウ ェ アの表示で、BC230チ ッ プのア イ コ ン を ク リ ッ ク し 、デ ッ キ レ
イ ア ウ ト 表示のデ ッ キ位置P12を ク リ ッ ク し ます。デ ッ キ レ イ ア ウ ト 上のチ ッ プ
ボ ッ ク ス にマ ウ ス を ホバーする と 、デ ッ キ位置 と ラ ブ ウ ェ アがツールチ ッ プで特
定 さ れ る こ と に注目 し て く だ さ い。 こ のテ ク ニ ッ ク は、デ ッ キに配置 し た ラ ブ
ウ ェ アすべてに適用 さ れます。

3 上記の手順で、Reservoir（ リ ザーバ）をデ ッ キ位置P13に配置 し ます。
a. リ ザーバをデ ッ キに配置 し た ら 、 リ ザーバを ダブル ク リ ッ ク する か右 ク リ ッ ク

し 、Properties（プ ロ パテ ィ ）を選択 し ます。Labware Properties（ ラ ブ ウ ェ アプ ロ
パテ ィ ）が開き ます（図 10.3）。デ ッ キ レ イ ア ウ ト に追加 し た ラ ブ ウ ェ アはそれ
ぞれLabware Properties（ ラ ブ ウ ェ アプ ロ パテ ィ ）で設定 さ れます。Labware 
Properties（ ラ ブ ウ ェ アプ ロ パテ ィ ）の設定内容は、ピペ ッ ト 操作のテ ク ニ ッ ク
を選択する 際や、チ ッ プを装填 し た り 外 し た り する 際に使用 さ れます。

図 10.3  リ ザーバのラ ブウ ェ アプ ロパテ ィ

b. Labware Properties（ ラ ブ ウ ェ アプ ロ パテ ィ ）で、 リ ザーバに名前を付け る こ と
がで き ます。 こ こ では「Rsvr」に し ますが、総 じ て ラ ブ ウ ェ アにはど んな名前
を付けて も か ま い ません。Name（名称）フ ィ ール ド にRsvr と 入力 し ます。構成
が完了する と 、現在の装置の表示の リ ザーバの上に名前が表示 さ れます

（図 10.4）。
テ ィ ッ プ デ ッ キのラ ブウ ェ アに名前を付ける と 便利です。ラ ブウ ェ アの内容物を特

定する名前や、ラボで行っ ている作業を説明する名前を割 り 当てする こ と がで き ま
す。名前を付ける と 、混乱を避けるのに役立ち ます。
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c. チ ュ ー ト リ アルでは、Bar Code（バーコー ド ）を空欄の ま ま に し ます。一部の メ
ソ ッ ド で、特定のプ レー ト を特定する ために使用す る こ と がで き ます。

d. Labware contains an（ ラ ブ ウ ェ アの液量）にKnown（既知）を選択 し ます。
e. Volume（量）フ ィ ール ド に100000 と 入力 し ます。 こ れは、 ソ ース リ ザーバの量

が100,000 mLであ る こ と が既知であ る こ と を意味 し ます。
f. Liquid Type（液体 タ イ プ） ド ロ ッ プダ ウ ン メ ニ ュ ーか ら Water（水）を選択する

か、同フ ィ ール ド にWater と 入力 し ます。
g. Sense the liquid level（液体レベルを検知）に続 く 文面が2通 り 表示 さ れてい ます

が、 こ のオプシ ョ ンは無視 し ます。 ラ ブ ウ ェ アの液量は既知なので、 こ の章で
は液体レベル検知機能を使用 し ません。後の章で使用 し ます。

h. OK（OK）を選択 し ます。

4 BCFlat96マ イ ク ロ プ レー ト を、デ ッ キの位置P18に配置 し ます。
a. P18のマ イ ク ロ プ レー ト を ダブル ク リ ッ ク する か右 ク リ ッ ク し 、Properties（プ

ロ パテ ィ ）を選択 し ます。
b. Name（名称）フ ィ ール ド にDest と 入力 し ます。
c. Labware contains an（ ラ ブ ウ ェ アの液量）にKnown（既知）を選択 し ます。
d. Volume（量）フ ィ ール ド は、0の ま ま に し ます。
e. 移送先であ る こ のプ レー ト は空なので、Liquid Type（液体 タ イ プ）を指定 し ない

で く だ さ い。
f. OK（OK）を選択 し ます。

テ ィ ッ プ 上記のステ ッ プで設定 し たプ ロパテ ィ （名前、容量、液体 タ イ プなど）は、
他の メ ソ ッ ド で も再利用で き る よ う 保存可能です。保存するには、利用可能な ラ ブ
ウ ェ アの表示の上部にあるLabware Category（ラ ブウ ェ ア カ テゴ リ ） ド ロ ッ プダウ
ンから<Custom>（カ ス タ ム）を選択 し ます。設定 し た ラ ブウ ェ ア を、デ ッ キレ イ
アウ ト の表示から、利用可能な ラ ブウ ェ アの表示に ド ラ ッ グ し ます。カ ス タ マ イズ
し た ラ ブウ ェ アが、現在のプ ロ ジ ェ ク ト を使用する、すべての メ ソ ッ ド で利用可能
にな り ます。

以上で完了です。送液の準備がデ ッ キで整い ま し た。 メ イ ンエデ ィ タ は図 10.4
の よ う にな っ てい る はずです。
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図 10.4  Instrument Setup（装置設定）ステ ッ プの完了

送液の設定

送液手順を挿入 し 設定す る準備が整い ま し た。Biomek Software にはTransfer（ ト ラ ン ス
フ ァ ー）ス テ ッ プがLiquid Handling Steps（液体処理ス テ ッ プ） タ ブのBasic Liquid Handling

（基本的な液体処理）グループに用意 さ れてお り 、簡単に作業を行 う こ と がで き ます。
Transfer（ ト ラ ン ス フ ァ ー）で下記をは じ め と する内容を設定 し ます。
 • チ ッ プの取扱い
 • ソ ース の ラ ブ ウ ェ ア
 • 移送先の ラ ブ ウ ェ ア
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チ ッ プの取扱い方法の設定
送液を設定する には、 メ イ ンエデ ィ タ の メ ソ ッ ド ビ ューにTransfer（ ト ラ ン ス フ ァ ー）
ス テ ッ プを挿入 し 、下記項目に入力 し てTip Handling（チ ッ プの取扱い）を設定 し て く
だ さ い。

1 Instrument Setup（装置設定）ス テ ッ プを強調表示 し ます。

2 Basic Liquid Handling（基本的な液体処理）グループのLiquid Handling Steps（液体処理
ス テ ッ プ） タ ブで、 （Transfer（ ト ラ ン ス フ ァ ー））ア イ コ ン を選択 し ます。

Transfer（ ト ラ ン ス フ ァ ー）ス テ ッ プの構成が表示 さ れます（図 10.5）。エデ ィ タ 下
部の現在の装置表示で、デ ッ キの図面が変わっ た こ と に注目 し て く だ さ い。デ ッ
キの状態が、現在の ス テ ッ プの開始時点に一致する よ う 、動的に変更 さ れてい ま
す。

Biomek i-Series の概念

Span-8 ポ ッ ド のTransfer（ ト ラ ンス フ ァ ー）ステ ッ プでは、1ヶ所のソースから
2ヶ所以上の移送先に液体が移送 さ れます。Transfer（ ト ラ ン ス フ ァ ー）ステ ッ
プでは、チ ッ プの装填、液体の吸引 と 分注、チ ッ プの取外 し が初期設定で入力
済みです。これによ り 、4つの別個のステ ッ プ を挿入する必要はあ り ません。た
だ し 、 メ ソ ッ ド によ っ ては必要にな る こ と も あ り ます。これらの別個のステ ッ
プは、『Biomek i-Series Tutorials（Biomek i-Series チ ュー ト リ アル）』（PN B54475）
の「Span-8  Pod — Using More Steps in a Method（Span8ポ ッ ド ―よ り 多 く のステ ッ プ
を メ ソ ッ ド に使用する）」を ご参照 く だ さ い。
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図 10.5  Transfer（ ト ラ ンス フ ァ ー）ステ ッ プの挿入

3 Use pod（使用ポ ッ ド ）にSpan-8  Podが選択 さ れてい る こ と を確認 し ます。Transfer
（ ト ラ ン ス フ ァ ー）ス テ ッ プの構成が図 10.5の よ う に表示 さ れます。装置にSpan-8 

ポ ッ ド し か構成 し ていない場合、Span-8 ポ ッ ド のTransfer（ ト ラ ン ス フ ァ ー）ス
テ ッ プの構成が初期設定で表示 さ れます。
重要 固定チ ッ プ を使用の場合

Hardware Setup（ハー ド ウ ェ アセ ッ ト ア ッ プ）が正 し く 構成 さ れている こ と を確認 し ま
す。Tip Handling（チ ッ プの取 り 扱い）セ ク シ ョ ン で、Load Tips（チ ッ プの装填）はグ
レーで表示 さ れていますが、洗浄の設定は使用可能です。

4 表示 さ れてい る チ ッ プの タ イ プが、Instrument Setup（装置設定）で設定 し たBC230
にな っ てい る こ と を確認 し ます。

5 横にあ る フ ィ ール ド のunload them（外す）が選択 さ れてい る こ と を確認 し ます。
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6 こ の メ ソ ッ ド ではチ ッ プの洗浄を行わないので、チ ッ プの洗浄オプシ ョ ンは無視
し ます。

7 Change tips between transfers（チ ッ プを移送ご と に変え る ）を選択 し ます。

8 送液用のチ ッ プの設定が済んだので、Tip Handling（チ ッ プの取扱い）の横にあ る上
向き矢印を ク リ ッ ク し ます（図 10.5）Tip Handling（チ ッ プの取扱い）が折 り たた ま
れ、 ラ ブ ウ ェ ア構成の スペース が広が り ます。Tip Handling（チ ッ プの取扱い）構成
を折 り たたむ と 、チ ッ プの取扱い方法を説明する簡単なテ キ ス ト が表示 さ れます。
エデ ィ タ は図 10.6の よ う に表示 さ れます。

図 10.6  設定後折 り たたんだ状態のTip Handling（チ ッ プの取扱い）
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ソースのラ ブウ ェ アの設定
こ れか ら ソ ース の ラ ブ ウ ェ ア を設定 し ます。吸引す る液体が入っ てい る ラ ブ ウ ェ ア、
吸引時にチ ッ プが ど の高 さ に ま で ラ ブ ウ ェ アに下降する かを指定 し ます。
ソ ース の ラ ブ ウ ェ アの名前 と し てRsvr と 命名 し た リ ザーバを設定する には:

1 Click here to add a source（ こ こ を ク リ ッ ク し て ソ ース を追加）を ク リ ッ ク し ます。

2 現在の装置の表示で、P13にあ るRsvrを ク リ ッ ク し ます。画面の よ う に、Instrument 
Setup（装置設定）で入力 し た情報が ソ ース ラ ブ ウ ェ アの構成に表示 さ れます。

3 構成画面で リ ザーバの図の横にあ る、大き なチ ッ プの イ ラ ス ト を右 ク リ ッ ク し 、
Measure from Bottom（底か ら 測定）を選択 し ます。
テ ィ ッ プ チ ッ プ を ク リ ッ ク する と 、キーボー ド の上向き矢印や下向き矢印キーを押すた

びに、0.10 mm単位で高 さ を精密に調整する こ と がで き ます。または、ページア ッ プ
キーまたはページダウンキーを押 し 、1.0 mm単位で高 さ を調整する こ と も で き ます。
また、図を右ク リ ッ ク し 表示 さ れる メ ニ ューからCustom Height（カ ス タ ム高 さ ）を選
択する こ と も で き ます。チ ッ プの高 さ を カ ス タ マ イズする と 、液体吸引に選択 し たテ
ク ニ ッ クが置き換え られます。テ ク ニ ッ クの設定およびTechnique Browser（テ ク ニ ッ
ク ブ ラ ウザ）の詳細は、『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト
ウ ェ ア リ フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』（PN B56358）の「Understanding and Creating 
Techniques（テ ク ニ ッ クの理解 と 作成）」を ご参照 く だ さ い。

4 吸引時にチ ッ プが リ ザーバに下降する 高 さ を調整 し た り 設定 し た り する には、マウ
ス カーソルを チ ッ プのイ ラ ス ト に合わせます。カー ソ ルが手の形にな っ た ら 、マ ウ ス
の左ボ タ ン を押 し た ま ま手の形を上下に動か し 、1.00 mm from bottom（底か ら
1.00 mmの高 さ ）にで き る だけ近づけ ます。その後、上記の ス テ ッ プ3の ヒ ン ト を参
考に、1.00 mm単位で高 さ を精密に調整 し ます。 ソ ース リ ザーバの図の底に大き な
チ ッ プが当た り 小 さ く 割れてい ます。 こ れは、 リ ザーバの幅が大きすぎて図に収
ま ら ない こ と を意味 し ます。

5 Technique（テ ク ニ ッ ク ） ド ロ ッ プダ ウ ンで、S8 1000 Mediumテ ク ニ ッ ク を選択 し ま
す。
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ソ ース ラ ブ ウ ェ アの設定が完了 し ま し た。エデ ィ タ は図 10.7の よ う に表示 さ れま
す。

図 10.7  設定後のソースのラ ブウ ェ ア

移送先のラ ブウ ェ アの設定
ソ ース の リ ザーバか ら 水を分注する移送先を設定 し ます。 こ こ では、デ ッ キ位置P18の
BCFlat96マ イ ク ロ プ レー ト に水を分注する も の と し ます。
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手順:

1 現在の装置表示のDest（移送先）マ イ ク ロ プ レー ト を ク リ ッ ク し ます。 こ の操作1
回で、 ソ ース の ラ ブ ウ ェ アの設定の ス テ ッ プ1 と ス テ ッ プ2を終了 し た こ と にな り ま
す。 ソ ース ラ ブ ウ ェ アの構成フ ィ ール ド が、設定内容を短 く ま と めた文章に置き
換わっ た こ と に注目 し て く だ さ い。何 ら かの理由で こ の ソ ース構成を再度開 く 場
合は、折 り たたんだ領域の ど こ かを ク リ ッ ク し ます。
テ ィ ッ プ 意に反 し て移送先設定を多数開きすぎた場合は、設定項目名を右ク リ ッ ク し ま

す。ポ ッ プア ッ プ メ ニ ューのDelete（削除）を ク リ ッ クする と 、構成全体が消去 さ れま
す。

2 ラ ブ ウ ェ ア を拡大表示す る には、ス テ ッ プの構成で移送先ラ ブウ ェ ア を ダブル ク
リ ッ ク し ます。初期設定で ウ ェ ルがすべて選択 さ れます。

3 初期設定では ウ ェ ルがすべて選択 さ れて し ま う ので、ウ ェ ルを ク リ ッ ク し て1列目
の1番目の ウ ェ ルを選択 し ます。選択 さ れてい る 唯一の ウ ェ ルは、い ま ク リ ッ ク し
た1番目の ウ ェ ルで、他の ウ ェ ルはすべて非選択の状態です。次に、 (Ctrl) キーを押
し た ま ま ウ ェ ルを ク リ ッ ク し 、6列目ま での ウ ェ ルを一つおき に選択 し ます。
図 10.8の よ う な模様にな り ます。 こ れで、 ソ ース の リ ザーバRsvrの水を どの ウ ェ ル
に入れ る かの設定が終わ り ま し た。
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図 10.8  拡大表示後の移送先ラ ブウ ェ ア

4 Direction（方向）、Start（ス タ ー ト ）、Mark last well that is used（最後に使用 し た ウ ェ
ルにマー ク を付け る）の初期設定の選択内容はその ま ま に し ます。

5 Zoom Out（縮小）を選択 し ます。

6 Volume（量）フ ィ ール ド （図 10.9）を選択する と 、分注する 液量を指定する こ と が
で き ます。 こ こ では100 µLを搬送す る ので、Volume（量）フ ィ ール ド に100 と 入力 し
ます。 こ れは、選択 し た ウ ェ ルに100 µLを それぞれ分注する こ と を意味 し ます。

7 Technique（テ ク ニ ッ ク ） ド ロ ッ プダ ウ ンで、S8 1000 Mediumテ ク ニ ッ ク を選択 し ま
す。
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8 大き なチ ッ プ イ ラ ス ト を右 ク リ ッ ク し 、Measure from Bottom（底か ら 測定）を選択
し ます。
注 チ ッ プの高 さ を カ ス タ マ イズする と 、液体の分注に選択 し たテ ク ニ ッ クが置き換え ら

れます。テ ク ニ ッ クの設定およびTechnique Browser（テ ク ニ ッ ク ブ ラ ウザ）の詳細は、
『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ フ ァ レ ン スマ

ニ ュ アル）』（PN B56358）の「Understanding and Creating Techniques（テ ク ニ ッ クの理解
と 作成）」を ご参照 く だ さ い。

9 吸引の高 さ の設定に使用 し たの と 同 じ テ ク ニ ッ ク を用いて、大き なチ ッ プの イ ラ
ス ト で、分注の高 さ を底から1.00 mmに設定 し ます。
移送先の ラ ブ ウ ェ アが設定 さ れ、エデ ィ タ が図 10.9の よ う に表示 さ れます。

図 10.9  設定後の移送先のラ ブウ ェ ア

1. Volume（量）フ ィ ール ド
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メ ソ ッ ド の終了までの推定時間（ETC）の決定
送液の設定が完了 し たので、 メ ソ ッ ド 全体の完了に必要な時間をFinish（終了）ス テ ッ
プで確認 し ます。
注 Finish（終了）ステ ッ プ を選択する と 、 メ ソ ッ ド のバ リ デーシ ョ ン も実行 さ れエ ラーが確認

さ れます。

手順:

1 メ ソ ッ ド ビ ューでFinish（終了）ス テ ッ プを ク リ ッ ク し ます。

2 エデ ィ タ 下部の ス テー タ スバーのETC表示を確認 し ます。 こ の メ ソ ッ ド では、1:21
ほ ど です（図 10.10）。ETCの値が若干違っ ていて も 問題あ り ません。デ ッ キの レ イ
ア ウ ト や装置構成に よ り 、ETCに違いが生 じ ます。

図 10.10  ETCが表示 さ れている最終ステ ッ プ

1. ETC: メ ソ ッ ド ビ ューの メ ソ ッ ド の終了までの推定時間
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こ れで終了です。下記の実習を経て、Biomek Software で送液 メ ソ ッ ド を構築 し ま し
た。
 • メ イ ンエデ ィ タ で新規 メ ソ ッ ド 作成の準備を行 う
 • Instrument Setup（装置設定）で、デ ッ キ と 構成 ラ ブ ウ ェ ア を設定
 • Transfer（ ト ラ ン ス フ ァ ー）ス テ ッ プで送液の設定を追加

メ ソ ッ ド の保存

作成 し たばか り の メ ソ ッ ド を保存 し ます。

メ ソ ッ ド を保存す る には:

1 （ メ ソ ッ ド の保存）ア イ コ ン を ク イ ッ ク ア ク セ ス ツールバーか ら 選択 し ます。
ま たは
File（フ ァ イ ル）> Save（保存）> Method（ メ ソ ッ ド ）を選択 し ます。

Biomek i-Series の概念

メ ソ ッ ド は開発中いつで も保存する こ と がで き ます。 メ ソ ッ ド を保存する と 、
メ ソ ッ ド の確認が自動的に行われ、その時点での メ ソ ッ ド 構成を保全する改訂
記録が作成 さ れます。改訂記録は後で、改訂履歴から ア ク セスする こ と がで き
ます。 メ ソ ッ ド の保存後に ラ ブウ ェ アの定義やテ ク ニ ッ ク などのプ ロ ジ ェ ク ト
項目を変更する と 、 メ ソ ッ ド を次に開けた際に、最新の定義が使用 さ れます。
詳細は、『Biomek i-Series Software Reference Manual（Biomek i-Series ソ フ ト ウ ェ ア リ
フ ァ レ ンスマニ ュ アル）』（PN B56358）の「Saving a Method（ メ ソ ッ ド の保存）」
および「Viewing Method History（ メ ソ ッ ド 履歴の確認）」を ご参照 く だ さ い。
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2 メ ソ ッ ド を保存す る フ ァ イ ル名をMethod Name（ メ ソ ッ ド 名）に入力 し ます。 こ の
章では、Getting Started Tutorial Span8 と 入力 し ます（図 10.11）。

図 10.11  メ ソ ッ ド の保存
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3 OK（OK）を選択 し ます。 メ イ ンエデ ィ タ に表示 さ れ る メ ソ ッ ド 名が、Getting 
Started Tutorial Span8 [Revision 1]に変わっ た こ と に注目 し て く だ さ い（図 10.12）。

図 10.12  メ ソ ッ ド 名の変更後

メ ソ ッ ド の実行 

メ ソ ッ ド 構築が完成 し たので、実行 し てみます。 
Run（実行）を選択する と 内部で メ ソ ッ ド のバ リ デーシ ョ ンが行われ、エ ラ ーがないか
確認 さ れます。バ リ デーシ ョ ンの完了後、 メ イ ンデ ッ キの上にデ ッ キ確認プ ロ ンプ ト
が表示 さ れ、 ソ フ ト ウ ェ アが解釈する デ ッ キ設定が表示 さ れます。
該当する下記の項の説明に従い メ ソ ッ ド を実行 し ます。
 • シ ミ ュ レーシ ョ ンモー ド での実行
 • ハー ド ウ ェ ア を使用 し た メ ソ ッ ド の実行
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シ ミ ュ レーシ ョ ン モー ド での実行
Instrument Setup Confirmation（装置設定の確認）ポ ッ プア ッ プ ウ ィ ン ド ウ でOK（OK）を
選択する と 、ただちに メ ソ ッ ド が実行 さ れます。実行中の ス テ ッ プが メ ソ ッ ド ビ ュ ー
で強調表示 さ れ る ので、 メ ソ ッ ド の進行を確認する こ と がで き ます。
シ ミ ュ レーシ ョ ンモー ド で メ ソ ッ ド を実行す る には:

1 ク イ ッ ク ア ク セ ス ツールバーの （Run（実行））ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。 
ま たは
Execution（実行）グループのMethod（ メ ソ ッ ド ） タ ブで、 （Run（実行））を選択

し ます。 

2 デ ッ キ確認プ ロ ンプ ト （図 10.13）でOK（OK）を選択 し ます。実行中の ス テ ッ プが
メ ソ ッ ド ビ ューで強調表示 さ れ る ので、 メ ソ ッ ド の進行を確認す る こ と がで き ま
す。 メ ソ ッ ド が完了する と 、シ ミ ュ レーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウ が自動的に非表示にな
り ます。

図 10.13  デ ッ キ確認プ ロ ン プ ト

3 必要であれば、 メ ソ ッ ド を保存 し ます。

1. デ ッ キの設定
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4 File（フ ァ イ ル）> Close Method（ メ ソ ッ ド を閉 じ る）を選択 し て メ ソ ッ ド を閉 じ ま
す。

ハー ド ウ ェ ア を使用し た メ ソ ッ ド の実行
実物の装置で メ ソ ッ ド を実行す る には:

1 ハー ド ウ ェ ア を使用 し て（実物の装置で） メ ソ ッ ド を実行する には、 すべての軸を、
ホームに戻す必要が り ます。 

実行グループのMethod（ メ ソ ッ ド ） タ ブで、 （Home All Axes（全軸のホー ミ ン

グ））を選択 し ます。警告一覧を表示する ウ ィ ン ド ウ が表示 さ れます。
注 Home All Axes（全軸のホー ミ ング）を選択する と 、ポ ッ ド の軸がすべてホームに戻 り ま

す。

2 Warning（警告）の内容に適切に対処 し た こ と を確認 し た ら OK（OK）を選択 し ます。
注 Biomek i-Series の装置のヘ ッ ド の タ イ プ、デ ッ キの構成によ っ ては、他の警告が表示 さ

れる こ と があ り ます。すべての警告に適切に対処 し 、OK（OK）を選択 し て続行 し ます。

3 ク イ ッ ク ア ク セ ス ツールバーの （Run（実行））ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。 
ま たは
Execution（実行）グループのMethod（ メ ソ ッ ド ） タ ブで、 （Run（実行））を選択

し ます。 
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警告
装置損傷または汚染の恐れがあ り ます。物理的な装置設定が
Biomek Software の装置設定 と 一致 し ている こ と を必ず確認し て く だ さ い。
装置設定が正し く ない と 、不適切な ピペ ッ ト 操作やポ ッ ド の衝突の原因と な
り 、装置が損傷 し た り 危険な廃棄物がこぼれるおそれがあ り ます。

4 ラ ブ ウ ェ アの配置、ポ ッ ド のチ ッ プの状態な ど について、実物のデ ッ キ と ポ ッ ド
を目視確認 し 、デ ッ キ確認プ ロ ンプ ト （図 10.14）に一致 し てい る こ と を確認 し て
か ら メ ソ ッ ド を続け ます。
重要 Biomek Software のデ ッ キが実物の装置デ ッ キ と 一致 し ない場合で も エ ラーは生成 さ れ

ません。確認プ ロ ン プ ト の文面を よ く 読み、指示に従っ てからOK（OK）を選択 し て く
だ さ い。

図 10.14  デ ッ キ確認プ ロ ン プ ト

5 実物のデ ッ キが表示デ ッ キ と 一致 し ない場合、 ラ ブ ウ ェ ア を移動する か配置を し
なお し て一致 さ せます。ま たは、Abort（中止）を選択 し 、Instrument Setup（装置設
定）ス テ ッ プで調整 し て実物のデ ッ キに一致 さ せます。

6 実物のデ ッ キ設定が表示デ ッ キ と 一致 し てい る場合、OK（OK）を選択 し ます。OK
（OK）を選択する と メ ソ ッ ド がただちに実行 さ れます。

1. 上記にデ ッ キ設定を示 し ます。正 し い ラ ブウ ェ アがデ ッ キに配置 さ れ、ポ ッ ド
がソ フ ト ウ ェ アの想定どお り にな っ ている こ と を確認 し ます。
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7 必要であれば、 メ ソ ッ ド を保存 し ます。

8 File（フ ァ イ ル）> Close Method（ メ ソ ッ ド を閉 じ る）を選択 し ます。
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付録A

Biomek FXP/NXPユーザーへのお知 ら せ

概要

こ の附録では、Biomek FXP/NXPシ ス テ ム と 共に用い ら れ る ALPやハー ド ウ ェ ア機能お よ
び ソ フ ト ウ ェ ア機能の概要について説明 し ます。対象はBiomek i-Series シ ス テ ムでは利
用で き な く な っ た も のか、Biomek i-Series シ ス テ ム と 共に用い る にはサポー ト が必要な
も ののいずれかです。ほ と ん どの場合、提供が中止 さ れ る も のは類似のア ッ プグ レー
ド 品で代替 さ れてお り 、該当す る場合には以下に説明 し て あ り ます。
Biomek FXP/NXP と 一貫性が維持 さ れてい る機能については、Biomek i-Series の一連の文
書全体にわた っ て説明 さ れてい ます。装置のBiomek i-Series 装置に関する 各マニ ュ アル
の記述については、『Biomek i-Series ユーザーマニ ュ アル』の「は じ めに」を ご参照 く
だ さ い。

ハー ド ウ ェ アの互換性

Biomek i-Series 装置はBiomek FXP/NXP装置に設計強化が加え ら れて製造 さ れてい ます。
こ れ ら の改良に よ り 、Biomek i-Series 装置の同 じ 機能を実行する ためには必要な く な っ
た機能があ り ます。提供中止機能には以下が含まれます。
 • パージポ ンプ: パージポ ンプはBiomek i-Series シ リ ン ジポンプお よ びシ ス テ ム流

チ ュ ーブ と 互換性があ り ません。
代替策: Manual Control（マニ ュ アル コ ン ト ロ ール）に よ っ て、時間を十分に と っ て
シ ス テ ム液チ ューブを適切にパージ し ます。装置に イ ン ス ト ール さ れたシ リ ン ジ
サ イ ズに最適な速度で、液体の ピペ ッ ト 操作を行っ て く だ さ い。

 • ス ピー ド ポ ンプ: ス ピー ド ポ ンプはBiomek i-Series シ リ ン ジポ ンプお よ びシ ス テ ム流
チ ュ ーブ と 互換性があ り ません。
代替策: Manual Control（マニ ュ アル コ ン ト ロ ール）に よ っ て、時間を十分に と っ て
シ ス テ ム液チ ューブを適切にパージ し ます。装置に イ ン ス ト ール さ れたシ リ ン ジ
サ イ ズに最適な速度で、液体の ピペ ッ ト 操作を行っ て く だ さ い。

ソ フ ト ウ ェ アの互換性

Biomek Software お よ びSAMI EX ソ フ ト ウ ェ アは、旧バージ ョ ン よ り も 機能が向上 し てい
ます。シ ス テ ム レベル変更に よ り 、Biomek i-Series シ ス テ ム上では機能 し ない ソ フ ト
ウ ェ アシ ス テ ムの機能がわずかにあ り 、以下に示す と お り です。
 • Biomek FXP/NXP メ ソ ッ ド : Biomek FXP/NXP メ ソ ッ ド はBiomek Software （バージ ョ ン

5.0） と の互換性があ り ません。 こ のバージ ョ ンにはBiomek i-Series 装置の能力に対
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応す る よ う に大規模な変更が加え ら れたためです。 こ う し た変更には、高密度
デ ッ キ、チ ッ プの更新、 ラ ブ ウ ェ ア定義お よ び特性、テ ク ニ ッ ク の追加、新規グ
リ ッ パな ど を始め と する 多 く の も のがあ り ます。
代替策:
— Biomek i-Series メ ソ ッ ド を作成する ためにベース ラ イ ン と し て古い メ ソ ッ ド を使

用 し たい場合は、 メ ソ ッ ド を印刷 し 、過去の適切な仕様に基いたBiomek i-Series 
メ ソ ッ ド を構築す る こ と がで き ます。

— Biomek i-Series 用の ト レーニ ン グ コ ース にご参加 く だ さ い。詳 し く は、弊社ま で
お問い合わせいただ く か、ウ ェ ブサ イ ト : Beckman Coulter学習セ ン タ ーにア ク セ
ス し て く だ さ い。ま た、Search（検索）フ ィ ール ド にBiomek と 入力 し て頂 く か、
弊社ま でご連絡 く だ さ い。

 • SAMI EX メ ソ ッ ド : SAMI EXバージ ョ ン5.0 ソ フ ト ウ ェ アには大幅な変更が行われたた
め、バージ ョ ン4.1以前のSAMI メ ソ ッ ド は、SAMI EXバージ ョ ン5.0 と 互換性があ り ま
せん。
代替策:
— SAMIの旧バージ ョ ンか ら 最新版への フ ァ イ ルの更新手順については、『SAMI EX 

Software for Biomek i-Series Automated Workstations Reference Manual（SAMI EX ソ フ
ト ウ ェ ア（Biomek i-Series 自動化ワー ク ス テーシ ョ ン用） リ フ ァ レ ン ス マニ ュ ア
ル）』（PN B59001）、「Importing Methods from Previous Versions of SAMI Software

（SAMI ソ フ ト ウ ェ アの旧バージ ョ ンの メ ソ ッ ド を イ ン ポー ト する ）」を ご参照 く
だ さ い。

消耗品の互換性

提供が中止 さ れたチ ッ プは以下の と お り です。
 • Biomek FXP/NXPチ ッ プ

代替策: Biomek i-Series チ ッ プを使用する。
 • Fixed60チ ッ プ

代替策: 表 1.6, 固定チ ッ プ（Span-8 のみ）の一覧にあ る適切な固定チ ッ プを使用す
る。

ALPの互換性

Biomek FXP/NXP装置で利用で き たALPの う ちのい く つかは、Biomek i-Series 装置 と の互換
性があ り ません。一部のALPはBiomek i-Series 装置専用に製造 さ れ る、類似 し たALP と 置
き換え ら れ、その他のチ ッ プ ロ ーダー ALPな ど のALPは、Biomek i-Series 装置の機能に組
み込まれたため、必要な く な り ま し た。Biomek i-Series 用のALPを『Biomek i-Series ALPs 
Reference Manual（Biomek i-Series ALP リ フ ァ レ ン ス マニ ュ アル）』（PN B54477）に記載の
手順に従っ て、セ ッ ト ア ッ プ し て く だ さ い。提供が中止 さ れたALPの一覧については、

「サポー ト 対象のBiomek i-Series ALP」を ご参照 く だ さ い。
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サポー ト 対象のBiomek i-Series ALP
Biomek i-Series 装置 と 共に用い る こ と がで き る Biomek FXP/NXP ALPの一覧を以下に示 し ま
す。ALPはBiomek FXP/NXP装置の場合 と 同様に動作 し ますが、Biomek i-Series 装置のデ ッ
キ上でALPを用い る ためには、マ ウ ン ト プ レー ト が必要 と な り ます。マ ウ ン ト プ レー ト
は2つの異な るALPマ ウ ン ト ス タ イ ル間のアダプ タ の役割を果た し ます。1つはピ ン を用
い る Biomek i-Series マ ウ ン ト ス タ イ ル、 も う 1つはね じ フ ァ スナーを用いたBiomek 
FXP/NXP タ イ プです。ALPへのマ ウ ン ト プ レー ト の接続、デ ッ キへのALP（マ ウ ン ト プ
レー ト 付き ）の イ ン ス ト レーシ ョ ンの手順については、『Biomek i-Series Automated 
Labware Positioners, Accessories, and Devices Instructions for Use（Biomek i-Series 自動 ラ ブ
ウ ェ アポジシ ョ ナー、付属品、お よ びデバ イ ス取扱説明書）』（PN B54477）を ご参照 く
だ さ い。

注 これらのALPをBiomek i-Series 装置上で用いるために必要な ラ ブウ ェ アポジシ ョ ナー（ス タ
テ ィ ッ クALP）およびマウン ト プ レー ト のイ ンス ト ール手順については、『Biomek i-Series 
Automated Labware Positioners, Accessories, and Devices Instructions for Use（Biomek i-Series 自動ラ
ブウ ェ アポジシ ョ ナー、付属品、およびデバイ ス取扱説明書）』、PN B54477を ご参照 く だ さ
い。。これらのALPの使用手順については、『Automated Labware Positioners (ALPs) Instructions for 
Use（自動ラ ブウ ェ アポジシ ョ ナー（ALP）取扱使用説明書）』、PN 987836を ご参照 く だ さ
い。

 • 96チ ャ ネルチ ッ プ ウ ォ ッ シ ュ
 • 384チ ャ ネルチ ッ プ ウ ォ ッ シ ュ
 • 溶液供給ユニ ッ ト /チ ッ プボ ッ ク ス
 • Cytomat 2Ca、b

 • Cytomat 6001a、b

 • Cytomatマ イ ク ロ プ レー ト ホ テルa、b
 • コ ンベアALP、お よ び こ れ ら のALP/

マ ウ ン ト プ レー ト のための詳細お よ
び簡潔な手順については、『b

a. これらはオ フ デ ッ キ ALP であるため、マウン ト プ レー ト は必要あ り ません。
b. Biomek i-Series Cytomat ALP and Devices User’s Manual（Biomek i-Series Cytomat ALP およびデバイ スユーザーマ

ニ ュ アル）』、PN B91265 を ご参照 く だ さ い。

 • 加熱 と 冷却
 • デバ イ ス コ ン ト ロ ー ラ a（以下の注記

を参照。）
 • 軌道振動装置（以下の注記を参照。）
 • 陽性ポジシ ョ ナー（以下の注記を参

照。）
 • 排出/再充填可能 リ ザーバc（以下の

注記を参照。）
 • シ ェーキ ン グペルチ ェ
 • ス タ テ ィ ッ ク ペルチ ェ

c. ス タ テ ィ ッ ク 1 x 1 ALP 上に配置さ れるため、マウン ト プ レー ト は必要あ り ません。
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略語

% — パーセン ト

℃ — 摂氏

°F — 華氏

AC — 交流

ALP — 自動ラ ブウ ェ アポジシ ョ ナー

ANSI — 米国規格協会

API — アプ リ ケーシ ョ ン プ ログ ラ ミ ング イ
ン タ フ ェ ース

BCAP — Beckman Coulterのア カ ウン ト および
認証

BIOS — 基本入出力システム

BSE — 生物学的に安全なエ ン ク ロージ ャ

CAN — コ ン ト ローラ エ リ アネ ッ ト ワーク

CFR — 米国連邦規制基準

cm — センチ メ ー ト ル

COM — コ ミ ュ ニケーシ ョ ンポー ト

CSV — コ ンマ区切 り 値

ESD — 静電放電

ETC — 終了までの推定時間

FBBCR — fly-byバーコー ド リ ーダ

HTS — ハイ スループ ッ ト ス ク リ ーニング

Hz — ヘルツ

I/O — 入出力

ID — 識別子

IFU — 取扱説明書

JIT — ジ ャ ス ト イ ン タ イム

LED — 発光ダ イ オー ド

LIMS — 検査室情報システム

LLS — 液体レベル検知

MC — マルチチ ャ ネル

MC — マルチチ ャ ネル

MSDS — 物質安全性デー タ シー ト

MTP — マ イ ク ロ タ イ タ ープ レー ト

MVS — マルチチ ャ ネル検証システム

OS — オペレーテ ィ ングシステム

PCR — ポ リ メ ラーゼ連鎖反応

PCR — ポ リ メ ラーゼ連鎖反応

PN — 製品番号

PN — 製品番号

PSI — 平方イ ンチ当た り のポン ド  (psi)

RoHS — 有害物質の制限に関する指令

S8 — Span-8 

SDS — 安全性デー タ シー ト

SPE — 固相抽出

TEU — 熱交換ユニ ッ ト

UI — ユーザーイ ン タ ーフ ェ ース

USPTO — 米国特許商標局

WEEE — 廃電気電子機器

µL — マ イ ク ロ リ ッ ト ル
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用語集

（現在の メ ソ ッ ド を実行前に）バ リ デーシ ョ ンする
メ ソ ッ ド の開始前にエ ラーを検出するため、実行に先立ち メ ソ ッ ド を シ ミ ュ レーシ ョ ンす
る よ う ソ フ ト ウ ェ アに知らせるオプシ ョ ン。 メ ソ ッ ド のバ リ デーシ ョ ン と は異な る こ と に
注意 し て く だ さ い（バ リ デーシ ョ ン済み メ ソ ッ ド を参照）。

21 CFR Part 11
コ ン ピ ュー タ システムで電子記録や電子署名を実施する う えで必要な技術 と 手続きに関す
るFDA要件がま と められています。

384チ ャ ネルポ ッ ド ［384 MC、MC-384］
384チ ャ ネルのヘ ッ ド が装備 さ れたマルチチ ャ ネルポ ッ ド であ り 、1回の送液で384個のウ ェ
ルにピペ ッ ト 操作を行います。

96チ ャ ネルポ ッ ド ［96 MC、MC-96］
96チ ャ ネルのヘ ッ ド が装備 さ れたマルチチ ャ ネルポ ッ ド であ り 、1回の送液で最大96個の
ウ ェ ルにピペ ッ ト 操作を行います。

AccuFrame
デ ッ キに配置 し たALPの位置を、Biomek Software に教え る処理を自動化するデバイ ス

ALP
参照 自動ラ ブウ ェ アポジシ ョ ナー［ALP］

ANSI/SLASマ イ ク ロ プ レー ト 規格
マ イ ク ロ プ レー ト ラ ブウ ェ アの各種形状に関する仕様。下記の内容で構成 さ れます
ANSI/SLAS 1-2004: マ イ ク ロ プ レー ト ―占有スペースの寸法
ANSI/SLAS 2-2004: マ イ ク ロ プ レー ト ―高 さ の寸法
ANSI/SLAS 3-2004: マ イ ク ロ プ レー ト ―底面外側フ ラ ン ジの寸法
ANSI/SLAS 4-2004: マ イ ク ロ プ レー ト ―ウ ェ ルの位置
ANSI/SLAS 6-2012: マ イ ク ロ プ レー ト ―ウ ェ ル底面の高 さ

Artelマルチチ ャ ネル検証システム［Artel MVS］
送液の精度 と 正確度を検証するシステム

Beckman Coulter Accounts and Permissions [BCAP]
Beckman Coulter Accounts and Permissions（Beckman Coulterのア カ ウン ト および認証）Beckman 
Coulterソ フ ト ウ ェ アに実装 さ れた機能を統合 し たセ ッ ト であ り 、ク ローズ ド システムで21 
CFR Part 11の要件を順守する手助けを し ます。Biomek Software のサポー ト 対象は装置だけで
あ り 、装置に組み合わてあるデバイ スは、別の文書に記載がない限 り サポー ト し ません。

Biomek i5
自動化を目的 と し てBeckman Coulterが設計開発 し た液体ハン ド ラー拡張可能な操作用ソ フ
ト ウ ェ ア を備えたオープ ン アーキテ ク チ ャ設計によ り 、現在および将来も含め、特定用途
向けのコ ンポーネン ト を統合する基盤を得る こ と がで き ます。Biomek i5装置は、送液やラ
ブウ ェ アのデ ッ キ内移動など、 さ まざまな機能に1つのポ ッ ド で対応 し ます。

Biomek i7
自動化を目的 と し てBeckman Coulterが設計開発 し た液体ハン ド ラー拡張可能な操作用ソ フ
ト ウ ェ ア を備えたオープ ン アーキテ ク チ ャ設計によ り 、現在および将来も含め、特定用途
向けのコ ンポーネン ト を統合する基盤を得る こ と がで き ます。Biomek i7装置は、最大2つの
アームに対応可能です。装置の各アームはポ ッ ド を1つ搭載 し ます。
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Biomek i-Series の自動化ワーク ステーシ ョ ン
液体処理および他のサン プル前処理手順を実行する よ う Beckman Coulterが設計開発 し た ラ
ボ向けの装置。拡張可能な操作用ソ フ ト ウ ェ ア を備えたオープ ン アーキテ ク チ ャ設計によ
り 、現在および将来も含め、特定用途向けのコ ンポーネン ト を統合する基盤を得る こ と が
で き ます。Biomek i-Series の装置は、送液やラ ブウ ェ アのデ ッ キ内移動など、 さ まざまな機
能にポ ッ ド を使用 し ます。

Biomekデ ッ キ［デ ッ キ］
装置の作業台。あ らか じ め穴が開いてお り 、その位置を介 し ALPの位置が認識 さ れます。

Biomek
液体処理向けBeckman Coulter製ロボ ッ ト 製品群の登録商標

Cytomat
デ ッ キから分離 さ れた保管用の統合デバイ スであ り 、ラ ブウ ェ アの保管に使用 

DMSO
ジ メ チルスルホキシ ド の略。創薬分野で化合物を溶かすのに使用する有機溶剤

D軸
分注軸: 分注、吸引操作に使用 さ れます（マルチチ ャ ネルポ ッ ド ではヘ ッ ド が、Span-8 ポ ッ
ド ではシ リ ン ジポン プが作動）。

Fly-Byバーコー ド リ ーダ［FBBCR］
ラ ブウ ェ アに貼付 し たバーコー ド ラ ベルを スキ ャ ンする機器。グ リ ッ パが運んだ ラ ブウ ェ
ア を リ ーダがスキャ ン し 、初回の読み取 り や確認を行います。ラ ブウ ェ ア製品それぞれの
バーコー ド 内容は、ソ フ ト ウ ェ アのラ ブウ ェ アに割 り 当て られます（後日のレポー ト 作成
や意志決定などに使用）。

Ifステ ッ プ（場合分けステ ッ プ）
真偽条件に基づき、 メ ソ ッ ド の動作を制御する ステ ッ プ。条件 と し て、ラ ブウ ェ アの液量
や吸引量など、変数やス ク リ プ ト 式を使用する こ と がで き ます。

Project（プ ロジ ェ ク ト ）
液体 タ イ プ、ラ ブウ ェ ア と チ ッ プの種類、ピペ ッ ト テ ン プ レー ト 、テ ク ニ ッ ク、ウ ェ ルパ
タ ーンに関する情報項目を保存する ソ フ ト ウ ェ ア機能です。また、項目の変更、追加、削
除をすべて を記録 し た履歴も保存 し ます。

SILASデバイ スモジ ュール
デバイ ス を制御するSILASモジ ュール

SILAS
内部処理 メ ッ セージ ング用のオープ ンス タ ンダー ド プ ロ ト コルデバイ ス制御に使用する ソ
フ ト ウ ェ アモジ ュールを独立 し て開発・修正する こ と がで き ます。

SILAS消費モジ ュール［消費］
メ ソ ッ ド の一部 と し てデー タ に作用（消費）するSILASモジ ュールデバイ スは制御 し ませ
ん。

Span-8 アーム［S8アーム］
Span-8 ポ ッ ド が取 り 付け られた、装置のハー ド ウ ェ アモジ ュール（アーム）
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Span-8 ア ク テ ィ ブウ ォ ッ シ ュ ALP
Span-8 ア ク テ ィ ブウ ォ ッ シ ュ ALPは、Span-8 ポ ッ ド のプ ローブの固定チ ッ プや使い捨ての
チ ッ プ を洗浄する能動的ALPです。チ ッ プ を洗浄するため、ソース リ ザーバからALPに水が
流れ込みます。ペ リ ス タ ルテ ィ ッ ク ポン プによ り 、ソース リ ザーバからSpan-8 ア ク テ ィ ブ
ウ ォ ッ シ ュ ALPを経由 し 廃棄物 リ ザーバまで水が循環 し ます。

Span-8 チ ッ プウ ォ ッ シ ュ ALP
Span-8 チ ッ プウ ォ ッ シ ュ ALPは受動的ALPです。 メ ソ ッ ド 内のステ ッ プで、プ ローブの固定
チ ッ プは、Span-8 洗浄ステーシ ョ ンALPの8つの洗浄ウ ェ ルを用いて洗浄 さ れます。一方
Span-8 洗浄ステーシ ョ ンALPの リ ザーバ側は、システムのプ ラ イ ミ ング、チ ューブやシ リ ン
ジからの空気パージに使用 さ れたシステム液を廃棄するのに使用 さ れます。

Span-8 プ ローブ
プ ローブ と も呼ばれます。Span-8 ポ ッ ド は8つのプ ローブ を収容 し ます。プ ローブは、Z軸
方向に独立 し て移動 し 、シ リ ンジポン プの動力で ピペ ッ ト 操作を行います。Span軸（S軸）
が動 く こ と で、プ ローブ間の間隔が同一に保たれます。Span-8 ポ ッ ド は、プ ローブのチ ッ
プ接続部に取 り 付け られた、固定チ ッ プまたは使い捨てのチ ッ プで ピペ ッ ト 操作を行いま
す。

Span-8 ポ ッ ド
液体処理の動作を行 う 8つの独立 し たプ ローブ一式を収容するハー ド ウ ェ アモジ ュール

（ポ ッ ド ）

Startステ ッ プ変数
メ ソ ッ ド のStartステ ッ プで定義する、名前値。Startステ ッ プでは、個別のステ ッ プ（Letス
テ ッ プなど）で定義する変数 と は対照的に、 メ ソ ッ ド 全体を と お し て使用する変数を定義
し ます。 メ ソ ッ ド の実行開始時に、Startステ ッ プで作成 し た変数を プ ロ ン プ ト で表示する
と 、各変数に新 し い値を入力する こ と も で き ます。

X軸
左右方向の水平軸。X座標が小 さ いほど左に寄 り 、大きいほど右に寄 り ます。

Y軸
前後方向の水平軸。X座標が小 さ いほど後ろに寄 り 、大きいほど前に寄 り ます。

Z軸
上下方向の垂直軸。X座標が小 さ いほど下に寄 り 、大きいほど上に寄 り ます。

アーム
アームは、後部 と 前部のレールに沿っ て移動する構造体です。アームはポ ッ ド を保持 し 、X
軸（左右方向）にポ ッ ド を移動する こ と がで き ます。Biomek i5装置は1つのアームに し か対
応 し ません。Biomek i7装置は2つのアームに対応 し ます。アームの構成部品はポ ッ ド のみ

（Span-8 ポ ッ ド など）の場合 と 、ブ リ ッ ジ と ポ ッ ド （マルチチ ャ ネルポ ッ ド など、ブ リ ッ ジ
はY軸方向に移動するために必要）の場合がある こ と に留意 し て く だ さ い。

ア ド レ スス イ ッ チ
使用中のデバイ ス をBiomek Software が識別で き る よ う 、能動的ALPに手で取 り 付けます。

（CANデバイ スでは、番号付けに16進法を使用） 

ア ラーム
Biomek メ ソ ッ ド の実行中、エ ラーが生 じ た り ユーザーによ る操作が必要にな っ た り し た場
合にユーザーに通知 さ れます。（Biomek Power Packカ ス タ ムソ フ ト ウ ェ アには、他のア ラー
ム機構も追加 さ れています。）
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イ ンポー ト /エ ク スポー ト ユーテ ィ リ テ ィ
イ ンポー ト フ ァ イルを介 し 、装置フ ァ イルから流用 し た設定のアーカ イ ブや共有を可能に
するBiomek Software のツール

イ ンポー ト フ ァ イル
再使用のため、Biomek Software から エ ク スポー ト し たプ ロ ジ ェ ク ト 項目や装置デー タ 。プ
ロ ジ ェ ク ト 項目（ラ ブウ ェ アの定義、ピペ ッ ト 操作の技法 と テ ン プ レー ト など）のアーカ
イ ブや共有、または装置設定（デ ッ キ構成やポ ッ ド 設定など）に使用可能です。

ウ ェ ルの深 さ
ウ ェ ルの最上部から一番深い位置までの距離（cm単位）

ウ ォ ッ シ ュ ポン プ
能動的洗浄に使用 さ れるペ リ ス タ ルテ ィ ッ ク ポン プBiomek Software で構成 さ れ、デバイ ス
コ ン ト ローラ で制御（オン/オ フ） さ れます。

エ ンキュー
装置の操作順序を規定するのに使用 さ れる、ソ フ ト ウ ェ ア と フ ァ ームウ ェ アの内部コ ン
ポーネン ト

エ ン ク ロージ ャ
動作領域を囲む、Biomek装置の一部分

エ ン コーダ
軸の絶対位置を追跡 し ます。

オ フ セ ッ ト
座標間の差（ベ ク ト ル）

オペレーテ ィ ングシステム［OS］
コ ン ピ ュー タ 操作に使用する基本ソ フ ト ウ ェ ア（Microsoft Windows 10など）

カ ンマ区切 り フ ォーマ ッ ト ［CSV］
普通テキス ト 形式で表デー タ を格納 し た フ ァ イル。デー タ 項目はカ ン マで区切られます。
列のラ ベルを示す見出 し 行が、ある場合 と ない場合があ り ます。

グ リ ッ パ
ラ ブウ ェ ア をは さ む装置であ り 、ラ ブウ ェ ア を1つの位置から別の位置に移動する こ と がで
き ます。

グローバル変数
意味や適用範囲が広域な名前値であ り 、変数が許可 さ れる箇所のいずれに も使用可能です。
メ ソ ッ ド の著者は、Set Global（グローバル設定）ステ ッ プで、ス ク リ プ ト を使用せずにグ
ローバル変数の値を作成 し た り 変更 し た り する こ と がで き ます。Finish（終了）ステ ッ プで
は、初期設定でグローバル変数がすべて消去 さ れます（消去 し ないオプシ ョ ンあ り ）。

コ ンベヤALP
統合 し たCytomatデバイ ス と Biomekデ ッ キ間で ラ ブウ ェ ア を移送する能動的ALP

サン プル追跡
Biomek Software に搭載の機能であ り 、ウ ェ ル と テス ト チ ューブそれぞれのサン プル情報を
メ ソ ッ ド 実行中、移送（ラ ブウ ェ ア） と い っ し ょ に移動する こ と がで き ます。情報は移送
時に添付 さ れ、ソースのラ ブウ ェ アから移送先のウ ェ ルやテス ト チ ューブに移動 し ます。
メ ソ ッ ド が始ま る前に、どのデー タ を出力するかを設定 し 、設定に従い実行完了時にデー
タ が報告 さ れます。
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シ ェ ーキングペルチ ェ ALP
ラ ブウ ェ アの内容物の混合 と 温度制御の機能を持つ能動的ALP

シ ャーシ
装置の基台基部構造、イ ン ジケー タ ラ イ ト 、電源、コ ン ト ローラ基板、安全システムなど
を構成 し ます。Biomek装置を構成するデ ッ キ、アーム、グ リ ッ パはシ ャーシで支持 さ れま
す。

ジ ャ ス ト イ ン タ イム［JIT］
下位のステ ッ プの実行を同期 さ せるBiomekステ ッ プJust In Time（ジ ャ ス ト イ ン タ イム）ブ
ロ ッ ク内のステ ッ プは、 メ ソ ッ ド ビ ューの表示順にキューに入 り ますが、2つ以上のステ ッ
プ を同時に実行する こ と も可能です。

シ ングルステ ッ プ
1回の操作で メ ソ ッ ド を一度に実行で き るBiomek Software の機能。Single Step（シ ングルス
テ ッ プ）では、動作の合間に装置が止ま り 、正 し く 動作 し ている こ と を目視で確認する こ
と がで き ます。

ステー タ スバー
現在の メ ソ ッ ド 、プ ロ ジ ェ ク ト フ ァ イル、装置フ ァ イル、 メ ソ ッ ド の推定完了時間、エ
ラー メ ッ セージが表示 さ れる、 メ イ ン エデ ィ タ の一部分

ステ ッ プ（Biomek Software を使用）
メ ソ ッ ド に組み入れ実行する こ と がで き る、ユーザーが構成可能な動作

ステ ッ プ構成［ステ ッ プUI］
強調表示 さ れたステ ッ プ を構成する こ と がで き る、 メ イ ン エデ ィ タ の一部分

ス ト リ ング
変数またはステ ッ プパラ メ ー タ と し て使用 さ れる連続文字列

タ イ タ ープ レー ト
タ イ タ ープ レー ト を参照 し て く だ さ い。

タ ワー
シ ャーシの四隅を構成する垂直な支持構造体

チ ッ プの接続部
使い捨てのチ ッ プマ ン ド レルまたは固定チ ッ プが取 り 付け られる、Span-8 プ ローブの部分。
Span-8 ポ ッ ド で位置を フ レー ミ ングする場合に フ レー ミ ングシ ャ フ ト が取 り 付け られる部
分。

チ ッ プ
ピペ ッ ト チ ッ プ［チ ッ プ］を参照 し て く だ さ い。

チ ッ プ接触
ウ ェ ルから離れる前に、ピペ ッ ト 操作後のチ ッ プから残液の し ず く をぬぐ う 、ポ ッ ド の動
作

デー タ セ ッ ト ［デー タ セ ッ ト ］
Biomek Software に保存 さ れた、ウ ェ ルやチ ューブに関する特定の情報を格納 し ます。個々
のウ ェ ルやチ ューブのサン プルを別のウ ェ ルやチ ューブに移動 し て も、デー タ セ ッ ト を用
いて、サン プルに関する情報が追跡 さ れます。

テ ィ ーチ ング
フ レー ミ ングを参照 し て く だ さ い。
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テ ク ニ ッ ク プ ロパテ ィ
ラ ブウ ェ ア タ イ プや液体 タ イ プなど、テ ク ニ ッ ク に関連する固有の項目。自動選択がス
テ ッ プで有効な場合、現在の構成に一致する プ ロパテ ィ の数によ り 技法が決定 し ます。

テ ク ニ ッ ク
処理中のポ ッ ド の動作を制御するため、ピペ ッ ト テ ン プ レー ト に コ ン テキス ト を入力する
液体Biomek Software の機能。Biomek Software のTechnique Editor（テ ク ニ ッ ク エデ ィ タ ）で
編集 し ます。プ ロパテ ィ と 値に基づき自動的に選択可能です。

デ ッ キエデ ィ タ
装置に配置 し たALPやデバイ スの実際の位置に対応 し た装置作業台を ソ フ ト ウ ェ アに作成す
るのに使用するBiomek Software のエデ ィ タ

デ ッ キレ イ アウ ト
デ ッ キの現在の構成

デ ッ キ位置［位置］
装置デ ッ キ上の特定の場所（ALPの一部分）。ラ ブウ ェ ア を装置で使用する際は、これらの
場所に配置 し ます。

デ ッ キ
装置の作業台。あ らか じ め穴が開いてお り 、その位置を介 し ALPの位置が認識 さ れます。

デバイ スエデ ィ タ
ユーザーによ るデバイ ス構成の編集やデバイ ス動作の制御を可能にする、Biomek Software 
のエデ ィ タ

デバイ ス コ ン ト ローラ
他のデバイ ス（洗浄ステーシ ョ ンのペ リ ス タ ルテ ィ ッ ク ポン プなど）の制御に使用 さ れる
統合CANデバイ ス

デル タ
Manual Control（マニ ュ アルコ ン ト ロール）で、ポ ッ ド の移動ベ ク ト ルに適用する変化量を
指定するのに使用 さ れます。

ハイ ブ リ ッ ド
マルチチ ャ ネルポ ッ ド と Span-8 ポ ッ ド 両方を搭載 し たBiomek装置

パラ メ ー タ
メ ソ ッ ド やステ ッ プの一部 と な る構成値。規定の手続きに渡 さ れる特定の値も意味 し ます。

バ リ デーシ ョ ン済み メ ソ ッ ド
電子署名で承認の う え保存 し た改訂 メ ソ ッ ド であ り 、追加変更で き ないよ う 保護 さ れてい
ます。バ リ デーシ ョ ン済み メ ソ ッ ド を実行するのに必要なプ ロ ジ ェ ク ト 項目の改訂内容も
保存 さ れ、追加変更で き ないよ う 保護 さ れています。それによ り 、バ リ デーシ ョ ン済み メ
ソ ッ ド の再現性が確保 さ れます。Beckman Coulter Accounts & Permissions（Beckman Coulterの
ア カ ウン ト および認証）が有効な場合、 メ ソ ッ ド のバ リ デーシ ョ ンが可能です。 メ ソ ッ ド
をバ リ デーシ ョ ンは、 メ ソ ッ ド のバ リ デーシ ョ ンが許可 さ れているユーザー し か行えませ
ん。

ハロー部
Biomek i-Series の密閉装置で、シ ャーシの最上部にあ り 、360度周回するステー タ ス イ ンジ
ケー タ ラ イ ト を搭載する他に、デ ッ キ上のサン プルや試薬に ラボの微粒子が混入するのを
防ぎます。
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ピペ ッ ト チ ッ プ［チ ッ プ］
Biomek装置で、取 り 付け られたマ ン ド レル と 連携 し 液体を処理するために使用 さ れる ラボ
の道具

ピペ ッ ト テ ン プ レー ト
液体処理中ポ ッ ド の動作を制御するBiomek Software の機能。Biomek Software のPipetting 
Template Editor（ピペ ッ ト 操作エデ ィ タ ）で編集 し ます。

ピペ ッ ト 操作を行 う （動詞）
液体を吸引 し た り 分注 し た り する動作

ブ リ ッ ジ
Biomekポ ッ ド のい く つかは（マルチチ ャ ネルポ ッ ド 他）、アームの一部である ブ リ ッ ジで支
持 さ れています。その場合、ブ リ ッ ジはX軸に沿っ て移動する構造体です。ブ リ ッ ジはポ ッ
ド を保持 し 、Y軸（前後方向）にポ ッ ド を移動する こ と がで き ます。Span-8 アームにはブ
リ ッ ジがない こ と に注意 し て く だ さ い。

フ レー ミ ングシ ャ フ ト
「Span-8 フ レー ミ ングプ ローブ」 と も呼ばれます。Span-8 ポ ッ ド に取 り 付け られた、フ レー

ミ ングに用い られる フ レー ミ ング用のツールです。フ レー ミ ングシ ャ フ ト は、フ レー ミ ン
グ さ れるデ ッ キ位置に応 じ て、各種のSpan-8 プ ローブに取 り 付け られます。

フ レー ミ ングツール
デ ッ キやグ リ ッ パのフ レー ミ ング処理に使用する ツール

フ レー ミ ング
デ ッ キ上の位置の正確な座標やグ リ ッ パの正確なオ フ セ ッ ト を得るための処理。テ ィ ーチ
ング と も呼ばれます。

ブ ローアウ ト
チ ッ プから確実に液体全量が分注 さ れる よ う 、液体吸引前にチ ッ プに余分な空気を吸わせ、
液体分注後に排出 さ せる工程

プ ログ ラムの実行
メ ソ ッ ド 中に、あ らか じ め構成 さ れたプ ログ ラムを実行する、ソ フ ト ウ ェ ア消費モジ ュー
ル

プ ロパテ ィ
Biomek Software で使用 さ れる、物体 と 操作の特性。た と えば、ラ ブウ ェ アにはウ ェ ルの容
量 と 液体 タ イ プ と い う プ ロパテ ィ があ り 、ポ ッ ド には速度限界 と 軸限界 と い う プ ロパテ ィ
があ り ます。

ベ ク ト ル
方向 と 大き さ で指定 さ れる量

ヘ ッ ド
1回に複数のウ ェ ルに吸引や分注を行 う こ と がで き る マルチチ ャ ネルポ ッ ド に取 り 付け られ
たピペ ッ ト 操作用の機器。チ ャ ネル数および容量はヘ ッ ド の種類によ り 異な り ます。

ヘルツ［Hz］
1秒間の周波数

ポー ト
通信ケーブル（USB、CAN、シ リ アルケーブルなど）によ く 使用する電気的接続ポ イ ン ト
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ホーム（名詞）
メ ソ ッ ド で ラ ブウ ェ アの起点 と な る位置。Change Home（ホーム変更） ノ ー ド で変更可能
です。

ホームに戻す（動詞）
各軸の起点やゼロ位置を確定する操作（装置に電源を投入するたびに行 う 必要あ り ）

ホーム位置
ホーム位置に戻す操作を行っ た場合に軸が移動する既知の目的位置。シ ングルポ ッ ド シス
テムでは、ホーム位置は装置の後部左上です。デュ アルポ ッ ド システムでは、1番目の

（左）ポ ッ ド のホーム位置は後部左、2番目の（右）ポ ッ ド では後部右です。

ポ ッ ド
液体処理機能を持つBiomek装置の構造体。2種類のポ ッ ド が装置で使用可能です。一つは、
ヘ ッ ド が交換可能なマルチチ ャ ネルポ ッ ド で、 さ ま ざまな操作を行います。も う 一つは
Span-8 ポ ッ ド で、独立 し たプ ローブで液体を移送 し ます。Biomek Software では、ポ ッ ド は
Pod1またはPod2（またはLeftPod、RightPod） と 表現 さ れます。ポ ッ ド が一つ し かない場合
は、Pod1（またはLeftPod） と 表現 さ れます。

マーク
複数のステ ッ プにまたがる ピペ ッ ト 操作をBiomek Software で行っ た際に、ピペ ッ ト の行路
を記録する方法 と し てマークが付け られます。ある ピペ ッ ト 操作で最後にア ク セス し た
ウ ェ ルだけを特定するため、マークが1つ付け られます。Set marks（マーク を付ける）が
有効な場合、マークの付いたウ ェ ルから操作を再開する こ と がで き ます。

マ イ ク ロ タ イ タ ープ レー ト ［MTP］
タ イ タ ープ レー ト を参照 し て く だ さ い。

マ イ ク ロ プ レー ト
液体処理ステ ッ プで使用する ラ ブウ ェ ア。マ イ ク ロ タ イ タ ープ レー ト または タ イ タ ープ
レー ト と も呼ばれます。マ イ ク ロ プ レー ト の寸法は、ANSI/SLAS 1-2004～ANSI/SLAS 4-2004規
格で規定 さ れています。

マウン ト プ レー ト
レガシーの種類のALPを新型のBiomek i5やBiomek i7に取 り 付ける際に使用するハー ド ウ ェ ア

マニ ュ アルコ ン ト ロール
ハー ド ウ ェ ア機能にユーザーが直接対話する こ と を可能にする ソ フ ト ウ ェ アのユーザーイ
ン タ フ ェ ース

マルチチ ャ ネル96洗浄ステーシ ョ ン
96チ ャ ネルのヘ ッ ド に装填 さ れた使い捨てのチ ッ プ を洗浄する能動的ALP

マルチチ ャ ネルアーム［MCアーム］
マルチチ ャ ネルポ ッ ド を取 り 付け可能なBiomek装置部品

マルチチ ャ ネルポ ッ ド ［MCポ ッ ド ］
複数のマ ン ド レルを介 し て液体処理を行 う 各種のヘ ッ ド （取外 し と 交換が可能）を保持す
るBiomek装置部品

マ ン ド レル
ピペ ッ ト 操作に使用 さ れる使い捨てチ ッ プ用のハー ド ウ ェ ア イ ン タ ーフ ェ ース

メ ソ ッ ド （Biomek）
Biomek装置で液体処理を行 う ステ ッ プ を順番に並べた リ ス ト
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メ ソ ッ ド ビ ュー （Biomek）
Biomek Software で、 メ ソ ッ ド のステ ッ プが表示 さ れる、 メ イ ン エデ ィ タ のペイ ン

メ ソ ッ ド 実行ステ ッ プ
現在のBiomek メ ソ ッ ド 内で メ ソ ッ ド を実行する ソ フ ト ウ ェ ア演算

ユーザー設定
メ イ ン エデ ィ タ の見た目を変更 し 、 メ ソ ッ ド 表示オプシ ョ ン を設定する こ と がで き る ソ フ
ト ウ ェ アのダ イ ア ログ

ラ イ ト カーテ ン
装置前面を横切る方向に拡散赤外線を発射する、安全のためのコ ンポーネン ト です。直径
が3.8 cm （1.5イ ンチ）以上の物体が赤外線に侵入する と 、装置はただちに停止 し ます。直
径が1.6 cm （0.625イ ンチ）以上の物体が装置開口部の角に侵入 し た場合に も、装置はただ
ちに停止 し ます。

ラ ブウ ェ アオ フ セ ッ ト
フ レー ミ ング さ れたデ ッ キ位置の座標 と 、その位置にある ラ ブウ ェ アの後部、底面、左角
の座標の差（ベ ク ト ル）

ラ ブウ ェ ア カ テゴ リ
Biomek Software で使用可能な同類の消耗品（マ イ ク ロ プ レー ト 、 リ ザーバなどのラ ブウ ェ
ア）

ラ ブウ ェ アプ ロパテ ィ
メ ソ ッ ド で使用する、ラ ブウ ェ アの特性

ラ ブウ ェ アポジシ ョ ナー
自動ラ ブウ ェ アポジシ ョ ナー［ALP］を参照 し て く だ さ い。

ラ ブウ ェ ア
マ イ ク ロ プ レー ト （ タ イ タ ープ レー ト ）、蓋、チ ューブ、チ ューブ ラ ッ ク、 リ ザーバ、カ ス
タ ム注文の消耗品ピペ ッ ト のチ ッ プは該当 し ませんが、チ ッ プボ ッ ク スは該当 し ます。

リ ソース使用時間の制限
特定のデ ッ キ位置で特定の時間、 メ ソ ッ ド を一時手停止する こ と がで き ます。Pause（一時
停止）ステ ッ プで設定 し ます。

ループ
Biomek Software で、 メ ソ ッ ド 実行中に一連の下位のステ ッ プ を指定回数だけ繰 り 返す
Biomekステ ッ プ。ループ変数を組み込むこ と がで き ます。

ループ変数
意味や適用範囲が限定 さ れた名前値であ り 、Loop（ループ）ステ ッ プの下位ステ ッ プに し
か使用で き ません。 メ ソ ッ ド の著者は、Loop（ループ）ステ ッ プで、構成する下位ステ ッ
プ を繰返 し 実行する こ と がで き ます。ループ変数には設定済みの開始値が含まれます。
ループ を繰 り 返すたびに、既定量だけループ変数の値が増加 し ます。

ログ
メ ソ ッ ド の実行記録が格納 さ れた フ ァ イル。Biomek Software には、標準テキス ト 形式のロ
グが5種類用意 さ れています。Details（詳細）、Errors（エ ラー）、Pipetting（ピペ ッ ト 操
作）、UnifiedPipetting（一括ピペ ッ ト 操作）、 UnifiedTransfer（一括移送）
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ワーク リ ス ト 変数
Worklistステ ッ プで定義する名前値。Worklistステ ッ プで、フ ァ イルの内容に基づき変数を
い く つか設定する こ と がで き ます。フ ァ イルでは、名前値は列のヘ ッ ダ と し て、ワーク リ
ス ト の実行中に変数が と り 得るすべての値はヘ ッ ダの下の行に格納 さ れています。ワーク
リ ス ト フ ァ イルの各行では、フ ァ イルから読み出 し た適切な値で各変数が構成 さ れ、
Worklistステ ッ プの下位のステ ッ プが実行 さ れます。Worklistステ ッ プ内の下位のステ ッ プ
の式を使用する と い う 方法によ り 、どの繰返 し が現在行われているかに応 じ て、異な る挙
動を実現する こ と が可能です。

ワーク リ ス ト
表形式の外部フ ァ イルであ り 、列のヘ ッ ダに名前が、ヘ ッ ダ下の行にその値が記載 さ れて
います。名前は、値を表すのに使用 さ れる記号識別子（変数）です。

一括ステ ッ プ
複数のソースから吸引 し 1ヶ所の移送先に分注するBiomek Software ステ ッ プ

下位のステ ッ プ
入れ子のステ ッ プ を参照 し て く だ さ い。

交流
AC

位置 （Biomek）
デ ッ キ位置 と も呼ばれます。装置デ ッ キ上の特定の場所（ALPの一部分）。位置の名前は自
動で付ける こ と も自由に付ける こ と も で き ます。位置には多 く のプ ロパテ ィ があ り 、デ ッ
キエデ ィ タ でア ク セス可能です。ラ ブウ ェ ア を装置で使用する際は、これらの場所に配置
し ます。

位置決め穴
デ ッ キにあ らか じ め穴が開いてお り 、Biomekデ ッ キ上またはデ ッ キから離れた位置にALPを
配置する際に使用 し ます。

位置特定機構
ALPの取付け位置がど こかを示す、ALPの一部分

入れ子のステ ッ プ
「下位のステ ッ プ」 と も呼ばれます。Biomek メ ソ ッ ド で、別の演算を1つ以上含むソ フ ト

ウ ェ ア演算。Loop、If、Worklist、Letの各ステ ッ プは、入れ子構造にする こ と がで き ます。

入力/出力［I/O］
デバイ ス を行き来する信号やデー タ 。通常、デバイ スに入っ た り デバイ スから読み出 し た
り し た電子信号やデー タ を指 し ます。

円錐の長 さ
チ ッ プの先細にな っ ている部分で、も っ と も細 く な っ ている先端から先細にな っ ていない
部分（円筒部分の開始位置）までの長 さ

凝固検知
Span-8 ポ ッ ド はこの機能によ り 、ウ ェ ル内での吸引後の高 さ と 任意の高 さ で測定 さ れた
キャパシ タ ン スの差によ り 、凝固の存在を判定可能です。

分析
医学、薬学、環境生物学、分子生物学の分野を ラボで調査（分析）する手段であ り 、薬剤、
生化学物質、有機体の細胞や有機検体などの対象実体（検体）の存在、量、または機能活
動量の定量的評価や測定を目的 と し ます。[Wikipediaサービ ス、「Assay」の説明、ア ク セス
日2013年12月10日、http://www.Wikipedia.org/wiki/assay]
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初期化
メ ソ ッ ド の開始時に、開始位置やシステム（装置、デバイ ス、ソ フ ト ウ ェ アなど）の1つ以
上の項目の状態を設定 し た り 確認 し た り する処理。この処理によ り メ ソ ッ ド の実行開始時
点で、項目が開始時用の構成に設定 さ れ、通信チ ャ ネルが使用可能か確認 さ れます。

前面上部の水平梁
シ ャーシの上部側面支持材 と タ ワーに取 り 付け られた、シ ャーシの前面上部構造材 

危険物質使用制限指令2011/65/EU［RoHS］
電気・電子製品に危険な材料を使用する こ と を制限する指令

取付け位置
ALPを配置する、デ ッ キ上の特定の位置グ リ ッ ド システムによ り 、文字 と 数字を用いて取付
け位置に ラ ベルが付け られ、デ ッ キエデ ィ タ 上のALP位置の特定に使用 さ れます。

取外 し プ レー ト
チ ッ プの取外 し 中にチ ッ プ を マ ン ド レルから外す際にシステムが使用する、マルチチ ャ ネ
ルポ ッ ド のヘ ッ ド の部品

受動的ALP
Biomekデ ッ キに取 り 付け られる、取外 し と 交換が可能なプ ラ ッ ト フ ォーム構成体であ り 、
ア ッ セ イの自動化を実現 し ます。受動的ALPには、ラ ブウ ェ ア をデ ッ キ上の定位置に保持す
る ものも あれば、廃液、使用済みのチ ッ プ、チ ッ プボ ッ ク ス、ラ ブウ ェ アなど、 メ ソ ッ ド
の副生成物を受け取る容器の役割をする ものも あ り ます。

固定具
「機械的フ レー ミ ングプ ローブ」 と も呼ばれます。マルチチ ャ ネルポ ッ ド に取 り 付け られ

た、フ レー ミ ングに用い られる フ レー ミ ング用のツールです。

変数
メ ソ ッ ド 内で変更可能な名前値。Globalステ ッ プ変数 vrible、Letステ ッ プ変数、Loopステ ッ
プ変数 Scriptステ ッ プ変数、Statステ ッ プ変数、Worklistステ ッ プ変数が該当 し ます。

外部デバイ ス
処理機能を実行する、デ ッ キから分離 さ れた周辺付属物 

安全な最低の高 さ
衝突（グ リ ッ パが運ぶラ ブウ ェ ア と デ ッ キ位置が衝突など）を避けるために、Biomekデ ッ
キ上に空けてお く べき距離（最小）

安全な積み重ね
別のラ ブウ ェ アに載せた ラ ブウ ェ アが、意に反 し て崩れる こ と がないよ う に重ねる能力

安全な高 さ
衝突（装填 し たピペ ッ ト チ ッ プ と 廃棄物ALPが衝突など）を避けるために、デ ッ キ上の器具
の上に空けてお く べき距離（最小）

実行時間
メ ソ ッ ド が実行 さ れる時間の長 さ

希釈液
サン プルの希釈に使用する溶剤

座標
空間の1地点を特定するのに使用 さ れる数字のセ ッ ト 。グ リ ッ パの回転やグ リ ッ プの開き幅
など、他の軸の位置を含める こ と も可能です。
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廃棄物ALP
メ ソ ッ ド 実行中に、ピペ ッ ト のチ ッ プやラ ブウ ェ ア を廃棄する方法を提供する受動的ALP。
デ ッ キエデ ィ タ では、このALPに4つのオプシ ョ ンがあ り ます。デ ッ キの側面、内蔵式ゴ ミ
箱オプシ ョ ン を選ぶかス ラ イ ド オプシ ョ ン を選ぶかによ り 、選択 さ れるバージ ョ ンが異な
り ます。本書のチ ュー ト リ アルではス ラ イ ド オプシ ョ ン を使用 し 、TrashLeftSlide（左側に
廃棄）またはTrashRightSlide（右側に廃棄）を指定 し ます。

後続エアギ ャ ッ プ
液体吸引後にチ ッ プが吸引する空気の量（ユーザーが指定）

手順の定義
メ ソ ッ ド で何度も使用する可能性がある一連のステ ッ プ を作成するのに使用するステ ッ プ。
手続きは、Define Procedure（手順の定義）ステ ッ プ内に、ステ ッ プ を追加 し た り 構成 し た
り し て作成 し ます。

手順の実行ステ ッ プ
現在のBiomek メ ソ ッ ド 内で規定の手順を実行する ソ フ ト ウ ェ ア演算

接続
電源接続、Biomek装置 と の通信イ ン タ ーフ ェ ース接続 と い う 形で使用 し ます。

数式
ス ク リ プ ト 演算を用いて英数字や変数を一行にま と めた もの。Biomek メ ソ ッ ド で、変数が
使用可能な箇所で使用可能です。

検査室情報管理システム［LIMS］
ラ ボ業務のサポー ト に使用する ソ フ ト ウ ェ ア。 さ ま ざまなデー タ 出入力機能を備えたデー
タ ベース技術が搭載 さ れています。

消耗品
メ ソ ッ ド で使用する使い捨ての製品。ピペ ッ ト チ ッ プ、マ イ ク ロ プ レー ト 、蓋、チ ューブ、
リ ザーバなどが該当 

消費モジ ュール
システムにデー タ を収集、処理するために使用 さ れるSILASモジ ュール。消費モジ ュールに
はLogger（ロガー）、Run Program（プ ログ ラムの実行）、Verify Disk Spaceデ ィ ス ク容量の確
認）が含まれます。

液体 タ イ プ
Biomek Software で、流体の特性およびプ ロパテ ィ に名前を付けグループにま と めた もの。
ピペ ッ ト 動作を制御するため、ピペ ッ ト 操作のテ ン プ レー ト と テ ク ニ ッ ク と い っ し ょ に使
用 さ れます。Biomek Software のLiquid Type Editor（液体 タ イ プエデ ィ タ ）で編集 し ます。

液体レベル検知［LLS］
Span-8 ポ ッ ド では、導電性のチ ッ プによ り 、ラ ブウ ェ アの液面がプ ローブご と に判断 さ れ
ます。チ ッ プが液体に接触する と 、キャパシ タ ン スの変化が検出 さ れます。キャパシ タ ン
スが変化する高 さ を割 り 出す こ と で、液体レベルが検知 さ れます。

液面追従
吸引または分注操作中に、チ ッ プが液面を追従するオプシ ョ ン

熱交換器［TEU］
デ ッ キ上の リ ザーバやマ イ ク ロ プ レー ト を加熱 し た り 冷や し た り し ます。温度は、ユー
ザーが用意 し た循環水槽が制御 し ます。
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現在の装置の表示
Biomek Software の メ イ ン エデ ィ タ の下部にある表示で、 メ ソ ッ ド 実行中にデ ッ キのラ ブ
ウ ェ アの位置を表示

生物学的に安全なエ ン ク ロージ ャ［BSE］
通風状態にある密閉式フー ド や作業空間を意味 し 、病原体や汚染物質をは じ め と する潜在
的に危険性のある物質を安全に扱 う こ と がで き ます。BSEの認証は（通常第三者によ り ）付
与 さ れます。

発光ダ イ オー ド
LED

相対移動
現在の座標を基準 と する、1本以上の軸に沿っ た低高度の移動。Advanced Manual Control

（高度なマニ ュ アルコ ン ト ロール）ダ イ ア ログで使用 さ れます。

移送ステ ッ プ
1ヶ所のソースから吸引 し 、1ヶ 所または複数の移送先に分注する、Biomek Software の動作。
チ ッ プ取扱いオプシ ョ ンにload（装填）、wash（洗浄）、unload（取外 し ）があ り ます。

移送器
移送物を挟み移動する こ と がで き るデバイ ス。一般的に移送器はBiomekポ ッ ド と 認識 さ れ、
ポ ッ ド はグ リ ッ パ、Cytomat ALP、コ ンベヤALP、ロボ ッ ト アームやシ ャ ッ ト ルなどのカ ス タ
ムデバイ ス を備えています。

移送物（名詞）
システムの移送器が操縦 し 運ぶこ と がで き る移動可能な ラ ブウ ェ ア（マ イ ク ロ プ レー ト 、
チ ッ プボ ッ ク ス、深型ウ ェ ルマ イ ク ロ プ レー ト など）

米国規格協会
米国規格協会米国の製品、サービ ス、処理、システム、作業員に関する自発的合意基準の
整備を監視する組織

終了までの推定時間［ETC］
Biomek メ ソ ッ ド の一部または全部の模擬継続時間（ユーザーが介入する こ と があれば、そ
れに必要な時間を除 く ）。 メ ソ ッ ド ビ ューでFinish（終了）ステ ッ プ を強調表示する と 、 メ
ソ ッ ド 全体の完了に必要な実時間がソ フ ト ウ ェ アによ り 推定 さ れます。 メ ソ ッ ド ビ ューで
終了ステ ッ プ以外を強調表示 し た場合、表示 さ れる時間は、選択 し たステ ッ プまでの メ
ソ ッ ド を終了するのに必要な時間を意味 し ます。

絶対移動
2本以上の軸に沿っ た、低高度の移動

能動的ALP
Biomekデ ッ キに取 り 付け られる、取外 し と 交換が可能なプ ラ ッ ト フ ォーム構成体であ り 、
ア ッ セ イの自動化を実現 し ます。能動的ALPは、チ ッ プの洗浄、混合、攪拌、振 と う 、ラ ブ
ウ ェ アの正確な位置決めなど機械的な動作を行 う 際に、電源や空気の供給源に接続する機
構を備えています。

自動ラ ブウ ェ アポジシ ョ ナー［ALP］
ALPは取外 し と 交換が可能なプ ラ ッ ト フ ォーム構成体であ り 、デ ッ キに取 り 付けます。ALP
には、能動的ALP と 受動的ALPの2種類があ り ます。ほ と んどのALPには、ANSI/SLAS規格のラ
ブウ ェ アやチ ッ プボ ッ ク ス を保持する場所が2ヶ所以上付いています。 し か し 一部のALPは、
廃液、使用済みのチ ッ プ、チ ッ プボ ッ ク ス、ラ ブウ ェ アなど、 メ ソ ッ ド の副生成物を受け
取 り ます。作業空間にあるデ ッ キに取 り 付けます。ラ ブウ ェ アポジシ ョ ナー と 同義です。
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用語集
  
蓋
ラ ブウ ェ ア（通常マ イ ク ロ プ レー ト ）の硬い固体カバー。チ ッ プはカバーを貫通で き ませ
ん。グ リ ッ パで蓋の操作が可能である と 想定 さ れています。

装置フ ァ イル
装置のデ ッ キレ イ アウ ト など を含むハー ド ウ ェ ア構成に関する情報を格納。装置フ ァ イル
は、別のBiomek装置や、同 じ 装置の別のハー ド ウ ェ ア構成を表す こ と がで き ます。

装置設定
装置のデ ッ キやポ ッ ド の構成をBiomek Software で指定するBiomekステ ッ プ。デ ッ キ上のラ
ブウ ェ アやラ ブウ ェ アの内容で構成 さ れます。

製品番号［PN］
在庫製品を簡単に照会するために使用する、英数字によ る識別名

記録
保存済みのプ ロ ジ ェ ク ト に保存 さ れるなん らかの項目。ラ ブウ ェ ア タ イ プ、 メ ソ ッ ド の改
訂、削除済み項目など。

設定ビ ュー
Biomek Software の メ イ ン エデ ィ タ の一部分であ り 、各ステ ッ プの設定が表示 さ れます。表
示内容は、 メ ソ ッ ド ビ ュー（別名、ステ ッ プUI）でハイ ラ イ ト 表示 さ れているステ ッ プに
応 じ て変わ り ます。

軌道シ ェ ーカー ALP
ラ ブウ ェ アの内容物を回転 し て混ぜる こ と がで き る能動的ALP

軸
移動する方向（直線上）を表 し ます。Biomek装置は最低で もX軸、Y軸、Z軸を備えていま
す。ポ ッ ド によ り 、追加の軸（排出軸 と し てのD軸など）も使用可能です。

通信ケーブル
装置や他のデバイ ス をホス ト コ ン ピ ュー タ につな ぐのに使用するケーブル

速度限界
装置の最大動作速度に対する比率（%）

連続希釈
ラ ボでサン プルを濃縮する一連の処理

静的ペルチ ェ ALP
ラ ブウ ェ アの内容物の温度制御機能を持つ能動的ALP
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Beckman Coulter, Inc.
保証お よ び返品に関する要件

返品を管理する標準的なBeckman Coulter, Inc.のポ リ シーは、すべて本製品に適用 さ れま
す。以下の例外を条件 と し てお よ び下記に記載の条件に基づき、当社は、本販売契約
に基づき販売 さ れた製品に、当社に よ る最初の購入者への納品後1年間は、仕上が り お
よ び材質に欠陥がない こ と を保証 し ます。当該1年間に当該製品のいずれかが欠陥品で
あ る こ と が判明 し た場合、当社は、その自由裁量に よ り 、（1）修理に よ り ま たは当社
の選択で交換に よ り 当該欠陥製品を修正する こ と （ただ し 、調査お よ び工場検査に よ
り 当該欠陥が通常の適切な使用の も と に発生 し た こ と が明 ら かにな っ た場合）、ま たは

（2）購入価格を払い戻す こ と に同意 し ます。上記の例外お よ び条件は以下の通 り と し
ます。
1. 当社が製造 し た構成部品ま たは付属品で、本質的に1年間機能する と 意図 さ れてお

ら ず1年間機能 し ない も のは、合理的な時間に対する合理的なサービ ス に対 し ての
み保証 さ れます。合理的な時間お よ び合理的なサービ ス を構成する も のは、唯一
当社に よ っ て決定 さ れ る も の と し ます。当該構成部品お よ び付属品の完全な リ ス
ト は、工場で保持 さ れます。

2. 当社は、当社が製造 し ていない構成部品ま たは付属品に関 し て一切保証 し ません。
当該構成部品ま たは付属品に欠陥があ る場合、当社は、製造業者自身の保証か ら
保証を獲得する よ う 購入者に対 し 合理的な補助を し ます。

3. 欠陥品であ る と 主張 し た製品は、当社の要求があれば、化学的、生物学的、放射
能的に有害な材質を適切に除去 し た う えで、運賃前払いで工場に返品する必要が
あ り 、当該製品に欠陥がない と 判明 し た場合は、運賃着払いで購入者に返送 さ れ
ます。

4. 本契約の対象 と な る製品が、当社公認のサービ ス担当従業員以外の人物に よ り 修
理 さ れま たは修正 さ れた場合、当該の他者に よ る修理が当社の書面に よ る同意に
よ り な さ れた も のであ る 場合を除き、当社は、明示的であれ暗示的であれ、すべ
ての保証に基づ く あ ら ゆ る義務を免れ る も の と し ます。

5. 製品が試薬な ど の場合、量お よ び内容な ら びに納品時に ラ ベルに記載の期間（た
だ し 、1年を超え る こ と はあ り ません）に適合する こ と のみが保証 さ れてい ます。

上記の保証がすべての適合性の保証お よ び市販性の保証の代わ り と な る こ と 、お よ び
あ ら ゆ る種類の特別ま たは結果的な損害、ま たは、何であれ、本販売契約に基づき 販
売 さ れた製品のいずれかについての製造、使用、販売、取 り 扱い、修理、 メ ン テナン
ス も し く は交換に起因す る原因か ら の法的責任を当社が一切負わない こ と は、明示的
に同意 さ れてい ます。
当社の販売業者お よ び代理人を含むいずれかの人物に よ り な さ れた表明お よ び保証は、
本保証の条件 と 相反する も のであれ、 こ れ と 対立す る も のであれ、書面に よ り 削減 さ
れかつ明示的に公認 さ れた当社の役員に よ り 承認 さ れた場合を除 き、当社を拘束 し な
い も の と し ます。
保証期間中に交換 さ れた部品は、本体の保証期間の終了ま で保証 さ れます。
注記
性能特性お よ び仕様は、Beckman Coulterの交換部品を ご使用の場合に し か保証 さ れま
せん。
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Beckman Coulter, Inc. 保証および返品に関する要件
  
Beckman Coulter, Inc.に対 し 役員が署名 し た書面に規定 さ れてい る 場合を除き、本シ ス テ
ムお よ び本シ ス テ ムの関連書類は、明示的であれ暗示的であれ、「現状の ま ま で」提供
さ れてお り 、本シ ス テ ムに「エ ラ ーがない」 こ と を含むいかな る 種類の保証 も 付与 さ
れてお り ません。本情報は、誠意を持っ て公開 さ れてい ますが、Beckman Coulterは、
正当性、正確性、信頼性、最新性、記載漏れその他において、本シ ス テ ムお よ び関連
書類の使用ま たは使用の結果に対 し て、保証、約束ま たは表明 し ません。本シ ス テ ム
お よ び関連書類の使用、結果、性能に関する 一切の リ ス ク は、ユーザーが負担 し ます。
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ル）
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Instructions For Use（自動
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Biomek i-Series Automated 
Labware Positioners, 
Accessories, & Devices 
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（シ ェ ーキングペルチ ェ
ALP統合マニ ュ アル

（Biomek FX/FXP、NX/NXP、
およびi-Series 装置用））
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（Biomek i-Series 自動化ワー
ク ステーシ ョ ン用）取扱説
明書）
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ル）
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